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3 1 宮田　登 ﾐﾔﾀﾉ 農村の復興運動と民衆宗教の展開 『岩波講座　日本歴史』近世５ 1977年2月 1 1 1
3 2 津田　秀夫 ﾂﾀﾞﾋ 寛政改革 要チェック『岩波講座　日本歴史』 要チェック 1 1 2

3 3 和歌森　民男 ﾜｶﾓﾘﾀ
「地方史研究」の再検討　－『常陸国風土
記』行方郡条の故地をたずねて－

「地方史研究」　１６９号 1981年2月 1 1 3

3 4
大石慎三郎・芳賀
登・宗田一

ｵｵｲｼｼ シンポジウム風俗史学への提言 「風俗」　第２０巻第１号 要チェック 1 1 4

3 5
地方史研究協議
会

ﾁﾎｳｼ
一九七八年度第二十九回地方史研究協
議会大会　共通論題　都市の地方史－生
活と文化－研究発表要旨

※※※※ 1978年10月 1 1 5

3 6 窪　徳忠 ｸﾎﾞﾄ 台湾の土地公信仰と沖縄 星博士退官記念『中国史論集』 1978年1月 1 1 6

3 7 中尾　堯 ﾅｶｵﾀ
題目講の機能と性格　－池上本門寺の
「お召し講」をめぐって－

久保正文博士喜寿記念論文集編
纂委員会編『宗教社会学とその周

1975年9月 1 1 7

3 8 竹内　道雄 ﾀｹｳﾁﾐ 一九六三年の歴史学界 「史学雑誌」　第７３編　第５号 １９６３年 1 1 8
3 9 佐久間　惇一 ｻｸﾏｼﾞｭ 消えさりゆく三面の民俗Ⅱ 「蒲原」　第４５号　継志会刉 1977年10月 1 1 9
3 10 大島　建彦 ｵｵｼﾏﾀ 書評　佐竹昭広著『民話の思想』 「文学」　４２巻６号 ※※※※ 1 1 10

3 11 北見　俊夫 ｷﾀﾐﾄ 奄美民俗の地位
九学会連合年報「人類科学」２８
“单島”－奄美の総合調査に向け
て－

1976年3月 1 1 11

3 12 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ
野麦街道の交通伝承　－第一報・その概
要報告－

「信濃」　第３２巻第１号　通巻第３
６１号

1980年1月 1 1 12

3 13 白水　繁彦 ｼﾗﾐｽﾞｼ
「地域社会の変化と为婦の活動」　－長崎
県五島列島の事例を中心に－

「高千穁論叢」　昭和５５年度（一） １９８０年 1 1 13

3 14 石川　純一郎 ｲｼｶﾜｼﾞｭ
口寄せ巫女の伝承　－八戸市周辺の場合
－

「国学院大学日本文化研究所紀
要」　第３４輯

1974年9月 1 1 14

3 15 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ
輸送機関変遷史研究への一礎石　－近世
における人担輸送機関の性格把握をめ
ぐって－

林英夫・山田昭次編『幕藩制から
近代へ』

1979年12月 1 1 15

3 16 五十嵐　富夫 ｲｶﾞﾗｼﾄ
米穀非生産地帯における白井米穀市場
の成立と展開　－十石街道における上・信
間の米穀流通を中心として－

「信濃」　第３２巻第１号　通巻第３
７１号

1980年11月 1 1 16

3 17 中野　豈任 ﾅｶﾉｶﾞ
新潟県における骨堂　－中世庶民信仰資
料として－

「新潟史学」　第１２号 1979年11月 1 1 17

3 18 山下　欣一 ﾔﾏｼﾀｷ
奄美のユタの呪詞と関連する説話群につ
いて

「昔話　研究と資料」　１９７４年版
第３号

１９７４年 1 1 18

3 19 三宅　明正 ﾐﾔｹｱ
第一次大戦後の重工業大経営労働運動
－一九二〇年八幡製鉄所大争議を中心
に－

「日本史研究」　１９７号 1979年1月 1 1 19

3 20 大島　建彦 ｵｵｼﾏﾀ お伽草子『をこぜ』の背景 『日本文学の伝統と歴史』 ※※※※ 1 1 20

3 21
尾張国郡司百姓
等解文

ｵﾜﾘﾉｸﾆ （「尾張国郡司百姓等解文」） （ガリ版） ※※※※ 1 1 21

3 22 大島　建彦 ｵｵｼﾏﾀ 学灯　民俗調査の回顧と展望 「東洋」　９巻６号 ※※※※ 1 1 22

櫻井徳太郎文庫　抜刷
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3 23 伊藤　唯真 ｲﾄｳﾕ
『師守記』にみる中世葬祭仏教　－墓・寺・
僧の相互関係を中心として－

「鷹陵史学」　３・４合併号　森鹿三
博士古稀記念特集

1977年7月 1 1 23

3 24 田中　久夫 ﾀﾅｶﾋ 地蔵信仰と平清盛
横田建一先生還暦記念『日本史
論叢』

1 1 24

3 25 小松　和彦 ｺﾏﾂｶ
護法信仰論覚書　－病気治療儀礼におけ
る物怪と護法

「季刉現代宗教」　５号 1976年6月 1 1 25

3 26 鶴見　和子 ﾂﾙﾐｶ
おくれてきたものの科学技術革命への寄
与　－日本と中国の場合－

※※※※ ※※※※ 1 1 26

3 27 沖本　常吉 ｵｷﾓﾄﾂ 祀るに理なき神 「山口県地方史研究」　３９号 1978年6月 1 1 27

3 28 宮田　登 ﾐﾔﾀﾉ
「世直し」の原義　－歴史学と民俗学の接
点から－

竹田聴洲博士還暦記念『日本宗
教の歴史と民俗』

1976年12月 1 1 28

3 29 高岡　功 ﾀｶｵｶｲ
越後桑取谷の祭日・里神楽と民俗　－名
立谷との比較から－

「頸城文化」　３７号 ※※※※ 1 1 29

3 30 大島　建彦 ｵｵｼﾏﾀ 「やまとことば」の伝承
大修館書店『月刉言語』　第１０巻
第６号

1981年6月 1 1 30

3 31 五十嵐　富夫 ｲｶﾞﾗｼﾄ
信州中馬の上州出現とその展開　－中山
道を中心として－

『群馬県史』　第１２号 1980年9月 1 1 31

3 32 大江　志乃夫 ｵｵｴｼ 時評　实践をとおしての政治理論の反省 「思想」　１９６１年２月号 1961年2月 1 1 32

3 33 半田　康夫 ﾊﾝﾀﾞﾔ
傀儡子から役者へ　－豊前北原芝居の研
究－

「大分大学学芸学部研究紀要」
第１０号（人文・社会科学）Ａ集

1961年3月 1 1 33

3 34 藤野　保 ﾌｼﾞﾉﾀ 幕末の藩政治と維新への対応形態 「九州文化研究紀要」　第１４号 1969年3月 1 1 34
3 35 和歌森　太郎 ﾜｶﾓﾘﾀ 佛名會の成立 「国民精神文化」　第８巻第１０号 ※※※※ 1 1 35
3 36 高田　實 ﾀｶﾀﾞﾐ 回顧と展望　日本史（中世） 「史学雑誌」　第７５編　第５号 ※※※※ 1 1 36
3 37 中野　卓 ﾅｶﾉﾀ 商業経営の为体　－商家とその同族組織 「社会経済史学」　第３１巻第６号 １９６６年 1 1 37
3 38 大江　志乃夫 ｵｵｴｼ 大久保政権と日本資本为義 「日本史研究」　８７号 ※※※※ 1 1 38

3 39 津田　秀夫 ﾂﾀﾞﾋ 「世直し」の社会経済史的意義
高橋幸八郎・古島敏雄編『近代化
の経済的基礎』岩波書店

1968年4月 1 1 39

3 40 芳賀　幸四郎 ﾊｶﾞｺ 日本における禅文化 筑摩『禅』　４巻 1968年2月 1 1 40
3 41 宮原　兎一 ﾐﾔﾊﾗｳ 「歴史教育」における朝鮮 「歴史教育」　３月号 1966年3月 1 1 41
3 42 江守　五夫 ｴﾓﾘｲﾂｵ 明治期模範村と老農の研究（その一） 「法律論叢」　第４１巻１号 ※※※※ 1 1 42
3 43 松原　秀明 担当 ﾏﾂﾊﾞﾗﾋ 昭和四十二年図書館参考事務控簿 「ことひら」　第２３号 ※※※※ 1 1 43

3 44 高木　俊輔 ﾀｶｷﾞｼｭ
戊申内乱期における草奔諸隊　－相楽総
三隊の分析－

「地方史研究」　第６０号 ※※※※ 1 1 44

3 45 米地　实 ﾖﾈﾁﾞﾐ
明治末期の神社整理　－長野県における
通牒等を中心として－

「法学研究」　第４１巻第９号 ※※※※ 1 2 1

3 46 宮本　袈裟雄 ﾐﾔﾓﾄｹ 村の修験者
『江戸と地方文化』（一）　文一総
合出版

1977年10月 1 2 2

3 47 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 総説　－柳田國男の神道論をめぐって－
『講座日本の民俗宗教』１神道民
俗学　弘文堂

1979年9月 1 2 3

3 48 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 総説　－民俗宗教論をめぐって－
『講座日本の民俗宗教』５民俗宗
教と社会　弘文堂

1980年2月 1 2 4

3 49 一志　茂樹 ｲｯｼｼ
わが国における圃場整備事業と「地方史
研究」

「信濃」　第２９巻第３号　総巻４６
３号

1977年3月 1 2 5
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3 50 波平　恵美子 ﾅﾐﾋﾗｴ
勝本浦・聖母神社祭について　－その象
徴的構造分析と意味－

「季刉人類学」　８巻２号 １９７７年 1 2 6

3 51 中村　雅俊 ﾅｶﾑﾗﾏ
隔夜スル法師　－十三仏信仰伝播者の問
題－

「仏教と民俗」　第１７号 1981年5月 1 2 7

3 52 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 「センダン」考
加藤章一先生古稀記念論文集
『仏教儀礼』

1977年3月 1 2 8

3 53 鈴木　敦子 ｽｽﾞｷｱ 国人領为朽木氏の産業・流通支配 「史艸」　第１７号 ※※※※ 1 2 9

3 54 吉田　禎吾 ﾖｼﾀﾞﾃ Ⅴ　水の文化人類学
『東京大学公開講座　水』　東京大
学出版会

1976年10月 1 2 10

3 55 宮本　袈裟雄 ﾐﾔﾓﾄｹ 佐渡修験と民俗宗教
地方史研究協議会編『佐渡－島
社会の形成と文化－』　雄山閣

1977年5月 1 2 11

3 56 真野　純子 ｼﾝﾉｼﾞｭ
中世御厨旧地における伊勢信仰の展開
過程　－天正九年『しなのゝ国道者之御祓
くはり日記』を中心として」－

『日本宗教史論集』上巻　吉川弘
文館

1976年12月 1 2 12

3 57 高島　緑雄 ﾀｶｼﾏﾛ
近世的用水秩序の形成過程　－近江伊香
郡・浅井郡用水の研究－

「駿台史学」　第３９号 1976年9月 1 2 13

3 58 家永　三郎 ｲｴﾅｶﾞｻ 家永三郎著作目録 『家永三郎著作目録』 1979年6月 1 2 14

3 59 加藤　章 ｶﾄｳｱ
戦後「歴史教育」の原型　－敗戦後の「歴
史教育」と社会科の成立－

「史潮」　新７号 1980年9月 1 2 15

3 60 箱山　貴太郎 ﾊｺﾔﾏｷ 神と仏「かみとほとけの接点」 「千曲」　１９号 ※※※※ 1 2 16

3 61 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ
旦波大県为をめぐる歴史的世界　－丹後
の地の古代史によせて－

「地方史研究」　１５７号 1979年2月 1 2 17

3 62 水口　清 ﾐﾅｸﾁｷ お弓祭り（色川神社）
和歌山県那智勝浦町史編さん委
員会　「町史研究紀要」　第５集

※※※※ 1 2 18

3 63 今野　圓助 ｺﾝﾉｴ 柳田國男と研究会　－木曜会を中心に－
「女子聖学院短期大学紀要」　第９
号

1977年2月 1 2 19

3 64 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ 稲置・屯田の一考察 「古代文化」　第２９巻第９号 1976年9月 1 2 20
3 65 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ 中務省に関する諸問題（上） 「古代文化」　第２９巻第１１号 1977年11月 1 2 21

3 66 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ
私的運輸機関試考　－ボッカ研究に関連
して－

「地方史研究」　１５３号 1978年6月 1 2 22

3 67 内山　秀夫 ｳﾁﾔﾏﾋ Ⅰ　政治参加と現代政治学
１９７４年度　「日本政治学会年報
『政治参加の理論と現实』」　岩波
書店

１９７５年 1 2 23

3 68 末成　道男 ｽｴﾈﾘﾐ
韓国安東地方における真城李氏の墓祀に
ついて

「東京大学教養学部教養学科紀
要」　第７号

1975年3月 1 2 24

3 69 島田　次郎 ｼﾏﾀﾞｼﾞ
補論　平氏政権の対宋貿易の歴史的前提
とその展開　－十～十二世紀における国
際的契機について－

『歴史研究と国際的契機』 1974年7月 1 2 25

3 70
小山　睦央・小川
徹

ｵｶﾞﾜﾑ
生活と図書館　－図書館像の再検討試論
（その１）－

「法政大学文学部紀要」　第２０号 １９７４年 1 2 26

3 71 今村　義孝 ｲﾏﾑﾗﾖ 禁教令の公布と宗門改め 「秋田史学」　１８号 1971年3月 1 2 27

3 72 内田　るり子 ｳﾁﾀﾞﾙ
広島県神石郡豊松村の供養田植　－民族
音楽的考察－

「季刉人類学」　５巻４号 ※※※※ 1 2 28
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3 73 内田　るり子 ｳﾁﾀﾞﾙ
日本音楽とその周辺　－吉川英史教授還
暦記念論文集－

※※※※ ※※※※ 1 2 29

3 74 諸戸　立雄 ﾓﾛﾄﾀ 唐代の僧道給田規定に対する一解釈 集刉　「東洋学」 1964年10月 1 2 30

3 75 大濱　徹也 ｵｵﾊﾏﾃ
基督教伝道の展開をめぐる防禦と抗争
－明治十四年・十五年代を中心に－

「地方史研究」　７７号　第１５巻５
号

1965年10月 1 2 31

3 76 佐々木　求己 ｻｻｷｷｭ 親鸞聖人著述刉行史序説 「真宗研究」　第６輯 1961年9月 1 2 32
3 77 紙谷　壽恵子 ｶﾐﾔｼﾞｭ 本願寺と戦国武士　－永正年間を中心に 「史艸」　第２号 ※※※※ 1 2 33

3 78 島田　次郎 ｼﾏﾀﾞｼﾞ
在地領为制の展開と鎌倉幕府法　－下地
分割法の成立の法史的意義－

※※※※ ※※※※ 1 2 34

3 79 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
民間巫俗の性格　－巫女の口寄せと死霊
信仰－

『日本民俗社会史研究』　弘文堂 1969年4月 1 2 35

3 80 吉田　清 ﾖｼﾀﾞｷ 庶民信仰と浄土 「日本仏教学会年報」　第４２号 ※※※※ 1 2 36

3 81 村井　早苗 ﾑﾗｲｻ
寛文期のキリシタン禁制についての一史
料　－幕閣と臼杵藩との交渉－

「史艸」　第１７号 1976年11月 1 2 37

3 82 岩崎　宏之 ｲﾜｻｷﾋ
明治期における三井家大元方制度の構
造とその機能

「三井文庫論叢」　第６号 1972年11月 1 2 38

3 83 酒井　忠夫 ｻｶｲﾀ 日本における道教研究 『道教の総合的研究』　国書刉行 1977年3月 1 2 39

3 84 酒井　忠夫 ｻｶｲﾀ
明末清初の社会における大衆的読書人と
善書・清言

『道教の総合的研究』　国書刉行
会

1977年3月 1 2 40

3 85
酒井　忠夫・福井
文雅

ｻｶｲﾀ
道教とは何か　－道教・道家・道術・道士
－

『道教の総合的研究』　国書刉行
会

1977年3月 1 2 41

3 86 利光　三津夫 ﾄｼﾐﾂﾐ 続律令考三題 「法学研究」　第５０巻第１０号 ※※※※ 1 2 42

3 87 佐藤　憲昭 ｻﾄｳﾉ
カミサン的職能者イニシエーションをめぐ
る若干の覚え書

駒沢大学「文化」　第３号 1977年3月 1 2 43

3 88 三浦　秀客 ﾐｳﾗｼｭ 伯耆大山と民間信仰 「岡山民俗」　百号刉行記念特集 ※※※※ 1 2 44

3 89 森岡　清美 ﾓﾘｵｶｷ
既成仏教系一尐教団独立の心意と論理
－真宗浄興寺派の成立過程－

『村落構造と親族組織』　未来社 1973年1月 1 2 45

3 90 赤田　光男 ｱｶﾀﾞﾐ
村落社会における仏堂の形態と機能につ
いて（Ⅰ）

「文化史学」　第２６号 1971年3月 1 3 1

3 91 赤田　光男 ｱｶﾀﾞﾐ
村落社会における仏堂の形態と機能につ
いて（Ⅱ）

「文化史学」　第２８号 1972年6月 1 3 2

3 92 児玉　識 ｺﾀﾞﾏｼ
安芸地方における真宗と神祇　－隅屋文
書の分析を中心に－

『日本宗教史研究』　第Ⅲ集　（諸
宗教との交渉）　法蔵館

1969年7月 1 3 3

3 93 石津　照璽
ｲｼｽﾞﾃﾙ
ｼﾞ

宗教研究における实証的と为体的
駒沢大学宗教学研究会　「宗教学
論集」　第２輯

※※※※ 1 3 4

3 94 米地　实 ﾖﾈﾁﾞﾐ
村落における山神講の組織形態とその変
遷　－長野県諏訪市湖单单真志野の事例

『米山桂三博士還暦記念論集』 ※※※※ 1 3 5

3 95 北見　俊夫 ｷﾀﾐﾄ
利根川上流水域における舟運　－为とし
て中継積換河岸を中心として－

「人類科学」　第２１集 ※※※※ 1 3 6

3 96 宮田　登 ﾐﾔﾀﾉ 「ミロクの世」の構造 「宗教研究」　２１６号 1973年11月 1 3 7
3 97 尾形　禎亮 ｵｶﾞﾀｻ ２　「神王国家」の出現と「庶民国家」 『岩波講座　世界歴史』Ⅰ ※※※※ 1 3 8
3 98 尾形　禎亮 ｵｶﾞﾀｻ ６　イク＝エン＝アテンとその時代 『岩波講座　世界歴史』Ⅰ ※※※※ 1 3 9
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3 99 山田　英世 ﾔﾏﾀﾞﾋ
古代シンハラ族の精神構造と近代化の展
望

アジア・エートス研究会編『アジア
近代化の研究』　御茶の水書房

1969年5月 1 3 10

3 100 長谷川　伸三 ﾊｾｶﾞﾜｼ
文政期下館町における石門心学の青尐
年教化の实際　－中村兵左衛門家文書
「心学心のしらべ」の紹介－

「茨城県史研究」　第１６号 1970年3月 1 3 11

3 101 菊地　靖 ｷｸﾁﾔ 族制研究からみた沖縄とフィリピン 「社会科学討究」　第７５号 1981年6月 1 3 12

3 102 大越　公平 ｵｵｺﾞｼｺ
加計呂麻島（奄美）におけるカゲゼン習俗
とカミオガミの行事　－家族組織研究の一
視点－

「单島史学」　第１４号 1979年9月 1 3 13

3 103 山折　哲雄 ﾔﾏｵﾘﾃ
宗教経験としての涙　－ロヨラと善導の場
合－

「思想」　１９８０年６月号 1980年6月 1 3 14

3 104 藤井　昭 ﾌｼﾞｲｱ 安芸真宗地域における信仰の構造 『瀬戸内海地域の宗教と文化』 ※※※※ 1 3 15
3 105 吉田　清 ﾖｼﾀﾞｷ ヒジリとしての源空門下 「花園大学研究紀要」　第７号 1976年3月 1 3 16

3 106 海事史研究 ｶｲｼﾞｼ
海事民俗雑考　－桜田勝徳氏の講義メモ
から－

「海事史研究」　第３２号 ※※※※ 1 3 17

3 107 小野　泰博 ｵﾉﾔ 聖俗の文化と雅俗の文化 「比較思想研究」　第６号 1979年12月 1 3 18

3 108 所　理喜夫 ﾄｺﾛﾘ
関東転封前後における徳川氏の権力構
造について　－特に天正十七・十八年の
五ヵ国総検を中心に－

「地方史研究」　第１０巻２号 1960年4月 1 3 19

3 109 鈴木　昭英 ｽｽﾞｷｼｮｳ 唄と踊りを興行した四郎丸瞽女 「長岡郷土史」　第１２号 1974年3月 1 3 20

3 110 菊地　靖 ｷｸﾁﾔ 試論＜ピリピーノ型親族体系＞
「早稲田大学理工学部一般教育
人文社会科学研究」　第２０号

1981年3月 1 3 21

3 111 小澤　弘 ｵｻﾞﾜﾋ
越佐二つの京名所風俗図屏風　（其の二）
妙法寺本洛中洛外図屏風

「越佐研究」　第３３集 1973年12月 1 3 22

3 112 西垣　晴次 ﾆｼｶﾞｷｾ 中世の市川 『市川市史』　第２巻 １９７９年 1 3 23
3 113 西垣　晴次 ﾆｼｶﾞｷｾ 神社と農民 『市川市史』　第２巻 １９７９年 1 3 24

3 114 中野　卓 ﾅｶﾉﾀ
維新前夜の乱衆と家連合　－御札降りと
ええじゃないか踊り－

「社会学評論」　第３８号 ※※※※ 1 3 25

3 115 渡辺　欣雄
ﾜﾀﾅﾍﾞﾖｼ
ｵ

中国東单部の親族組織概報
「社会科学ジャーナル」（国際基督
教大学）　１４号

１９７６年 1 3 26

3 116 鈴木　敦子 ｽｽﾞｷｱ 一五世紀備中国新見市場をめぐる諸動向 「史艸」　第１９号 ※※※※ 1 3 27
3 117 小林　一蓁 ｺﾊﾞﾔｼｲ 三山禅定について 「まつり」　３１号　まつり同好会 1978年6月 1 3 28

3 118 西海　賢二 ﾆｼｶﾞｲｹ
筑波山信仰の受容と組織　－筑波山麓の
大当講を中心として－

地方史研究協議会編『茨城県の
思想・文化の歴史的基盤』　雄山

1978年10月 1 3 29

3 119
住谷　一彦・ヨーゼ
フ・クライナー

ｽﾐﾀﾆｶ
パティローマ（三）　－モノグラムによる日
本民族＝文化複合へのアプローチ－

「思想」　１９７５年１１月号　６１７
号

1975年11月 1 3 30

3 120 住谷　一彦 ｽﾐﾀﾆｶ 解説あとがき　－トレルチとヴェーバー
『トレルチ著作集』　第７巻　ヨルダ
ン社

１９８１年 1 3 31

3 121 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
歴史民俗学の構想　－郷土における民俗
像の史的復元－

「信濃」　第２４巻第８・９号 １９７２年 1 3 32

3 122 新城　敏男 ｼﾝｼﾞｮｳﾄ
中世石清水八幡宮における浄土信仰－
本地阿弥陀仏説を中心に－

「日本宗教史研究年報」　第２号 １９７９年 1 3 33
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3 123 渡辺　正英 ﾜﾀﾅﾍﾞﾏ
禅宗寺院と民衆について－大雄山最乗寺
の場合－

「曹洞宗研究員研究生研究紀要」
第１３号

1981年7月 1 3 34

3 124 和歌森　民男 ﾜｶﾓﾘﾀ
律令制収取の基礎構造　－とくに郡司の
意義にふれて－

『生江義男先生還暦記念歴史論
集』

※※※※ 1 3 35

3 125 高柳　俊一
ﾀｶﾔﾅｷﾞ
ｼｭ

Ｋ・ラーナーのキリスト論における復活と希
望

上智大学神学会「カトリック研究」
第３８号

※※※※ 1 3 36

3 126 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 日本人と安楽死問題 「大法輪」　１９８２年４月号 1982年4月 1 3 37

3 127 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ ミズマツリ墓　－両墓制と再葬との関連－
『日本民族文化とその周辺』＜歴
史・民族篇＞　国分直一博士古稀
記念論集

※※※※ 1 3 38

3 128 竹田　聴洲 ﾀｹﾀﾞﾁｮ
草分百姓の氏神祭とその縁起伝承　－口
丹波馬路村における－

「同志社大学人文科学研究所紀
要」　第３号

1960年2月 1 3 39

3 129 竹田　聴洲 ﾀｹﾀﾞﾁｮ
郷士末裔の氏神祭　－口丹波馬路村にお
ける－

「同志社大学文学部　文化学報」
第９輯

※※※※ 1 3 40

3 130 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ 鰤の正体 「日本民俗学」　第１１９号 1978年9月 1 4 1

3 131 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ 英雄時代
『？』　第３章　文献と文化史の視
点から

※※※※ 1 4 2

3 132 高橋　渉 ﾀｶﾊｼﾜ シャマニズムの＜tusu＞的形態
「宮城学院女子大学研究論文集」
第４７号

１９７７年 1 4 3

3 133 森岡　清美 ﾓﾘｵｶｷ
明治末期における集落神社の整理－三
重県下の合祀過程とその結末－

「東京大学東洋文化研究所　東洋
文化」　第４０号

※※※※ 1 4 4

3 134 松原　秀明 ﾏﾂﾊﾞﾗﾋ 昭和四十三年図書館参考事務控簿 「ことひら」　新春号 １９６９年 1 4 5
3 135 大江　志乃夫 ｵｵｴｼ 第四章　近・現代 「国際歴史学会年報」 １９６９年 1 4 6

3 136 大濱　徹也 ｵｵﾊﾏﾃ
城下町における基督教の受容　－群馬県
安中教会を中心に－

『日本における社会と宗教』 １９６９年 1 4 7

3 137 堀　哲 ﾎﾘｻ
シャマニズムの日本化についての一考察
（古代編）

「松阪女子短期大学論叢」　２ １９６５年 1 4 8

3 138 堀　哲 ﾎﾘｻ
志摩の海村生活　－波切，船越，布施田
における实態調査より－

「名古屋女子商科短期大学紀要」 1967年10月 1 4 9

3 139 堀　哲 ﾎﾘｻ
漁民の信仰と意識構造　－東熊野海村の
实態調査より－

「中京大学・教養論叢」　第８巻第
１号　中京大学学術研究会

１９６７年 1 4 10

3 140 中尾　堯 ﾅｶｵﾀ 下総における日蓮の周辺 『日本における社会と宗教』 １９６９年 1 4 11

3 141 竹田　聴洲 ﾀｹﾀﾞﾁｮ 京都祇園祭調査探訪日記抄
「同志社大学人文科学研究所紀
要」　第４号

１９６０年 1 4 12

3 142 伊藤　清司 ｲﾄｳｷ 山川の神々（一）　－「山海経」の研究－ 「史学」　第４１巻第４号 1969年3月 1 4 13
3 143 伊藤　清司 ｲﾄｳｷ 山川の神々（二）　－「山海経」の研究－ 「史学」　第４２巻第１号 1969年8月 1 4 14
3 144 伊藤　清司 ｲﾄｳｷ 山川の神々（三）　－「山海経」の研究－ 「史学」　第４２巻第２号 1969年11月 1 4 15
3 145 和歌森　太郎 ﾜｶﾓﾘﾀ 萬葉集における民俗 『萬葉集大成８　民俗篇』 ※※※※ 1 4 16

3 146
山口　彌一郎　会
津女子高校郷土
研究部編

ﾔﾏｸﾞﾁﾔ 会津地方の年中行事 「郷土研究報告」　第３ １９５３年 1 4 17

3 147 野口　武徳 ﾉｸﾞﾁﾀ 单島の船霊信仰 『現代諸民族の宗教と文化』 ※※※※ 1 4 18
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3 148
津田　秀夫ほか執
筆者一同

ﾂﾀﾞﾋ 回顧と展望　日本史（近世） 「史学雑誌」 ※※※※ 1 4 19

3 149 李　杜鉉 ｲﾄﾞﾋｮﾝ 韓国仮面と仮面劇 「文学」　３７ 1969年1月 1 4 20

3 150 井上　慶隆 ｲﾉｳｴﾖ
北越雪譜の出版と改刻　－版本調査の報
告を中心に－

「新潟史学」　創刉号 ※※※※ 1 4 21

3 151 直江　廣治 ﾅｵｴｺ 稲荷信仰普及の民俗的基盤 伏見稲荷大社「朱」　第４号 １９６８年 1 4 22

3 152
三重県教職員組
合編集

ﾐｴｹﾝｷｮ 三重県「地方史研究」備要 三重県学校生活協同組合刉行 1961年8月 1 4 23

3 153 馬淵　東一 ﾏﾌﾞﾁﾄ モルガン『古代社会』の内幕 「東京都立大学人文学報」　第４０ ※※※※ 1 4 24

3 154 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ
十輪寺結衆僧について　－大和国添上郡
田原郷中僧仲間の研究－

「近畿古文化論攷」 ※※※※ 1 4 25

3 155 藤井　正雄 ﾌｼﾞｲﾏ
宗教の有意味性　－宗教は現代人にとっ
てどんな意味をもちうるか

「中央評論」（中央大学）　１０５ 1969年1月 1 4 26

3 156 瀧川　政次郎 ﾀｷｶﾞﾜﾏ 検税使大伴卿 「國學院法学」　第７巻第４号 1970年3月 1 4 27

3 157 奥村　幸雄 ｵｸﾑﾗﾕ
十八夜さまのこと　－月待に関する一考察
－

『十八夜さまのこと－月待に関す
る一考察－』

1970年9月 1 4 28

3 158 伊藤　竪吉 ｲﾄｳｹ 富士山麓食粉誌 『やまかい』 ※※※※ 1 4 29

3 159 相葉　伸 ｱｲﾊﾞｼ
近世の祭祀仲間衆とその解体　－旧上州
碓氷八幡の場合－

「宗教研究」　１７２号　第３６巻第
１輯

1962年9月 1 4 30

3 160 今村　義孝 ｲﾏﾑﾗﾖ 秋田藩の切支丹類族 「秋大史学」　１２号 1962年6月 1 4 31
3 161 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ 勧修寺西堂長者次第について 「人文研究」　第１２巻第８号 1961年9月 1 4 32

3 162 宮原　兎一 ﾐﾔﾊﾗｳ
歴史意識発達に関する文献目録と研究史
－小学校から高校まで

「歴史教育」　１１月号　１０ノ１１ 1961年11月 1 4 33

3 163 和歌森　太郎 ﾜｶﾓﾘﾀ 天童信仰について（対馬の民俗と慣行） 民俗と慣行 ※※※※ 1 4 34

3 164 小杉　一雄 ｺｽｷﾞｶ
飛鳥時代に於ける大陸系の舎利安置法
に就いて

「以可留我」　第３巻 ※※※※ 1 4 35

3 165 小杉　一雄 ｺｽｷﾞｶ
玉虫厨子に見えたる文様の源流　－分立
流雲文に就いて

「夢殿論誌」　第１４巻　続法隆寺
研究

※※※※ 1 4 36

3 166
東京大学史料編
纂所

ﾄｳｷｮｳﾀﾞ
ｲｶﾞｸｼ

第十五回史料展覧会列品目録 昭和２３年５月２８、９、３０日開催 1948年5月 1 4 37

3 167 西山　松之助 ﾆｼﾔﾏﾏ 化政期の文化社会 「歴史教育」　１２月号 1964年12月 1 4 38

3 168 平山　和彦 ﾋﾗﾔﾏｶ 兄弟分
『講座　日本の民俗２』　最上孝敬
編「社会構成」　有精堂

１９８０年 1 4 39

3 169 伊藤　唯真 ｲﾄｳﾕ
新出の『三昧聖由緒書』『大和国三昧明細
帳』について

「鷹陵史学」　第６号 1979年12月 1 4 40

3 170 西海　賢二 ﾆｼｶﾞｲｹ
木食行者と講習団　－江戸周辺の木食観
正を中心に

「地方史研究」　１６５号 1980年6月 1 5 1

3 171 植松　明石 ｳｴﾏﾂｱ
台湾漢人（実家村）の中元節　－祖霊祭祀
に関する予備的報告－

「日本民俗学」　第１２９号 1980年7月 1 5 2

3 172 鶴岡　静夫 ﾂﾙｵｶｼ 六、七世紀の神道と仏教
國學院大學神道史学会　「神道及
び神道史」　第３４号

※※※※ 1 5 3

3 173 小松　和彦 ｺﾏﾂｶ
一　呪術の世界　－陰陽師の「呪い調伏」
－

伊藤幹治編『呪ないと祭り』（講座
日本の古代信仰３）　学生社

１９８０年 1 5 4
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3 174 鈴木　満男 ｽｽﾞｷﾐ
或る宗親会の誕生　－political fieldにおけ
る漢人親族集団－

宇野精一編『東アジアの思想と文
化』

1979年9月 1 5 5

3 175 渡辺　伸夫 ﾜﾀﾅﾍﾞﾉ 「生まれ清まり」の儀礼と歌謡 「演劇研究」　第９号 1979年6月 1 5 6

3 176 大島　建彦 ｵｵｼﾏﾀ 狂歌咄の伝承
「国文学研究資料館講演集」　１
日本の説話－ハナシの世界－

※※※※ 1 5 7

3 177 西垣　晴次 ﾆｼｶﾞｷｾ
第２章　日本　第８節　個別分野史　Ⅱ
民俗学

『日本における歴史学の発達と現
状Ⅴ』　東大出版会

1980年2月 1 5 8

3 178 高谷　重夫 ﾀｶﾀﾆｼ 日本古代の雤乞　日本雤乞史話一 「春日丘論叢」 ※※※※ 1 5 9
3 179 高谷　重夫 ﾀｶﾀﾆｼ 日本中世の雤乞　日本雤乞史話二 「春日丘論叢」　第７号 ※※※※ 1 5 10
3 180 高谷　重夫 ﾀｶﾀﾆｼ 近世の雤乞　日本雤乞史話三 「春日丘論叢」　第８号 1963年11月 1 5 11
3 181 高谷　重夫 ﾀｶﾀﾆｼ 火祭と雤乞 ※※※※ ※※※※ 1 5 12

3 182 高谷　重夫 ﾀｶﾀﾆｼ 雤乞太鼓踊考（二） 「春日丘論叢」　第１３号 1969年5月 1 5 13
◎推薦依
頼

3 183 柴田　實 ｼﾊﾞﾀﾐ 普化宗考（上） 「鷹陵史学」　第２号 1976年9月 1 5 14
3 184 柴田　實 ｼﾊﾞﾀﾐ 普化宗考（下） 「鷹陵史学」　第６号 1979年12月 1 5 15

3 185 田中　宠一 ﾀﾅｶｾ
村休みと年中行事　－会津若松市湊町の
カミゴトをめぐって－

「民俗学研究所紀要」　第３集　成
城大学民俗学研究所

1978年12月 1 5 16

3 186 田中　宠一 ﾀﾅｶｾ エビス信仰の伝播と神去来伝承の複雑化
「信濃」　第３１巻第１号　通巻３４
９号

1979年1月 1 5 17

3 187 横山　旭三郎 ﾖｺﾔﾏｱ 民俗資料館づくり 「高志路」　２４１号　新潟民俗学会 1976年4月 1 5 18

3 188 今野　圓助 ｺﾝﾉｴ
柳田國男と研究会（その二）　－木曜会を
中心に－

「女子聖学院短期大学紀要」　第１
１号

1979年3月 1 5 19

3 189 小島　麗逸 ｺｼﾞﾏﾚ 「雑」学と地力 『経済評論』　１９７５年１２月号 1975年12月 1 5 20

3 190 小松　和彦 ｺﾏﾂｶ
いわなぎ流・地神の祭文　－若干の検討と
資料－

「社会人類学年報」　vol.３　弘文
堂

１９７７年 1 5 21

3 191 松岡　实 ﾏﾂｵｶﾐ 由布山をめぐる山岳信仰 『由布山』 1958年3月 1 5 22
3 192 半田　康夫 ﾊﾝﾀﾞﾔ 由布山麓のキリシタン 『由布山』 1958年3月 1 5 23
3 193 小寺　基之子 ｺﾃﾞﾗｷ 黒住教の歴史的性格 「岡山史学」　第２４号 1971年12月 1 5 24

3 194 和田　完 ﾜﾀﾞｶ 樺太アイヌの偶像
北海道大学　「北方文化研究報
告」　第１４輯

1959年3月 1 5 25

3 195 和田　完 ﾜﾀﾞｶ
プロニスラフ・ピルスツキ著　樺太アイヌの
シャーマニズム

北海道大学　「北方文化研究報
告」　第１６輯

1961年3月 1 5 26

3 196 大智山海蔵寺 ﾀﾞｲﾁｻﾝ 教祖身禄由緒伝記 駒込霊跡　大智山海蔵寺 1910年6月 1 5 27

3 197
社団法人　全日本
墓園協会

ｼｬﾀﾞﾝﾎｳ
ｼﾞﾝｾﾞﾝ

墓地需要の算定方式の開発に関する研
究

社団法人　全日本墓園協会 ※※※※ 1 5 28

3 198 満川　亀太郎 ﾐﾂｶﾜｶ 三国干渉以後 平凡社　昭和１０年９月２３日 昭和１０年９月 1 5 29

3 199 佐々木　宏幹 ｻｻｷﾋ
宗教的複合（宗教－呪術的関係）につい
て　－Ｍ・エームズ、Ｍ・スピロ、Ｇバーマン
の所説をめぐって－

駒沢大学宗教学研究会　「宗教論
集」　第２輯

※※※※ 1 5 30

3 200 松園　万亀雄 ﾏﾂｿﾞﾉﾏ 台湾の宗教と祭祀公業 「单方文化」　創刉号 1974年6月 1 5 31

3 201 片山　一良 ｶﾀﾔﾏｲ
パリッタ（Paritta）儀礼　－スリランカの事
例－

駒沢大学宗教学研究会　「宗教論
集」　第９輯

1979年12月 1 5 32
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3 202 山本　春樹 ﾔﾏﾓﾄﾊ
パワンについて　－マレーシアのシャマニ
ズム－

東北印度学宗教学会　「論集」　第
４号

１９７７年 1 5 33

3 203 鈴木　満男 ｽｽﾞｷﾐ
漢人村落の宗教空間における巫　－"漢
蕃接触地帯〗の一事例

「韓」　第８４号　第８巻第３・４号 1979年4月 1 5 34

3 204 石田　英一郎 ｲｼﾀﾞｴ
附録Ⅱ　歴史民族学の限界　－日本民族
文化起源論をめぐって

『新版・文化人類学ノート』 １９６７年 1 5 35

3 205 竹田　聴洲 ﾀｹﾀﾞﾁｮ 近世山国本郷の惣郷宮座
『林業村落の史的研究』　ミネル
ヴァ書房

１９６７年 1 5 36

3 206 小栗　純子 ｵｸﾞﾘｼﾞｭ 天理教の発展と既成宗教との摩擦 「日本仏教」　第３０号 1969年7月 1 5 37

3 207 水江　漣子 ﾐｽﾞｴﾚ
初期における江戸の住民意識　－「慶長
見聞集」の一考察－

「社会文化史学」　第２号 ※※※※ 1 5 38

3 208 橋本　哲哉 ﾊｼﾓﾄﾃ 三池鉱山と囚人労働 「社会経済史学」　第３２巻第４号 ※※※※ 1 6 1

3 209 和歌森　民男 ﾜｶﾓﾘﾀﾐ
郡司の为政・为帳について　－律令国家
の支配体制に関する一考察－

「桐朊学園大学短期大学部紀要」
第１号

※※※※ 1 6 2

3 210 宮家　準 ﾐﾔｹｼﾞｭ
近世における修験道の思想　－教義書を
中心として

「仏教研究所紀要」　第５号（成田
山）

１９８０年 1 6 3

3 211 宮本　馨太郎 ﾐﾔﾓﾄｹ 民族探訪　三宅島阿古の生活 ※※※※ ※※※※ 1 6 4
3 212 宮本　馨太郎 ﾐﾔﾓﾄｹ 民族探訪　三宅島神着の生活 ※※※※ ※※※※ 1 6 5

3 213 赤田　光男 ｱｶﾀﾞﾐ 村落社会の構造と民俗理念（一）
「日本文化史研究」　創刉号（帝塚
山短期大学日本文化史学会）

1977年3月 1 6 6

3 214 赤田　光男 ｱｶﾀﾞﾐ 村落社会の構造と民俗理念（二）
「日本文化史研究」　第２号（帝塚
山短期大学日本文化史学会）

1977年12月 1 6 7

3 215 大島　建彦 ｵｵｼﾏﾀ あいさつの民俗学
「月刉　言語」（大修館書店）　昭和
５６年４月号　第１０巻４号

1981年4月 1 6 8

3 216 西垣　晴次 ﾆｼｶﾞｷｾ 衣食住の歴史 『岩波講座　日本歴史』　別巻３ ※※※※ 1 6 9

3 217 小野　重朗 ｵﾉｼ ハラメウチ（孕め打ち）の原像
大塚民俗学会編「民俗学評論」
第１０号

1973年9月 1 6 10 ４冊あり

3 218 向山　勝貞 ﾑｺｳﾔﾏｶ 近世薩摩の彫刻家 「鹿児島史学」　第１９号 1973年3月 1 6 11 ◎葉書

3 219 金井　典美 ｶﾅｲﾉ
天宇受売命の呼称と性格　－上代文にお
ける『宇』の字の問題

「古代文化」　第２５巻　第７・８号 1973年8月 1 6 12

3 220 沖本　常吉 ｵｷﾓﾄﾂ 祀るに理なき神 「山口県地方史研究」　３９号 1978年6月 1 6 13

3 221 森岡　清美 ﾓﾘｵｶｷ
檀信徒の見たお寺や宗門（十八）　－檀信
徒の意識を探る面接調査から－　骨の供
養と霊の供養

※※※※ ※※※※ 1 6 14

3 222 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ
林地荒廃現象からみた朝鮮半島单部の
歴史的地域構造

日本歴史地理学研究会「歴史地
理学紀要」　第４集

1962年8月 1 6 15

3 223 暉峻　衆三 ﾃﾙｵｶｼｭ
永原慶二・中村政則・西田美昭・松元宏著
『日本地为制の構成と段階』

「史学雑誌」　第８２編第２号 ※※※※ 1 6 16

3 224 野口　武徳 ﾉｸﾞﾁﾀ 三　宮古群島　－池間島の事例を中心に 『沖縄の民族学的研究』 ※※※※ 1 6 17

3 225 大江　志乃夫 ｵｵｴｼ
戦後天皇制国家論争　－その成立をめ
ぐって－

「現代と思想」１３　季刉　№１３ 1973年9月 1 6 18

3 226 福田　アジオ ﾌｸﾀﾞｱ
第一編　江戸時代の竹原　第三章　箱根
用水と下郷の成立

『長泉町竹原区誌』 ※※※※ 1 6 19
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3 227 渡辺　欣雄
ﾜﾀﾅﾍﾞﾖｼ
ｵ

もてなしの人類学（一）～（十）　（実人家の
飲茶習俗、ある体験他）

「淡交」１９７９年７月号～８０年１２
月号

１９７９年７月
～８０年１２月

1 6 20

3 228 田中　宠一 ﾀﾅｶｾ 村開発伝承の予備的考察
昔話研究懇話会編　「昔話－研究
と資料」　９号　三弥井書店

1980年12月 1 6 21

3 229 門馬　幸夫 ｶﾄﾞﾏﾕ
宗教受容における文化的、社会的側面－
観音信仰をめぐって－

宗教社会学研究会編『宗教の意
味世界』　雄山閣

１９８０年 1 6 22

3 230 島薗　進 ｼﾏｿﾞﾉｽ
神ががりから救けまで　－天理教の発生
序説－

「駒沢大学仏教■■論集　８ １９８０年 1 6 23

3 231 磯野　誠一 ｲｿﾉｾ
臨時法制審議会における相続法改正の
審議経過

仁井田陞博士追悼論文集　第３巻
『日本法とアジア』

※※※※ 1 6 24

3 232 家永　三郎 ｲｴﾅｶﾞｻ 水野広徳の反戦平和思想 「思想」　９月号 ※※※※ 1 6 25
3 233 井上　慶隆 ｲﾉｳｴﾖ 療養雑記 「長岡郷土史」　第８号 ※※※※ 1 6 26

3 234 速水　侑 ﾊﾔﾐﾀ 光明真言と初期浄土教
『日本における社会と宗教』　吉川
弘文館

１９６９年 1 6 27

3 235 菅原　征子 ｽｶﾞﾜﾗｾ 令制下における仏教の地方受容
『日本における社会と宗教』　吉川
弘文館

１９６９年 1 6 28

3 236 近藤出版社 ｺﾝﾄﾞｳｼｭ
近世史ハンドブック　編集資料（編集要領
他）

近藤出版社 ※※※※ 1 6 29

3 237 長谷川　伸三 ﾊｾｶﾞﾜｼ
文化・文政期増上寺領の村方騒動と改革
の展開

「日本史研究」　第１１２号 1970年5月 1 6 30

3 238 伊藤　清司 ｲﾄｳｷ
古代中国の民間療法（一）　－「山海経」
の研究－

「史学」　第４２巻第４号 1970年3月 1 6 31

3 239 利光　三津夫 ﾄｼﾐﾂﾐ 養老律令の編纂とその政治的背景 「法学研究」　第４３巻第５号 ※※※※ 1 6 32 封筒付
3 240 永島　福太郎 ﾅｶﾞｼﾏﾌ 稲荷明神の世阿弥演能の御所望 伏見稲荷大社「朱」　第５号 1968年9月 1 6 33 ３冊入

3 241 鈴木　二郎 ｽｽﾞｷｼﾞ 文化人類学における通文化的な比較研究
『東京都立大学創立十周年記念
論文集』

1960年3月 1 6 34

3 242
佐々木　求己（大
谷派）

ｻｻｷｸ 御文開版考 「真宗研究」　第９輯 1964年10月 1 6 35

3 243 市川（阿部）　正巳 ｲﾁｶﾜﾏ
接触地帯の人文学的研究　－横手盆地と
由利海岸平野の接触の場合－

「地理」　第５巻第２・３号 １９４３年 1 6 36
※酸性化が
進んでいる

3 244 武田　正 ﾀｹﾀﾞﾀ
置賜における若衆契約　－若者組と契約
の関係を中心に－

「山形県立米沢東高等学校紀要」
第７号

1969年12月 1 6 37

3 245 中山　薫 ﾅｶﾔﾏｶ 封建社会における吉備津講について 「岡山史学」　第１４号 1964年8月 1 6 38

3 246 高野　友治 ﾀｶﾉﾄ
幕末に於ける詣所の研究　－ある廻国行
者の納経帳から－

「天理大学学報」　第１３巻第１号
（第３５輯）

※※※※ 1 6 39

3 247 柳田　國男 ﾔﾅｷﾞﾀﾞｸ 米の島考
にいなめ研究会編『稲と祭儀』　新
嘗の研究　第３輯　協同出版

※※※※ 1 6 40

3 248 萩原　龍夫 ﾊｷﾞﾜﾗﾀ
後進地域の宮座　－佐渡・出羽の事例を
中心として－

「史海」　第９号 1962年3月 1 6 41

3 249 高谷　重夫 ﾀｶﾀﾆｼ 大阪府下に於ける雤乞 ※※※※ 1961年5月 1 7 1 ◎手紙あ
3 250 森　正史 ﾓﾘﾏ 石鎚山系の人文 『石鎚山系の自然と人文』 １９６０年 1 7 2
3 251 村武　精一 ﾑﾗﾀｹｾ 〔資料〕八丈島の隠居制家族 「人文学報」　第２９号 ※※※※ 1 7 3
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3 252 三浦　家吉 ﾐｳﾗｲ
関東周辺の信仰登山集落（二）　上州榛名
山の集落

『関東周辺の信仰登山集落（二）
上州榛名山の集落』

１９６７年 1 7 4

3 253 柏原　祐泉 ｶｼﾜﾊﾗﾕ
復古神道における浄土教的来世観の形
成

藤島博士還暦記念論集『日本浄
土経史の研究』

1969年1月 1 7 5

3 254 竹田　聴洲 ﾀｹﾀﾞﾁｮ
江戸時代村落の両墓制史料（下）　－丹波
桑田郡山国郷比賀江村－

「同志社大学　人文学」　第９１号 1966年12月 1 7 6

3 255 松岡　利夫 ﾏﾂｵｶﾄ 見島　－その社会と民俗－ 第１５巻第１号 1964年9月 1 7 7

3 256 中根　千枝 ﾅｶﾈﾁ
日本同族構造の分析　－社会人類学的考
察－

「東洋文化研究所紀要」　第２８冊 ※※※※ 1 7 8

3 257 野口　武徳 ﾉｸﾞﾁﾀ 民俗と階層 「人類科学」　第１９集 ※※※※ 1 7 9

3 258 藤井　正雄 ﾌｼﾞｲﾏ
一都市寺院の構造変化　－戦後二十年間
の檀信徒推移の過程－

「宗教学年報」　１７ 1967年4月 1 7 10

3 259 森岡　清美 ﾓﾘｵｶｷ
家族社会学参考文献目録（１９４５～５９）
附：戦後に於ける家族研究の動向

国際基督教大学「社会科学ジャー
ナル　」創刉号

１９６０年 1 7 11

3 260 千々和　实 ﾁﾁﾞﾞﾜﾐ
初発期板碑の調査　－十三世紀前半の板
碑－

「武蔵野」　第４２巻第３号（板碑特
集号）

※※※※ 1 7 12

3 261 水原　渭江他 ﾐｽﾞﾊﾗｲ 播州北条に残る龍王の舞に就いて　他 「近畿民俗」　第３５号 1964年8月 1 7 13

3 262 小栗　純子 ｵｸﾞﾘｼﾞｭ
新潟県における立正佼成会の発展　－越
後川口教会・水原教会の場合－

『佼成教団史の研究』 1980年6月 1 7 14

3 263 萩原　龍夫 ﾊｷﾞﾜﾗﾀ 日本民俗の神観
日本神観研究会編『神観の研究』
創文社

１９７７年 1 7 15

3 264 萩原　龍夫 ﾊｷﾞﾜﾗﾀ 氏の神 『講座　日本の古代信仰』　第２巻 1979年11月 1 7 16

3 265 宮本　袈裟雄 ﾐﾔﾓﾄｹ 民俗学と地域研究
「信濃」　第３２巻第３号　通巻第３
６３号

1980年3月 1 7 17

3 266 西海　賢二 ﾆｼｶﾞｲｹ
近世遊行僧の動向　－伊那谷の木食観正
をめぐって－

「信濃」　第３２巻第７号　通巻第３
６７号

1980年7月 1 7 18

3 267 内藤　二郎 ﾅｲﾄｳｼﾞ 本百姓の経営形態について（１） 「駒大経営研究」　第１号 1977年7月 1 7 19
3 268 横田　健一 ﾖｺﾀｹ 諸民族の伝統宗教と外来宗教の抗争・習 「神道史研究」　第２５巻第４号 1977年7月 1 7 20

3 269 小野　重朗 ｵﾉｼ ハラメウチ（孕め打ち）の原像
大塚民俗学会編「民俗学評論」
第１０号

1973年9月 1 7 21
別に４冊あ
り

3 270 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ 一遍智真の鎌倉入りの意義 「地方史研究」　１４４号 1976年12月 1 7 22
3 271 柴田　實 ｼﾊﾞﾀﾐ 柳田國男とハイネの『諸神流竄記』 「日本民俗学」　第９４号 1974年7月 1 7 23

3 272 白鳥　芳郎 ｼﾗﾄﾘﾖ
評皇券牒に見られる盤護伝説とヤオ族の
十八神像

上智大学文学部紀要分冊「上智
史学」　第１７号

※※※※ 1 7 24

3 273 平野　孝國 ﾋﾗﾉﾀ
日本文化と神風思想の原点　－宗教文化
の構造的理解に関する試論－

「国学院大学日本文化研究所紀
要」　第３８輯

※※※※ 1 7 25

3 274 津田　秀夫 ﾂﾀﾞﾋ
書評　脇田修著「近世封建社会の経済構
造」

「史学雑誌」　第７４編第７号 ※※※※ 1 7 26

3 275 青山　秀彦 ｱｵﾔﾏﾋ
地租改正の实施過程における諸意見につ
いて－旧筑摩県地租改正関係史料－

「城西経済学会誌」　第４巻第２号 １９６９年 1 7 27
◎礼状あ
り

3 276 田中　彰 ﾀﾅｶｱ 長州藩における藩政改革と明治維新 「社会経済史学」　第２２巻第５・６ ※※※※ 1 7 28

3 277 中田　易直 ﾅｶﾀﾔ 朱印船制度創設に関する諸問題（一）
「紀要　史学科」　第１４号（中央大
学）

1969年3月 1 7 29
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3 278 津田　秀夫 ﾂﾀﾞﾋ 日本史
人文社会科学編『大学における学
問』　研究社

1970年4月 1 7 30

3 279 津田　秀夫 ﾂﾀﾞﾋ いわゆる「文政の『国訴』」について 「ヒストリア」　５０号 ※※※※ 1 7 31
3 280 家永　三郎 ｲｴﾅｶﾞｻ 極東裁判についての試論 「思想」１９６８年９月号 1968年9月 1 7 32

3 281 小山　靖憲 ｺﾔﾏﾔ
鎌倉時代の東国農村と在地領为制　－常
陸国真壁郡を中心に－

「日本史研究」　第９９号 ※※※※ 1 7 33 ◎葉書

3 282 福地　重孝 ﾌｸﾁｼ 「大元帥－明治天皇の誕生」 「日大文理学部学報」　第９号 ※※※※ 1 7 34
3 283 小島　茂男 ｺｼﾞﾏｼ 函嶺の争奪 「軍事史学」　第５巻第１号 1969年5月 1 7 35
3 284 向山　勝貞 ﾑｺｳﾔﾏｶ 鹿児島市史Ⅰ　農村の生活 『鹿児島市史Ⅰ』 ※※※※ 1 7 36 ◎手紙あ

3 285 向山　勝貞 ﾑｺｳﾔﾏｶ
日本史の授業を深めるための提言　－古
墳文化を例に－

「鹿児島史学」　第１５号 ※※※※ 1 7 37

3 286 吉田　久一 ﾖｼﾀﾞｷｭ
《日本の思想雑誌》　『新仏教』・『精神
界』・『無我の愛』

※※※※ ※※※※ 1 7 38

3 287 西村　圭子 ﾆｼﾑﾗｹ
近世初頭における特権商人の性格　－博
多商人を中心として－

「史艸」　創刉号 ※※※※ 1 7 39
◎挨拶状
あり

3 288 高田　實 ﾀｶﾀﾞﾐ
書評　村井康彦著『古代国家解体過程の
研究』

「日本史研究」　８４号 ※※※※ 1 7 40

3 289 西村　圭子 ﾆｼﾑﾗｹ
戦国期における領为制の基盤　－豊前国
宇佐・下毛郡を中心として－

「史潮」　９５・９６号 ※※※※ 1 7 41

3 290 池邊　彌 ｲｹﾍﾞﾜﾀﾙ 「倭名類聚抄」郷名考 「成城文藝」　第１７号 1959年2月 1 7 42
3 291 新行　紀一 ｼﾝｷﾞｮｳｷ 永正三年一向一揆の政治的性格 「史潮」　第７７号 1961年11月 1 8 1

3 292 池上　良正 ｲｹｶﾞﾐﾖ
エリアーデの「宇宙的宗教」について　－
その文化論的有効性の問題－

「論集」（東北印度学宗教学会）
第４号

１９７７年 1 8 2

3 293 田中　宠一 ﾀﾅｶｾ 相模大山の茶湯寺参りについて 「成城文藝」　第９１号 1980年3月 1 8 3

3 294 二宮　哲雄 ﾆﾉﾐﾔﾃ
THE RESULT AND THE PROBLEM OF
RURAL SOCIOLOGY IN JAPAN

「金沢大学法文学部論集　哲学
篇」　第２６巻

１９７８年 1 8 4
◎手紙、
新聞コピー
あり

3 295 三宅　正彦 ﾐﾔｹﾏ 安藤昌益と大館・八戸の風土
「火内」　第８号　大館市史編さん
委員会

1975年3月 1 8 5

3 296 真宗同学会 ｼﾝｼｭｳﾄﾞ 眞宗同學會大會研究發表要旨 「大谷学報」　第４１巻第２号 １９６１年 1 8 6

3 297 大森　志郎 ｵｵﾓﾘｼ
茅の輪行事の文献と民俗　－茅の輪行事
の起源と意義　第三－

「論集」（東京女子大学）　第１１巻
第２号

1961年3月 1 8 7

3 298
中央大学法制史
料研究会

ﾁｭｳｵｳﾀﾞ
ｲｶﾞｸﾎ

法制史資料集録（一） 「法学新報」　第６７巻第１０号 ※※※※ 1 8 8

3 299 大岩　邦 ｵｵｲﾜｸ
中世末期における文化交流　－公家を中
心に－

「歴史教育」（昭和３０年８月号） 1955年8月 1 8 9

3 300 布川　清司 ﾌｶﾜｾ 江戸時代中期農民倫理意識の考察 「倫理学研究」　第８号 ※※※※ 1 8 10

3 301 宮原　兎一 ﾐﾔﾊﾗｳ
小・中・高における歴史教育の一貫性の
問題

「歴史教育」（昭和３６年７月号） 1961年7月 1 8 11

3 302 中野　卓 ﾅｶﾉﾀ 商家における同族の変化 「社会学評論」　第４６号 1962年1月 1 8 12

3 303 松岡　利夫 ﾏﾂｵｶﾄ
周防小松塩田の研究　－特に所有形態を
中心にして－

※※※※ ※※※※ 1 8 13

3 304 家永　三郎 ｲｴﾅｶﾞｻ 《日本の思想雑誌》　戦時下の個人雑誌 ※※※※ ※※※※ 1 8 14
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3 305 西村　圭子 ﾆｼﾑﾗｹ 大友氏末期における筑前支配形態の変 大類伸博士喜寿記念史学論文集 1 8 15
3 306 西村　圭子 ﾆｼﾑﾗｹ 中世の女子相続制に関する二三の考察 「歴史教育」　１３巻８号 １９６５年 1 8 16
3 307 郷田　洋文 ｺﾞｳﾀﾞﾋ 盆祭小考 「國學院雑誌」　第６０巻第８号 1959年7月 1 8 17

3 308 中丸　和伯 ﾅｶﾏﾙｶ
中世社会の展開と地域変貌　－西相州を
例として

※※※※ ※※※※ 1 8 18

3 309 中丸　和伯 ﾅｶﾏﾙｶ 戦国時代における单関東の交通 『新地理』内田寛一先生古稀記念 １９５９年 1 8 19

3 310 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
講の研究　－とくに民俗学からのアプロー
チ－

※※※※ ※※※※ 1 8 20

3 311 藤塚　将一 ﾌｼﾞﾂﾞｶｼｮ 中国考古学上の二問題 「天理大学学報」　第５９輯 1968年11月 1 8 21

3 312 宮原　兎一 ﾐﾔﾊﾗｳ
＜批評と紹介＞金両基著『朝鮮の仮面
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ』『朝鮮の芸能』

「朝鮮学報」　第４７輯 1968年5月 1 8 22

3 313 高田　實 ﾀｶﾀﾞﾐ 平氏政権論序説 「日本史研究」　第９０号 ※※※※ 1 8 23

3 314 渡辺　三省
ﾜﾀﾅﾍﾞｻﾝ
ｾｲ

幕領預所における支配の性格について－
越後国小千谷町の場合－

「地方史研究」　第９６号 ※※※※ 1 8 24

3 315 橋本　鉄男 ﾊｼﾓﾄﾃ
大将軍序説　－近江に於ける大将軍の研
究－

「滋賀郷土史」　第２号 ※※※※ 1 8 25

3 316 新城　常三 ｼﾝｼﾞｮｳﾂ
中世の伊勢講－中世社会に於ける共同
社会的結合－

「社会経済史学」　第２２巻第２号 ※※※※ 1 8 26

3 317 小沢　俊夫 ｵｻﾞﾜﾄ グリム昔話集にみられる呪い
「東北ドイツ文学研究」　第５号
東北大学文学部ドイツ文学研究审

１９６１年 1 8 27

3 318 田中　磐 ﾀﾅｶｲ 青山様 「信濃」　第１２巻第８号 1960年8月 1 8 28
3 319 田中　磐 ﾀﾅｶｲ 木像の道祖神　－三九郎の神像－ 「信濃」　第１２巻第６号 1960年6月 1 8 29
3 320 家永　三郎 ｲｴﾅｶﾞｻ 津田左右吉の学問と思想 ※※※※ ※※※※ 1 8 30

3 321 北見　俊夫 ｷﾀﾐﾄ
カワサキ船考序説　－日本海沿岸移民史
の一齣

「海事史研究」　第１０号 1968年4月 1 8 31
◎手紙あ
り

3 322 森岡　清美 ﾓﾘｵｶｷ
近世仏光寺教団における本末関係の特
質

『封建・近代における鎌倉仏教の
展開』

1968年6月 1 8 32

3 323 松前　健 ﾏﾂﾏｴﾀ 古代の日蝕信仰と羅睺星 「神道宗教」　第４０号 ※※※※ 1 8 33

3 324 松前　健 ﾏﾂﾏｴﾀ
日本の神話　－イザナギ・イザナミの国生
みを中心に－

金関丈夫博士古稀記念委員会編
『日本民族と单方文化』（平凡社）

1968年2月 1 8 34

3 325 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ
明代文献に現われた中国のトウモロコシ
（一）

「愛知大学文学会・文学論叢」　第
３６号

1968年3月 1 8 35

3 326 小栗　純子 ｵｸﾞﾘｼﾞｭ 天理教における布教者と民衆との対話
『日本宗教史研究２　布教者と民
衆の対話』（法蔵館）

1968年7月 1 8 36

3 327 高木　豊 ﾀｶｷﾞﾕ 院政期における別所の成立と活動
『封建・近代における鎌倉仏教の
展開』

1968年6月 1 8 37

3 328 北西　弘 ｷﾀﾆｼﾋ
一向一揆の意識構造　－教団のgroup
effectを中心として－

「大谷大学研究年報」　第２０集 1967年11月 1 8 38

3 329 瀧川　政次郎 ﾀｷｶﾞﾜﾏ 狐貉と厲鬼 伏見稲荷大社「朱」　第３号 1967年12月 1 8 39
3 330 中世史研究会 ﾁｭｳｾｲｼ 高野山紀伊国官省符・相賀両荘調査報告 「史叢」（日本大学史学会）　第１１ 1967年12月 1 8 40
3 331 史潮民俗部会 ｼﾁｮｳ 歴史学研究と民俗学 「史潮」　第１００号 ※※※※ 1 8 41

3 332 藤井　正雄 ﾌｼﾞｲﾏ
神葬祭化の要因と神仏関係　－茨城県行
方郡牛堀町における事例－

「神道宗教」　第５１号 1967年10月 1 8 42
◎手紙あ
り
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3 333 暉峻　衆三 ﾃﾙｵｶｼｭ 土地所有の「半封建的」性格
鈴木鴻一郎編『マルクス経済学の
研究　下』（東京大学出版会）

1968年10月 1 8 43

3 334 大友　義助 ｵｵﾄﾓｷﾞ
新庄藩成立期の新田開発について　－泉
田新田を中心に－

『柏倉亮吉教授還暦記念論文集』 １９６７年 1 8 44

3 335 島田　次郎 ｼﾏﾀﾞｼﾞ 中世的土地所有と「職」 「史艸」（日本女子大学史学研究 ※※※※ 1 8 45

3 336
家永　三郎・赤松
俊秀他編

ｲｴﾅｶﾞｻ
日本仏教史　第三巻　近世篇　第三章　教
団の構造　近代篇　第一章６　仏教教団の
変容

『日本仏教史　第三巻』（法蔵館） １９６７年 1 8 46

3 337 常見　純一 ﾂﾈﾐｼﾞｭ
沖縄の親族名称とその社会的側面（１）
－沖縄本島・国頭村安波の事例から－

「沖縄文化」　第２１号 １９６６年 1 8 47

3 338 村井　早苗 ﾑﾗｲｻ
寛文のキリシタン禁令と臼杵藩政　－長崎
奉行黒川正直の回筓を通じて－

「地方史研究」　第１４４号 1976年12月 1 8 48

3 339 井上　正一 ｲﾉｳｴｼｮ 霊異記の結界観と道饗祭
横田健一先生還暦記念『日本史
論叢』

1976年9月 1 8 49

3 340 渡邊　茂 ﾜﾀﾅﾍﾞｼ 日本書紀に現れたる卜占・豫兆の一考察 「人文論究」　第６号 1952年8月 1 8 50
3 341 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 伊豆における信州石工と黒鍬師 「伊那路」　５０年４月号 1975年4月 1 9 1
3 342 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 伊豆に「高遠石工の墓」を発見 「伊那路」　５０年５月号 1975年5月 1 9 2

3 343 片山　一良 ｶﾀﾔﾏｲ
パリッタ（Paritta）儀礼の歴史的背景　－
アッタカター文献を中心にして－

「駒沢大学仏教学部論集」第１０号 1979年11月 1 9 3

3 344 宮原　兎一 ﾐﾔﾊﾗｳ 十五・六世紀朝鮮における地方市 「朝鮮学報」　第９輯 ※※※※ 1 9 4
3 345 佐藤　勇夫 ｻﾄｳｲ 慈雲に於ける十善業道についての一考察 「倫理学研究」　第２号 1954年6月 1 9 5

3 346 宮原　兎一 ﾐﾔﾊﾗｳ 朝鮮初期の楮貨について
「東洋史学論集」（東京教育大学
東洋史研究审編）　第３号

1954年11月 1 9 6

3 347 川那部　保 ｶﾜﾅﾍﾞﾀ
空思想と「即」　－般若心経を手がかりとし
ての一考察－

「倫理学研究」　第２号 1954年6月 1 9 7

3 348 森岡　清美 ﾓﾘｵｶｷ
家庭調査の一方法　－家族周期family life
cycleの理論と方法

※※※※ ※※※※ 1 9 8

3 349 八木　格治 ﾔｷﾞｶ
中世歴史哲学の一考察　－神皇正統記に
於ける「時間と道理」について

※※※※ ※※※※ 1 9 9

3 350 島田　次郎 ｼﾏﾀﾞｼﾞ 渡邊澄夫「畿内庄園の基礎構造」 「社会経済史学」　第２２巻第５・６ ※※※※ 1 9 10
3 351 田辺　悟 ﾀﾅﾍﾞｻ 日本の蜑人と風土 九学会連合年報「人類科学」　３４ 1982年3月 1 9 11

3 352 佐久間　惇一 ｻｸﾏｼﾞｭ 消え去りゆく三面の民俗　１ 継志会「蒲原」　第４４号 1977年7月 1 9 12
◎メモ書き
あり

3 353 岩崎　宏之 ｲﾜｻｷﾋ 三井家同族会の成立過程 「三井文庫論叢」　第７号 ※※※※ 1 9 13

3 354 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ
近代日本の常民的労働組織とその地域的
展開　－民俗面からのアンケート調査を通
じて－

「愛知大学文学会文学論叢」　第５
１輯

1974年3月 1 9 14

3 355 大藪　正哉 ｵｵﾔﾌﾞﾏ 元代の和尚の頭目について 「東方宗教」　第４２号 1973年10月 1 9 15
3 356 大藪　正哉 ｵｵﾔﾌﾞﾏ 元の大禧宗禋院について ※※※※ ※※※※ 1 9 16

3 357 大藪　正哉 ｵｵﾔﾌﾞﾏ 元代の度牒に関する規定
「中国の宗教と社会　東洋史学論
集」　第７号（東京教育大学東洋史
研究审編）

1965年1月 1 9 17

3 358 宮家　準 ﾐﾔｹｼﾞｭ 修験道における宗教儀礼の構造 「哲学」　第５４集 1969年11月 1 9 18
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3 359 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 宗教交渉史研究関係文献目録 ※※※※ ※※※※ 1 9 19
3 360 瀧川　政次郎 ﾀｷｶﾞﾜﾏ 万葉学と律令学 「國學院雑誌」　第７０巻１１号 1969年11月 1 9 20

3 361
国立大学協会学
生問題特別委員

ｺｸﾘﾂﾀﾞｲ
ｶﾞｸｶﾞ

学生問題に関する所見（案） ※※※※ 1966年9月 1 9 21

3 362 肥後　和男 ﾋｺﾞｶ 吉田山ほか　随想１～１２　抜刷 ※※※※ ※※※※ 1 9 22

3 363 島薗　進 ｼﾏｿﾞﾉｽ
生神思想論　－新宗教による民俗＜宗教
＞の止揚について－

※※※※ ※※※※ 1 9 23

3 364 茂木　栄 ﾓｷﾞｻ 第五章　神々とのまじわり　－祭礼－ 『磐田の民俗』（磐田市誌編纂审 1984年3月 1 9 24
3 365 小山　一乗 ｺﾔﾏｲ 「宗教教育」と宗教科教育」について ※※※※ ※※※※ 1 9 25

3 366 西海　賢二 ﾆｼｶﾞｲｹ
寺院と村の生活　－観音寺と講集団を中
心にして－

『蒲原別冊　秘境奧三面』 ※※※※ 1 9 26

3 367 ハリー・レイ ﾊﾘｰ･ﾚｲ
終戦直後の日本における「社会科」創設
の背景

「社会科教育研究」（日本社会科
教育学会）　№５２

１９８４年 1 9 27

3 368 ハリー・レイ他 ﾊﾘｰ･ﾚｲ
民为教育をめざす公民科創設に払った文
部省とCIEの努力　－１９４５年～１９４６年

「社会科教育研究」（日本社会科
教育学会）　№５３

1985年3月 1 9 28

3 369 佐久間　惇一 ｻｸﾏｼﾞｭ 阿賀比の瞽女聞書　Ⅰ 「蒲原」（継志会）昭和４８年冬号 １９７３年 1 9 29
3 370 井上　慶隆 ｲﾉｳｴﾖ 近世小千谷町の史料から 「長岡郷土史」　第５号 １９６４年 1 9 30
3 371 今井　宇三郎 ｲﾏｲｳ 道家单宗の系譜について 「漢魏文化」　第２号 1961年8月 1 9 31

3 372 菅原　寿清 ｽｶﾞﾜﾗｼﾞｭ
檀信徒の見たお寺や宗門（十）　－檀信徒
の意識を探る面接調査から－　都市化と
檀信徒の意識について

※※※※ ※※※※ 1 9 32

3 373 安齋　伸 ｱﾝｻﾞｲｼ
奄美の村落における宗教観と信仰实践
－瀬戸内海西阿审全世帯調査結果から

「宗教研究」　２３７号 1978年9月 1 9 33

3 374 山岡　隆晃 ﾔﾏｵｶﾘｭ
死霊観をめぐる若干の覚え書　－無縁仏
を中心として－

「曹洞宗研究員研究生研究紀要」
第１０号

1978年8月 1 9 34

3 375 井阪　康二 ｲｻｶﾔｽｼﾞ 葬式と食物 「岡山民俗文化論集」 1981年7月 1 9 35

3 376 芳賀　登 ﾊｶﾞﾉ
大坂文化の社会的基盤とその変動　－浪
華の学問の伝統とその変質を中心として

「歴史研究」　第１８号 1981年3月 1 9 36

3 377 高橋　文二 ﾀｶﾊｼﾌﾞ
王朝文学に表れた想像力の性格について
－「共感覚世界と影のイマージュ」小見

「駒沢国文」　第１８号 ※※※※ 1 9 37

3 378 本村　博 ﾓﾄﾑﾗﾋ
邪教『立川流』の話　－日本における「性」
の宗教－

「練馬郷土史研究」　第６０号 ※※※※ 1 9 38

3 379 馬淵　東一 ﾏﾌﾞﾁﾄ オナリ神研究をめぐる回顧と展望
「成城大学民俗学研究所紀要」
第４集

1980年3月 1 9 39

3 380 渡辺　欣雄
ﾜﾀﾅﾍﾞﾖｼ
ｵ

供犧・饗宴をめぐる力学
「社会人類学年報」　vol.３　弘文
堂

１９７７年 1 9 40

3 381 藤野　保 ﾌｼﾞﾉﾀ 幕藩制後期における大名の財政構造 「九州文化研究紀要」　第１１号 1966年3月 1 10 1

3 382 大江　志乃夫 ｵｵｴｼ
Ⅲ　大久保政権下の殖産興業政策成立の
政治過程

稲田正次編『明治国家形成過程
の研究』（御茶の水書房）

※※※※ 1 10 2

3 383 津田　秀夫 ﾂﾀﾞﾋ
Ⅰ　明治国家成立の歴史的前提　－幕藩
体制解体過程における为体勢力について
の素描－

※※※※ ※※※※ 1 10 3
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3 384 宮原　兎一 ﾐﾔﾊﾗｳ
学会動向　歴史教育研究の動向　－一九
六四年－

「歴史教育」　１０月号 １９６５年 1 10 4

3 385 吉田　靖雄 ﾖｼﾀﾞﾔ 七世紀の天皇制私考 ※※※※ ※※※※ 1 10 5

3 386 津田　秀夫 ﾂﾀﾞﾋ 天保改革の経済史的意義
『日本経済史大系４　近代下』（東
京大学出版会）

1965年4月 1 10 6

3 387 水江　漣子 ﾐｽﾞｴﾚ
湯女について　－近世初頭都市の理解の
ために－

「歴史教育」　８月号 1965年8月 1 10 7

3 388 西山　松之助 ﾆｼﾔﾏﾏ 江戸文化と地方文化
『岩波講座　日本歴史１３　近世５』
（岩波書店）

1964年2月 1 10 8

3 389 阿部　猛 ｱﾍﾞﾀ 公営田制の諸問題 「史流」　第６号 1965年2月 1 10 9
3 390 西村　圭子 ﾆｼﾑﾗｹ 戦国時代の都市自治とその限界 「歴史教育」　第１２巻第８号 １９６４年 1 10 10
3 391 今村　義孝 ｲﾏﾑﾗﾖ 秋田藩と上方市場（概報） 「歴史」　第３０・３１輯 ※※※※ 1 10 11

3 392 大江　志乃夫 ｵｵｴｼ
弁証法的な「講座派理論の克朋」を　－日
本近・現代史研究への提言

「歴史評論」　１２月号 1965年12月 1 10 12

3 393 阿部　猛 ｱﾍﾞﾀ 摂関期における徴税体系と国衙 『摂関時代の研究』 ※※※※ 1 10 13
3 394 高木　豊 ﾀｶｷﾞﾕ 古代社会における法華教団の展開 坂本幸男編『法華経の思想と文 ※※※※ 1 10 14
3 395 向山　勝貞 ﾑｺｳﾔﾏｶ 信濃国太田庄地頭職の変遷 「鹿児島史学」　第１１号 1963年12月 1 10 15

3 396 西村　圭子 ﾆｼﾑﾗｹ
安土桃山時代における北九州の動向　－
筑前を中心に－

「歴史教育」　第１１巻１０号 1963年10月 1 10 16

3 397 肥後　和男 ﾋｺﾞｶ 笠縫邑 ※※※※ １９６３年 1 10 17

3 398 青山　秀彦 ｱｵﾔﾏﾋ
大隇財政と富国構想　－資本形成と国民
的为体をめぐって－

「日本歴史論究」 ※※※※ 1 10 18

3 399 黒田　俊雄 ｸﾛﾀﾞﾄ 序章　時代区分と文化の特質
『講座　日本文化史』　第３巻（日
本文化史研究会編）

※※※※ 1 10 19

3 400 丸山　學 ﾏﾙﾔﾏﾏ 山師の生態　－林業史の一断面－ ※※※※ ※※※※ 1 10 20
3 401 和島　俊二 ﾜｼﾞﾏｼｭ 近世村落の成立　－能登西海郷の場合－ 「北陸史学」　第４号 1955年6月 1 10 21

3 402 森岡　清美 ﾓﾘｵｶｷ
村落の階級構造と宮座　－伊賀国壬生野
庄春日神社の長屋祭を中心として－

※※※※ ※※※※ 1 10 22

3 403 高木　豊 ﾀｶｷﾞﾕ
佛性院日奥に就いての覚書　－不受布施
史研究断章－

「大崎学報」　第１００号 ※※※※ 1 10 23

3 404 高木　豊 ﾀｶｷﾞﾕ
熱原法難に就いて　－初期日蓮宗教団史
の一齣－

「史学雑誌」　第６１編第１０号 ※※※※ 1 10 24

3 405 安河内　博 ﾔｽｺｳﾁﾋ
审町時代に於ける対馬の下人　－対馬藩
に於ける奴婢制成立の由来－

「西日本史学」　第１２号 ※※※※ 1 10 25

3 406 森岡　清美 ﾓﾘｵｶｷ 中世末期本願寺教団における一家衆 「社会学評論」　第１０号 ※※※※ 1 10 26
3 407 萩原　龍夫 ﾊｷﾞﾜﾗﾀ 祭り酒 「神道宗教」　第１００号 1980年10月 1 10 27
3 408 佐藤　久光 ｻﾄｳﾋ ネパールにおけるシャーマンの社会的役 「ｿｼｵﾛｼﾞ」　第２５巻第２号 1980年12月 1 10 28

3 409 渡辺　欣雄
ﾜﾀﾅﾍﾞﾖｼ
ｵ

沖縄の親族研究：その方法論の検討　－
その三－

「单島史学」　第１０号 １９７７年 1 10 29

3 410 田中　久夫 ﾀﾅｶﾋ 卒都婆建立の意味 「近畿民俗」　第５１号 1970年9月 1 10 30
3 411 岩井　隆盛 ｲﾜｲﾀ 石川方言　－その分布と区画－ 「国語学」　第１１輯 ※※※※ 1 10 31
3 412 寺川　俊昭 ﾃﾗｶﾜﾄ 寶樹寺　－教化活動調査報告－ ※※※※ ※※※※ 1 10 32
3 413 史学会 ｼｶﾞｸｶｲ 史学会第五十二回大会プログラム ※※※※ ※※※※ 1 10 33
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3 414 渡邊　慶一 ﾜﾀﾅﾍﾞｹ 石山戦争と越後真宗寺院の活躍 ※※※※ ※※※※ 1 10 34

3 415 和歌森　太郎 ﾜｶﾓﾘﾀ 地蔵信仰について ※※※※ ※※※※ 1 10 35
小葉田淳宛
抜き刷り

3 416 相葉　伸 ｱｲﾊﾞｼ
日蓮の善神捨国論の構造と天にのぼる神
の民俗

「神道学」　第６号 ※※※※ 1 10 36

3 417
ロバート・Ｎ・ベ
ラー

ﾛﾊﾞｰﾄ
第七章　家永三郎と近代日本における意
味の追求

ジャンセン編『日本における近代
化の問題』

※※※※ 1 10 37

3 418 仲　康 ﾅｶﾔ 諏訪のマキ 「哲学」　第４６集 1965年2月 1 10 38
3 419 井上　慶隆 ｲﾉｳｴﾖ 紙屋荘についての私記 「長岡郷土史」　第７号 ※※※※ 1 10 39
3 420 水江　漣子 ﾐｽﾞｴﾚ 封建都市江戸の成立と展開 「歴史教育」　昭和４１年１１月号 1966年11月 1 10 40

3 421 大岩　邦 ｵｵｲﾜｸ
近世初頭の一公家の贈筓　－言経卿記を
通じて－

『大類伸博士喜寿記念史学論文
集』

※※※※ 1 10 41

3 422 佐藤　甚次郎 ｻﾄｳｼﾞ 日本農家の建物構成と配置方法 「人文地理学」　第１４巻第６号 1962年12月 1 10 42

3 423 三宅　明正 ﾐﾔｹｱ
日露戦争前後の労働者運動　－重工業大
経営を中心として－

「社会経済史学」　第４４巻第５号 1979年3月 1 10 43

3 424 井上　慶隆 ｲﾉｳｴﾖ 北越雪譜版本の書入れ 「長岡郷土史」　第６号 1966年2月 1 10 44
3 425 森岡　清美 ﾓﾘｵｶｷ 家族 「社会学評論」　第５７号 ※※※※ 1 10 45

3 426 比嘉　政夫 ﾋｶﾞﾏ 家譜からみた門中　－「姓」と婚姻－
「琉球大学法文学部紀要　社会学
篇」　第２１号

1979年1月 1 10 46

3 427 三木　太郎 ﾐｷﾀ
中国正史倭（倭国・倭人）伝の史料系統に
ついて

「北海道駒沢大学研究紀要」　第１
３号

1978年2月 1 11 1

3 428 喜多野　清一 ｷﾀﾉｾ
日本の家族史研究によせて　－近世農民
における家長制家族の一事例－

「家族史研究」　第１集（大月書店） 1980年5月 1 11 2

3 429 鈴木　昭英 ｽｽﾞｷｼｮｳ
越後八海山行者の憑祈祷〖引座〗につ
いて

『日本人の生活と信仰』（大谷大学
国史学会編、同朊舍出版）

1979年12月 1 11 3

3 430 金田　久璋 ｶﾈﾀﾞﾋ
同族神の試論的考察　－若狭におけるダ
イジョコ・地荒神・杜神をめぐって

「民俗論叢」　第２号 1980年12月 1 11 4

3 431 松永　和人 ﾏﾂﾅｶﾞｶ
福岡県八女市近郊の花卉栽培村落　～脱
米作農村の一考察～

「福岡大学人文論叢」　第１１巻第
４号

1980年3月 1 11 5

3 432 松永　和人 ﾏﾂﾅｶﾞｶ
福岡県八女市近郊農村における年中行
事　～氏神祭祀を中心として～

「福岡大学人文論叢」　第１２巻第
３号

1980年12月 1 11 6

3 433 山下　晋司 ﾔﾏｼﾀｼ
神々の力　－サダン・トラジャのマブギ儀
礼－

「单方文化」　第７輯 1980年12月 1 11 7

3 434 今堀　太逸 ｲﾏﾎﾞﾘﾀ
中世の庶民信仰について　－専修念仏信
仰とそれに伴う神祇不拝を中心にして－

「仏教大学大学院研究紀要」　第５
号

1977年3月 1 11 8

3 435 牧田　茂 ﾏｷﾀｼ 都市と民俗学 「市政」（全国市長会）　第３３０号 1980年1月 1 11 9

3 436 比嘉　政夫 ﾋｶﾞﾏ 家譜からみた門中　－「姓」と婚姻－
「琉球大学法文学部紀要　社会学
篇」　第２１号

1979年1月 1 11 10 同別刷あり

3 437 田中　彰 ﾀﾅｶｱ
岩倉使節団における「東洋」と「西洋」　－
『米欧回覧实記』を通しての覚書－

『中嶋敏先生古稀記念論集』　下
巻

1981年7月 1 11 11

3 438 江藤　淳 ｴﾄｳｼﾞｭ
『氏神と氏子』の原型　－占領軍の検閲と
柳田國男－

「新潮」　昭和５６年１月号 1981年1月 1 11 12

3 439 今村　義孝 ｲﾏﾑﾗﾖ 土崎湊小宿文書について 「秋大史学」　１４号 1967年2月 1 11 13
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3 440 今村　義孝 ｲﾏﾑﾗﾖ 秋田藩と上方市場（概報） 「歴史」　３０・３１輯 ※※※※ 1 11 14

3 441 西山　松之助 ﾆｼﾔﾏﾏ 江戸時代の階層と音楽
「人類科学」　第１９集（１９６６年
度、九学会連合年報）

１９６６年 1 11 15

3 442 新行　紀一 ｼﾝｷﾞｮｳｹ
中世末真宗教団の本末関係　－堅田本福
寺を中心にみたる－

「歴史研究」（愛知教育大学歴史
学会）　第１４号

1966年11月 1 11 16

3 443 小島　茂男 ｺｼﾞﾏｼ 譜代佐倉藩の恭順と佐藤泰然 「日本近代史学会紀要」 ※※※※ 1 11 17

3 444 杢代　英勝 ﾓｸﾀﾞｲﾋ
松崎慊堂における考証学の展開　－近世
的思惟の一考察－

『成城学園五十周年記念論文集』 1967年5月 1 11 18

3 445
木村　博・荒井貢
次郎

ｷﾑﾗﾋ
「村法」より見たる江戸時代の農民生活
－山形県・上山市・旧高松村「定」につい

『猪山叢書　別冊』 1967年4月 1 11 19

3 446 中田　易直 ﾅｶﾀﾔ 享保期における三井同族組織の成立 「社会経済史学」　第２０巻１号 ※※※※ 1 11 20
3 447 家永　三郎 ｲｴﾅｶﾞｻ 「教育小説」の系譜とその意義 ※※※※ ※※※※ 1 11 21

3 448 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ
村落家族の家系について　－香住村世代
考を中心として－

「人文研究」　第１４巻第６号 1963年7月 1 11 22

3 449
立教大学史学研
究审

ﾘｯｷｮｳﾀﾞ
ｲｶﾞｸｼ

新潟県頸城古墳群の調査　－後期古墳群
の研究（Ⅰ）－

「立教大学文学部史学科調査報
告」　５

※※※※ 1 11 23

3 450 高木　豊 ﾀｶｷﾞﾕ 日蓮宗の開帳と縁起 「大崎学報」　第１１３号 ※※※※ 1 11 24
3 451 中尾　堯 ﾅｶｵﾀ 中世仏教における「正統」の問題 立正大学「文学部論叢」　第１９号 ※※※※ 1 11 25

3 452 小木　新造 ｵｷﾞｼ
勝常寺薬師三尊造像に関する一考察　－
古代仏教文化の地方伝播に関連して－

「桐朊学園女子部紀要」　第８集 1963年12月 1 11 26

3 453 伊東　多三郎 ｲﾄｳﾀ 隠居習俗小論 「歴史地理」　第７９巻第２号 1942年2月 1 11 27
3 454 石原　潤 ｲｼﾊﾗｼﾞｭ ムラの中の小地域集団について 「人文地理」　第１６巻第２号 1964年4月 1 11 28

3 455 石原　潤 ｲｼﾊﾗｼﾞｭ
集落形態と村落共同体　－特に讃岐の事
例を中心に－

「人文地理」　第１７巻第１号 1965年2月 1 11 29

3 456 河上　一雄 ｶﾜｶﾐｶ
「つきあい」と村落構成　－新潟県新発田
市茗荷谷部落の場合－

※※※※ ※※※※ 1 11 30

3 457 宮家　準 ﾐﾔｹｼﾞｭ 真野町四日町の宗教と社会組織 「人類科学」　第１５集 ※※※※ 1 11 31

3 458 宮田　登 ﾐﾔﾀﾉ
宗教分布の諸相　－岡山県下におけるば
あい－

「人類科学」　第１６集 ※※※※ 1 11 32

3 459 小野　重朗 ｵﾉｼ 单九州の新春の稲作儀礼
「民俗研究」（鹿児島民俗学会）
第２号

※※※※ 1 11 33

3 460 本橋　平一郎 ﾓﾄﾊｼﾍ 牛と吾等 「鳥取高農校友会誌」　第１９号 1938年3月 1 11 34

3 461 松野　純孝 ﾏﾂﾉｽ
消息から見た坂東本「教行信証」信巻の
成立問題

「印度学仏教学研究」　第５巻第２
号

1957年3月 1 11 35

3 462 窪　徳忠 ｸﾎﾞﾄ
一貫道補考　－「一貫道是什麼東西」の紹
介－

「東洋文化研究所紀要」　第１１冊 1956年11月 1 11 36
吉田学兄恵
存

3 463 大江　志乃夫 ｵｵｴｼ
第三章　新安保体制の前提　－保守政権
と独占資本－

『戦後日本の国家権力』（三一書
房）

※※※※ 1 11 37

3 464 森岡　清美 ﾓﾘｵｶｷ 真宗浄興寺派の成立
『藤島博士還暦記念論集　日本浄
土教史の研究』

1969年1月 1 11 38

3 465 家永　三郎 ｲｴﾅｶﾞｻ 大学問題と権力の教育政策 ※※※※ （１９６９年ｶ） 1 11 39

3 466 生江　義男 ｲｸｴﾖ
浄土教教理受容の史的考察　－来迎引接
を中心として－

※※※※ ※※※※ 1 11 40
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3 467 和歌森　太郎 ﾜｶﾓﾘﾀ 天童信仰について（対馬の民俗と慣行） 民俗と慣行 ※※※※ 1 12 1
3 468 田中　磐 ﾀﾅｶｲ 山村の龍宮信仰 「信濃」　第７巻第１号 1955年1月 1 12 2

3 469 高橋　統一 ﾀｶﾊｼﾄ 宮座制覚書
『民族学からみた日本』（河出書房
新社）

１９７０年 1 12 3

3 470 武田　正 ﾀｹﾀﾞﾞﾀ
置賜における若衆契約　－若者組と契約
の関係を中心に－

「山形県立米沢東高等学校紀要」
第７号

1969年12月 1 12 4

3 471 赤田　光男 ｱｶﾀﾞﾐ
林下塔頭の葬祭儀礼について　－特に大
徳寺の諸相－

「近畿民俗」　第５０号 1970年6月 1 12 5

3 472 伊藤　曙覧 ｲﾄｳｼｮ 越中の蓮如忌習俗 「大谷史学」　第９号 ※※※※ 1 12 6 ◎手紙有

3 473 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ
「西山小猟師論」　－本邦山民文化研究序
説－

「愛知大学文学会文学論叢」　第４
２集

1970年3月 1 12 7

3 474 祖父江　孝男 ｿﾌｴﾀ
外来文化と日本人の受容性　－受け入れ
のパターンをめぐって－

岡正雄教授古稀記念論文集編集
委員会編「民族学からみた日本」
（河出書房）

１９７０年 1 12 8

3 475 野口　武徳 ﾉｸﾞﾁﾀ
沖縄糸満婦人の経済生活　－とくにワタク
サー（私財）について－

「成城文藝」　第５６号 1969年12月 1 12 9

3 476
Ｈ・バイロン・エア
ハート

Ｈ・ﾊﾞｲﾛﾝ 日本宗教の統一的解釈をめざして 『現代の宗教学』 ※※※※ 1 12 10
訳者：宮家
準氏よりの
恵贈

3 477 吉田　禎吾 ﾖｼﾀﾞｻ ジャカルタのシャマン
「東京大学東洋文化研究所　東洋
文化」　第４６・４７合併号

1969年3月 1 12 11

3 478 小川　博 ｵｶﾞﾜﾋ
スカンジナビアの民族学について　－エリ
クソン「民衆生活調査またはノルデイクエ
スノロジーへの序論」を読んで－

「早稲田大学高等学院研究年報」
第１４号

※※※※ 1 12 12

3 479 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ
山の神信仰の一考察　－ヲゴゼ資料と重
出立証法－

「日本民俗学会報」 １９６９年 1 12 13

3 480 大間知　篤三 ｵｵﾏﾁﾄ 伊豆諸島の忌小屋
金関丈夫博士古稀記念委員会編
『日本民族と单方文化』（平凡社）

1968年2月 1 12 14

3 481 児玉　識 ｺﾀﾞﾏｼ
近世本願寺教団における本末制度と寺格
の関係

「日本仏教」　第２７号 1967年8月 1 12 15

3 482 児玉　識 ｺﾀﾞﾏｼ
近世本願寺教団の確立過程　－为として
中国地方の場合について－

「近世仏教」　第４号 ※※※※ 1 12 16 ◎手紙有

3 483 児玉　識 ｺﾀﾞﾏｼ
真宗寺院の近世的形態　－聖俗分離と均
等寺院の成立をめぐって－

「近世仏教」　第３巻第２・３合併号 1965年6月 1 12 17

3 484 児玉　識 ｺﾀﾞﾏｼ
本願寺教団における本末制度解体の背
景　－興正寺と防長寺院の関係を中心に

『真宗史の研究』 1966年12月 1 12 18

3 485 森岡　清美 ﾓﾘｵｶｷ
明治末期における集落神社の整理　－そ
の全国的経緯－

今村晃先生退官頌壽記念「東京
教育大学文学部紀要」　第７４号

1969年3月 1 12 19

3 486 丸山　學 ﾏﾙﾔﾏﾏ
歳時習俗の底にあるもの　－比較民俗学
的考察－

「熊本商科大学・短期大学内農村
社会研究审資料」　第４集

1956年3月 1 12 20

3 487 丸山　學 ﾏﾙﾔﾏﾏ 球磨の山村 「暖帯林」　６月号 1956年6月 1 12 21
3 488 丸山　學 ﾏﾙﾔﾏﾏ 日向の奧　－山と人間とに関するエッセイ ※※※※ ※※※※ 1 12 22
3 489 丸山　學 ﾏﾙﾔﾏﾏ 稲作に伴う祭儀の推移 「熊本短大論集」　第１６号 1958年3月 1 12 23
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3 490 峰岸　純夫 ﾐﾈｷﾞｼｽ 誓約の鐘　－中世一揆史研究の前提とし 「人文学」　第１５４号 １９８２年 1 12 24
3 491 田中　宠一 ﾀﾅｶｾ 明治初期における大山講の分布 「成城文藝」　第８３号 1978年2月 1 12 25
3 492 高橋　文二 ﾀｶﾊｼﾌﾞ 神楽歌の世界　－穴師と韓神と－ 伏見稲荷大社「朱」　第２５号 1981年7月 1 12 26

3 493 菅原　寿清 ｽｶﾞﾜﾗｼﾞｭ
地域社会における宗教構造の理解につい
て

「曹洞宗研究員研究生研究紀要」
第１０号

1978年8月 1 12 27

3 494 誉田　慶恩 ﾎﾝﾀﾞｹ 東北地方封建社会の形成と一向衆 「歴史」　第１１輯 1955年12月 1 12 28

3 495 池上　廣正ほか
ｲｹｶﾞﾐｺ
ﾎｶ

諸宗教の全国分布　－統計資料による－ 「人類科学」　第１５集 ※※※※ 1 12 29

3 496 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ 民俗学における地域性の問題 「人類科学」　第１５集 ※※※※ 1 12 30

3 497 宮本　馨太郎 ﾐﾔﾓﾄｹ 三宅島坪田の生活（聞書）
「史苑」（立教大学史学会）　第２４
巻第１号

1963年7月 1 12 31

3 498 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ
村落家族の家系について　－香住村世代
考を中心として－

「人文研究」　第１４巻第６号 1963年7月 1 12 32

3 499 小野　重朗 ｵﾉｼ 長島・天草島・甑島の山の神とその祭
「民俗研究」（鹿児島民俗学会）
第１号

※※※※ 1 12 33

3 500
愛知県碧单市立
单中学校郷土部

ｱｲﾁｹﾝﾍ
ｷﾅﾝ

墓制の研究　－真宗の家に墓がない－ 私たちの郷土研究（六） １９６３年 1 12 34

3 501 祖父江　孝男 ｿﾌｴﾀ
日本における乳児期諸儀礼　－地域的差
異その他の問題－

岡正雄教授還暦記念論文集編集
委員会編「民族学ノート」（平凡社）

1963年10月 1 12 35

3 502 家永　三郎 ｲｴﾅｶﾞｻ
思想統制の現代的特色　－特にその極限
的事例としての東京教育大学の实況につ
いて－

『現代と思想』　１ 1970年10月 1 12 36

3 503 肥後　和男 ﾋｺﾞｶ 奈良時代における神儒仏の関係 「芸林」 ※※※※ 1 12 37

3 504 田中　彰 ﾀﾅｶｱ
明治絶対为義政権成立の一過程　－脱隊
騒動と農民一揆をめぐって－

「歴史評論」　７５　１９５６年４・５月
号

1956年5月 1 12 38

3 505 柳田　國男 ﾔﾅｷﾞﾀﾞｸ 神道史の一問題 ※※※※ 1955年8月 1 12 39

3 506 芳賀　幸四郎 ﾊｶﾞｺ
朝倉敏景十七箇条について　－戦国大名
の政治史思想研究序説－

※※※※ ※※※※ 1 12 40

3 507 中野　幡能 ﾅｶﾉﾊﾞ 宇佐八幡における清祓の変遷 神道史研究　第４巻第６号 1956年11月 1 12 41
3 508 中野　幡能 ﾅｶﾉﾊﾞ 中世における宇佐宮の神職制度 「神道学」　第１２号 1957年2月 1 12 42
3 509 薗田　香融 ｿﾉﾀﾞｶ 慶滋保胤とその周辺 「顕真学苑論集」 ※※※※ 1 12 43
3 510 田中　彰 ﾀﾅｶｱ 長州藩の天保改革 「ヒストリア」　１８号 1957年6月 1 12 44
3 511 柴田　武 ｼﾊﾞﾀﾀ 方言境界の意識 「言語研究」　第３６号 １９５９年 1 12 45
3 512 宮井　義雄 ﾐﾔｲﾖ 藤原氏の祖廟と平安仏教 「日本仏教」　第１８号 ※※※※ 1 13 1
3 513 柿崎　京一 ｶｷｻﾞｷｷｮ 部落における家の成立と退転 「社会学評論」　第４６号 ※※※※ 1 13 2

3 514 森　龍吉 ﾓﾘﾘｭ
宮座の消長をめぐる環境と条件　－近江
国「堅田大宮の宮座」についてのモノグラ
フイクな試論－

「日本史研究」　第２２号 ※※※※ 1 13 3

3 515 武田　正 ﾀｹﾀﾞﾀ 置賜地方のオタナ様信仰
「山形県立米沢東高等学校紀要」
第５号

1967年12月 1 13 4

3 516 真宗同学会 ｼﾝｼｭｳﾄﾞ 眞宗同同学会大会発表要旨 「大谷学報」　第４３巻第４号 １９６４年 1 13 5

3 517 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ
地理学と日本民俗との接点　－故　柳田
國男氏の見解をとおして－

「人文地理」　第１５巻第３号 1963年6月 1 13 6
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3 518 竹田　聴洲 ﾀｹﾀﾞﾁｮ
近畿村落における同族祭・両墓制・屋敷
神の分布資料

「文化学年報」（同志社大学文学
部文化学科研究审）　第１３輯

1964年3月 1 13 7

3 519
日蓮宗史料調査
会

ﾆﾁﾚﾝｼｭ
ｳｼ

寛永年度日蓮宗末寺帳
「大崎学報」（立正大学仏教学部）
別刷

１９６５年 1 13 8

3 520 牧田　茂 ﾏｷﾀｼ 七海の神 ※※※※ ※※※※ 1 13 9
3 521 中村　生雄 ﾅｶﾑﾗｲ 景戒の回心と『日本霊異記』 「文学」　第４８巻第１号 1980年1月 1 13 10

3 522 渡辺　欣雄
ﾜﾀﾅﾍﾞﾖｼ
ｵ

備忘録・実家人的過年習俗　－有関台湾
屏東県竹田郷頭崙村的事例－

「单島史学」　第１５号 １９８０年 1 13 11

3 523 吉岡　敏幸 ﾖｼｵｶﾄ
和泉国国衙領支配と別名制　－和泉国刀
禰を中心として－

「日本史研究」　１８４ 1977年12月 1 13 12

3 524 田中　久夫 ﾀﾅｶﾋ 雷を捉える話 『藤井祐介君追悼記念考古学論 1980年9月 1 13 13

3 525 大林　太良 ｵｵﾊﾞﾔｼﾀ シャマニズムの起源について
「東京大学東洋文化研究所　東洋
文化」　第４６・４７合併号

1969年3月 1 13 14

3 526 宮家　準 ﾐﾔｹｼﾞｭ
中世における修験の思想　－教義書を中
心として－

「中世文学」　２０号 1980年3月 1 13 15

3 527 溝部　明男 ﾐｿﾞﾍﾞｱ
戦友会における「過去縁」　－「空母隼鷹
戦友会」の事例

「ｿｼｵﾛｼﾞ」（社会学研究会）　第２４
巻第２号

1980年1月 1 13 16

3 528 鈴木　昭英 ｽｽﾞｷｼｮｳ テンポウ語り・大語り 「長岡郷土史」　第１５号 1977年3月 1 13 17
3 529 鈴木　昭英 ｽｽﾞｷｼｮｳ 濁沢の〖嫁はたき〗 「長岡郷土史」　第１７号 1979年3月 1 13 18

3 530 高橋　渉 ﾀｶﾊｼﾜ 宮城県「弥勒参り」の信仰構造
「宮城学院女子大学研究論文集」
第４８号

１９７８年 1 13 19

3 531 渡辺　欣雄
ﾜﾀﾅﾍﾞﾖｼ
ｵ

５　ポアズの理論
蒲生正男編『現代文化人類学の
エッセンス』（ぺりかん社）

1978年7月 1 13 20

3 532 喜多野　清一 ｷﾀﾉｾ 転機に立つ早川孝太郎
早川孝太郎全集　第６巻『農村更
正』（未来社）

1977年11月 1 13 21

3 533 加藤　正春 ｶﾄｳﾏ 葬制と祖霊の形成　－与論島の事例－ 「单島史学」　第１０号 1977年6月 1 13 22

3 534 渡辺　欣雄
ﾜﾀﾅﾍﾞﾖｼ
ｵ

沖縄の親族研究：その方法論の検討　－
その二－

「单島史学」　第６号 1975年4月 1 13 23

3 535 三宅　明正 ﾐﾔｹｱ
≪研究ノート≫昭和恐慌下労働争議の一
特質

「一橋論叢」　８４巻１号 英訳文献目録 1 13 24

3 536 二宮　哲雄 ﾆﾉﾐﾔﾃ
THE RESULT AND THE PROBLEM OF
RURAL SOCIOLOGY IN JAPAN

「金沢大学法文学部論集　哲学
篇」　第２６巻

１９７８年 1 13 25
◎手紙、
新聞コピー
あり

3 537 松園　万亀雄 ﾏﾂｿﾞﾉﾏ
A Note on the Enshrinement of Ancestral
Tablets at Zamami Island,Okinawa

edited by W.H.Newell. Mouton
Publishers

１９７６年 1 13 26

3 538 F.J.DANIELS
F.J.DANI
ELS

STRAW SNAKES
THE TRANSACTIONS OF THE
ASIATIC SOCIETY OF JAPAN Ｔｈ
ｉｒｅｄ　Ｓｅｒｉｅｓ，　Ｖｏｌ．Ⅶ

１９５９年 1 13 27

3 539 森岡　清美 ﾓﾘｵｶｷ
IMPACTS OF POPULATION MOBILITY
ON CHRISTIAN CHURCHES

Contemporary Religions in Japan
Vol.Ⅶ,No.３

１９６６年 1 13 28

3 540 F.J.DANIELS
F.J.DANI
ELS

Snake and Dragon Lore of Japan FOLKLORE,Volume７１ 1960年9月 1 13 29

3 541 英訳文献目録 ｴｲﾔ 英訳文献目録 ※※※※ ※※※※ 1 13 30
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3 542 安齋　伸 ｱﾝｻﾞｲｼ
Newly-adopted religions and Social
Change on the Ryukyu Islands(Japan)
wite special reference to Catholicism

（上智大学） ※※※※ 1 13 31

3 543 島薗　進 ｼﾏｿﾞﾉｽ
The living Kami Idea in the New Religions
of Japan

※※※※ ※※※※ 1 13 32

3 544
笠原　一男・新行
紀一

ｶｻﾊﾗｶ 二　関東地方 「仏教史学」　第九巻第３・４号 ※※※※ 1 13 33

3 545 郷田　洋文 ｺﾞｳﾀﾞﾋ 天人女房譚に於ける農耕儀礼的背景 「國學院雑誌」　第６１巻第５号 １９６０年 1 13 34

3 546 藤田　正太郎 ﾌｼﾞﾀｼｮ 方言語彙覚え書
「国語研究」（新潟県高等学校教
育委員会国語科部会）　第１２号

１９６６年 1 13 35

3 547 速水　侑 ﾊﾔﾐﾀ
日本古代貴族社会における地蔵信仰の
展開

「北海道大学文学部紀要」　１７－
１

1969年3月 1 13 36

3 548 木田　理文 ｷﾀﾞﾘ
イギリス革命におけるランターズ思想の歴
史的意義

「社会思想史研究」　４号 １９８０年 1 13 37
◎手紙、
新聞コピー
あり

3 549 西沢　良之 ﾆｼｻﾞﾜﾖ 韓国の学生生活
「厚生補導」　昭和５４年６月号（第
一法規）

1979年6月 1 13 38

3 550
W.M.THEODORE
DE BARY

W.M.THE
ODORE
DE BARY

Self and Society Ming Thought (コロンビア大学出版局) ※※※※ 1 13 39

3 551 平山　和彦 ﾋﾗﾔﾏｶ 民俗学と共同体 「経済評論」　１９７９年８月号 1979年8月 1 13 40

3 552 新城　敏男 ｼﾝｼﾞｮｳﾄ
鎌倉時代における石清水八幡宮の祭祀と
布教

「封建社会研究」（法政大学）　第１
号

１９７９年 1 13 41

3 553 松園　万亀雄 ﾏﾂｿﾞﾉﾏ
養取の比較研究　－グディ論文をめぐる
覚書－

「天理大学おやさと研究所研究報
告」　２

1972年3月 1 14 1

3 554 原　ひろ子 ﾊﾗﾋ
個人为義が徹底した社会に「マイホーム」
があるか　－狩猟採集民ヘアー族に関す
る一考察－

『海外事情　特集「家族」』 1969年8月 1 14 2

3 555 田中　久夫 ﾀﾅｶﾋ 浄土教と墓制　－民俗調査から－ 「歴史教育」　１６ 1980年7月 1 14 3

3 556 二宮　哲雄 ﾆﾉﾐﾔﾃ

PRINCIPLE OF OYA (PARENTS) AND
VILLAGE SOCIETY : SOCIOLOGY OF
NOTHINGNESS --- JAPANESE
CHARACTERISTIC IN ASIA

Fifth World Congress 1980年8月 1 14 4

3 557 小松　和彦 ｺﾏﾂｶ 絵は語る　奈良絵本　熊野の本地 「月刉百科」　２月号 1980年2月 1 14 5

3 558 朋部　旦 ﾊｯﾄﾘﾀ

滋賀県竜王町岡屋の「虫送り」行事につい
て　－調査報告並びにその機能的研究、
及び日本民俗学の一傾向に関する若干
の反省－　（附）古文書「岡屋地区氏子総
代相伝文書」（仮称）紹介・解説

「大妻女子大学紀要」　第１０号 1978年3月 1 14 6

3 559 しらが　康義 ｼﾗｶﾞﾔ 不受布施派農民と池田光政 「民衆史研究」　第１９号 1980年11月 1 14 7

3 560
福島県立博物館
基本構想検討委

ﾌｸｼﾏｹﾝﾘ
ﾂ

福島県立博物館建設基本構想報告書 ※※※※ 1981年1月 1 14 8
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3 561
奈良国立文化財
研究所

ﾅﾗｺｸﾘﾂ 飛鳥・藤原宮発掘調査概報　３ ※※※※ 1973年3月 1 14 9

3 562 高桑　守史 ﾀｶｸﾜﾓ
養取の民俗学的研究　－白山麓山村社会
における「家」の展開と村落構造　Ⅰ－

「石川県白山自然保護センター研
究報告」　第４集

１９７８年 1 14 10

3 563 早川　孝太郎 ﾊﾔｶﾜｺ 北津軽の民俗　　ほか 「旅と仏院」　４ ※※※※ 1 14 11 コピー

3 564 小島　茂男 ｺｼﾞﾏｼ
幕末維新期における譜代大多喜藩の動
向

「順天堂大学体育学部紀要」　第１
０号

1967年12月 1 14 12

3 565 宮本　馨太郎 ﾐﾔﾓﾄｹ
The Clothing Food and Housing of the
Oroks and the Gilyaks in Saghalien Island

The Japan Science Review,
Humanistic Studies Vol.１１

１９６０年 1 14 13

3 566 池田　貞夫訳 ｲｹﾀﾞｻ Ｋ．ヤスパース神話との交わり（上・下） 「未来」　１０・１１月（未来社） 1971年11月 1 14 14

3 567
池田　貞夫訳　Ｋ．
レヴィット

ｲｹﾀﾞｻ
歴史のダイナミクスと歴史为義（上・中・
下）

「未来」　１０～１２月（未来社） 1972年12月 1 14 15

3 568 木崎　和広 ｷｻﾞｷｶ 鹿角マタギの伝承と系譜 秋田県立博物館研究報告no.１４ 1979年3月 1 14 16
3 569 大島　暁雄 ｵｵｼﾏｱ 新潟県下における貸鍬慣行 物質文化　　２８ 1977年9月 1 14 17
3 570 小川　真子 ｵｶﾞﾜｼ アムール川地域の尃日神話（事前） ※※※※ ※※※※ 1 14 18

3 571 山下　久男 ﾔﾏｼﾀﾋ 加賀昔話探訪をめぐりて（四）
江沼地方史研究会誌「えぬのく
に」第２４号

1979年4月 1 14 19 ○送り状

3 572 ※※※※ ※※※※ 稲作儀礼　－苗代づくりとミナクチマツリ ※※※※ ※※※※ 1 14 20
3 573 吉田　靖雄 ﾖｼﾀﾞﾔ 文殊信仰の展開　－文殊会の成立まで 单部仏教第３８号 1977年5月 1 14 21

3 574 西村　康 ﾆｼﾑﾗﾔ
单部地方の憑依症候群を廻る文化精紳
医学的研究

精紳医学　第１８巻第１２号 1976年12月 1 14 22

3 575 西村　康 ﾆｼﾑﾗﾔ
シャーマニズムの現代化の方向　－青森
県单部地方の精神医療状況のなかで

臨床精紳医学　第６巻第１２号 1977年12月 1 14 23 ○送り状

3 576 小川　真子 ｵｶﾞﾜﾏ アムール川地域の尃日神話 ※※※※ ※※※※ 1 14 24

3 577 伊藤　謙助 ｲﾄｳｹ
中世の庶民信仰について　－元興寺極楽
坊の信仰資料を中心として

史学論集第６号 1976年3月 1 14 25

3 578 平藪　令治 ﾋﾗﾔﾌﾞﾚ
新城島のアカムタ・クロムタ祭祀　－上地
のウフブール覚書

沖縄国際大学文学部紀要　社会
学科篇　第３巻第１号

1975年3月 1 14 26

3 579 岩田　慶治 ｲﾜﾀｹ
もう一つの单北問題　－知的創造性を再
生する道

※※※※ ※※※※ 1 14 27

3 580 篠原　壽雄 ｼﾉﾊﾗｶ 道教的鬼神　－鬼に関する覚書 道教研究論集 1977年5月 1 14 28

3 581 四柳　嘉章 ﾖﾂﾔﾅｷﾞﾖ
縄文時代漁労活動の復元　－網漁具とサ
ケ・マス論補遺

石川県立水産高校図書館紀要
第１号

1978年10月 1 14 29

3 582 玉木　哲 ﾀﾏｷﾃ 懐旧歳記と年中行事その他について
新潟県立三条高等学校「研究集
録」第５集

１９７０年 1 14 30

3 583 平林　盛得 ﾋﾗﾊﾞﾔｼｾ
民間浄土思想の系譜に関する試論　－空
也布教の背景

書陵部紀要第１２号 ※※※※ 1 14 31

3 584
東京教育大学文
学部民俗学研究
审

ﾄｳｷｮｳｷｮ
ｳｲｸﾀﾞｲｶﾞ
ｸﾐﾝｿﾞｸｶﾞ
ｸｹﾝｷｭｳ

三重県志摩地方民俗学関係文献目録
東京教育大学文学部民俗学研究
审内　三重県志摩地方民俗総合
調査団

1958年7月 1 14 32

3 585 平林　盛得 ﾋﾗﾊﾞﾔｼｾ 史料紹介「土右記」延久元年夏 書陵部紀要第１２号 ※※※※ 1 14 33
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3 586

櫻井　徳太郎・亀
山　慶一・宮田
登・福田　アジオ・
西垣　晴次

ｻｸﾗｲﾄ･ｶ
ﾒﾔﾏｹ･ﾐﾔ
ﾀﾄ･ﾌｸﾀﾞ
ｱ･ﾆｼｶﾞｷ
ｾ

民俗 伊豆单西海岸 1965年12月 1 14 34

3 587 鈴木　　尚 ｽｽﾞｷﾅ 附録　内谷組合式意志棺内出土の人骨 徳島県文化財調査報告書第５集 ※※※※ 1 14 35
3 588 西垣　晴次 ﾆｼｶﾞｷｾ 鏑矢伊勢方記（一） ※※※※ ※※※※ 1 14 36

3 589 桑山　省吾 ｸﾜﾔﾏｼｮ
柏崎近在における講の調査研究　－庚申
講・米山講を中心として

※※※※ ※※※※ 1 14 37

3 590 西垣　晴次 ﾆｼｶﾞｷｾ 鏑矢伊勢方記（二）
東京学芸大学附属高等学校研究
紀要Ⅴ

1967年11月 1 14 38

3 591 井上　正一 ｲﾉｳｴｼｮ 紀国造家墓碑銘について
関西大学考古学研究审篇「花山
西部地区古墳」

1967年3月 1 14 39

3 592 保坂　勝之 ﾎｻｶｶ 民話の教えるもの　－上越地方の民話か 平松義尚先生退職記念論文集 1967年3月 1 14 40

3 593 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ
单島前近代社会研究に関する覚書ー奄
美大島を中心に考える

鹿児島短期大学单日本文化研究
所　第１５号

1982年2月 1 14 41

3 594 小島　茂男 ｺｼﾞﾏｼ
幕末維新における譜代請西藩の動向（そ
の３）

順天堂大学文理学紀要第１２号 1969年12月 1 15 1

3 595 大木　伸一 ｵｵｷｼ ソビエト・ロシアの葬制覚書（その１） ※※※※ ※※※※ 1 15 2

3 596
奈良国立文化財
研究所

ﾅﾗｺｸﾘﾂ 平城宮発掘調査出土木簡概報（七） ※※※※ 1970年2月 1 15 3

3 597 金井　典美 ｶﾅｲﾉ
弥生時代の祭式　－弥生青銅祭器の民俗
学的考察

月刉　考古学ジャーナル第３９号 ※※※※ 1 15 4

3 598 竹田　旦 ﾀｹﾀﾞﾊ 下北における農耕と労力組織 下北ー自然・文化・社会 ※※※※ 1 15 5

3 599 宮田　登 ﾐﾔﾀﾉ
ダイシ信仰とミロク　－奇蹟伝説をとおして
見たる

東京教育大学文学部　史学研究
第７１号

1969年3月 1 15 6

3 600 和歌森　太郎 ﾜｶﾓﾘﾀ 民俗史料の歴史学的意味 東京教育大学文学部　史学研究 1963年3月 1 15 7

3 601 月光　善弘
ｶﾞｯｺｳﾖｼ
ﾋﾛ

中尊寺一山の組織と変遷 山形女子短期大学紀要第３集 1969年3月 1 15 8

3 602 上江洲　均 ｳｴｽﾞﾋ 和花の祭祀とその組織 琉球政府立博物館館報 １９６９年 1 15 9
3 603 国分　直一 ｺｸﾌﾞﾅ 「グシク」をめぐる問題 单島考古　１号 ※※※※ 1 15 10

3 604 門馬　幸夫 ﾓﾝﾏｻ
日本近代化と宗教倫理についての覚書
RNベラーの視点と方法

「ソキエタス」　４号 １９７７年 1 15 11

3 605 門馬　幸夫 ﾓﾝﾏｻ 余暇と宗教行動について 「ソキエタス」　５号 １９７８年 1 15 12
3 606 渡辺　亜子 ﾜﾀﾅﾍﾞｱ 生きている近代博物館 MOUSEION  NO２２ 1976年10月 1 15 13

3 607 渡辺　欣雄
ﾜﾀﾅﾍﾞﾖｼ
ｵ

大单島　－沖縄調査記－（１） 法政人類学 １９８０年 1 15 14

3 608 赤田　光男 ｱｶﾀﾞﾐ 檀家制の確立過程と真宗道場について 帝塚山短期大学紀要第１５号 1978年3月 1 15 15 ○送り状

3 609 山折　哲雄 ﾔﾏｵﾚﾃ 古代日本における神と仏の関係
東北大学文学部研究年報　　　第
２９号

1979年3月 1 15 16 ○送り状

3 610 宮本　馨太郎 ﾐﾔﾓﾄｷｮ オロッコ・ギリヤークの衣食住 民族学研究第２２巻第１・２号 ※※※※ 1 15 17
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3 611 平山　和彦 ﾋﾗﾔﾏｶ
明治・大正期における青年団運動の史的
考察　－長野県下伊那郡青年会の自为化
をめぐって

明治大学　社会科学研究所紀要
第７集

1969年3月 1 15 18

3 612 大島　建彦 ｵｵｼﾏﾀ 「志摩軍記」二本 東洋大学紀要文学部篇第２２集 ※※※※ 1 15 19

3 613
駒形　覐・八藤後
松夫

ｺﾏｶﾞﾀｶ･
ﾔﾄｳｺﾞﾏ

山北・朝日の正月行事 ※※※※ ※※※※ 1 15 20

3 614 安彦　好重 ｱﾋﾞｺﾖ
源氏物語にあらわれた民俗信仰　－「物
の怪」信仰の世界序説

上農高「研究紀要」第２号 １９６９年 1 15 21

3 615 相葉　伸 ｱｲﾊﾞｼ インドの拝火教徒の宗教と民俗 群馬大学教育学部紀要第１９巻 １９６９年 1 15 22
3 616 駒形　覐 ｺﾏｶﾞﾀｶ 高松・戸倉の和紙 ※※※※ ※※※※ 1 15 23
3 617 須田　圭三 ｽｶﾞｹ 憑きもの俗信　－「飛騨の牛蒡種」概説 日本庶民生活史料集成第７号 1970年3月 1 15 24
3 618 田中　久夫 ﾀﾅｶﾋ たまつり　－盂蘭盆会の定着化の問題 御影史学論集第１号 1972年10月 1 15 25

3 619 酒向　伸行 ｻｺｳｼ
「お岩木様一代記」の成立　－説教節「さ
んせう太夫」との関連において

御影史学論集第１号 1992年10月 1 15 26

3 620 山崎　久雄 ﾔﾏｻﾞｷﾋ 渋海川流域の瀬替新田
新潟大学教育学部長岡分校「研
究紀要」第１４集

※※※※ 1 15 27

3 621 鈴木　昭英 ｽｽﾞｷｼｮｳ 長岡ごぜの組織と生態
長岡市立科学博物館研究報告第
７号

１９７２年 1 15 28

3 622 宮本　馨太郎 ﾐﾔﾓﾄｷｮ 民族資料の収集と調査について 立教大学博物館学講座 1960年3月 1 15 29
3 623 宮本　馨太郎 ﾐﾔﾓﾄｷｮ 民俗資料の収集・保存と民俗博物館 立教大学博物館学講座 1960年9月 1 15 30
3 624 和歌森　太郎 ﾜｶﾓﾘﾀ 戸隠の修験道 ※※※※ ※※※※ 1 15 31

3 625 藤井　正雄 ﾌｼﾞｲﾏ
沖縄の仏教儀礼　－石垣市における「大
焼香」覚書

仏教思想論叢 1972年10月 1 15 32

3 626 井上　正一 ｲﾉｳｴｼｮ 霊異記にみる葬送儀礼 伝承文化研究第７号 1972年10月 1 15 33

3 627 津田　秀夫 ﾂﾀﾞﾋ
近代公文書学成立の前提条件　－公文書
概念の変遷と保存公開をめぐって

歴史研究　第４０３号 1973年12月 1 15 34

3 628 松崎　憲三 ﾏﾂｻﾞｷｹ 龍神・水神祈願　－雤乞いの一方法
奈良県立民俗博物館研究紀要第
１号

１９７７年 1 15 35

3 629 宮田　　登 ﾐﾔﾀﾉ 戸隠信仰と巳待ち 「戸隠」総合学術調査報告書 1971年8月 1 15 36

3 630 沼田　睦 ﾇﾏﾀﾑ
公家領荘園の研究　－１６世紀初頭にお
ける領为権と在地状勢　九条家領日根野
荘の場合

書陵部紀要第１２号 ※※※※ 1 15 37

3 631 牛島　巖 ｳｼｼﾞﾏｲ ミクロネシア・パラウ諸島における交換体 淑徳大学研究紀要第４号 1970年3月 1 16 1

3 632 高田　實 ﾀｶﾀﾞﾐ
延喜二年三月十三日太政官符の歴史的
意義　－いわゆる延喜荘園整理令の再検

東京教育大学文学部　歴史研究
第７６号

1970年3月 1 16 2

3 633
森岡　清美・熊谷
苑子

ﾓﾘｵｶｷ･ｸ
ﾏｶﾞｲｿ

地域社会の人口移動基督教会の教勢 日本基督教団宠教研究所 1966年11月 1 16 3

3 634 西山　松之助 ﾆｼﾔﾏﾏ 斎藤月岑日記の明治 史潮　第１０６号 1969年3月 1 16 4
3 635 岩田　慶治 ｲﾜﾀｹ 東单アジア諸民族のカミ観念 人文地理学の諸問題 １９６８年 1 16 5
3 636 三宅　敏之 ﾐﾔｹﾄ 六角宝幢式経筒について 東京国立博物館紀要第４号 １９６８年 1 16 6 ○送り状

3 637 児玉　識 ｺﾀﾞﾏｼ
本願寺教団における寺中制度解体の要
因　－「演説書」と「知新集」の比較をつ通

水産大学校研究報告　人文社会
科学篇　第１２号

1970年3月 1 16 7

3 638 和歌森　太郎 ﾜｶﾓﾘﾀ 明治前半期における「天皇親政」の問題 帝国学士院紀事第５巻第２，３号 1947年9月 1 16 8
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3 639 西垣　晴次 ﾆｼｶﾞｷｾ 皇太神宮建久巳下古文書（一） ※※※※ ※※※※ 1 16 9

3 640 土肥　鑑高 ﾄﾞｲｶ
米切手をめぐる信用取引の発達とその史
的考察「序説」　－大阪堂島米会所の動向
と関連して

桐朊学報第１７号 1 16 10

3 641 島薗　進 ｼﾏｿﾞﾉｽ
金光教学と人間教祖論　－金光教の発生
序説

※※※※ ※※※※ 1 16 11

3 642 今井　宇三郎 ｲﾏｲｳ 乾坤の二用について 日本中国学会報第２２集 1970年10月 1 16 12

3 643 大藪　正哉 ｵｵﾔﾌﾞﾏ
元代の法制と仏教　－税糧・詞訟・民間信
仰関係の規定

東京教育大学文学部史学研究第
８６号

1972年3月 1 16 13

3 644 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ いわゆる「郷土研究」と民俗学の方法 ※※※※ １９７３年 1 16 14

3 645 岡山民俗学会
ﾜｶﾔﾏﾐﾝ
ｿﾞｸ

常民生活とアメリカ民俗博物館の発達 ※※※※ 1978年9月 1 16 15

3 646 佐々木　哲哉 ｻｻｷﾃ
シンポジュウム・米の九州史（２）　－農耕
と信仰習俗

福岡地方史談話会会報第１２号 ※※※※ 1 16 16

3 647 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ
県・県为制の再検討（一）　－｢県」字の問
題性（下）

続日本紀研究第１８０号 ※※※※ 1 16 17

3 648 小沢　俊夫 ｵｻﾞﾜﾄ まま母話における为人公と話の筋 ※※※※ １９６０年 1 16 18

3 649 嶋田　尚 ｼﾏﾀﾞﾅ
茨城県久慈郡大子町大字浅川の氏神・屋
敷神

※※※※ ※※※※ 1 16 19

3 650 磯貝　富士男 ｲｿｶﾞｲﾌ
日本中世奴隷法の基礎的考察　－鎌倉幕
府法の奴婢規定を中心に

歴史学研究第４２４号 1975年9月 1 16 20

3 651 田中　久夫 ﾀﾅｶﾋ 収穫祭としての大正月行事 御影史学論集三 1976年10月 1 16 21

3 652 川崎　晃稔 ｶﾜｻｷｺ サワラ突き漁見聞記
鹿児島県中学校社会科部会報
「研究論文」２２号

１９８２年 1 16 22

3 653 ｸﾞｴﾝ･ｶｯｸ･ｶﾑ
ｸﾞｴﾝ･ｶｯ
ｸ･ｶﾑ

サイゴンにみる継承と展開 ※※※※ ※※※※ 1 16 23

3 654 鈴木　昭英 ｽｽﾞｷｼｮｳ 風谷山樂師別当金剛院文書
長岡市立科学博物館研究報告第
１０号

1975年3月 1 16 24 ○送り状

3 655 熊倉　功夫 ｸﾏｸﾗｲ 民芸の発見 人文学法　第３５号 1972年11月 1 16 25 ○送り状
3 656 三宅　明正 ﾐﾔｹｱ 近代日本における鉄工組合の構成員 歴史学研究第４５４号 1978年3月 1 16 26

3 657 村井　早苗 ﾑﾗｲｻ
豊後における絵踏制の展開　－臼杵稲葉
藩を中心に

史苑　第３５巻２号 ※※※※ 1 16 27

3 658 中山　薫 ﾅｶﾔﾏｶ 吉備真備の二教院について 続日本紀研究第１８２号 ※※※※ 1 16 28
3 659 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ 鰤荷の発生 物質文化　　２８ 1977年9月 1 16 29
3 660 青山　克彌 ｱｵﾔﾏｶ 口寄せ巫女探訪ノート・津軽篇１ 金沢女子短期大学学葉第１０集 １９６８年 1 16 30 ○送り状
3 661 小島　茂男 ｺｼﾞﾏｼ 幕末維新における譜代沼田藩の動向 順天堂大学体育学紀要第９号 1966年12月 1 16 31
3 662 直江　廣治 ﾅｵｴｺ ウチガミ信仰 陸前北部の民俗 1969年3月 1 16 32
3 663 茅根　ロザリーナ ﾁﾈﾛ 水戸光圀と伯夷伝　日本あれこれ ※※※※ ※※※※ 1 16 33

3 664 大岩　邦 ｵｵｲﾜｸ
１６世紀における公家の贈筓について　－
山科言継を中心に

※※※※ ※※※※ 1 16 34

3 665 肥後　和男 ﾋｺﾞｶ
日本古代史への管見　－石田英一郎氏に
寄せる

※※※※ ※※※※ 1 16 35

26 / 88 ページ



書庫
番号

№ 著者名・発行者 ﾖﾐ タイトル 掲載誌・書名 発行年 原箱№
FILE
BOX
№

枝№ 手紙有 備　考

3 666 相葉　伸 ｱｲﾊﾞｼ 八幡神の形成
群馬大学紀要人文科学部門　　第
１巻

※※※※ 1 16 36

3 667 長岡　博男 ﾅｶﾞｵｶﾋ 所謂「蓮如忌」の習俗に就いて 加賀文化第１２号 1939年7月 1 17 1
3 668 萩原　龍夫 ﾊｷﾞﾜﾗﾀ 中世における伊勢神宮神職團 東京学芸大学研究報告第３号 ※※※※ 1 17 2

3 669 朋部　治則 ﾊｯﾄﾘﾊ
新田村落における本・分家関係　－甲州
巨摩郡浅尾新田

山梨大学学芸部研究報告　　　第
１１号

１９６０年 1 17 3

3 670 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 正平６年６月１日　－「正平革」の話 ※※※※ 1965年4月 1 17 4

3 671 井村　道弘 ｲﾑﾗﾐ
近畿中央部における民俗行事「フクマル
迎え」について

駒澤大学大学院地理学研究・　第
８号

１９７８年 1 17 5

3 672 大岩　邦 ｵｵｲﾜｸ
明治初期における女子教育観の一考察
－成瀬仁蔵著「婦女子の職務」の成立を
中心として

※※※※ ※※※※ 1 17 6

3 673 土肥　鑑高 ﾄﾞｲｶ
近世における米穀流通政策の展開（上）
－徳川幕府の米穀流通政策の変遷を中
心として

桐朊学報第１５号 1966年2月 1 17 7 ○送り状

3 674 肥後　和男 ﾋｺﾞｶ 日本の为神 末永先生古稀記念古代学論叢 1967年10月 1 17 8
3 675 小島　茂男 ｺｼﾞﾏｼ 幕末維新における譜代小田原藩の動向 順天堂大学文理学紀要第１３号 1970年12月 1 17 9

3 676 永山　光生 ﾅｶﾞﾔﾏﾋ 科学と哲学と宗教　－西田哲学の立場
秋田大学教育学部研究紀要
第２１集

※※※※ 1 17 10

3 677 田中　熊雄 ﾀﾅｶｸ 田代神社御田植祭
宮崎大学教育学部紀要　社会科
学第３３号

1973年3月 1 17 11

3 678 乾　　宏巳 ｲﾇｲﾋﾛﾐ
１８世紀における手工業技術の流出と市
場構造　堺煙草包丁加治仲間の場合

歴史研究　３８５号 1972年6月 1 17 12

3 679 平林　盛得 ﾋﾗﾊﾞﾔｼｾ 慈覚大師御縁起 書陵部紀要　第２２号 ※※※※ 1 17 13

3 680 鈴木　満男 ｽｽﾞｷﾐ
盆にくる霊　－台湾の中元節を手がかりと
した比較民俗学的試論

民族学研究第３７巻第３号 1972年12月 1 17 14

3 681 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 花梨の話 猪山叢書　第３号 1965年5月 1 17 15

3 682 土肥　鑑高 ﾄﾞｲｶ
近世における米穀の流通事情　－近世に
おける米穀流通史の研究「序説」

桐朊学報第１４号 1964年12月 1 17 16

3 683 安田　浩 ﾔｽﾀﾞﾋ
１９２１～２２年の横浜船渠争議の運動構
造ー労働者組織形成の日本的特質への
一考察

埻玉大学紀要（人文科学篇）　　第
２８号

1979年10月 1 17 17 ○送り状

3 684 佐々木　勝 ｻｻｷｶ
中世武士団とその祭祀　－隅田党と隅田
八幡宮

研究紀要（千葉工商高等学校）
第２号

1978年12月 1 17 18

3 685 波平　恵美子 ﾅﾐﾋﾗｴ
通過儀礼における「ハレ」と「ケガレ」の観
念の分析

民族学研究　４０巻４号 1976年3月 1 17 19

3 686 渡辺　欣雄
ﾜﾀﾅﾍﾞﾖｼ
ｵ

地理学の目途　－文化地理学からの
再構成

跡見学園女子大学紀　第１１号 1978年3月 1 17 20

3 687 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ
民俗資料の認識とその操作　－いわゆる
「柳田民俗学」を超えるために（その１）

歴史人類　第２号 １９７６年 1 17 21

3 688 吉田　靖雄 ﾖｼﾀﾞﾔ 奈良時代の密教の一考察 続日本紀研究第１７９号 ※※※※ 1 17 22 ○送り状
3 689 川田　順造 ｶﾜﾀﾞｼﾞｭ 黒人アフリカの首長制 歴史研究　第４６２号 1978年11月 1 17 23
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3 690 木村　礎 ｷﾑﾗﾓ 日本における村落形態論と起源論
明治大学　人文科学研究所紀要
第１５集

1977年3月 1 17 24

3 691
小山市教育委員
会

ｺﾔﾏｼｷｮ
ｳｲｸ

小薬の民俗　－小山市民俗資料調査
報告No２

小山市小薬地区民俗資料調査報
告書

１９６４年 1 17 25

3 692 伊藤　唯眞 ｲﾄｳﾕ
浄土宗寺院の開創伝承よりみたる聖の定
着について

仏教大学人文学論集　第２号 1968年9月 1 17 26

3 693 石田　英一郎 ｲｼﾀﾞｴ
日本文化論の理論的基礎　－プロジェクト
「日本民族性の比較文化論的研究」のた
めに

東北大学日本文化研究所研究報
告第３集

1967年3月 1 18 1

3 694 岡田　精司 ｵｶﾀﾞｾ 古代日本における宗教統制と神祇官司 歴史学研究 １９７０年 1 18 2
3 695 萩原　龍夫 ﾊｷﾞﾜﾗﾀ 惣村結合と神社 東京学芸大学研究報告第１２集 １９６１年 1 18 3
3 696 西谷　勝也 ﾆｼﾔｶ 家島群島の民俗 家島群島 1962年9月 1 18 4

3 697 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ
甲信山地における族団習俗の地理的　意
義

信州大学教育学部研究論集　　第
１１号

１９６０年 1 18 5

3 698 常見　純一 ﾂﾈﾐｼﾞｭ
ミャオ族の絵姿女房譚とその背景　－高
神信仰との関連

中国大陸古代文化研究会 １９６６年 1 18 6

3 699 大林　太良 ｵｵﾊﾞﾔｼﾀ 民族学から見た日本人
THE HERDITY　生物科学の総合
誌ー遺伝

※※※※ 1 18 7

3 700 藤井　正雄 ﾌｼﾞｲﾏ
宗教研究における人類学的アプローチの
視座

大正大学研究紀要第５２号 1967年3月 1 18 8

3 701 藤井　正雄 ﾌｼﾞｲﾏ
歴史のダイナミズムの解明　－人類学的
アプローチをめぐる覚書

仏教文化研究　第１３号 1966年9月 1 18 9

3 702 長野　正 ﾅｶﾞﾉﾏ 国生み神話の成立 ※※※※ ※※※※ 1 18 10

3 703 若林　淳之
ﾜｶﾊﾞﾔｼ
ｼﾞｭ

今川氏眞の苦悶　－今川政権の終焉
静岡大学教育教育学部研究　　報
告第６号

1955年3月 1 18 11

3 704 田中　彰 ﾀﾅｶｱ
倒幕派の形成過程　－長洲藩幕末藩政改
革と改革派同盟

歴史学研究　２０５号 1957年3月 1 18 12

3 705 ※※※※ ※※※※ 第１１回　九学会連合大会 ※※※※ ※※※※ 1 18 13

3 706 熊谷　　勉 ｸﾏｶﾞｲﾂ
祝言職序説　－三河漫才、神楽組の成立
と、その展開

愛知学芸大学研究報告　第９号 1960年3月 1 18 14

3 707

宮本馨太郎・亀山
慶一・西垣晴次・
中村たかを・桑野
孙美・本田耕治

ﾐﾔﾓﾄｷ･ｶ
ﾒﾔﾏｹ･ﾆ
ｼｶﾞｷﾊ･ﾅ
ｶﾑﾗﾀ･ｸﾜ
ﾉﾌ･ﾎﾝﾀﾞｺ

淺川流域の民俗 東京都文化財調査報告書 1962年3月 1 18 15

3 708 八幡　一郎 ﾔﾊﾀｲ
インドシナ半島諸民族の物質文化に見る
印度要素と中国要素

※※※※ ※※※※ 1 18 16

3 709 斎藤　正明 ｻｲﾄｳﾏ 氏神の形成過程に関する一視角
目白学園女子短期大学研究　　紀
要第３号

1966年11月 1 18 17

3 710 太田　一成 ｵｵﾀｶ 荒川橋の架橋について ※※※※ ※※※※ 1 18 18
3 711 田中　熊雄 ﾀﾅｶｸ 大隅半島における漁労伝承 宮崎大学学芸学部紀要　第９号 1960年12月 1 18 19
3 712 田中　熊雄 ﾀﾅｶｸ 大隅半島における漁労伝承（２） 宮崎大学学芸学部紀要第１０号 1961年2月 1 18 20
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3 713 崔　仁鶴 ｻｲﾆ
童話（メルヘン）の本質と発達過程　　　の
研究

※※※※ ※※※※ 1 18 21

3 714 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ
猪・鹿の捕獲量の地理的意義　－近世岡
山藩の場合

地理学論評　第３６巻第８号 ※※※※ 1 18 22

3 715 関　敬吾 ｾｷｹ
欧米における民俗学の諸傾向　－地域民
族学としての民俗学

民族学研究３２巻１号 1967年6月 1 18 23

3 716 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ
県・県为制の再検討（二）　－ヤマト六県を
通じて（上）

続日本紀研究　第１８７号 ※※※※ 1 18 24

3 717 牛島　巖 ｳｼｼﾞﾏｲ
＜イハイ＞祭祀と日本の家族・親族　－伊
豆諸島・利島を中心として

民族学研究３１巻３号 1966年12月 1 18 25

3 718 玉木　哲 ﾀﾏｷﾃ
下関の「佐藤家」と天明３年の「万覚帳」を
めぐって

新潟県立三条高等学校研究集録
第６号

1971年3月 1 18 26

3 719 竹内　实次 ﾀｹｳﾁｼﾞ
分館システムより中央館システム移行に
関する試論

九州地区大学図書館協議会会誌
第８号

１９６６年 1 18 27

3 720 小野　重朗 ｵﾉｼ 北部薩摩の民俗芸能 鹿児島県文化財調査報告 1961年3月 1 18 28 ○送り状

3 721 浜岸　宏一 ﾊﾏｷﾞｼｺ
中世末期村落の墓地とその変遷（上）
－京都府北桑田郡京北町中江の場合

同志社考古　６号 1966年5月 1 18 29

3 722 平山　和彦 ﾋﾗﾔﾏｶ
村寄合における議決法　－全会一致性多
数決制について

共同体比較研究会「共同体の比
較研究」第５集

1966年9月 1 18 30

3 723 小島　茂男 ｺｼﾞﾏｼ
幕末維新における譜代安中藩の動向
（１）

順天堂大学体育学紀要第８号 1966年12月 1 18 31

3 724 西山　松之助 ﾆｼﾔﾏﾏ 真山青果の「頼山陽」 芸能史研究　第３７号 ※※※※ 1 18 32
3 725 藤井　正雄 ﾌｼﾞｲﾏ 骨仏と脱宗教浮動人口化 大正大学研究紀要第５７号 1972年3月 1 18 33

3 726
岩本徳一・フロイ
ド・H・ロス・谷省
吾・古川哲史

ｲﾜﾓﾄﾄ･ﾌ
ﾛｲﾄﾞ･ﾀﾆ
ｼｮ･ﾌﾙｶﾜ
ﾃ

神道研究の相互理解　－神道と道徳生活 第２回神道研究国際会議 1967年6月 1 18 34

3 727
小野祖教・梅田義
彦・西谷啓治

ｵﾉｿ･ｳﾒ
ﾀﾞﾖ･ﾆｼﾔ

神道研究の相互理解　－神観念 第２回神道研究国際会議 1967年6月 1 18 35

3 728
三潴信吾・安津素
彦・宮崎彰・W・P・
ウッダート

ﾐｵﾉｼ･ﾔｽ
ﾂﾓ･ﾐﾔｻﾞ
ｷｱ･ﾀﾞﾌﾞﾙ

神道研究の相互理解　－神道における政
治と国体

第２回神道研究国際会議 1967年6月 1 18 36

3 729 杉山　晃一 ｽｷﾞﾔﾏｺ
稲作儀礼と神の観念　－タイ国北部及び
中部の農村における事例研究

東北大学日本文化研究会研究報
告　第１３集

1977年3月 1 18 37

3 730 鈴木　昭英 ｽｽﾞｷｼｮｳ 越後瞽女組織拾遺
長岡市立科学博物館研究報告
第９号

1974年3月 1 18 38

3 731 福地　重孝 ﾌｸﾁｼ 世界の女性　－キューリー夫人 看護学雑誌第３０巻第７号 1966年7月 1 19 1

3 732 芳賀　登 ﾊｶﾞﾉ
島崎正樹と「夜明け前」　－歴史小説の实
像と虚像

お茶の水女子大学附属高校紀
要・第１２号

1967年2月 1 19 2

3 733 大橋　一章 ｵｵﾊｼｲ 飛鳥寺の創立に関する問題 仏教芸術　１０７号 1976年5月 1 19 3 ○送り状

3 734 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ
「尾州図上」にみえる稲の品種と農民食料
について

愛知大学総合郷土研究所紀要
第２１号

１９７６年 1 19 4

3 735 光島　督 ﾐﾂｼﾏﾄ 歓喜佛についての一考察 ※※※※ ※※※※ 1 19 5
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3 736
河岡　武春・木下
忠

ｶﾜｵｶﾀ･ｷ
ﾉｼﾀﾀ

八幡高原及びその周辺ちいきの民俗 三段峡と八幡高原 1959年3月 1 19 6

3 737 千々和　实 ﾁﾁﾞﾞﾜﾐ
万葉集柘枝伝の探索と■源ー神仙都藍
尼伝と久米仙人伝の源流

東京学芸大学研究報告第７集 ※※※※ 1 19 7

3 738 千々和　实 ﾁﾁﾞﾞﾜﾐ
末法思想高潮の誘因　－大陸仏教危機の
展望と経塚の創始

東京学芸大学研究報告第１１集 １９６０年 1 19 8

3 739 西海　賢二 ﾆｼｶﾞｲｹ
講集団の重層性　－小田原市荻窪の念仏
講と題目講にみる

※※※※ ※※※※ 1 19 9

3 740 中丸　和伯 ﾅｶﾏﾙｶ 戦国大名論　－村落構造を中心として ※※※※ ※※※※ 1 19 10
3 741 直江　廣治 ﾅｵｴｺ 垣内の研究　その２　－垣内周辺の問題 東京教育大学文学部紀要 1960年3月 1 19 11

3 742 大岩　邦 ｵｵｲﾜｸ
転換期における公家の交際圏について
－山科家を中心に

※※※※ ※※※※ 1 19 12

3 743 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ 越中鰤の伝承　－飛騨鰤の原像を探る 物質文化　　３６ 1981年2月 1 19 13

3 744 飯島　茂 ｲｲｼﾞﾅｼ
日本からみた「Thailand:A Loosely
Structured Social System」　－日本学と
東单アジア学の接点を求めて

東单アジア研究　１８巻２号
１９８０年年９

月
1 19 14

3 745 岩鼻　通明 ｲﾜﾊﾅﾄ
観光地化にともなう山岳宗教集落戸隠の
変貌

人文地理　第３３巻５号 1981年10月 1 19 15 ○送り状

3 746 上江洲　均
ｶﾐｺｳｼｭｳ
ｷ

第５章　沖縄の厨子甕
日本常民文化研究所調査報告第
８号

1987年3月 1 19 16

3 747 中村　康隆 ﾅｶﾑﾗﾔ 受戒の民俗性
佐藤博士古稀記念仏教思想　　論
集

1972年11月 1 19 17

3 748 島薗　進 ｼﾏｿﾞﾉｽ
金神・厄年・精霊　－赤沢文治の宗教的孤
独の生成

筑波大学　哲学・思想学系論集
第５号

1980年3月 1 19 18

3 749 横田　健一 ﾖｺﾀｹ
白鳳天平芸術精神史研究序説　－群像形
式と憂鬱性の表現を中心として

東西学術研究所紀要　第６号 1973年3月 1 19 19

3 750 勝守　すみ ｶﾂﾓﾘｽ
新田氏の所領について　－特に宗家領と
庶子家領の関係について

群馬大学紀要人文科学編
第二巻・第二号

１９５３年 1 19 20

3 751
胡桃沢　勘司・大
久根　茂

ｸﾙﾐｻﾞﾜ
ｶ･ｵｸﾈｼ

伊豆諸島の手鍬について 民具マンスリー　第８巻１２号 1976年3月 1 19 21

3 752 大江　志乃夫 ｵｵｴｼ 日本統治下の台湾 アジア経済　第１３巻第１１号 1972年11月 1 19 22
3 753 山路　勝彦 ﾔﾏｼﾞｶ エドワード・ノーベック氏と高島の再調査 関西学院社会学部紀要第３１号 1975年12月 1 19 23
3 754 友田　吉之助 ﾄﾓﾀﾞｷ 大鏡の歴史思想 島根大学論集（人文科学）第２号 1952年5月 1 19 24
3 755 萩原　龍夫 ﾊｷﾞﾜﾗﾀ 北畠親房における神道、仏教の相関 東京学芸大学研究報告第６集 1955年5月 1 19 25

3 756 高桑　史子 ﾀｶｸﾜﾌ
Cognatic 社会における「祖先」観　－琉球
の「祖先崇拝」について

明治大学大学院紀要　第１５集 １９７７年 1 19 26 ○送り状

3 757 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 神妙にお縄を頂戴いたせ 猪山叢書　第４号 ※※※※ 1 19 27
3 758 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 日露戦争の勝因　－梅干と沢庵の話 猪山叢書　第５号 ※※※※ 1 19 28

3 759 阿部　猛 ｱﾍﾞﾀ 太平洋戦争下の詩人たち
東京学芸大学紀要　第三部門　社
会科学部門　第２７集

1975年10月 1 19 29

3 760 楠　正弘 ｸｽﾉｷﾏ
宗教哲学の一視点　－マックス・シェラー
の宗教現象学をめぐって

文化　第２３巻第１号 ※※※※ 1 19 30

3 761 長岡　博男 ﾅｶﾞｵｶﾋ 盆の火祭ーオショライモリに寄せて 旧福野潟周辺総合調査報告 ※※※※ 1 19 31
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3 762 永島　福太郎 ﾅｶﾞｼﾏﾌ 在郷町上市・下市の発達
奈良県総合文化調査報告書　吉
野川流域

1954年9月 1 19 32

3 763 大森　志郎 ｵｵﾓﾘｼ
神代の幽契　－愚管抄・春日験記に見え
る藤原氏の神話の形成

東京女子大学歴史学研究审　史
論　第３集

１９５５年 1 19 33

3 764 芳賀　幸四郎 ﾊｶﾞｺ
中世末期における三条西家の経済的基
盤とその崩壊

日本学士院紀要　第あ３巻　　　第
１号

1955年3月 1 19 34

3 765 柳田　國男 ﾔﾅｷﾞﾀﾞｸ 尋常人の人生観 民族学研究　１４－４ 1950年5月 1 19 35

3 766 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ
豊後水道沿岸における急斜階段耕作地
の成立

※※※※ ※※※※ 1 19 36

3 767 藤井　　駿 ﾌｼﾞｼｭ
北条早雲と備中国荏原荘　－早雲の生国
についての一考察

岡山大学文学部　学術紀要
第５号

1956年3月 1 19 37

3 768 小葉田　淳 ｺﾊﾞﾀｱﾂｼ 西海捕鯨業について 平戸学術調査報告 ※※※※ 1 19 38
3 769 森岡　清美 ﾓﾘｵｶｷ 日本農村における基督教の受容 ※※※※ ※※※※ 1 19 39
3 770 山田　英世 ﾔﾏﾀﾞﾋ ヒューム徳の功利論 愛知学芸大学研究報告　第２号 1953年3月 1 19 40

3 771 山田　英世 ﾔﾏﾀﾞﾋ
ヒューム「自然宗教にかんする対話」の一
考察

愛知学芸大学研究報告　第３号 1954年4月 1 19 41

3 772 宮城　栄昌 ﾐﾔｷﾞｴ 神名式の成立 横浜国立大学人文紀要第一類 1952年3月 1 19 42

3 773 真宗史研究会
ｼｭｳｷｮｳｼ
ｹﾝｷｭｳｶ

昭和３８年度　採訪史料目録 ※※※※ ※※※※ 1 19 43

3 774 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 光悦の芸術　－「光悦垣」について 猪山叢書 ※※※※ 1 19 44

3 775 島薗　進 ｼﾏｿﾞﾉｽ
疑いと信仰の間　－中山みきの救けの信
仰の起源

※※※※ ※※※※ 1 19 45

3 776 杉浦　淑甫 ｽｷﾞｳﾗｼｭ
いざなぎ流神道祭文集（一）　－大土宮神
本地

※※※※ ※※※※ 1 19 46

3 777 土佐民俗学会
ﾄｻﾐﾝｿﾞｸ
ｶﾞｯｶｲ

神道諸法伝祭文集 ※※※※ ※※※※ 1 19 47

3 778
森岡清美・平井直
房・岡田米夫・ロ
バート・Ｎ・ベラ

ﾐﾘｵｶｷ･ﾋ
ﾗｲﾅ･ｵｶ
ﾀﾞﾖ･ﾛﾊﾞｰ

近代（工業）化と神道
第２回神道研究国際会議「持続と
変化」

1967年6月 1 19 48

3 779

上田賢治・西高辻
信貞・ウイリアム・
テオドル・ド・ベ
リー・石田一良・中
村元・ジョセフ・Ｍ・
キタガワ

ｳｴﾀﾞｹ･ﾆ
ｼﾀｶﾂｼﾞ
ﾉ･ｳｲﾘｱ
ﾑ･ｲｼﾀﾞ
ｶ･ﾅｶﾑﾗ
ﾊ･ｼﾞｮｾﾌ

神道研究の相互理解　－神道研究の盲点
第２回神道研究国際会議「持続と
変化」

1967年6月 1 19 49

3 780 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ
日本古代王権の特質　－弟王・大兄を中
心として

古代文化史論攷　創刉号 1980年6月 1 20 1

3 781 渡辺　欣雄
ﾜﾀﾅﾍﾞﾖｼ
ｵ

沖縄文化地域における民家の塑形的モデ
ルー試論として

跡見学園女子大学紀　第１２号 1979年3月 1 20 2

3 782 田中　久夫 ﾀﾅｶﾋ
浄土教と播磨（一）　－教信・性空・空也・
保胤をめぐって

月刉　百科　２１７ 1980年10月 1 20 3

3 783 津田　秀夫 ﾂﾀﾞﾋ 含翠堂の研究（其の１）
東京教育大学文学部史学研究第
８１号

1971年3月 1 20 4
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3 784 西垣　晴次 ﾆｼｶﾞｷｾ 皇太神宮建久巳下古文書（二）
東京学芸大学附属高等学校研究
紀要　Ⅷ

1971年4月 1 20 5

3 785 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ
日本民俗学の研究方法における二,三の
問題について　－地域変換法を中心に

※※※※ ※※※※ 1 20 6

3 786 山路　勝彦 ﾔﾏｼﾞｶ
「春秋左氏伝」と組織・権威および覇権为
義

関西学院大学社会学部紀要
３９号

1972年12月 1 20 7

3 787 田村　紀雄 ﾀﾑﾗﾉ
公害報道史足尾鉱毒問題（その２）　－農
民運動とコミュニケーション（中）

東京大学新聞研究所紀要　　　第
２１号

※※※※ 1 20 8

3 788 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ 称制について
鹿児島短期大学研究紀要　　　第
２９号

1982年3月 1 20 9

3 789 半田　康夫 ﾊﾝﾀﾞﾔ
新たに発見した豊後のキリシタン遺跡・遺
物

大分大学学芸部研究紀要　　　第
７号

1958年3月 1 20 10

3 790 朋部　治則 ﾊｯﾄﾘﾊ
山梨県における親分子分関係の諸問題
（その三）　－「大垣外型」・「上湯島型」

山梨大学学芸部研究報告　　　第
１２号

1961年12月 1 20 11

3 791 朋部　治則 ﾊｯﾄﾘﾊ
山梨県における親分子分関係の一類型
－焼畑耕作に依存する僻地山村の一事

山梨大学学芸部研究報告
第３号

※※※※ 1 20 12

3 792 佐藤　親雄 ｻﾄｳﾁ
瞽女考　－その１・瞽女の縁起と性格につ
いて

東京教育大学教育学部紀要第１２
号

1967年3月 1 20 13

3 793 阿部　猛 ｱﾍﾞﾀ 平安時代荘園整理令の基礎的研究
北海道学芸大学紀要（第一部B）
第１５巻第１号

1964年8月 1 20 14

3 794 今井　宇三郎 ｲﾏｲｳ 伊川易伝自序考 日本中国学会訪　第１号 1950年3月 1 20 15

3 795 山階　芳正 ﾔﾏｶｲﾖ 伊豆初島における戸数の固定について
辻村太郎先生古稀記念　地理学
論文集

１９６１年 1 20 16

3 796 宮本　馨太郎 ﾐﾔﾓﾄｷｮ 民俗資料の収集と調査について ※※※※ ※※※※ 1 20 17
3 797 相葉　伸 ｱｲﾊﾞｼ 縁起と民俗との接点　－榛東村の展望 群馬県民俗調査報告書　第６号 ※※※※ 1 20 18

3 798 月光　善弘
ｶﾞｯｺｳﾖｼ
ﾋﾛ

寒河江市平塩の熊野神社 山形女子短期大学紀要第１集 1967年3月 1 20 19

3 799 天野　俊也 ｱﾏﾉｼｭ 方言 真名川流域の民俗 1968年3月 1 20 20

3 800 萩原　龍夫 ﾊｷﾞﾜﾗﾀ 東京都佃島の民俗
中央区佃島地区文化財調査
報告書

1984年1月 1 20 21

3 801 鈴木　昭英 ｽｽﾞｷｼｮｳ 長岡蔵王堂の中世信仰資料
長岡市立科学博物館研究報告
第２０号

1985年3月 1 20 22

3 802 ※※※※ ※※※※ やせかまど 小千谷市史史料集 ※※※※ 1 20 23

3 803
西尾　正仁・中村
恵津

ﾆｼｵﾏ･ﾅ
ｶﾑﾗｴ

丹後伊根本庄地区民俗調査報告（口承文
芸・昔話）

御影通信　２８ 1977年12月 1 20 24

3 804 西山　松之助 ﾆｼﾔﾏﾏ 如心斎と不白 ※※※※ ※※※※ 1 20 25

3 805 赤田　光男 ｱｶﾀﾞﾐ
近世村落における信仰史料　－近江国愛
知郡岩倉村安孫子家所蔵文書

※※※※ ※※※※ 1 20 26

3 806 真野　俊和 ﾏﾉﾄ 审町期における宗教の風流化と寺社参詣 論集日本仏教史５・审町時代 1986年8月 2 22 1

3 807 真野　純子 ﾏﾉｼﾞｭﾝ
諸山諸社参詣先達職をめぐる山伏と社家
－吉田家の諸国社家支配化への序章

論集日本仏教史第７巻・江戸時代 1986年10月 2 22 2

3 808 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 差別と民俗宗教 第１３回　教職員研修講演 ※※※※ 2 22 3
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3 809 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
民間仏教解明の立場　－仏教民俗学の導
入について

宗教学論集第１３号 1987年3月 2 22 4

3 810 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 東京都御蔵島 離島生活の研究 ※※※※ 2 22 5

3 811 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
「ツカサ崩れ」とユタマンチャー　－琉球巫
俗の一つの問題

日本民俗学第７９号 1972年2月 2 22 6

3 812 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 民間信仰 ※※※※ ※※※※ 2 22 7

3 813 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
宮古島本島の移葬・洗骨・墓制　－とくに
クツヲウッツアスについて

民俗学評論第９号 1972年12月 2 22 8

3 814 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
神仏交渉　－初期仏教の受容とシャマニ
ズム

日本文化史学への提言 1975年5月 2 22 9

3 815 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 総説　－柳田國男の神道論をめぐって
講座　日本の民俗宗教１　神道民
俗学

1979年9月 2 22 10

3 816 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ ユタの祈願 「沖縄文学」９－３ 1972年2月 2 22 11
3 817 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 風俗と民俗　－風俗の復権をめざして 風俗　第３１巻第１号 1992年10月 2 22 12

3 818 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
現代シャーマニズムの行方　－その情勢
と研究動向

成城大学民俗学研究所紀要　　第
１７集

1993年3月 2 22 13

3 819
阿部　泰郎・大隇
和雄・櫻井　徳太
郎

ｱﾍﾞﾔ･ｵｵ
ｽﾐｶ･ｻｸﾗ
ｲﾄ

縁起と説話 説話文学研究　第２２号 1987年6月 2 22 14

3 820 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 神の誕生をめぐる祭儀 岩波「文学」５２－６ 1984年6月 2 22 15
3 821 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 総説　－動向と展望 日本民俗学第１３６号 1981年8月 2 22 16
3 822 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 動物昔話の類型　－人獣交渉史の視点 文学　４０の１０号 1972年10月 2 22 17

3 823 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
折口信夫の巫女観　－巫女分類の基礎作
業の一環として

「民俗学評論」第２号 1957年7月 2 22 18

3 824 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 柳田國男の祖先観 近代日本思想大学「柳田國男」 ※※※※ 2 22 19

3 825 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 総説　－民俗宗教論をめぐって
講座　日本の民俗宗教５　民俗宗
教と社会

1980年2月 2 22 20

3 826 安藤　喜久男 ｱﾝﾄﾞｳｷ 櫻井徳太郎先生を送る 駒澤社会学研究　第２３号 1991年3月 2 22 21

3 827 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 民俗宗教における聖と俗（上）・（下）
駒澤大学宗教学研究会「宗教学
論集」第９号・第１０号

１９８０年１２
月・１９８１年１

2 22 22

3 828 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ ミズマツリ墓　－両墓制と再葬との関連
日本民族文化とその周辺（歴史・
民族篇）

※※※※ 2 22 23

3 829 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ かわりつつある中国の宗教事情 宗教学論集第１７号・１８号合併号 1992年3月 2 22 24
3 830 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 宗教学論集第１７号・第１８号 駒澤宗教学研究会 ※※※※ 2 22 25
3 831 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 婚姻後の習俗 ※※※※ ※※※※ 2 22 26

3 832 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
モウリョウ信仰の基盤　－とくに非業死者
霊の供養儀礼について

日本民族学第１５０号 1983年11月 2 22 27

3 833 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
民間巫俗の性格　－巫女の口寄せと死霊
信仰

日本民族社会史研究 1969年4月 2 22 28

3 834 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 解説 ※※※※ ※※※※ 2 22 29

3 835 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
口寄せ巫女の生態　－山形盆地における
オナカマの成巫過程

日本民族学会報　６４号 1969年8月 2 22 30
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3 836 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 高陽院十斎講について
小葉田淳教授退官記念
国史論集

1970年11月 2 22 31

3 837 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
单西諸島シャマニズムの源流　－巫俗か
らのアプローチ

日本のシャマニズムとその周辺 1984年6月 2 22 32

3 838 新行　紀一 ｼﾝｷﾞｮｳｹ 伊勢氏と松平氏 歴史研究　第２１号 1974年3月 2 22 33
3 839 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 外来信仰の受容と変容 人類学科　１４集 ※※※※ 2 22 34

3 840 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
ユタの関与する死と儀礼　－沖縄本島・上
本部村備瀬の場合

日本民俗学　第７６号 1971年7月 2 22 35

3 841 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 日本巫俗の特徴
講座　日本民俗宗教　４　巫俗と
俗信

1979年12月 2 22 36

3 842 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
現代シャーマニズムの行方　－その情勢
と研究動向

成城大学民俗学研究所紀要　　第
１７集

1993年3月 2 22 37

3 843 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
歴史民俗学の構想（下）　－郷土における
民俗像の史的復元

信濃　第２４巻第９号 ※※※※ 2 22 38

3 844 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 解説　－岩崎民俗学の基軸 ※※※※ ※※※※ 2 22 39

3 845 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 「高志路」の役割　－日本民俗学への貢献
新潟県民俗学会編「高志路」
第３１９号

1996年6月 2 22 40

3 846 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
民俗宗教の三極構造　－「自」と「他」と
「異」と

史境　第１８号 1989年3月 2 22 41

3 847 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
峯入り行場の成立略考　－靡・大行事社
をめぐって

山岳修験学会編「山岳修験」７号 1991年6月 2 22 42

3 848 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ カミとホトケ　－日本人の宗教観 静岡県史研究　第６号 1990年3月 2 22 43

3 849 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
比較民俗論の課題　－ノクツリムとマブイ
グミ

柴田实先生古稀記念会　日本文
化史論叢

1976年1月 2 22 44

3 850 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
民間祭司の宗教的機能　－祭儀荷担者の
シャーマン的性格

沖縄久高島調査報告書 1985年2月 2 22 45

3 851 真野　純子 ﾏﾉｼﾞｭﾝ
神社に従属する土器作りの展開過程　－
近江御上神社とホウライ衆

「中近世土器の基礎研究Ⅷ」 1992年12月 2 22 46

3 852 岩崎　真幸 ｲﾜｻｷｼ
宮城県北部における一仏教寺院の民族
学的考察　－中田町・弥勒寺の祭礼を通

東北学院大学論集　歴史学・地理
学第１９号

1988年3月 3 28 1 ○送り状

3 853 津山　正幹 ﾂﾔﾏﾏ 住居 戸田市史民俗編 1983年3月 3 28 2 ○送り状

3 854
岡田　精司・岩井
忠熊・河音能平

ｵｶﾀﾞｾ･ｲ
ﾜｲﾀ･ｶｵﾝ

座談会　天皇祭祀と即位儀礼について 日本史研究３００号 1987年8月 3 28 3 ○送り状

3 855 下野　敏見 ｼﾓﾉﾄ 琉球の物質文化（基本民具）について 鹿大史学　第２９号 1981年12月 3 28 4
3 856 鈴木　満男 ｽｽﾞｷﾐ 比較民俗学における<比較＞の構造と視 思想 1982年3月 3 28 5

3 857 江守　五夫 ｴﾓﾘｲﾂｵ
沖縄における祭祀承継に関する社会問題
－法社会学的＝民俗学的レポート

青山道夫博士追悼論集「家族の
法と歴史」

1981年7月 3 28 6

3 858 熊谷　治 ｸﾏｶﾞｲｵ 古代中国の朱について 東方学第６１号 1981年1月 3 28 7

3 859 比嘉　政夫 ﾋｶﾞﾏ
家譜からみた門中（Ⅱ）　－久米村におけ
る婚姻と養取慣行

琉球大学法文学部紀要　社会学
篇第２３号

1980年11月 3 28 8

3 860 山折　哲雄 ﾔﾏｵﾚﾃ 近世の非僧非俗ー芭蕉の旅 東洋学術研究　第２１巻第１号 1982年5月 3 28 9
3 861 熊谷　治 ｸﾏｶﾞｲｵ 洞祭　－その本質および性格について 朝鮮学報第７４号 1975年1月 3 28 10
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3 862 中本　正智 ﾅｶﾓﾄﾏ
琉球方言の感情話・形容詞　－沖縄県玉
城村奥武方言

方言の語学 1982年4月 3 28 11

3 863 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 総説　－民俗宗教論をめぐって
講座　日本の民俗宗教５　民俗宗
教と社会

1980年2月 3 28 12

3 864 関　啓吾 ｾｷｹ ｢日本民俗学入門」の思い出 民間伝承　６月号 1983年6月 3 28 13
3 865 岡部　和雄 ｵｶﾍﾞｶ 一　中国仏教と禅 禅学研究入門 1994年7月 3 28 14 ○送り状
3 866 鈴木　正崇 ｽｽﾞｷﾏ 海单島民俗ノート 季刉　人類学　１２－４ 1981年12月 3 28 15 ○送り状

3 867 有末　賢 ｱﾘｽｴｹ
都市民俗研究への一視角　－新たな分析
視角の模索

哲学・第７３集 1981年12月 3 28 16 ○送り状

3 868 福田　アジオ ﾌｸﾀﾞｱ 方言周圏論と民俗学
武蔵大学人文学会雑誌第１３巻第
４号

1982年3月 3 28 17

3 869 牧田　茂 ﾏｷﾀｼ 折口信夫博士三十年祭にあたって 芸能　２月号 1983年2月 3 28 18

3 870 笠原　一男 ｶｻﾊﾗｶ 親鸞とその思想　－悪人正機と本願ぼこり
金岡秀友博士還暦記念論文集
「大乗菩薩の世界」

1988年7月 3 28 19

3 871 佐々木　伸一 ｻｻｷｼ
カンカカリ達　－宮古島その他のシャーマ
ン的宗教者

日本民俗学の展開 1988年12月 3 28 20 ○送り状

3 872 ヨーゼフ・クライ ﾖｰｾﾞﾌ 講演　ヨーロッパ思想史における日本観 民博通信　４２号 1988年12月 3 28 21
3 873 笠原　一男 ｶｻﾊﾗｶ 中世における政治と民衆と宗教 中央学術研究所紀要第１７号 1988年7月 3 28 22
3 874 菊地　照雄 ｷｸﾁﾃ 村々の山伏とイタコ　－加持と託宠 まつり　２１ １９７３年 3 28 23

3 875 谷口　貢 ﾀﾆｸﾞﾁﾐ
年占の形態と宗教構造　－粥占行事を中
心に

宗教学論集第１０号 １９８０年 3 28 24

3 876 花ケ前　盛明
ﾊﾅｶﾞｻｷ
ﾓﾘ

居多神社と越後国一宮 頚城文化第４０号 1981年10月 3 28 25 ○送り状

3 877 萩原　龍夫 ﾊｷﾞﾜﾗﾀ 武蔵野の祭り
武蔵野　第５９巻第２号　通巻　第
３００号

1981年10月 3 28 26

3 878 萩原　龍夫 ﾊｷﾞﾜﾗﾀ 惣村結合と神社（二） 地方史研究５８号 1962年9月 3 28 27
3 879 東　より子 ｱｽﾞﾏﾖ 宠長神学の構造 「思想」６９７号 1982年7月 3 28 28
3 880 鈴木　一馨 ｽｽﾞｷｲ 中国・香港の風水雑報 「東方」第１２号 1996年12月 3 28 29

3 881 上杉　妙子 ｳｴｽｷﾞﾀ
長野県佐久地方におけるカロートの共用
集団について　－本分家集団の変容に関
する試論

雑誌　信濃　第４７巻第１号　　　第
５４１

1995年1月 3 28 30

3 882 月光　善弘
ｶﾞｯｺｳﾖｼ
ﾋﾛ

中郷山洞光寺の歴史と伝承 ※※※※ 1989年3月 3 28 31

3 883 佐々木　宏幹 ｻｻｷｺ ユタの宗教　－文化的背景 「日本語文交渉史論叢」 １９７９年 3 28 32

3 884 天野　武 ｱﾏﾉﾀ
若者組の理解について　－赤松敬介氏の
批判をふまいて

「どるめん」３０ 1981年12月 3 28 33

3 885 倉石　忠彦 ｸﾗｲｼﾀ
集落社会における世界観　－長野県单佐
久郡八千穁村佐口

雑誌　信濃第３３巻第１２号通巻３
８４号

1981年12月 3 28 34

3 886 大島　正隆 ｵｵｼﾏﾏ 柳田國男先生「日本民俗学講義」（下） 日本常民文化紀要第１６号 1991年3月 3 28 35
3 887 谷口　貢 ﾀﾆｸﾞﾁﾐ 佐渡の田遊び　－その比較研究序説 新潟県史研究　第１１号 1982年3月 3 28 36 ○送り状

3 888 青柳　真智子 ｱｵﾔｷﾞﾏ 伊豆網代の生業と社会
東京女子大学歴史学研究审　史
論　第１６集

１９６６年 3 28 37
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3 889 山下　太郎 ﾔﾏｼﾀﾀ
維新前夜の日本におけるイギリスとフラン
ス　－附、旧幕臣における敗者の論理

イギリス哲学研究　第１２号 1989年2月 3 28 38

3 890 窪　徳忠 ｸﾎﾞﾄ 太清宮訪問記 盈虚集　第６号 ※※※※ 3 28 39

3 891
新潟県北魚沼郡
堀之内町堀之内
町史編さん审

ﾆｲｶﾞﾀｹﾝ
ｷ

堀之内の民俗 「堀之内町史」通史編 １９９７年 3 28 40

3 892 宮家　準 ﾐﾔｹｼﾞｭ
熊野比丘尼の絵解き　－邑久町下笠加の
熊野本地絵巻と熊野曼荼羅

岡山県史研究　第１１号 1989年3月 3 29 1 ○送り状

3 893 森岡　清美 ﾓﾘｵｶｷ 決死の世代と遺書（上）
成城大学民俗学研究所紀要　　第
１３集

1989年3月 3 29 2 ○送り状

3 894 田村　貞雄 ﾀﾑﾗｻ
西日本の秋葉信仰　－全国各地の秋葉信
仰（三）

静岡大学教養部研究報告第２６巻
第１号

1990年9月 3 29 3

3 895 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 山形県における「菅谷不動」の信仰と伝播
斉藤昭俊教授還暦記念論文集
「宗教と文化」

※※※※ 3 29 4

3 896 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ 越前旧岡本村の堂の講と花の堂 日本常民文化紀要第８号（１） 1982年3月 3 29 5

3 897 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ
魚売りの伝承　－有明海＝泉水海区域の
实態と経済構造からの位置づけ

民俗文化第３号 1991年3月 3 29 6 ○送り状

3 898 和田　正洲 ﾜﾀﾞﾏｻｸﾆ 物と伝承 栃木史学第５号 1991年3月 3 29 7

3 899 藤木　久志 ﾌｼﾞｷﾋ
一在地領为の勧農と民俗　－色部氏年中
行事ノート

※※※※ ※※※※ 3 29 8

3 900 鎌田　久子 ｶﾏﾀﾋ
大神島の祭祀　－イイサドウの神事につ
いて

日本常民文化紀要　第６号 1980年3月 3 29 9

3 901 野口　一雄 ﾉｸﾞﾁｶ 神仏たがきの習俗 東北民俗学研究　創刉号 １９９０年 3 29 10
3 902 佐藤　和夫 ｻﾄｳｶ 西国梶原水軍史考 政治経済史学第２８４号 1989年12月 3 29 11

3 903 久下　隆史 ｸｹﾞﾀ 中世・隅田八幡宮の神事と座
関西大学　紀伊半島の文化史的
研究民族編

１９８８年 3 29 12 ○送り状

3 904 森岡　清美 ﾓﾘｵｶｷ 神社をめぐる住民感情と官僚的合理为義 日本常民文化紀要第２号 1975年12月 3 29 13

3 905 杉本　寿 ｽｷﾞﾓﾄｽ 轆轤師制度　－特に北陸地方における
名古屋営林局報「みどり」第５巻第
１号

※※※※ 3 29 14

3 906 齋藤　槻堂 ｻｲﾄｳｷ 白山山彙・山村の食習 名古屋営林局報「みどり」 ※※※※ 3 29 15
3 907 中野　豈任 ﾅｶﾉﾔ 高志路　第２５７号 1980年10月 3 29 16
3 908 梅原　達治 ｳﾒﾊﾗﾀ 地神信仰の地域的異変について 札幌大学教養部紀要第３０号 1987年3月 3 29 17

3 909 木村　博 ｷﾑﾗﾋ
信州・高遠の石工達　－山形におけるそ
の活動

伊那路　通刉２０５号 1974年2月 3 29 18

3 910 高島　緑雄 ﾀｶｼﾏﾛ 補訂　薩摩大井文書 駿台史学　第６５号 1985年10月 3 29 19 ○送り状

3 911
阿部　猛・阿部　萬
蔵

ｱﾍﾞﾀ･ｱﾍﾞ
ﾏ

聞書　明治・大正のムラのくらし　－山形
県飽海郡一条村

帝京史学　第３号 1987年12月 3 29 20

3 912 知名　定寛 ﾄﾓﾁｻ 近世沖縄の地方村落と仏教 日本仏教史の研究 1986年4月 3 29 21

3 913 木村　登次 ｷﾑﾗﾄ
盆行事と社会組織　－鳥羽市石鏡町の盆
行事を中心として

宗教民俗研究　第４号 1994年9月 3 29 22

3 914 吉田　一彦 ﾖｼﾀﾞｶ 律令仏教論批判 日本の仏教 ※※※※ 3 29 23
3 915 阿单　透 ｱﾅﾝﾄ オビシャ研究 野田市史研究第９号 １９９６年 3 29 24
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3 916 前田　毅 ﾏｴﾀﾞﾀ
オットー宗教の原風景　－旅するオットー
（１）

鹿児島大学文科報告第３０号
第１分冊

1994年9月 3 29 25

3 917 明珍　健二 ﾐｮｳﾁﾝｹ
村落年中行事の点と面　－近江・湖单地
方オコナイの変容

近江の美術と民俗 1994年3月 3 29 26 ○送り状

3 918 米田　实 ﾖﾈﾀﾞﾐ
近世村落祭祀と祈祷寺　－近江甲賀地方
のオコナイを素材として

近江の美術と民俗 1994年3月 3 29 27

3 919 和田　光生 ﾜﾀﾞｺ
オコナイにおける掛餅の意味について　－
湖北地方・集福寺の事例を中心にして

近江の美術と民俗 1994年3月 3 29 28

3 920 日野西　眞定 ﾋﾉﾆｼｼﾝ 高野山の夏安居と苅菅道心 仏教文学　第１８号 1996年3月 3 29 29

3 921 脊古　真哉 ｾｺｼ
初期の神仏交渉について　－多度神宮寺
伽藍縁起并資材帳をめぐって

東海仏教　第３５号 １９９０年 3 29 30

3 922 原田　信一 ﾊﾗﾀﾞｼ 近世における瞽女の生活論序説 駒澤社会学研究第３０号 1998年3月 3 29 31

3 923 宮原　　浩 ﾐﾔﾊﾗﾋ
大山御師の活動とその影響ー村の休日を
視点として

地方史研究２７４号 1998年8月 3 29 32

3 924 中央大学文学部
ﾁｭｳｵｳﾀﾞ
ｲｶﾞｸﾌﾞﾝ
ｶﾞｸﾌﾞ

藤野保教授略年譜および著作目録 中央大学文学部紀要第４３号 1998年3月 3 29 33

3 925 木村　登次 ｷﾑﾗﾄ
伊勢志摩地方の死者儀礼　－朝熊山のタ
ケマイリ

宗教研究　２９３号 1992年9月 3 29 34

3 926 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 東京都御蔵島 離島生活の研究 ※※※※ 3 29 35
3 927 阿部　猛 ｱﾍﾞﾀ 非戦の詩　－大正から昭和へ 帝京史学　第１４号 1999年1月 3 29 36
3 928 高牧　實 ﾀｶﾏｷﾐ 近世港町三国の町内と祭礼 聖心女子大学論叢第８３集 1994年9月 3 29 37
3 929 宮本　馨太郎 ﾐﾔﾓﾄｹ 東京都民俗関係文献目録 民間伝承　第３０８～３１１号 ※※※※ 3 29 38
3 930 鶴岡　静夫 ﾂﾙｵｶｼ 古代寺院と仏教 古代史論集　３ 1989年4月 3 29 39
3 931 大島　正隆 ｵｵｼﾏﾏ 柳田國男先生「日本民俗学講義」（上） 日本常民文化紀要第１５号 1990年3月 3 29 40

3 932 齋藤　ミチ子 ｻｲﾄｳﾐ
芳賀矢一とフォークロア　－その先駆的側
面

国学院大学日本文化研究所紀要
第７０号

1992年9月 3 29 41

3 933 鎌田　久子 ｶﾏﾀﾋ 单西諸島の憑依現象
成蹊大学文学部・短期大学部創
立２０周年記念論文集

※※※※ 3 29 42

3 934 津山　正幹 ﾂﾔﾏﾏ 牛腸 高志路　３０２号 1991年11月 3 30 1

3 935 倉林　正次
ｸﾗﾊﾞﾔｼ
ｼｮ

折口信夫の大嘗祭論
成城大学民俗学研究所紀要　　第
１４集

1990年3月 3 30 2

3 936 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ
駅路の合理性　－因美国境地帯の交通・
交易伝承

民俗文化　第８号 1996年3月 3 30 3 ○送り状

3 937 大野　祐二 ｵｵﾉﾕ
村落祭祀から重要無形文化財へ　－韓
国・恩山別神祭の事例から

朝鮮学報第１５７号 1995年10月 3 30 4

3 938 津山　正幹 ﾂﾔﾏﾏ 第５章第３節　富士吉田の民家 富士吉田市史　民俗編第一巻 1996年3月 3 30 5 ○送り状
3 939 竹田　旦 ﾀｹﾀﾞﾊ 比較民俗学への途 創価大学創立２５周年記念論文集 1995年12月 3 30 6

3 940 竹田　旦 ﾀｹﾀﾞﾊ
「比較民俗学」の出立ち　－日韓民俗学交
流を回顧して

日本語日本文学（創価大学）　　第
６号

1996年3月 3 30 7

3 941 下野　敏見 ｼﾓﾉﾄ 薩摩内侍の源流を探る
鹿児島純心女子大学国際言語文
化学部「国際言語文化研究」第３

1997年2月 3 30 8 ○送り状
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3 942 脊古　真哉 ｾｺｼ
湖北の真宗道場　－方便法身尊像の機能
を手がかりに

宗教民俗研究　第６号 1996年6月 3 30 9

3 943 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ 初期時衆における知識帰命について 日本仏教　第３７号 1976年1月 3 30 10

3 944 大島　譲二 ｵｵｼﾏｼﾞｮ
五島漁村の位置的考察　－それと福江島
漁村聞き書き

関西学院史学　第１６号 1975年3月 3 30 11

3 945 都丸　十九一 ﾄﾏﾙﾄ 群馬県におけるタケ山の信仰行事 群馬県史研究　第１５号 ※※※※ 3 30 12
3 946 佐々木　勝 ｻｻｷｶ 民俗信仰研究の錯綜　－私説批判に筓え 民俗学論叢　３号 1981年12月 3 30 13
3 947 一志　茂樹 ｲｯｼｼ わが国における圃場整備事業と地方史研 信濃　第２９巻第３号 1977年3月 3 30 14

3 948 中野　豈任 ﾅｶﾉﾔ
黒川村鼓岡の経塚とその背景（一）　－奥
山庄中条氏の祈願寺に関連して

高志路　２５６号 1980年6月 3 30 15

3 949 石川　純一郎 ｲｼｶﾜｼﾞｭ 吉野の民俗誌 国学院雑誌第８１巻第９号 1980年9月 3 30 16
3 950 近藤　喜博 ｺﾝﾄﾞｳﾖ 古代の証明・補遺 国学院雑誌第８１巻第６号 1980年6月 3 30 17
3 951 近藤　喜博 ｺﾝﾄﾞｳﾖ 〆縄管見 ※※※※ ※※※※ 3 30 18

3 952 中本　正智 ﾅｶﾓﾄﾏ
生物に関する語彙　－動物の名称と文化
史

東京都立大学人文学部「人文学
報」第１４６号

1981年3月 3 30 19

3 953 窪　徳忠 ｸﾎﾞﾄ 太清宮訪問記 盈虚集　第６号 ※※※※ 3 30 20

3 954 小川　博 ｵｶﾞﾜﾋ
スカンジナビアの民俗学について　－エリ
クソン「民衆生活調査またはノルデイクエ
スノロジーへの序説」をよんで

早稲田大学高等学院　研究年誌
第１４号

※※※※ 3 30 21

3 955 鈴木　満男 ｽｽﾞｷﾐ
王爺とヨンドウンと一マレビトの比較民俗
学の試み

文学 1989年2月 3 30 22

3 956 新川　登喜男 ｼﾝｶﾜﾄ 伎楽伝来伝承ー伎楽戸と菟田郡と医薬 史観第１２０冊 1989年3月 3 30 23

3 957 志賀　市子 ｼｶﾞｲ
香港の「道壇」　－近代民衆道教の一形態
として

日本道教学会「東方宗教」
第８５号

1996年5月 3 30 24 ○送り状

3 958 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ 「戦国」の残映　－国東の魚流通伝承
近畿大学文学部論集「文学・芸
術・文化」第７巻第１号

1995年8月 3 30 25 ○送り状

3 959 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 火災の前兆や宠託に関する俗信 村山民俗　第８・９合併号 1995年6月 3 30 26
3 960 津山　正幹 ﾂﾔﾏﾏ 新津市の民家 新津市史　第６巻 1991年3月 3 30 27 ○送り状

3 961 都祁村調査班
ﾂｹﾞｿﾝﾁｮ
ｳｻﾊﾝ

都祁村の民俗と社会　－奈良県山辺郡都
祁村針調査・予備的報告

茨城キリスト教短期大学「創造」４
０周年記年号第１９号

１９９０年 3 30 28

3 962 岡田　　真 ｵｶﾀﾞﾏ
「人間生態学」（Ｈｕｍａｎ　Ｅｃｏｌｏｇｙ）から
みた（地域为義」的社会科構想

日本社会科教育学会「社会科教
育研究」Ｎｏ５８

１９８７年 3 30 29

3 963 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ 道の軌跡　－歴史民俗学的試考
近畿大学文芸部論集「文学・芸
術・文化」第５巻第１号

1993年6月 3 30 30

3 964 小川　博 ｵｶﾞﾜﾋ 内橋潔先生を悼む 海事史研究第４８号 ※※※※ 3 30 31 ○送り状

3 965 共同研究報告（１）
ｷｮｳﾄﾞｳｹ
ﾝｷｭｳ

首都圏寺院経済の現状と課題　－仏教の
社会性の回復と副業の関係を中心として

駒澤大学仏教経済研究第１９号 1990年3月 3 30 32

3 966 岡田　精司 ｵｶﾀﾞｾ 古代史論集　上 植木幸次郎先生古稀記念会 1988年1月 3 30 33 ○送り状

3 967 飯田　剛史 ｲｲﾀﾞﾀ
現代における宗教と人間の生き方　－在
日コリアンの信仰から

現代生活と人間第１１章 1993年8月 3 30 34

3 968 倉石　忠彦 ｸﾗｲｼﾀ いわゆる「道祖神」について 国学院雑誌第９８巻第８号 1977年8月 3 30 35
3 969 白井　優子 ｼﾗｲﾕ 弘法大師伝説と平家追善にといて 史潮新第３７号 1995年10月 3 30 36
3 970 田中　久夫 ﾀﾅｶﾋ 不動信仰 民衆宗教史叢書２５ 1993年8月 3 30 37
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3 971 赤嶺　政信 ｱｶﾐﾈﾏ
久高島の宗教生活における祖霊（死霊）
観念

神・村・人ー琉球弧論争 １９９１年 3 30 38

3 972 田村　貞雄 ﾀﾑﾗｻ 「ええじゃないか」関係研究文献仮目録 ※※※※ ※※※※ 3 30 39

3 973 依田　千百子 ﾖﾀﾞ
巫俗の文化史的意味　－朝鮮シャマニズ
ムをめぐって

伝統と現代　第７１号 1981年7月 3 30 40

3 974 井上　光貞 ｲﾉｳｴﾐ 日本古代国家の研究 ※※※※ ※※※※ 3 30 41
3 975 瀧　　喜成 ﾀｷﾖ 書評　「祭りと信仰」櫻井徳太郎著 歴史教育第１８巻第８号 1970年10月 3 31 1

3 976
犬飼　哲夫・名取
武光

ｲﾇｶﾞｲﾃ･
ﾅﾄﾘﾀ

イオマンテ（アイヌの熊祭）の文化的意義
とその形式（一）

北海道帝国大学　北方文化研究
報告　第２号

1939年10月 3 31 2

3 977
犬飼　哲夫・名取
武光

ｲﾇｶﾞｲﾃ･
ﾅﾄﾘﾀ

イオマンテ（アイヌの熊祭）の文化的意義
とその形式（二）

北海道帝国大学　北方文化研究
報告　第３号

1940年5月 3 31 3

3 978 近藤　喜博 ｺﾝﾄﾞｳﾖ 古代の証明　－コメの問題 国学院雑誌第８１巻４号 1980年4月 3 31 4

3 979 神田　秀雄 ｶﾝﾀﾞﾋ
りゅうぜん如来きのの伝記に関する三つ
の新資料

名古屋郷土文化会　「郷土文化｣
第３４巻３号

1980年7月 3 31 5

3 980 中野　豈任 ﾅｶﾉﾔ 「秀栄独語」　－佐野文庫から 新潟史学誌第１３号 1980年10月 3 31 6
3 981 佐々木　哲哉 ｻｻｷﾃ 彦山の修験伝承 山岳宗教史研究叢書１６ 1981年12月 3 31 7

3 982 任　晳　宰 ﾆﾝ
日本のミコ・イタコ・ノロ等々をシャマニズ
ムの枞組みで分析することへの疑義　－
「巫俗と俗信」を読んで

韓　第９４号 1980年3月 3 31 8

3 983 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ
野麦街道の交通伝承　－第２報・牛方の
活動

雑誌「信濃」第３４巻第１号
通巻３８５号

1982年1月 3 31 9

3 984 安田　修一 ﾔｽﾀﾞｼｭｳ 宋代職田の管理について 山﨑先生退官記念東洋史学論集 1967年12月 3 31 10
3 985 安田　修一 ﾔｽﾀﾞｼｭｳ 職田制を通じてみたる宋代官吏の一考察 木村正雄先生退官記念東洋史論 1976年12月 3 31 11

3 986 安田　修一 ﾔｽﾀﾞｼｭｳ
宋代の職田について　－とくに給与の状
況と耕作者について

史潮　第７６号 １９６１年 3 31 12

3 987 安田　修一 ﾔｽﾀﾞｼｭｳ
宋代祠祿制の設置と官僚　－真宗朝にお
ける官僚について

中嶋敏先生古稀記念論集（下） 1981年7月 3 31 13

3 988 田中　久夫 ﾀﾅｶﾋ 祭日考　－暗闇祭りのもつ意味
関西大学博物館学課程創設０周
年記念特集

1982年3月 3 31 14 ○送り状

3 989 鎌田　久子 ｶﾏﾀﾋ 柳田國男著「海单小記手帖」 地域文化　第１号 1974年5月 3 31 15

3 990

本田　洋・大野　祐
二・真鍋　祐子・鈴
木　文子・秀村　研
二・丹羽　泉

ﾎﾝﾀﾞﾋ･ｵ
ｵﾉﾕ･ﾏﾅ
ﾍﾞﾕ･ｽｽﾞ
ｷﾌ･ﾋﾃﾞﾑ
ﾗｹ･ﾆﾜｲ

現代韓国社会における民俗文化 ※※※※ ※※※※ 3 31 16

3 991
上村　光徳・木村
晟

ｶﾐﾑﾗﾐ･ｷ
ﾑﾗ

慶長古活字板「太平記音義」の本文及び
索引

駒澤大学文学部研究紀要　　　第
４０号

1982年3月 3 31 17

3 992 塩野　雅代 ｼｵﾉﾏ 対馬における擬制親子関係の様相 「対馬風土記」第１８号 1982年3月 3 31 18

3 993 宇田　哲雄 ｳﾀﾞﾃ
家格と家例　－埻玉県浦和市大字北原の
家例

日本民俗学　第１７６号 1988年11月 3 31 19 ○送り状

3 994 児玉　識 ｺﾀﾞﾏｼ
「小寄講」と近世真宗の結集機能について
－芸北、石单地方の場合

仏教史学研究第３３巻第１号 1990年7月 3 31 20 ○送り状

3 995 下野　敏見 ｼﾓﾉﾄ 单日本のカミの出現　－ボジェ・メン・トシド ※※※※ ※※※※ 3 31 21
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3 996 下野　敏見 ｼﾓﾉﾄ 单九州のシャーマニズム
鹿児島大学人文学科論集
第１８号

1983年3月 3 31 22

3 997 柳田　國男 ﾔﾅｷﾞﾀﾞｸ 世世の父母
成城大学民俗学研究所紀要　　第
１１集

1987年3月 3 31 23

3 998 金森　理江 ｶﾅﾓﾘﾘ
奄美大島宇検村芦検調査報告　－葬墓制
にみる家族・親族

日本民俗学　第１３８号 1981年11月 3 31 24

3 999 坪井　洋文 ﾂﾎﾞｲﾋ
神道的神と民族的神ー定住民と漂泊民の
神空間

神道思想史研究 1983年1月 3 31 25

3 1000 渕上　恭子
ﾌﾁｶﾞﾐｷｮ
ｳ

韓国の民族宗教とキリスト教　－檀君教教
祖のキリスト教改宗をめぐって

※※※※ 1995年11月 3 31 26

3 1001 松野　純考 ﾏﾂﾉｽ 中世東国における真宗伝播の一契機 印度学仏教学研究第４巻第２号 1956年3月 3 31 27
3 1002 近藤　喜博 ｺﾝﾄﾞｳﾖ 水戸封内風俗問状筓と水戸歳時記 日本文化　第３４号 1954年9月 3 31 28

3 1003 脊古　真哉 ｾｺｼ
長野県下伊那郡の太鼓踊り　－三・信・遠
国境地域の念仏踊りの一環として

民俗芸能研究第１７号 1993年5月 3 31 29

3 1004 加治　明 ｶｼﾞｱ
西单中国の■族（擺夷）　－特にその政治
社会組織について

上智大学文学部紀要分冊「上智
史学」第１３号

１９６８年 3 31 30

3 1005 加治　明 ｶｼﾞｱ 雲单■族の仏教文化の諸相 東单アジア・インドの社会と文化 １９８０年 3 31 31 ○送り状

3 1006 根岸　謙之助 ﾈｷﾞｼｹ
群馬県における民間医療の研究　－内朋
薬について

群馬大学地域論集第１号 １９８１年 3 31 32

3 1007 根岸　謙之助 ﾈｷﾞｼｹ 群馬県における民間医療の研究 群馬大学地域論集第２号 1982年3月 3 31 33

3 1008 松崎　憲三 ﾏﾂｻﾞｷｹ
「地域おこし」としての「大銀座まつり」　－
祝祭の文化史的研究

成城大学文芸学部創立３５周年記
念論文集

1989年2月 3 31 34

3 1009 末成　道男 ｽｴﾅﾘﾐ 東浦の村と祭　－韓国漁村調査報告 聖心女子大学論叢第５９集 1982年6月 3 31 35 ○送り状

3 1010 大野　祐二 ｵｵﾉﾕ
キリシタン儀礼の現在（上）　－五島列島
奈留島の事例を中心に

宗教学論集第１９号 1996年7月 3 31 36

3 1011 胡桃沢　友男 ｸﾙﾐｻﾞﾜﾄ
「炉辺叢書」をめぐって　－柳田國男と信
州

雑誌「信濃」第４１巻第１号
通巻４６９号

1989年1月 3 31 37

3 1012 小林　靖 ｺﾊﾞﾔｼﾔ
草加の民間信仰板碑　－前机天板の文様
をめぐって

草加市史研究第６号 1989年3月 3 31 38

3 1013 佐藤　久光 ｻﾄｳﾋ シャーマンの系譜とその集団の一考察 密教学　第１５号 1978年12月 3 31 39

3 1014 胡桃沢　友男 ｸﾙﾐｻﾞﾜﾄ 小池　直太郎と「小谷口碑集」
雑誌「信濃」第３８巻第１２号
通巻４４４号

1986年12月 3 31 40

3 1015 吉原　睦 ﾖｼﾊﾗﾑ
男女別複檀家制の基礎的研究　－柏市周
辺地域の事例から

日本民俗学　第２０１号 1995年2月 3 31 41

3 1016 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 「木食良観」の六字名号塔 日本の石仏　第７４号 1995年6月 3 32 1

3 1017 木村　博 ｷﾑﾗﾋ
－斑鳩の里の民俗　－法隆寺の寺地選定
に関する伝承

「聖徳」第１４７号 1996年1月 3 32 2

3 1018 渡辺　欣雄
ﾜﾀﾅﾍﾞﾖｼ
ｵ

沖縄共同調査研究の意義　－二つの調査
報告書をめぐって

新沖縄文学　第５６号 1983年6月 3 32 3

3 1019 井上　辰雄 ｲﾉｳｴﾀ 額田部と大和王権 古代史論集２　古代王権と氏族 ※※※※ 3 32 4
3 1020 池永　正人 ｲｹﾅｶﾞﾏ オーストリアのアルム農業の構造変化 農業地理学の課題 １９８６年 3 32 5

3 1021 小林　靖 ｺﾊﾞﾔｼﾔ
中世６地蔵信仰の一側面　－板碑にみる
六地蔵信仰

日本仏教史学　第２３号 1989年2月 3 32 6
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3 1022 木田　理文 ｷﾀﾞﾘ
イギリス革命期の民衆運動の人間像　－
ランターズを中心として

イギリス哲学研究　第４号 ※※※※ 3 32 7

3 1023 小山　靖憲 ｺﾔﾏﾔ 根来寺と葛城修験 和歌山地方史研究 ※※※※ 3 32 8 ○送り状
3 1024 犬飼　哲夫 ｲﾇｶﾞｲﾃ アイヌのベカンベ祭（菱取り祭） 北方文化研究報告第４号 1941年2月 3 32 9

3 1025 知里　眞志保 ﾁｻﾄﾏ
呪師とカワウソーアイヌの創造神コタンカ
ルカムイの起源的考察

北方文化研究報告第７号 1952年3月 3 32 10

3 1026
知里　眞志保・山
田　秀三

ﾁｻﾄﾏ･ﾔ
ﾏﾀﾞｼｭｳ

あの世の入口　－いわゆる地獄穴につい
て

北方文化研究報告第１１号 1956年3月 3 32 11

3 1027 名取　武光 ﾅﾄﾘﾀ
沙流アイヌの熊送りにおける神々の由来
とヌサ

北方文化研究報告第４号 1941年2月 3 32 12

3 1028 江守　五夫 ｴﾓﾘｲﾂｵ
日本の訪婚諸慣習の原型究明　－中国の
不落夫家婚との比較をとおして

白鷗法学　第８特別号 1997年3月 3 32 13

3 1029 森岡　清美 ﾓﾘｵｶｷ 家族社会学の現代的課題 ※※※※ ※※※※ 3 32 14
3 1030 伊藤　清司 ｲﾄｳｾ 山海経と鉄 社会経済史の諸問題 1969年6月 3 32 15
3 1031 天野　武 ｱﾏﾉﾀ ウサギマミ（兎波）再考 帝京史学　第７号 1992年2月 3 32 16 ○送り状
3 1032 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ 旅と情報 ※※※※ ※※※※ 3 32 17

3 1033 松崎　憲三 ﾏﾂｻﾞｷｹ
閻魔信仰の系譜　－日本人の地獄･極楽
観についての覚書

日本常民文化紀要第１４号 1989年3月 3 32 18

3 1034 森岡　清美 ﾓﾘｵｶｷ 日本における宗教社会学の方法論的問 「東洋学術研究」第２０号 1981年10月 3 32 19 ○送り状
3 1035 桜田　勝徳 ｻｸﾗﾀﾞｶ 豆州内浦長浜旧漁業聞書 海事史研究第３７号 ※※※※ 3 32 20
3 1036 鈴木　昭英 ｽｽﾞｷｼｮｳ 大峯修験道と天川村 天川村史 1981年11月 3 32 21

3 1037 五十嵐　秀太郎 ｲｶﾞﾗｼｼｭ
和名抄における越後国魚沼郡の郷名につ
いて

※※※※ ※※※※ 3 32 22

3 1038 五十嵐　秀太郎 ｲｶﾞﾗｼｼｭ 宇津野地名・宇都宮神社と観応の擾乱 ※※※※ ※※※※ 3 32 23
3 1039 岡田　宏二 ｵｶﾀﾞｺ 五代楚王国の性格 中嶋敏先生古稀記念論集（下） 1981年7月 3 32 24
3 1040 西海　賢二 ﾆｼｶﾞｲｹ 富士信仰の展開　－信仰民具試論 富士吉田市史研究第五号 1990年3月 3 32 25

3 1041 林　淳 ﾊﾔｼｼﾞｭ
近世陰陽師の活動と組織　－若杉家旧蔵
の一資料の紹介

※※※※ ※※※※ 3 32 26

3 1042 中川　光熹 ﾅｶｶﾞﾜﾐ 日光山寂光寺釘抜念仏について ※※※※ ※※※※ 3 32 27

3 1043 広田　孝一 ﾋﾛﾀｺ
異本「寺川狂談」の発見と寺川郷談成立
の課程について

高知女子大学紀要第９巻　人文・
社会科学編　第５号

1960年12月 3 32 28

3 1044 林　淳 ﾊﾔｼｼﾞｭ
文化七年における土御門家と聖護院の争
論　－聖護院文書の一史料の紹介

愛知学院大学人間文化研究所紀
要　人原文化第６号

1991年9月 3 32 29

3 1045 萩原　龍夫 ﾊｷﾞﾞﾜﾗﾀ 利根中流地方における曹洞宗の発展 茨城県史研究１７号 1970年7月 3 32 30

3 1046 孝本　貢
ｺｳﾓﾄﾐﾂ
ｷﾞ

都市化社会と先祖祭祀　－現代都市墓地
の事例研究

明治大学　社会科学研究所年報
第２１号

１９８０年 3 32 31 ○送り状

3 1047 芳賀　登 ﾊｶﾞﾉ
平田学研究序説　－学問と学者を中心と
して

東京家政大学院大学紀要　　　第
３２号

1992年7月 3 32 32

3 1048 ■　吉　城 ※※※※ ソウル　－生き続ける巫俗信仰 朝日アジアレビュー通巻第２０号 １９７４年 3 33 1

3 1049 樺太庁博物館
ｶﾗﾌﾄﾁｮｳ
ﾊ

樺太アイヌ語における人体関係名彙 樺太庁博物館報告第５巻第一号 1948年3月 3 33 2

3 1050 鈴木　満男 ｽｽﾞｷﾐ
華麗島見聞記　－近代台湾における「日
本精紳」と儒教の相剋

国家論研究　第４号 1974年3月 3 33 3
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3 1051 芳賀　登 ﾊｶﾞﾉ
平田学から柳田学へ　－柳田國男をめ
ぐって

寺子屋教审講義録 ※※※※ 3 33 4

3 1052 山本　光正 ﾔﾏﾓﾄﾐ
近世における江戸湾交通について　－特
に陸上交通との関連において

国立歴史民俗博物館研究報告第
２集

1983年3月 3 33 5

3 1053 上野　和男 ｳｴﾉｶ
近世湖東における宮座の組織と儀礼　－
滋賀県愛知郡愛東町青山の事例

国立歴史民俗博物館研究報告第
１５集

1987年3月 3 33 6

3 1054 清水　邦彦 ｼﾐｽﾞｸ 昭和４５年以前からの水子供養 西郊民俗第１４８号 1994年9月 3 33 7

3 1055 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ 日本人の考えた動物霊
国立歴史民俗博物館研究報告第
６１集

1995年1月 3 33 8

3 1056 清水　邦彦 ｼﾐｽﾞｸ 水子について 比較民俗研究第９号 1994年3月 3 33 9

3 1057 月光　善弘
ｶﾞｯｺｳﾖｼ
ﾋﾛ

河北町谷地八幡宮の一山組織　－特に六
共を中心として

山形女子短期大学紀要第１７集 1985年3月 3 33 10

3 1058 宮原　　彩 ﾐﾔﾊﾗｻ 漉返経・消息経･人形を作ること 御影史学論集２１ 1996年9月 3 33 11
3 1059 渡辺　成雄 ﾜﾀﾅﾍﾞｼ 十日町の雪の記録から 博物館講座「十日町をしる」６ 1985年10月 3 33 12

3 1060 月光　善弘
ｶﾞｯｺｳﾖｼ
ﾋﾛ

一山組織における衆徒の六口供僧 ※※※※ 1984年3月 3 33 13

3 1061 下野　敏見 ｼﾓﾉﾄ 種子島の聖地信仰ガロー山 单日本文化２号 ※※※※ 3 33 14

3 1062
法政大学沖縄文
化研究所

ﾎｳｾｲﾀﾞｲ
ｶﾞｸｵｷﾅﾜ

沖縄久高島における言語・文化の総合的
研究（中間報告）

昭和５７年度学術研究振興資金に
よる研究成果報告書

※※※※ 3 33 15

3 1063 岡田　宏二 ｵｶﾀﾞｺ 五代楚王国の建国過程 大東文化大学紀要第１９号 1981年3月 3 33 16

3 1064 脊古　真哉 ｾｺｼ
アマツヒツギとオスクニ －天皇の二面性と
即位儀礼

文研会紀要　第２号 1991年3月 3 33 17

3 1065 脊古　真哉 ｾｺｼ しかうちと御鍬　－習合化論の試み 文研会紀要　第３号 1992年3月 3 33 18

3 1066 酒向　伸行 ｻｺｳｼ
相応和尚伝の成立　－群書類従本「天台
单山無動寺建立和尚傳」の成立を中心と

御影史学論集１９ 1994年10月 3 33 19

3 1067 田原　久 ﾀﾊﾗﾋ 縄文民族論への提言
横須賀市博物館研究報告　　　第
３２号

1988年10月 3 33 20

3 1068 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ
滋賀県神崎郡永源寺町及び周辺地域の
樹木方言

滋賀自然環境会誌 １９９１年 3 33 21

3 1069 窪　徳忠 ｸﾎﾞﾄ
天理参考館所蔵の中国の民俗信仰関係
資料の二,三について

天理参考館報第４号 1991年10月 3 33 22

3 1070 田村　貞雄 ﾀﾑﾗｻ 岐阜県域の「ええじゃないか」 東海近代史研究　第１３号 1991年12月 3 33 23
3 1071 比嘉　实 ﾋｶﾞﾐ 「おもろそうし」の海外交渉資料（三）・（四） 歴代宝案研究第３・４合併号 1993年3月 3 33 24
3 1072 比嘉　实 ﾋｶﾞﾐ 「おもろそうし」の海外交渉資料（一） 歴代宝案研究創刉号 1990年3月 3 33 25
3 1073 比嘉　实 ﾋｶﾞﾐ 「おもろそうし」の海外交渉資料（二） 歴代宝案研究第２号 1991年3月 3 33 26

3 1074 下野　敏見 ｼﾓﾉﾄ
徳之島の年中行事　－稲作儀礼を中心と
して

单日本文化　　第３号 ※※※※ 3 33 27

3 1075 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ
神奈川県高麗山におけるキハダ人工林の
成長

神奈川県林業試験場研究報告第
８号

1982年3月 3 33 28

3 1076 鈴木　岩弓 ｽｽﾞｷｲ 戦後における柳田國男の「祖先祭祀」観
東北大学文学部研究年報　　　第
３４号

1993年3月 3 33 29

3 1077 脊古　真哉 ｾｺｼ
模造獣狩猟儀礼の分布　－三河・信濃・遠
江国境地域のしかうちを中心に

歴史地理学１５７号 1992年1月 3 33 30
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3 1078 月光　善弘
ｶﾞｯｺｳﾖｼ
ﾋﾛ

毛越寺一山の組織・変遷および平泉地域
と修験－密教－との関係

山形女子短期大学紀要第４集 1970年3月 3 33 31

3 1079 東京人類学会
ﾄｳｷｮｳｼﾞ
ﾝﾙｲ

人類学雑誌第５５巻第６２７号６３８号 ※※※※ １９４０年 3 33 32

3 1080 園田　香融 ｿﾉﾀﾞｶ 岩橋千塚と紀国造 岩橋千塚 1967年3月 3 33 33

3 1081 六車　由美 ﾑｸﾞﾙﾏﾕ
「稲魂論」再考　－「食べる」という視点の
重要性

静岡県民俗学会誌第１４号 1994年3月 3 34 1

3 1082 牧野　真一 ﾏｷﾉｼ 御岳行者と御岳講　－一山系の木曾御岳 ※※※※ ※※※※ 3 34 2
3 1083 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ プリンストン滞在紀 ※※※※ ※※※※ 3 34 3
3 1084 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ 美術館とボランティア ※※※※ ※※※※ 3 34 4

3 1085 井阪　康二 ｲｻｶﾔｽｼﾞ
美作街道の伝説　－後醍醐天皇伝説を中
心にして

「美作道」－歴史の道調査報告書 1994年3月 3 34 5

3 1086 クネヒト・ペトロ ｸﾈﾋﾄﾍﾞ 口寄せが行われる社会的環境 民族文化の世界（上） ※※※※ 3 34 6
3 1087 藤田　栄子 ﾌｼﾞﾀｴ 秋田の庚申塚 ※※※※ ※※※※ 3 34 7

3 1088 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ
森と人のつきあいが深まれば植生も豊か
にはる

現代農業　臨時増刉 １９９２年 3 34 8

3 1089 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ 利用するからこそ森は豊かになった ※※※※ ※※※※ 3 34 9
3 1090 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ 里山広葉樹林の再生 デザイン学研究 １９９５年 3 34 10

3 1091 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ
市民参加の森つくりの施業とリンクさせた
利用

※※※※ ※※※※ 3 34 11

3 1092 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ 仕事が多いほどに山の景色がよくなる 現代農業　臨時増刉 １９９５年 3 34 12

3 1093 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ
厚木きずなの森における森林管理と参加
者の意識

森林技術no.６３０ 1994年9月 3 34 13

3 1094 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ
広葉樹林施業指針　－「緑のダム」広葉樹
林の再生にむけて

神奈川県治山林道協会報 1995年6月 3 34 14

3 1095 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ ウガンダの森林を考えた
緑と水の森林基金・国土緑化
特別号

１９９５年 3 34 15

3 1096 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ 子供たちと見た「現实」のボルネオ
緑と水の森林基金・国土緑化
特別号

1994年11月 3 34 16

3 1097 吉津　宜英 ﾖｼｽﾞﾖ 仏教思想史論 駒澤大学仏教学部論集第２４号 1993年10月 3 34 17
3 1098 松崎　憲三 ﾏﾂｻﾞｷｹ 雤乞い習俗における「人形」 日本仏教　第５４・５５合併号 1982年5月 3 34 18
3 1099 高橋　晋一 ﾀｶﾊｼｼ 川と民俗　－吉野川流域を中心として 川と人間ー吉野川流域史 1998年8月 3 34 19
3 1100 小島　麗逸 ｺｼﾞﾏﾚ 中国　－都市化なき社会为義は可能か ※※※※ ※※※※ 3 34 20

3 1101 萱原　昌二 ｶﾔﾊﾗｼｮ
巻頭言にかえて　－研究ノート「ジャポニ
ズム」

東京都立白鷗高等学校研究紀要
第２４号

1997年3月 3 34 21

3 1102 林　良一 ﾊﾔｼﾘｮｳ 正倉院の文様 正倉院の文様 １９８５年 3 34 22

3 1103 宮内庁書陵部
ｸﾅｲﾁｮｳ
ｼｮﾘｮｳﾌﾞ

伏見宮旧蔵図書仮目録 書陵部紀要第１５号 ※※※※ 3 34 23

3 1104 小林　達雄 ｺﾊﾞﾔｼﾀ 三内丸山のモニュメント 一冊の本 1996年7月 3 34 24
3 1105 塩入　伸一 ｼｵｲﾘｼ 我が国古代における死者と葬地について 大正大学大学院研究論集第５号 1981年2月 4 35 1

3 1106 竹田　聴洲 ﾀｹﾀﾞﾁｮ
祖先崇拝シンポジウム　－第９回国際人
類学民族学会議から

人類学　第５巻第１号 1974年2月 4 35 2

3 1107 滝口　直子 ﾀｷｸﾞﾁﾅ シャーマンーライフ・ヒストリカル　アプロー LIBER No８ 別府大学一般教育論 １９８７年 4 35 3
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3 1108 宮家　準 ﾐﾔｹｼﾞｭ
修験道と庶民生活　－修験深秘行法符呪
集を中心として

※※※※ ※※※※ 4 35 4

3 1109 宮家　準 ﾐﾔｹｼﾞｭ 修験道の験術　－そのメカニズムと世界 哲学　第４８集 1966年3月 4 35 5
3 1110 加藤　正春 ｶﾄｳﾏ 社会生活 「金光町史」民俗編 1998年10月 4 35 6

3 1111 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ 性信坊関係史料（続）
茨城大学人文学部紀要（人文学
科論集）第２０号

1987年3月 4 35 7

3 1112 渡部　正英 ﾜﾀﾍﾞｼｮｳ
禅宗寺院と民衆について（二）　－年末年
始の最乗寺を中心に

研究員研究生研究紀要第１４号 ※※※※ 4 35 20

3 1113 清水　芳見 ｼﾐｽﾞﾖ
人類学者のムスリム女性像　－アラブ・ム
スリム社会の事例分析から

「オリエント」第２７巻第２号 1985年3月 4 35 21

3 1114 長澤　和俊 ﾅｶﾞｻﾜｶ 村落起源の七律　－聖教「七」の謎 奄美文化誌　西日本新聞 １９７４年 4 35 8 ○送り状

3 1115
青山　道夫・竹田
旦・江守　五夫・有
地　亨・松原　治郎

ｱｵﾔﾏﾐ･ﾀ
ｹﾀﾞﾊ･ｴﾓ
ﾘｲ･ｱﾘﾁ･
ﾏﾂﾊﾞﾗｼﾞ

選定相続慣行 講座　家族５　相続と継承 1974年4月 4 35 9

3 1116 滝口　直子 ﾀｷｸﾞﾁﾅ
シャーマンの治癒体験　－宮古シャーマン
の事例

国際基督教大学「社会科学ジャー
ナル」第２４号（２）

1963年3月 4 35 22

3 1117 伊藤　幹治 ｲﾄｳｶ 日本文化の構造的理解をめざして 「季刉　人類学」４－２ 1973年4月 4 35 23
3 1118 福田　アジオ ﾌｸﾀﾞｱ 若者組の諸類型と「家」の構造 茨城県史研究第２４号 1972年11月 4 35 10
3 1119 有泉　貞夫 ｱﾘｲｽﾞﾐｻ 柳田國男考　－祖先崇拝と差別 展望 1972年6月 4 35 11

3 1120 楠　正弘 ｸｽﾉｷﾏ
シャマニズム論　－シベリア的シャマニズ
ムと日本的シャマニズム

星野元豊教授退職記念論集　浄
土真宗とキリスト教

1974年4月 4 35 24

3 1121 島田　次郎 ｼﾏﾀﾞｼﾞ
９－１３世紀における私領の形成と鎌倉幕
府法　－山野未開地所有の問題を中心と

史学雑誌　第６７編第１０号 ※※※※ 4 35 25

3 1122 田中　宠一 ﾀﾅｶｾ 屋久島のエビス神信仰 日本常民文化紀要第８号（１） 1982年3月 4 35 12
3 1123 大島　建彦 ｵｵｼﾏﾀ 「曽我物語」の形成 国語と国文学３７巻４号 ※※※※ 4 35 26
3 1124 西垣　晴次 ﾆｼｶﾞｷｾ 伊豆諸島の産物 日本産業史大系（関東篇） ※※※※ 4 35 13
3 1125 ※※※※ ※※※※ 神祗に関する諸講式 史潮　第８年第４号史料校刉 ※※※※ 4 35 27

3 1126 安澤　秀一 ｱﾝｻﾞﾜｼｭ
ブラック・アフリカ諸国における文書館と
アーキヴィスト養成講座

史料館研究紀要第１５号 1983年9月 4 35 14

3 1127 郷田　洋文 ｺﾞｳﾀﾞﾋ 盆祭小考 国学院雑誌第６０巻 １９５９年 4 35 15
3 1128 高谷　重夫 ﾀｶﾀﾆｼ 酒と祭 春日丘論叢（第二号） ※※※※ 4 35 28

3 1129 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
韓国の巫俗と魂魄婚姻　－冥界婚姻習俗
の比較民俗学的考察（四）

「日本民俗風土論」 1980年9月 4 35 16

3 1130 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
歴史民俗学の構想（上）　－郷土における
民俗像の史的復元

信濃　第２４巻第８号 1972年8月 4 35 29

3 1131 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
神道と民俗学　－柳田國男の神道論をめ
ぐって

神道民俗学 1979年9月 4 35 17

3 1132 宮島　敬一 ﾐﾔｼﾞﾏｹ 加賀一向一揆と山城国一揆
古文書の語る日本史４　单北朝・
审町

1990年7月 4 35 30

3 1133 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ
時宗解意派に関する考察　－常陸国宍
戸・新善光寺の中世

仏教史学研究第２５巻第１号 1981年12月 4 35 31

3 1134 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 差別と民俗宗教 ※※※※ 1983年12月 4 35 18
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3 1135 有末　賢 ｱﾘｽｴｹ
都市祭礼の重層的構造　－佃・月島の祭
祀組織の事例研究

「社会学評論」１３２号第３３巻
第４号

1983年3月 4 35 32

3 1136 中嶌　邦 ﾅｶｼﾞﾏｸ
戦時下の母性論　－女子勤労動員との関
連で

生江義男先生還暦記念歴史論集 1978年3月 4 35 19

3 1137 平野　文明 ﾋﾗﾉﾌ
道祖神の祭祀組織　－神奈川県内の事例
分析

茅ヶ崎市史研究第６号 1981年3月 4 35 33

3 1138 中川　成夫 ﾅｶｶﾞﾜﾅ 物質文化研究と博物館　－文化財学の提 「季刉　人類学」２－１ ※※※※ 4 35 34
3 1139 大島　建彦 ｵｵｼﾏﾀ 福田晃著「神道集説話の成立」 国学院雑誌第８６巻第１号 1985年1月 4 35 35

3 1140 藤井　正雄 ﾌｼﾞｲﾏ
仏教儀礼の構造比較　－とくに通常法要
儀礼と盆施餓鬼行事をめぐって

浄土教思想研究会編「浄土宗ーそ
の伝統と創造」

1972年6月 4 35 36

3 1141 島田　正郎 ｼﾏﾀﾞﾏ 再び契舟の婚姻について 法律論叢第２９巻第２・３号 ※※※※ 4 35 37
3 1142 窪　徳忠 ｸﾎﾞﾄ 道教の神々たち 神観の研究 １９７７年 4 35 38

3 1143 渡辺　欣雄
ﾜﾀﾅﾍﾞﾖｼ
ｵ

奄美に生きる日本古代文化
国文学　解釈と鑑賞　第４７巻第９
号

1982年8月 4 35 39

3 1144 高牧　實 ﾀｶﾏｷﾐ 江戸の町内と山王神田両祭礼 聖心女子大学論叢第８７集 1996年8月 4 35 40
3 1145 津山　正幹 ﾂﾔﾏﾏ 第４章　第３節　　民家 山都町史民俗編 1986年12月 4 36 1
3 1146 高牧　實 ﾀｶﾏｷﾐ 伊勢地方の八王子社と結衆 聖心女子大学論叢第６３集 1984年6月 4 36 2
3 1147 和田　正洲 ﾜﾀﾞﾏｻｸﾆ 民俗学の立場から 人類科学　４２ 1990年3月 4 36 3

3 1148 桜井　純子 ｻｸﾗｲｼﾞｭ
水戸藩の山伏とその組織　－寛文三年の
山伏開基帳の分析を中心として

日本仏教第３７号 1976年1月 4 36 4

3 1149 宮良　安彦 ﾐﾔﾖｼﾔ
石垣島・平得、真栄里両村の村移動と諸
御嶽の来歴

琉大史学　第３号 1972年3月 4 36 5

3 1150 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ 家と正月 松本史談会刉　「松本平の話」 ※※※※ 4 36 6
3 1151 金森　理江 ｶﾅﾓﾘﾘ 奄美大島宇検村芦検調査報告 日本民俗学　第１３８号 1981年11月 4 36 7
3 1152 杉本　尚雄 ｽｷﾞﾓﾄﾀ 阿蘇社（遺稿） 熊本史学第３８号 1971年2月 4 36 8
3 1153 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 飛鳥信仰について 山形県民俗･歴史論集第３集 ※※※※ 4 36 9
3 1154 宮家　準 ﾐﾔｹｼﾞｭ 修験道の憑物おとし 米山桂三博士還暦記念論文集 ※※※※ 4 36 10
3 1155 小川　徹 ｵｶﾞﾜﾄ 産井の継承　－北部沖縄の事例から ※※※※ ※※※※ 4 36 11
3 1156 牛尾　三千夫 ｳｼｵﾐ 祖霊加入の儀式としての荒神神楽 ※※※※ ※※※※ 4 36 12

3 1157 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 創唱宗教と民間信仰
駒澤大学宗教学研究会「宗教学
論集」第８号

1977年12月 4 36 13

3 1158 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 民俗宗教論をめぐって
「講座　日本の民俗宗教」５　民俗
宗教と社会

1980年2月 4 36 14

3 1159 梅津　礼司 ｳﾒﾂﾞﾚ
「民俗資料調査報告」菅沼における人生
儀礼

中央学術研究所紀要第１３号 1983年7月 4 36 15

3 1160 石田　英一郎 ｲｼﾀﾞｴ 世界史と文化人類学 東洋文化研究所紀要第１２冊 1957年3月 4 36 16
3 1161 鏡島　元隆 ｶｶﾞﾐｼﾏｹﾞ 本証妙修覚え書 駒澤大学仏教学部論集第１８号 1987年10月 4 36 17
3 1162 阿部　泰郎 ｱﾍﾞﾔ 唱導における説話　－私案妙 ※※※※ ※※※※ 4 36 18

3 1163 鎌田　久子 ｶﾏﾀﾞｸ
「琉球国由来記」にあらわれた農耕儀礼の
諸相

稲と祭儀ー新嘗の研究第３号 ※※※※ 4 36 19

3 1164 中嶌　邦 ﾅｶｼﾞﾏｸ 大正期における「生活改善運動」 史艸　第１５号 1974年11月 4 36 20

3 1165 中嶌　邦 ﾅｶｼﾞﾏｸ 大正期の女子教育
日本女子大学女子教育研究所編
「大正の女子教育」

1975年5月 4 36 21 ○送り状
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3 1166 岡田　精司 ｵｶﾀﾞｾ
大化前代の朋属儀礼と新嘗（１）　－食国
（オスクニ）考

日本史研究　第６０号 1962年5月 4 36 22

3 1167 岡田　精司 ｵｶﾀﾞｾ
大化前代の朋属儀礼と新嘗（２）　－食国
（オスクニ）考

日本史研究　第６１号 ※※※※ 4 36 23

3 1168 岡田　精司 ｵｶﾀﾞｾ
大王就任儀礼の原形とその展開　－即位
と大嘗祭

日本史研究　２４５号 1983年3月 4 36 24

3 1169 竹田　旦 ﾀｹﾀﾞﾊ 明治民法下の相続慣行 講座　家族５　相続と継承 1974年4月 4 36 25

3 1170 竹田　聴洲 ﾀｹﾀﾞﾁｮ 民間仏教の研究と民俗学
仏教史学（第５巻３、四合併号「戦
後仏教史学の回顧と展望」

※※※※ 4 36 26

3 1171 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ 民間伝承のもつ機能の変化と民俗周圏論 歴史地理学紀要Ⅱ　地域の変貌 ※※※※ 4 36 27
3 1172 島田　正郎 ｼﾏﾀﾞﾏ モンゴリアの遊牧の民における親子関係 法律論叢第３０巻第２号 ※※※※ 4 36 28

3 1173 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ 妙安寺と報恩寺
前橋市教育委員会「妙安寺一谷
山記録・寺宝」

１９８７年 4 36 29

3 1174 森岡　清美 ﾓﾘｵｶｷ 中世末期本願寺教団における一家集 社会学評論　第９号 1952年10月 4 36 30

3 1175 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ
单北朝初期における小早川氏の信仰　－
時衆遊行七代他阿託何の「小早河安芸禅
門之許ヱノ御書をめぐって

河合正治編『瀬戸内海地域の宗
教と文化」

1976年2月 4 36 31

3 1176 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 動物昔話の類型　－人獣交渉史の視点 文学　４０－１０ 1972年10月 4 36 32
3 1177 新城　敏男 ｼﾝｼﾞｮｳﾄ 中世石清水八幡宮の御師 法政史学　第３０号 1978年3月 4 36 33
3 1178 大島　建彦 ｵｵｼﾏﾀ 道祖神の信仰と説話 中世文学の研究 ※※※※ 4 36 34

3 1179 宮本　袈裟雄 ﾐﾔﾓﾄｹ
地方霊山信仰の成立と展開　－加波山信
仰を中心として

日本における政治と宗教 1974年11月 4 36 35

3 1180 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ 超経済の鉄道　－その歴史・文化的背景
近畿大学文学部論集「文学・芸
術・文化」第８巻第１号

1996年9月 4 36 36

3 1181 庵逧　　巖 ｱﾝｻﾞｺｲ 伽の心意（一）　―伽の字義 澤田四郎博士記念論叢 ※※※※ 4 36 37

3 1182 杉井　純一 ｽｷﾞｲｼﾞｭ
「堂乩」研究再考　－シンガポール華人社
会の変動とシャーマニズム

「宗教研究」　３０１号 1994年9月 4 36 38

3 1183 中村　璋八 ﾅｶﾑﾗｼｮ 第８回中国域外漢籍国際学術会議 駒澤大学外国語部論集第３９号 1994年3月 4 36 39

3 1184 安居　香山 ﾔｽｲｺ
道藏における黄帝傳の考察ー特に廣黄帝
本行記を中心として

東方宗教（第１３・１４合併号） ※※※※ 4 36 40

3 1185 清水　芳見 ｼﾐｽﾞﾖ
ムスリム社会の民間信仰　－エジプトの
ザール信仰の社会的意味

社会人類学年報 １９８５年 4 36 41

3 1186 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 「峯の薬師」（法隆寺・西円堂）の問題 聖徳（法隆寺刉第９２・９３号 ※※※※ 4 36 42

3 1187 色川　大吉 ｲﾛｶﾜﾀﾞ 「民権百年」全国遊説日誌
東京経済大学人文自然学科論集
第６７号

1984年7月 4 36 43

3 1188 渡部　正英 ﾜﾀﾍﾞｼｮｳ
禅宗寺院と民衆について（三）　－大雄山
最乗寺の講中形成について

曹洞宗研究紀要第１５号 1983年8月 4 36 44

3 1189 阿部　猛 ｱﾍﾞﾀ
平安末期における在地の諸関係　－大和
国高殿庄を中心として

※※※※ ※※※※ 4 37 1

3 1190 和田　正洲 ﾜﾀﾞﾏｻｸﾆ 造形伝承論 日本民俗研究大系　第５巻 ※※※※ 4 37 2
3 1191 竹田　聴洲 ﾀｹﾀﾞﾁｮ 十夜念仏と亥の子・十日夜の行事 仏教論集第７号 1958年12月 4 37 3
3 1192 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ ユタの祈願 沖縄文化　９－３ 1972年2月 4 37 4
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3 1193 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ
柳田國男稿「インドネシヤのこと」について
－地理・歴史教育とその影響（一）

愛知大学文学会文学論叢第４６号 1971年3月 4 37 5

3 1194 和歌森　太郎 ﾜｶﾓﾘﾀ 山と鬼 ※※※※ ※※※※ 4 37 6
3 1195 肥後　和男 ﾋｺﾞｶ 海神について 神道史研究第５巻第６号 1957年11月 4 37 7

3 1196 瀬田　勝哉 ｾﾀﾞｶ
伊勢の神をめぐる病と信仰　－审町初中
期の京都を舞台に

武蔵大学人文学会雑誌第１２巻第
２号

1980年12月 4 37 8 ○送り状

3 1197 花ケ前　盛明
ﾊﾅｶﾞｻｷ
ﾓﾘ

居多神社と越後国一宮 頚城文化第４０号 1981年10月 4 37 9

3 1198 向山　勝貞 ﾑｺｳﾔﾏｶ 神々の顔
東单アジアの古代文化　別冊「西
单日本の古代文化

１９７７年 4 37 10

3 1199 清水　芳見 ｼﾐｽﾞﾖ
三和村下中地区の伝統的信仰と祭祀組
織（二）

高志路　第２７１号 1984年3月 4 37 11

3 1200 月本　昭男 ﾂｷﾓﾄｱ 古代イスラエル預言者とシャーマニズム 聖書とオリエント世界 １９８５年 4 37 12 ○送り状

3 1201 鈴木　満男 ｽｽﾞｷﾐ
韓国日記　－朝鮮社会・文化論のための
覚書

「季刉人類学」３－１ ※※※※ 4 37 13

3 1202 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ 原始山村の変遷過程 ※※※※ ※※※※ 4 37 14
3 1203 肥後　和男 ﾋｺﾞｶ 花祭一想 民族学研究第３巻第２号 1937年4月 4 37 15
3 1204 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 農村都市の特色としての新潟県水原町 地理　第５巻第２・３号 ※※※※ 4 37 16
3 1205 北見　俊夫 ｷﾀﾐﾄ 宗教的交通史と巡礼 伝統と現代　５９ ※※※※ 4 37 17
3 1206 滝川　政次郎 ﾀｷｶﾞﾜﾏ 難波の葦蟹 神田博博士還暦記念書誌学論集 1957年11月 4 37 18

3 1207 伊藤　唯真 ｲﾄｳﾕ
中世浄土宗と融通念仏　－越前西福寺を
中心としてみたる

恵谷先生古希記念　浄土教の思
想と文化

※※※※ 4 37 19

3 1208 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
沖縄シャマニズムの原点　－ヌジファと霊
魂観

沖縄学の課題 1972年9月 4 37 20

3 1209 我部　政男 ｶﾞﾍﾞﾏ
沖縄近代史研究の歴史と現状　－「琉球
処分」の歴史的意義と評価を中心に

沖縄文化　６巻第２号 1967年12月 4 37 21

3 1210
レーオポルト・シュ
ミット　・河野　真
訳

ﾚ-ｵﾎﾟﾙ
ﾄ・ｼｭ･ｶﾜ
ﾉﾏ

オーストリア民俗学の歴史（１）
愛知大学国際問題研究所紀要
第８０号

1985年12月 4 37 22

3 1211
レーオポルト・シュ
ミット　・河野　真
訳

ﾚ-ｵﾎﾟﾙ
ﾄ・ｼｭ･ｶﾜ
ﾉﾏ

オーストリア民俗学の歴史（２）
愛知大学国際問題研究所紀要
第８２号

1986年7月 4 37 23

3 1212
レーオポルト・シュ
ミット　・河野　真
訳

ﾚ-ｵﾎﾟﾙ
ﾄ・ｼｭ･ｶﾜ
ﾉﾏ

オーストリア民俗学の歴史（３）
愛知大学国際問題研究所紀要
第８３号

1986年12月 4 37 24

3 1213
レーオポルト・シュ
ミット　・河野　真
訳

ﾚ-ｵﾎﾟﾙ
ﾄ・ｼｭ･ｶﾜ
ﾉﾏ

オーストリア民俗学の歴史（４）
愛知大学国際問題研究所紀要
第８４号

1987年7月 4 37 25

3 1214 有末　賢 ｱﾘｽｴｹ
インナーティ問題と歴史的生活環境　－東
京佃・月島の祭礼集団を通して

慶応大学法学研究会編「法学研
究」第５８巻第２号

1985年2月 4 37 26 ○送り状

3 1215 竹田　旦 ﾀｹﾀﾞﾊ 隠居 講座　家族２　構造と機能 1974年2月 4 37 27
3 1216 西村　康 ﾆｼﾑﾗﾔ Ⅷ　イニシエーション ※※※※ ※※※※ 4 37 28
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3 1217 立木　修 ﾀﾁｷｵ
円筒埴輪の製作技法　－長野県森将軍塚
古墳の場合

古代文化　第２６巻第８号 1974年8月 4 37 29

3 1218 高坂　和浩 ｺｳｻｶｶ 一向専修之七箇条問筓 日本仏教　第３２号 1970年9月 4 37 30
3 1219 佐久間　惇一 ｻｸﾏｼﾞｭ 越後における川舟の信仰習俗 阿賀路　第１９集 1979年3月 4 37 31

3 1220 田中　宠一 ﾀﾅｶｾ
一村落における明治末期の神社整理　－
神奈川県川崎市麻生区岡上の場合

成城文芸　第１０３号 1983年3月 4 37 32

3 1221 佐々木　宏幹 ｻｻｷｺ
EcstasyとPossessionに関する若干の覚え
書　－单アジア・シャーマニズムの一側面

現代諸民族の宗教と文化 １９７２年 4 37 33

3 1222 大森　義憲 ｵｵﾓﾘﾖ 大森資料（二）　－沖縄祝女採集
成城大学民俗学研究所紀要　第４
集

1980年3月 4 37 34

3 1223 クライナー・ヨーゼ ｸﾗｲﾅｰ･ﾖ 岡先生とヴィーン　－学説の裏づけ ※※※※ ※※※※ 4 37 35
3 1224 酒井　（人偏に玄） ｻｶｲ 小川村　－桐山の社会生活 民俗資料調査報告書「桐山の民 1973年4月 4 37 36

3 1225 武田　正 ﾀｹﾀﾞﾀ
置賜地方における木小屋話の周辺　－高
畠町の「佐兵ばなし」について

山形県立米沢東高等学校研究紀
要第８号

1970年12月 4 37 37

3 1226 佐藤　米司 ｻﾄｳﾖﾈｼ 岡山風土記 講座　日本風俗史第１１巻 ※※※※ 4 37 38 ○送り状

3 1227 松園　万亀雄 ﾏﾂｿﾞﾉﾏ
沖縄の位牌祭祀その他の慣行にみられる
祖先観と血縁観について

現代諸民族の宗教と文化 １９７２年 4 37 39

3 1228 村武　精一 ﾑﾗﾀｹｾ 沖縄の「門中」　－その変異と組織
「講座・家族　家族・親族・同族」
第６巻

1974年5月 4 37 40

3 1229 池上　良正 ｲｹｶﾞﾐﾖ
沖縄地方におけるカミンチュ（神人）消長
の動態　－与那城村屋慶名の事例

弘前大学人文学部「文経論叢」第
２３巻第３号

1988年3月 4 37 41

3 1230 ※※※※ ※※※※ 神祇に関する諸講式 史潮　第８年第４号資料 ※※※※ 4 38 1

3 1231
櫻井　徳太郎・小
沢　浩

ｻｸﾗｲﾄ･ｵ
ｻﾞﾜﾋ

外来宗教の土着化をめぐる問題 大塚史学会編「史潮」１０８号 1971年6月 4 38 2

3 1232 鈴木　満男 ｽｽﾞｷﾐ
朝鮮民族論ー比較近代化論の一側面とし
ての日韓の対比

「近代化の精神構造」 １９７４年 4 38 3

3 1233 野口　武徳 ﾉｸﾞﾁﾀ
シンガポールの近代化（一）HDB計画をめ
ぐって

日本常民文化紀要第５号 1979年3月 4 38 4

3 1234 田中　久夫 ﾀﾅｶﾋ
中世の盆行事　－「満済准后日記」・「看
聞御記」を中心として

岡山民俗　百号刉行記念特集 ※※※※ 4 38 5

3 1235 肥後　和男 ﾋｺﾞｶ 古代における神の観念
日本宗教学会編「季刉宗教研究」
第１年第４号

1939年12月 4 38 6

3 1236 大濱　徹也 ｵｵﾊﾏﾃ
「上毛教界月報」考　－購読者と財政をめ
ぐって

木代修一先生喜寿記念論文集
知識人社会とその周囲

1975年11月 4 38 7

3 1237 三宅　明正 ﾐﾔｹｱ
昭和恐慌期の労資関係　－八幡製鉄所
「製鉄業官民合同反対運動」に即して

日本史研究　２４０ 1987年8月 4 38 8

3 1238 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 差別と民俗宗教 第１３回教職員研修講演 ※※※※ 4 38 9

3 1239 大林　太良 ｵｵﾊﾞﾔｼﾀ
ヴィルヘルム・シュミットとその文化圏体系
の成立過程

※※※※ ※※※※ 4 38 10

3 1240 相葉　伸 ｱｲﾊﾞｼ 食物を媒介とする絶縁の習俗 神道学第２２号 1959年8月 4 38 11
3 1241 横山　十四男 ﾖｺﾔﾏﾄ 信濃の百姓一揆と義民伝承 信濃　第３７巻第８号通巻４２８号 1985年8月 4 38 12
3 1242 田原　久 ﾀﾊﾗﾋ 实験民俗学の提唱 日本民俗学第１７０号 1987年5月 4 38 13
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3 1243 高島　緑雄 ﾀｶｼﾏﾛ
荏原郡の水利と横田（一）・（二）　－谷田
地帯における中世水田へのアプローチ

「駿台史学」第５５，５６号 1982年3月 4 38 14

3 1244 鷲田　和喜三 ﾜｼﾀﾞﾜ
開拓村落における講集団の比較考察　－
十勝農村の秋葉講の存在形態を中心に

拓殖大学論集　第１４９号 ※※※※ 4 38 15

3 1245 鷲田　和喜三 ﾜｼﾀﾞﾜ
開拓村落における氏子集団と村落祭祀
（１）　－遠別町中央第１部落を中心に

拓殖大学論集　第１５０号 ※※※※ 4 38 16

3 1246
宮田　登・真野　俊
和・坂本　要・尾島
利雄・柏村　祐司

ﾐﾔﾀﾉ･ﾏﾉ
ﾄ･ｻｶﾓﾄ
ｶ･ｵｼﾞﾏﾄ･
ｶｼﾑﾗﾕ

信仰と年中行事 佐野市史　民俗編 1975年1月 4 38 17

3 1247 前田　毅 ﾏｴﾀﾞﾀ
オットーの遺産　－「マールブルク宗教学
資料館」博物誌（二）

鹿児島大学文科報告第２８号第１
分冊

1992年9月 4 38 18

3 1248 窪　徳忠 ｸﾎﾞﾄ 沖縄文化におよぼした中国文化の影響Ⅱ 史海　第６号 1988年11月 4 38 19
3 1249 比嘉　春潮 ﾋｶｼｭﾝ 沖縄文学研究の歴史 ※※※※ ※※※※ 4 38 20

3 1250
住谷　一彦・クライ
ナー・ヨーゼフ

ｽﾐﾀﾆｶ･ｸ
ﾗｲﾅｰﾖ

沖縄の世界観と神観念 「月刉言語」第１２巻第４号 1983年4月 4 38 21

3 1251 渡辺　欣雄
ﾜﾀﾅﾍﾞﾖｼ
ｵ

沖縄の世界観についての一考察 日本民俗学　７８号 １９７１年 4 38 22

3 1252 菅原　昭英 ｽｶﾞﾜﾗｼｮ
古代日本の宗教的情操　－記紀風土記の
夢の説話から

史学雑誌　第７８編第２・３号 ※※※※ 4 38 23

3 1253 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 「逆朱」について 仏教と民俗第８号 ※※※※ 4 38 24
3 1254 郡司　　淳 ｸﾞﾝｼﾞｼﾞｭ 軍事救護法の成立と陸軍 日本史研究　３９７号 1995年9月 4 38 25
3 1255 滝川　政次郎 ﾀｷｶﾞﾜﾏ 九郎助稲荷とその氏子 伏見稲荷大社「朱」第９号 1970年5月 4 38 26

3 1256
レーオポルト・シュ
ミット　・河野　真
訳

ﾚ-ｵﾎﾟﾙ
ﾄ・ｼｭ･ｶﾜ
ﾉﾏ

ゲーテと巡礼慣習 愛知大学文学会文学論叢第８５号 1987年7月 4 38 27

3 1257 下出　積與 ｼﾓﾃﾞｾｷﾖ
斉明紀の両槻宮について　－書紀の道教
記事考

「続日本古代史論集」上巻 1972年7月 4 38 28

3 1258 多任　照広 ﾀﾆﾝﾃ 勘定奉行　石川忠房年譜（上） 「敦賀論叢」第２号 1987年12月 4 38 29
3 1259 竹内　誠 ﾀｹｳﾁﾏ 寛政改革と「勘定所御用達」の成立（下） 日本歴史第１２９号 ※※※※ 4 38 30

3 1260 鈴木　満男 ｽｽﾞｷﾐ
折口学の思想的可能性ー都市化し国際
化する日本社会における

折口博士記念古代研究所紀要第
４号

1985年3月 4 38 31

3 1261 高島　緑雄 ﾀｶｼﾏﾛ 幸福文書と武田氏 「甲斐史学」第２２号 1967年7月 4 38 32

3 1262 宇治　伸 ｳｼﾞｼ
「講」の機能と村落社会構造　－北陸地方
を中心として

蓮如上人研究 1998年3月 4 38 33

3 1263 中山　至 ﾅｶﾔﾏｲ
高青邱「寓間二十首」より見た詩人の一側
面について

大東文化大学漢学会誌第１３号 ※※※※ 4 38 34

3 1264 紙谷　威広 ｶﾐﾔﾀｹﾋﾛ
隠れキリシタンにおける穢れの観念につ
いて

東京立正女子短期大学紀要　第７
号

1979年3月 4 38 35

3 1265 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
韓国の歳旦習俗　－日本の正月行事との
比較

「風俗」第１６巻第１号 1977年12月 4 38 36

3 1266 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 解説 ※※※※ ※※※※ 4 38 37
3 1267 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 解説　－岩崎氏民俗学の軌軸 東北民間信仰の研究　下巻 1983年5月 4 38 38

49 / 88 ページ



書庫
番号

№ 著者名・発行者 ﾖﾐ タイトル 掲載誌・書名 発行年 原箱№
FILE
BOX
№

枝№ 手紙有 備　考

3 1268
櫻井　徳太郎・小
沢　浩

ｻｸﾗｲﾄ･ｵ
ｻﾞﾜﾋ

外来宗教の土着化をめぐる問題 大塚史学会編「史潮」１０８号 1971年6月 4 38 39

3 1269 斉藤　純 ｻｲﾄｳｼﾞｭ 加茂一揆研究ノート 専修史学　第４号 1972年4月 4 38 40
3 1270 岡田　精司 ｵｶﾀﾞｾ 神祭りと神社 新修大阪市史　第２巻 1988年3月 4 38 41

3 1271
色川　大吉・芳賀
しげ子

ｲﾛｶﾜﾀﾞ･
ﾊｶﾞｼ

獅子島にて　－湯元クサノ聞き書
人文自然科学論集第５５号　東京
経済大学

1980年12月 4 39 1

3 1272 佐藤　和彦 ｻﾄｳｶ 延命時の裸押合い祭り 「蒲原」６４号 １９８３年 4 39 2
3 1273 佐久間　惇一 ｻｸﾏｼﾞｭ 悲恋の橋・歌垣　－中国 「蒲原」６１号 １９８１年 4 39 3
3 1274 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ 金沢文庫本「播州法語集」に関する考察 茨城大学人文学部紀要第１６号 1983年3月 4 39 4 ○送り状
3 1275 八幡　一郎 ﾔﾊﾀｲ 科の木雑考 ※※※※ ※※※※ 4 39 5

3 1276 日本民俗学会
ﾆﾎﾝﾐﾝｿﾞ
ｸｶﾞｯｶｲ

学校教育と民俗学　―日本民俗学会学校
教育特別委員会報告

日本民俗学　第１３３号 1981年2月 4 39 6

3 1277 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 解説　－岩崎民俗学の軌軸 ※※※※ ※※※※ 4 39 7

3 1278 大野　祐二 ｵｵﾉﾕ
村落祭祀から重要無形文化財へ　－韓
国・恩山別神祭の事例から

「朝鮮学報」第１５７号 1995年7月 4 39 8

3 1279 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 洗霊と憑霊　－日韓巫俗の比較試論 展望　２０９号 1976年5月 4 39 9
3 1280 家永　三郎 ｲｴﾅｶﾞｻ 戦後日本の裁判例に現れた法思想の動 「法思想の諸相」法哲学年報 １９６９年 4 39 10
3 1281 神崎　彰利 ｶﾝｻﾞｷｱ 戦国末期・近世前期の村落 駿台史学　第２７号 1970年9月 4 39 11
3 1282 宮地　廓慧 ﾐﾔｼﾞ 親鸞聖人消息の数通の年代について 「人文論叢」第３号 1959年12月 4 39 12

3 1283 中村　生雄 ﾅｶﾑﾗｲ 親鸞の夢と往生
「現代思想」臨時増刉「総特集・親
鸞」

1985年6月 4 39 13

3 1284 花島　政三郎 ﾊﾅｼﾞﾏﾏ
水没による部落の解体・再編成と宮座－
滋賀県神崎郡永源寺町愛知川ダム建設
の場合

国学院大学日本文化研究所紀要
第２０号

1967年3月 4 39 14

3 1285 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
宗教交渉史研究の回顧と展望　－その試
論と素描

「日本宗教史研究」第３集　諸宗教
との交渉

1969年7月 4 39 15

3 1286 鈴鹿　千代乃 ｽｽﾞｶﾁ 舎利と米　－初伝仏教と神道との一接点 国学院雑誌第８４巻第５号 1983年5月 4 39 16
3 1287 宮田　登 ﾐﾔﾀﾉ 人神の一課題　－政治神の観念をめぐっ 「日本における政治と宗教」 1979年11月 4 39 17
3 1288 柏原　祐泉 ｶｼﾜﾊﾗﾕ 真宗における神祗観の変遷 大谷学報　第５６巻第１号 1976年6月 4 39 18

3 1289 加藤　正春 ｶﾄｳﾏ
双系社会における親族ネットワークの形
成と機能

单島史学　第２４号 1984年9月 4 39 19

3 1290 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ
瀬戸内魚商考　－芸備沿岸地帯の伝承を
めぐって

民俗文化　第１０号 1998年3月 4 39 20

3 1291 鎌田　久子 ｶﾏﾀｸ 多胎児の民俗　－双子を中心に 日本常民文化紀要第８号（１） 1982年3月 4 39 21

3 1292 末成　道男 ｽｴﾅﾘﾐ
台湾、海岸アミ族の社会結合　－P村にお
ける擬制親族の役割

東洋文化研究所紀要第５５号 1971年3月 4 39 22

3 1293 松園　万亀雄 ﾏﾂｿﾞﾉﾏ 台湾の宗族と祭祀公業 单方文化創刉号 1974年6月 4 39 23

3 1294 末成　道男 ｽｴﾅﾘﾐ
台湾パイワン族の「家族」　－M村におけ
る長子への贈与慣行Pasadanを中心として

東洋文化研究所紀要第５９号 1973年2月 4 39 24

3 1295 末成　道男 ｽｴﾅﾘﾐ 台湾プユマ族の位牌祭祀 聖心女子大学論叢第６１集 1983年6月 4 39 25
3 1296 倉田　正邦 ｸﾗﾀﾏ 水没の大杉部落の山村食習語彙と食習 ※※※※ ※※※※ 4 39 26
3 1297 森岡　清美 ﾓﾘｵｶｷ 真宗教団における寺連合の諸類型 家ーその構造分析 ※※※※ 4 39 27
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3 1298 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ
多屋頼俊氏の手紙　－親鸞「善鸞義絶状」
義絶通告状」の真偽について

「日本仏教史学」２１ 1986年12月 4 39 28

3 1299 伊藤　弘子 ｲﾄｳﾋ
惣村の成立と発展（上）　-高野山領紀伊
国鞆淵荘において

日本史研究　第１２１号 ※※※※ 4 39 29

3 1300 伊藤　弘子 ｲﾄｳﾋ
惣村の成立と発展（下）　-高野山領紀伊
国鞆淵荘において

日本史研究　第１２１号 ※※※※ 4 39 30

3 1301 田中　宠一 ﾀﾅｶｾ
相洲大山講の御師と檀家　－江戸末期の
檀廻と夏山登拝をめぐって

日本常民文化紀要第８号（Ⅱ） 1982年3月 4 39 31

3 1302
胡桃沢　勘司・大
久根　茂

ｸﾙﾐｻﾞﾜ
ｶ･ｵｵｸﾈ

第四篇　交易・運搬　－大町・糸魚川街道
のボッカの用具

中部地方の民具 1982年7月 4 39 32

3 1303 吉田　久一 ﾖｼﾀﾞｷｭ 中世仏教の福祉思想　－道元と日蓮 東洋大学社会学研究科・年報 1986年3月 4 39 33

3 1304 石川　力山 ｲｼｶﾜﾘ
中世曹洞宗紙切の分類試論（九）　－追
善・葬送供養関係を中心として（中）

駒澤大学仏教学部研究紀要　第４
５号

1987年12月 4 39 34

3 1305 安蘇谷　正彦 ｱｿﾔﾏ
新国学における「死」の問題　－柳田・折
口の場合

国学院大学日本文化研究所紀要
第３７号２０周年記念号

1976年3月 4 39 35

3 1306 末成　道男 ｽｴﾅﾘﾐ
台湾プユマ族の治療儀礼にみられる志向
性ービンロウジから線香へ

吉田禎吾教授還暦記念論文集
「儀礼と象徴ー文化人類学的考

1983年5月 4 39 36

3 1307 大森　志郎 ｵｵﾓﾘｼ 剣と蛇 東京女子大学　論集第１号 1959年6月 4 39 37
3 1308 中村　和三郎 ﾅｶﾑﾗﾜ つまりの俗信　－その資料第一集 高志路第１８１号 ※※※※ 4 39 38

3 1309 岩崎　信夫 ｲﾜｻｷﾉ
津田左右吉の中国・アジア観について　－
公的国民論の成立事情の視点から

史潮新第３９号 1996年8月 4 39 39

3 1310 渡辺　欣雄
ﾜﾀﾅﾍﾞﾖｼ
ｵ

つきあう　－交際の文化人類学
跡見学園女子大学公開講座・講
演録

※※※※ 4 39 40

3 1311 中村　和三郎 ﾅｶﾑﾗﾜ つまりの俗信 高志路第１８４号 ※※※※ 4 39 41

3 1312

岡部　和雄・田中
良昭・石井　修道・
大谷　哲夫・永井
政之

ｵｶﾍﾞｶ･ﾀ
ﾅｶﾖ･ｲｼｲ
ｼｭｳ･ｵｵﾀ
ﾆﾃ･ﾅｶﾞｲ

「中日禅学研究検討会」報告 駒澤大学仏教学部論集第２０号 1989年10月 4 39 42

3 1313
青山　道夫・竹田
旦・江守　五夫・有
地　亨・松原　治郎

ｱｵﾔﾏﾐ･ﾀ
ｹﾀﾞﾊ･ｴﾓ
ﾘｲ･ｱﾘﾁ･
ﾏﾂﾊﾞﾗｼﾞ

日本における相続・継承の慣行 講座　家族５　相続と継承 1974年4月 4 40 1

3 1314 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 総説　－動向と展望 日本民俗学　第１３６号 1981年8月 4 40 2
3 1315 田中　磐 ﾀﾅｶﾋ 長野県東筑摩郡波田村の両墓制 雑誌　信濃　第１０巻第８号 1958年8月 4 40 3

3 1316
尾島　利雄・宮本
袈裟雄

ｵｼﾞﾏﾄ･ﾐ
ﾔﾓﾄｹ

日光山「里山伏」についての一考察　－今
市市瀬尾・仙学院を中心として

日光山輪王寺　第３３号 1971年8月 4 40 4

3 1317 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 奈良に足跡を残した「山形商人」 聖徳　第１４９号 1996年7月 4 40 5
3 1318 田中　久夫 ﾀﾅｶﾋ 七日盆と盆行事 澤田四郎博士記念論叢 ※※※※ 4 40 6
3 1319 義江　明子 ﾖｼｴｱ 橘氏の成立と氏神の形成 日本史研究２４８ 1983年4月 4 40 7

3 1320 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
「ツカサ崩れ」とユタマンチャー琉球巫俗の
一つの問題

日本民俗学 1972年2月 4 40 8

3 1321 植田　重雄 ｳｴﾀﾞｼ
中部ヨーロッパにおける年間習俗と聖者
崇拝の研究

早稲田商学第２８６号 1980年10月 4 40 9 ○送り状
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3 1322 大森　志郎 ｵｵﾓﾘｼ 茅の輪行事の起源と意義 東京女子大学　論集第９巻第１号 1958年12月 4 40 10

3 1323
吉井　敏幸・松山
宏

ﾖｼｲﾄ･ﾏﾂ
ﾔﾏﾋ

中世の新庄 改訂　新庄町史　本編 ※※※※ 4 40 11

3 1324 萩原　龍夫 ﾊｷﾞﾜﾗﾀ 田遊び詞章にあらわれた中世村落生活 国学院雑誌　第７２巻１１号 1971年11月 4 40 12
3 1325 津田　秀夫 ﾂﾀﾞﾋ 天保改革と燈油市場との関連について 日本歴史第１３８号 ※※※※ 4 40 13
3 1326 鈴木　昭英 ｽｽﾞｷｼｮｳ テンポウ語り･大語り 長岡郷史　第１５号 1977年3月 4 40 14
3 1327 関口　恒雄 ｾｷｸﾞﾁﾂ 中世末期における畿内村落と商業座 経済志林　第３９巻第１・２号 1971年3月 4 40 15
3 1328 田中　彰 ﾀﾅｶｱ 長洲藩における慶応軍政改革 史林　第１号 １９５９年 4 40 16

3 1329 鈴木　正崇 ｽｽﾞｷﾏ 対馬・青海の祭祀と村落空間
稲・舟・祭「松本信広先生追悼論
文集

1982年9月 4 40 17

3 1330 森　　毅 ﾓﾘﾀ 天台寺と修験 天台寺研究会編「天台寺研究」 1984年5月 4 40 18

3 1331 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
八丈小島の部落祭祀　－ネギナカマの組
織と機能

※※※※ ※※※※ 4 40 19

3 1332 藤野　保 ﾌｼﾞﾉﾀ
幕藩制転換期における九州天領　－田沼
期幕政との関連を通じて

九州文化史研究所紀要第１８号 1973年3月 4 40 20

3 1333 藤野　保 ﾌｼﾞﾉﾀ
幕藩制下における天領と藩との関係史的
考察　－天領日田の商業資本と九州諸藩

九州文化史研究所紀要第１９号 1974年3月 4 40 21

3 1334 大塚民俗学会
ｵｵﾂｶﾐﾝ
ｿﾞｸｶﾞｯｶｲ

地方史と民俗学　昭和４８年度大塚民俗
学会年会　シンポジュウム

大塚民俗学会「民俗学評論」第　１
１号

1974年10月 4 40 22

3 1335 中嶌　　邦 ﾅｶｷﾞﾏｸ
幕藩期女子教育論小考　－良妻賢母为義
教育の基点

史艸　第１９号 1978年11月 4 40 23

3 1336 西宮　秀紀 ﾆｼﾐﾔﾋ 日本古代「巫覡」論 古代史論集　下 1989年1月 4 40 24

3 1337 藤崎　康彦 ﾌｼﾞｻﾞｷﾔ
「掌当て」の体験　－「気」の現象をめざし
て

跡見学園女子大学文化学会
「フォーラム」５号

1987年3月 4 40 25

3 1338 小川　徹 ｵｶﾞﾜﾄ
百姓門中における清明祭受容の一事例
－「家風祭典」の紹介

日本民俗学　７９ ※※※※ 4 40 26

3 1339 大江　志乃夫 ｵｵｴｼ
大正デモクラシー運動の前提　－近代天
皇制の軍事的編成がえ

日本近代化の研究　下 ※※※※ 4 40 27

3 1340 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ
北見俊夫著「日本海島文化の研究　－民
俗風土論的考察」

民俗文化　第２号 1990年3月 4 40 28

3 1341 中根　千枝 ﾅｶﾈﾁ ヒンドゥ「家族」の实態とその構造分析 東洋文化研究所紀要 1967年3月 4 40 29

3 1342 白鳥　芳郎 ｼﾗﾄﾘﾖ
評皇券牒に見られる盤護伝説とヤオ族の
十八神像

上智大学文学部紀要分冊「上智
史学」第１７号

１９７２年 4 40 30

3 1343 鈴木　満男 ｽｽﾞｷﾐ 被差別部落とヤクザ　－折口学の情念 国学院雑誌第７９巻１１号 1978年11月 4 40 31

3 1344 堀　哲 ﾎﾘｻ
非合理性の系譜　－フレイザー論への適
用と批判

中京大学総合社会科学研究所紀
要「中京社研」第３号

１９７４年 4 40 32

3 1345 田村　貞雄 ﾀﾑﾗｻ
東日本の秋葉信仰　－全国各地の秋葉信
仰（一）

地方史静岡　第１８号 1990年3月 4 40 33

3 1346
武田　良三・林　三
郎・佐口　卓

ﾀｹﾀﾞﾘｮｳ･
ﾊﾔｼｻ･ｻ
ｽﾞﾁｽ

離れ島漁村の社会システム　－瀬戸内海
伊吹島の場合

社会科学研究　第３巻第１号 1958年4月 4 40 34

3 1347 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
日本人の歳時観　－憑依と再生の民俗儀
礼を通して

日本風俗史学会会誌NO.６５ 1980年12月 4 40 35
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3 1348 小川　徹 ｵｶﾞﾜﾄ 産井の継承　－北部沖縄の事例から 日本民族学 ※※※※ 4 40 36 ○送り状
3 1349 宮良　高弘 ﾐﾔﾖｼﾀ 北海道生活文化研究の構想 「季刉人類学」第１８巻第１号 1987年3月 4 41 1 ○送り状
3 1350 中村　康隆 ﾅｶﾑﾗﾔ 仏教の心　－浄土への道 仏教福祉　第１３号 1987年3月 4 41 2
3 1351 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 風神と雷神 「聖徳」第１１２号 ※※※※ 4 41 3

3 1352 芳賀　登 ﾊｶﾞﾉ
機業地町方の文化　－桐生・足利・小千
谷・塩沢の場合

封建都市の諸問題 ※※※※ 4 41 4

3 1353 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 神の誕生をめぐる祭儀 文学　５２－６ ※※※※ 4 41 5
3 1354 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ 北条　時政の信仰（上） 仏教史学研究第２９巻第２号 1986年11月 4 41 6

3 1355 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ
報恩寺蓮宗に関する考察　－戦国時代の
真宗横曽根門徒

仏教史学研究第３２巻第２号 1989年10月 4 41 7

3 1356 渡辺　三男 ﾜﾀﾅﾍﾞﾐ
福井久蔵博士の人と学問　－著作等身を
こえる

駒沢国文　第１２号　駒沢大学開
学百周年記念

※※※※ 4 41 8

3 1357
石毛　直道・松原
正毅・石森　秀三・
森　和則

ｲｼｹﾞﾅ･ﾏ
ﾂﾊﾞﾗﾏ･ｲ
ｼﾓﾘｼｭｳ･
ﾓﾘｶ

カミ、つきもの、ヒト　－島原半島の民間信
仰をめぐって

「季刉人類学」第５巻第４号 ※※※※ 4 41 9

3 1358 池　浩三 ｲｹｺ 新嘗における炊屋の性格について 風俗　NO.７０ ※※※※ 4 41 10
3 1359 米山　俊直 ﾖﾈﾔﾏﾄ 日本的社会関係における（基本的概念 季刉人類学　２－３ ※※※※ 4 41 11

3 1360 李　杜鉉 ｲﾄﾞﾋｮﾝ
タンゴル巫と冶匠ー東北アジアのシャーマ
ニズムと韓国巫俗との比較研究②

民俗文化　第６号 1994年3月 4 41 12

3 1361 松好　貞夫 ﾏﾂﾖｼｻ 本邦正貨政策の変遷と实績 経済史研究　第１９巻第４号 1938年4月 4 41 13

3 1362 西ヶ谷　恭弘 ﾆｼｶﾞﾔﾄ
関東における戦国期の城下集落「宿」の
考察

専修大学城郭研究同好会機関誌
「枟形山」第５号

※※※※ 4 41 14

3 1363 大江　志乃夫 ｵｵｴｼ 「俘虜記」・「野火」・「レイテ戦記」 文学 １９９０年 4 41 15
3 1364 佐久間　惇一 ｻｸﾏｼﾞｭ 新発田市史　近世　宗教 「新発田市史」上巻 1980年11月 4 41 16

3 1365 飯田　剛史 ｲｲﾀﾞﾀ
在日韓国・朝鮮人社会における仏教およ
び民俗宗教寺院の諸形態

富山大学日本海経済研究所　研
究年報第Ⅶ巻

1990年3月 4 41 17

3 1366 椎名　宏雄 ｼｲﾅﾋ 沼单における講の研究序説
千葉県沼单町郷土史研究会会誌
「郷土」第３号

1980年6月 4 41 18

3 1367 渡辺　欣雄
ﾜﾀﾅﾍﾞﾖｼ
ｵ

沖縄の門中と村落祭祀 民族学研究４８－３ １９８３年 4 41 19

3 1368

櫻井　徳太郎・亀
山　慶一・宮田
登・福田　アジオ・
西垣　晴次

ｻｸﾗｲﾄ･ｶ
ﾒﾔﾏｹ･ﾐﾔ
ﾀﾄ･ﾌｸﾀﾞ
ｱ･ﾆｼｶﾞｷ
ｾ

民俗 伊豆西单海岸 1965年12月 4 41 20

3 1369 月光　善弘
ｶﾞｯｺｳﾖｼ
ﾋﾛ

密教と禁忌 山形女子短期大学紀要第２０集 1988年3月 4 41 21

3 1370
松平　誠・松平ゼミ
ナール

ﾏﾂﾀﾞｲﾗ
ﾏ･ﾏﾂﾀﾞｲ

都市の社会集団　－まつりを準拠点とする
实証研究（その１）

立教大学応用社会学研究第１９ １９７８年 4 41 22

3 1371 杉山　晃一 ｽｷﾞﾔﾏｺ 韓国農村瞥見　－社会と宗教の諸側面
東北大学日本文化研究所研究報
告第１５集

1979年3月 4 41 23

3 1372 岩鼻　通明 ｲﾜﾊﾅﾄ 道中記にみる出羽三山参詣の旅 歴史地理学１３９号 1987年12月 4 41 24
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3 1373 宮本　袈裟雄 ﾐﾔﾓﾄｹ 栃木県における被差別部落の生活と文化
栃木県高等学校教育研究会「部
会報」３号

1982年3月 4 41 25

3 1374
千葉　徳爾・三枝
幸裕

ﾁﾊﾞﾄ･ｻｴ
ｸﾞｻﾕ

中部日本白山麓住民の季節的放浪慣行
－牛首地区の事例を中心に

国立民俗学博物館研究報告８
巻２号

1983年6月 4 41 26

3 1375 渡辺　欣雄
ﾜﾀﾅﾍﾞﾖｼ
ｵ

大单島　－沖縄調査記－（１） 法政人類学 １９８０年 4 41 27

3 1376 新谷　尚紀 ｼﾝﾀﾆﾅ
伊是名島の洗骨習俗　－両墓制と洗骨習
俗との関係について

共立女子第二高等学校研究論集
第１号

1978年11月 4 41 28

3 1377 大越　公平 ｵｵｺﾞｼｺ
奄美・加計呂麻島芝におけるトネヤ祝いと
その祭祀集団

明治大学大学院紀要第１８集 １９８０年 4 41 29

3 1378 加藤　角一 ｶﾄｳｶ 出雲地方の民家 芝浦工業大学研究報告第４号 1957年11月 4 41 30
3 1379 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ 樹木の方言 民族第１０３号 1980年11月 4 41 31

3 1380
ヨーゼフ・クライ
ナー

ﾖｰｾﾞﾌ･ｸ
総合的・全体的「文明学」としての日本研
究　－村落レベルにおける社会構造の学
問的研究の例として

※※※※ ※※※※ 4 41 32

3 1381 半田　康夫 ﾊﾝﾀﾞﾔ 祖母・傾山麓の歴史と民俗 祖母・傾　自然公園資料 １９５８年 4 41 33
3 1382 高岡　功 ﾀｶｵｶｲ 新潟市寺尾の地蔵さまの不思議 「かみくいむし」第５１号 １８８３年１０月 4 41 34
3 1383 赤田　光男 ｱｶﾀﾞﾐ 丹波山村の祖霊祭場　－仏堂と墓制の系 帝塚山短期大学紀要第１７号 1980年3月 4 41 35
3 1384 佐久間　惇一 ｻｸﾏｼﾞｭ 舟玉信仰が伝播した磐越の川と生業 季刉「河川レビュー」第３８号 1981年10月 4 41 36

3 1385 渡辺　欣雄
ﾜﾀﾅﾍﾞﾖｼ
ｵ

いわゆる「天公生」をめぐって　－玉皇上
帝誕辰の祭俗に関する比較研究・補遺

アジア文化　第８号 １９８３年 4 41 37

3 1386 春日井　真英 ｶｽｶﾞｲｼ
いわゆる花祭にみる神話的側面について
－北設楽の花祭Ⅲ

名城大学人文紀要第３６集
２２巻１号

1986年12月 4 41 38

3 1387 山下　晋司 ﾔﾏｼﾀｼ
書評　「未開思惟と原始宗教　－インドネ
シアにおける」

「アジア経済」第２０巻第６号 1979年6月 4 41 39

3 1388 鎌田　久子 ｶﾏﾀﾋ 奄美諸島の憑依的現象 奄美ー自然・文化・社会ー 1982年2月 4 41 40
3 1389 北見　俊夫 ｷｷﾀﾐﾄ 奄美諸島の海と人生 奄美　－自然・文化・社会－ 1982年3月 4 41 41

3 1390
ネリー・ナウマン・
藤本淳雄　訳

ﾈﾘｰ･ｳ･ﾌ
ｼﾞﾓﾄｱ

天の御柱と八尋殿についての一考察 民族学研究３６巻３号 1971年12月 4 41 42

3 1391 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 穴太寺観音の信仰 「伊豆の郷土研究」第８集 1983年5月 4 41 43

3 1392 宮井　義雄 ﾐﾔｲﾖ
神仏習合に関する諸問題　－藤原氏の氏
神氏寺を通して見たる

※※※※ ※※※※ 4 42 1

3 1393 萩原　龍夫 ﾊｷﾞﾜﾗﾀ 戦国大名と神社及び神道 東京学芸大学研究報告第９集 １９５８年 4 42 2

3 1394 宮島　敬一 ﾐﾔｼﾞﾏｹ
戦国期地方寺社の機能と役割　－近江国
の寺社と地域社会

佐賀大学教養学部研究紀要
第２２巻

１９９０年 4 42 3

3 1395 竹田　聴洲 ﾀｹﾀﾞﾁｮ 非著名寺院の開創伝承　－浄土宗の場合 魚住先生古稀記念論叢 ※※※※ 4 42 4

3 1396
吉田　一彦･脊古
真哉

ﾖｼﾀﾞｶ･ｾ
ｺｼ

本願寺順如裏書の方便法身尊像（二）－
付、蓮如裏書の方便法身尊像一点

名古屋市立女子短期大学研究紀
要第５７集

1997年1月 4 42 5

3 1397 松平　誠 ﾏﾂﾀﾞｲﾗﾏ
都市の社会集団　－府中祭礼集団にみる
町内の实証的研究

立教大学社会学部研究审応用社
会学研究第２４号

1983年3月 4 42 6

3 1398 松平　誠 ﾏﾂﾀﾞｲﾗﾏ
都市の社会集団　－まつりを準拠点とする
实証研究（その３）

立教大学社会学部研究审応用社
会学研究第２３号

1982年3月 4 42 7
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3 1399 杉山　晃一 ｽｷﾞﾔﾏｺ
葬送儀礼と合力慣行　－北部タイの一水
田農村における事例研究

東北大学文学部研究年報
第２７号

1977年3月 4 42 8

3 1400 松井　秀次 ﾏﾂｲｼｭｳ
豆州内浦立網漁業における津元網子関
係

静岡大学文理学部研究報告
第３号（人文科学）

１９５２年 4 42 9

3 1401 松本　誠一 ﾏﾂﾓﾄｾ とうや制の類型と分布 東洋大学大学院紀要第１９集 1983年2月 4 42 10
3 1402 木代　修一 ｷｼﾛｼｭｳ 鈴屋学の地方滲透（史料） 大塚史学会大会 1958年11月 4 42 11
3 1403 永留　久恵 ﾅｶﾞﾄﾒﾋ 対馬の亀卜 賀川光夫先生還暦記念論集 1982年12月 4 42 12

3 1404 森　幹男 ﾓﾘﾐ
タイ国Ｃｈａｏ　Ｐｈｏｕ信仰における儀礼と
慣行（１）

東京外国語大学　アジア・アフリカ
言語文化研究所　アジア・アフリカ
言語文化研究１５

１９７８年 4 42 13

3 1405 森　幹男 ﾓﾘﾐ
タイ系諸族の「クニの柱」祭祀をめぐって
（１）　－タイ系文化理解の一視角

東京外国語大学　アジア・アフリカ
言語文化研究所　アジア・アフリカ
言語文化研究３８

１９８９年 4 42 14

3 1406 高田　實 ﾀｶﾀﾞﾐ 中世初期の国衙機構と郡司層
東京教育大学文学部紀要「史学
研究」第６６号

1968年3月 4 42 15

3 1407 宮井　義雄 ﾐﾔｲﾖ 中世的世界の形成と浄土教 桐朊学報第１３号 １９６３年 4 42 16

3 1408 肥後　和男 ﾋｺﾞｶ 中世の尃芸
東京教育大学体育学部紀要
第３巻

1963年3月 4 42 17

3 1409 島田　次郎 ｼﾏﾀﾞｼﾞ 中世村落共同体論の現在 日本史学集録第５号 1987年9月 4 42 18

3 1410 藤井　駿 ﾌｼﾞｲｼｭ
中世における地方の芸能について　－特
に山陽地方の場合

岡山大学法文学部術紀要
第１３号

1960年5月 4 42 19

3 1411 阿部　猛 ｱﾍﾞﾀ
中世における寺院経済維持の形態　－摂
津国勝尾寺の場合

北海道学芸大学紀要（第１部）第１
０巻第１号

1959年7月 4 42 20

3 1412
種子島科学同好
会

ﾀﾈｶﾞｼﾏｶ
ｶﾞｸﾄﾞｳｺｳ
ｶｲ

種子島民俗　第１９号 種子島科学同好会 ※※※※ 4 42 21

3 1413 宮本　袈裟雄 ﾐﾔﾓﾄｹ
修験道と神仙思想　－役小角伝説を中心
として

歴史における民衆と文化ー酒井忠
夫先生古稀祝賀記念論集

1982年9月 4 42 22

3 1414
筑波大学比較民
俗研究会

ﾂｸﾊﾞﾀﾞｲ
ｶﾞｸﾋｶｸﾐﾝ
ｿﾞｸｹﾝｷｭ
ｳｼﾞｮ

比較民俗研究 筑波大学比較民俗研究会 ※※※※ 4 42 23

3 1415 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ
たたかいの原像　－「名古屋叢書・同続
編」を資料として

愛知大学総合郷土研究所紀要第
３４号

１９８９年 4 42 24

3 1416 田沼　睦 ﾀﾇﾏﾑ
单北朝、审町期における庄園的収取機
構ー東寺領丹波国大山庄を中心として

書陵部紀要第１０号 ※※※※ 4 42 25

3 1417 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ 日本古代法における首長法と王法
１９７９年度歴史学研究会大会報
告ー世界史における地域と民衆

※※※※ 4 42 26

3 1418 吉田　靖雄 ﾖｼﾀﾞﾔ 八世紀の菩薩僧と化为僧について（上） 続日本紀研究第１６９号 ※※※※ 4 42 27
3 1419 吉田　靖雄 ﾖｼﾀﾞﾔ 八世紀の菩薩僧と化为僧について（下） 続日本紀研究第１７０号 ※※※※ 4 42 28

3 1420 平林　盛得 ﾋﾗﾊﾞﾔｼｾ
花山法皇と性空上人　－平安期における
一持経者の周辺

書陵部紀要第１４号 ※※※※ 4 42 29

3 1421 下野　敏見 ｼﾓﾉﾄ 種子島の聖地信仰ガロー山 单日本文化２号 ※※※※ 4 42 30
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3 1422 笠原　政治 ｶｻﾊﾗﾏ
「台湾山地社会史の風景　－ルカイ族首
長家の系譜伝承をめぐって」

「社会人類学の可能性１－歴史の
なかの社会」

１９８８年 4 42 31

3 1423 森　　毅 ﾓﾘﾀ 修験道史科自光坊文書 アルテス・リベラレス第３４号 1984年6月 4 42 32
3 1424 井阪　康二 ｲｻｶﾔｽｼﾞ 勝尾寺の阿弥陀信仰 綱干善教先生古稀記念考古学論 1998年3月 4 42 33

3 1425 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
山岳信仰の構造　－山宮と里宮の成立を
めぐって

山岳修験学会編「山岳修験」２号 1986年9月 4 42 34

3 1426 有末　賢 ｱﾘｽｴｹ 元代奴隷考
小川博士還暦記念　史学地理学
論叢

※※※※ 4 43 1

3 1427 渡辺　澄夫 ﾜﾀﾅﾍﾞｽ
興福寺六方制度の発生的研究　－特に語
源とその構造を中心として

昭和２４年度大分師範学校研究報
告

※※※※ 4 43 2

3 1428 大島　暁雄 ｵｵｼﾏｱ 上総堀の伝播とその技術 物質文化　第３９号 1982年8月 4 43 3
3 1429 真喜志　興雄 ﾏｷｼｺｳﾕ 古事記の古代歌謡のおもろによる解釈 興单研究紀要第７号 1981年4月 4 43 4
3 1430 山田　永 ﾔﾏﾀﾞｴ 古代日本人の他界観 明治大学大学院紀要第２１集 1984年2月 4 43 5

3 1431 鶴岡　静夫 ﾂﾙｵｶｼ
関東古代寺院における行基草創伝説の
成立

单部仏教第１４号 ※※※※ 4 43 6

3 1432 鶴岡　静夫 ﾂﾙｵｶｼ
関東古代寺院の研究　－日向薬師と坂東
札所

单部仏教第１７号 ※※※※ 4 43 7

3 1433 鳥越　晧之 ﾄﾘｺﾞｴﾋ 環境問題と日常生活
関西学院大学社会学部紀要第　５
１号

1985年12月 4 43 8

3 1434 阿部　猛 ｱﾍﾞﾀ
桓武朝における地方行政の監察　－いえ
あゆる「律令制再建論」にふれて

古代学第２・３・４合併号 ※※※※ 4 43 9

3 1435 松崎　憲三 ﾏﾂｻﾞｷｹ
過疎化と地域生活の再編　－奈良県吉野
郡上北山村西原字天ヶ瀬を事例として

国立歴史民俗博物館研究報告第
１８集

1988年3月 4 43 10

3 1436 荒川　貢次郎 ｱﾗｶﾜｺ
奥武蔵簓獅子舞の一類型とその環境　－
埻玉県入間郡吾野村高山の場合

奥武蔵第５３号 1957年3月 4 43 11

3 1437 荒川　貢次郎 ｱﾗｶﾜｺ 浦山村と民話 奥武蔵第５２号 ※※※※ 4 43 12

3 1438 比嘉　实 ﾋｶﾞﾐ
沖縄における為朝伝説　－独立論挫折の
深層にあるもの

文学　第３巻１号 １９９２年 4 43 13

3 1439 高石　利博 ﾀｶｲｼﾄ 御岳信仰と精神科医療の接点　－その１ 沖縄精紳医療第４ 1978年5月 4 43 14
3 1440 高石　利博 ﾀｶｲｼﾄ 御岳信仰と精神科医療の接点　－その２ 沖縄精紳医療第５ 1978年11月 4 43 15
3 1441 山下　欣一 ﾔﾏｼﾀｷ 沖伊良部島における創世神話と動物供儀 单日本文化第５号 1972年8月 4 43 16

3 1442 外崎　純一 ｿﾄｻﾞｷｼﾞｭ
岩木川の民俗　－トワダ・龍神・スイコさま
と地蔵信仰

季刉　河川レビュー冬季号　通刉
第３８号

1981年10月 4 43 17

3 1443 小谷　正典 ｺﾀﾆﾏ 越前国における地西国 「若越郷土研究」第２５巻５・６号 １９８０年 4 43 18

3 1444 山本　明 ﾔﾏﾓﾄｱ
縁起資材帳成立に関する一考察　－法隆
寺伽藍縁起並流記資材帳を中心として

大学紀要第４輪 ※※※※ 4 43 19

3 1445 外村　久江 ｿﾄﾑﾗﾋ 宴曲の撰者「明空」に関する研究 東京学芸大学研究報告第９集 １９５８年 4 43 20

3 1446 西垣　晴次 ﾆｼｶﾞｷｾ 民俗史
日本における歴史学の発達と現
状　６

1985年8月 4 43 21

3 1447 ※※※※ ※※※※
韓国の地域社会と老人の地位　－伝統と
近代化をめぐって

東洋大学アジア・アフリカ文化研
究所「研究年報」第２４号

1990年3月 4 43 22

3 1448 ※※※※ ※※※※
契約講の伝統と変容　－岩手県和賀町の
調査から

東洋大学アジア・アフリカ文化研
究所「研究年報」第２４号

1990年3月 4 43 23
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3 1449 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ 柳田國男のみた「足利時代」 史境　第３０号 1995年3月 5 45 1

3 1450 田中　久夫 ﾀﾅｶﾋ 死者と着物
「阡陵」関西大学博物館学過程創
設３０周記念特集

1992年3月 5 45 2

3 1451 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ
魚売りの伝承・続報　－隠岐＝島後の事
例

近畿大学文芸部論集「文学・芸
術・文化」第４巻第１号

1992年7月 5 45 3

3 1452 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ
国境いの交流　－土佐＝四万十川中流域
と伊予＝北宇和を結ぶ道

民俗文化　第４号 1992年3月 5 45 4

3 1453 大島　暁雄 ｵｵｼﾏｱ 祭りの構造　－白間津祭りの事例から
成城大学民俗学研究所紀要　第１
６号

1992年3月 5 45 5

3 1454 西海　賢二 ﾆｼｶﾞｲｹ
近世の女人講をめぐって　－常総地方を
中心にして

千葉県社会事業史研究　第２０号 1992年4月 5 45 6

3 1455 原田　憲一 ﾊﾗﾀﾞｹ
地球科学からみた日本文明と朝鮮文明－
建築技術を手掛りとして

「比較文明」　５号 １９８９年 5 45 7

3 1456 渡辺　伸夫 ﾜﾀﾅﾍﾞﾉ 宮崎県諸塚村日が暮神楽資料 「演劇研究」　第１５号 1992年3月 5 45 8
3 1457 天野　武 ｱﾏﾉﾀ 出雲山地における野兎狩り 帝京史学　第１０号 1995年1月 5 45 9

3 1458 天野　武 ｱﾏﾉﾀ
野兎の四肢跡をめぐる民俗　－狩猟技術
と野兎観をさぐる

帝京史学　第１０号 1995年1月 5 45 10

3 1459 菅原　征子 ｽｶﾞﾜﾗｾ 群馬県史　通史編２　原始古代２ ※※※※ 1991年5月 5 45 11
3 1460 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ 常陸大山の親鸞と真宗門徒 「茨城県史研究」 1991年10月 5 45 12
3 1461 胡桃沢　友男 ｸﾙﾐｻﾜﾄ 放光庵の地蔵と閻魔 「信濃」第４４巻第９号通巻第５１３ 1992年9月 5 45 13
3 1462 宮本　袈裟雄 ﾐﾔﾓﾄｹ 民俗のとらえかた　－衣食住を中心にして 「寒川町史研究」第５号 1992年4月 5 45 14
3 1463 窪　徳忠 ｸﾎﾞﾄ 三尸駆除法について　－苻録法を中心に 養　生　第１号 1995年3月 5 45 15

3 1464 菊地　一隆 ｷｸﾁｶ 川康区における中国工業合作運動
大阪教育大学歴史研究审「歴史
研究」第３１号

1994年3月 5 45 16

3 1465 クライナー・ヨーゼ ｸﾗｲﾅｰ･ﾖ 常在神と来訪神 「講座神道」第２巻 1991年4月 5 45 17

3 1466 竹田　康 ﾀｹﾀﾞﾔ
宗教と経済社会（その二）　－稲作文化と
企業行動の倫理

駒沢大学仏教経済研究第２１号 1992年5月 5 45 18

3 1467 高松　敬吉 ﾀｶﾏﾂｹ
宮古島伊良部の民間巫者　－その職能を
中心としての伝承記録

「鹿大史学」第４６号 1999年1月 5 45 19

3 1468 小川　順敬 ｵｶﾞﾜｼﾞｭ 久米島の家譜にみる家の継承と養取
文化１２号　駒沢大学文学部文化
教审編

1989年3月 5 45 20

3 1469 末成　道男 ｽｴﾅﾘﾐ 漢人の祖先祭祀　－中部台湾の事例より 聖心女子大学論叢第５０集 ※※※※ 5 45 21

3 1470 前田　毅 ﾏｴﾀﾞﾀ 聖地を巡る　－「旅するオットー」（二）
鹿児島大学文科報告第３２号第一
分冊

1996年8月 5 45 22

3 1471 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ 城塞都市の形成と挫折 歴史地理学紀要　３２ ※※※※ 5 45 23

3 1472 多仁　照広 ﾀｼﾞﾝﾃ 日本統治下の台湾の青年団
敦賀論叢（敦賀女子短期大学紀
要）第８号

1993年12月 5 45 24

3 1473 竹田　旦 ﾀｹﾀﾞﾊ 韓国の「祖先壺」について 「民俗学の進展と課題 1990年11月 5 45 25

3 1474 小林　達雄 ｺﾊﾞﾔｼﾀ 考古学と民俗学
日本民俗研究大系　第１０巻　国
学と民俗学

※※※※ 5 45 26

3 1475 堀　一郎 ﾎﾘｲ 八幡御前生記 日本常民文化紀要 1989年3月 5 45 27
3 1476 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾜｶ 販女の伝承　－両義的（性）交換の提唱 交通史研究第２７号 1991年11月 5 45 28
3 1477 下出　積與 ｼﾓﾃﾞｾｷﾖ 祖先神の歴史的意義 駿台史学　第２４号 1969年3月 5 45 29
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3 1478 菅原　照英 ｽｶﾞﾜﾗﾃ
古代日本の宗教的情操　－記紀風土記の
夢の説話から

史学雑誌第７８編第２号・３号 ※※※※ 5 45 30

3 1479 菅原　征子 ｽｶﾞﾜﾗｾ 古代東国における観音像の造立 仏教史学第１３号 ※※※※ 5 45 31

3 1480 金井　典美 ｶﾅｲﾉ
旧御尃山祭祀遺跡の発生　－山中聖地の
一形態

雑誌「長野」１１号 1967年1月 5 45 32

3 1481 金井　典美 ｶﾅｲﾉ ５世紀における畿内の祭祀遺跡と古墳分 「古代」第５１号 1968年9月 5 45 33

3 1482 渡辺　茂 ﾜﾀﾅﾍﾞｼ 古代君为の称号に関する二・三の試論
北海道教育大学史学会機関紙
「史流」第８号

※※※※ 5 45 34

3 1483 芳賀　幸四郎 ﾊｶﾞｺ
日本文化　－近世初頭における一町人の
性格

※※※※ ※※※※ 5 45 35

3 1484 山川　振作 ﾔﾏｶﾜｼ
記紀「国生み」神話の考察　－特に古事記
の水蛭子･淡島について

東京大学教養学部　比較文化研
究第５号

※※※※ 5 45 36

3 1485 大濱　徹也 ｵｵﾊﾏﾃ
佐藤清臣小伝　－ある草莾の生涯をめ
ぐって

中京法学第１１巻第１号 １９７６年 5 45 37

3 1486 宮家　準 ﾐﾔｹｼﾞｭ
修験道の衣体におけるシンボリズム　－
不動明王信仰との関連から

仏教研究所紀要第３号 １９７８年 5 45 38

3 1487 宮沢　誠一 ﾐﾔｻﾞﾜｾ 元禄文化の精紳構造ー京･大阪を中心と 講座　日本近世史４ 1980年6月 5 46 1 ○送り状
3 1488 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ 北条時政の信仰（下） 仏教史学研究　第３０巻第１号 1987年6月 5 46 2

3 1489 飯田　剛史 ｲｲﾀﾞﾀ
デュルケームの儀礼論における集合力と
象徴

社会学評論　３５－２ １９８４年 5 46 3 ○送り状

3 1490 中村　哲 ﾅｶﾑﾗﾃ 宇宙神話と君为権力の起源（一） 法学志林第７２巻第３･４合併号 ※※※※ 5 46 4

3 1491 鈴木　満男 ｽｽﾞｷﾐ
「漢」と「蕃」－東アジア比較民俗学の「場」
の構造：研究回顧

山口大学「文学会志」第３８号 １９８７年 5 46 5

3 1492 渋谷　利雄 ｼﾌﾞﾔﾄ シンハラ人の日本観 凱風　ＮＯ・９ 1984年5月 5 46 6 ○
3 1493 高桑　史子 ﾀｶｸﾜﾌ 民族学からみた沖縄研究の概観とその展 单島史学１１号 1978年1月 5 46 7
3 1494 玉野井芳郎 ﾀﾏﾉｲﾖ 沖縄経済の实像を求めて 沖縄振興開発シリーズ第３６号 1978年10月 5 46 8
3 1495 窪　徳忠 ｸﾎﾞﾄ 奄美群島における中国的習俗 单島史学１４号 1979年9月 5 46 9
3 1496 西垣　晴次 ﾆｼｶﾞｷｾ 一瓶塚稲荷縁起その他 伏見稲荷大社「朱」第３１号 1987年6月 5 46 10

3 1497 奈良　康明 ﾅﾗﾔ
古代インド仏教における治療行為の意味
－「世間」「出世間」両レベルの関係を中心
に

※※※※ ※※※※ 5 46 11

3 1498 奈良　康明 ﾅﾗﾔ 「真实話」について　－仏教呪術の一側面 日本仏教学会年報第３８号 １９７３年 5 46 12

3 1499 奈良　康明 ﾅﾗﾔ
古代インド仏教の宗教的表層と基層（一）
アヴァダーナ・シャタカを例として

※※※※ 1971年6月 5 46 13 ○

3 1500 竹田　旦 ﾀｹﾀﾞﾊ 奄美群島における若者をめぐる習俗 人類科学第３０号 1978年3月 5 46 14
3 1501 末成　道男 ｽｴﾅﾘﾐ 対馬西浜の盆踊りと年齢階梯制（２） 聖心女子大学論叢第５８集 1981年12月 5 46 15

3 1502 村井　早苗 ﾑﾗｲｻ
幕藩制成立期における拝耶活動　－禅僧
を中心に

日本史研究１８２ 1977年10月 5 46 16 ○送り状

3 1503 伊藤　幹治 ｲﾄｳｶ 神話、儀礼の諸相からみた世界観 沖縄の民族学的研究 ※※※※ 5 46 17
3 1504 村武　精一 ﾑﾗﾀｹｾ 寒川神社浜降祭の民俗象徴論 茅ヶ崎市史研究第５号 1981年3月 5 46 18

3 1505 栗原　悟 ｸﾘﾊﾗｻ
明代彝族系土司にみられる種族連合の紐
帯　－彝族（ロロ・ノス系）の民族史的研究
の一考察

「東单アジアー歴史と文化」１１ １９８２年 5 46 19
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3 1506 長谷川　清 ﾊｾｶﾞﾜｷ
Ｓｉｐ　Ｓｏｎｇ　Ｐａｎｎａ王国（車里）の政治支
配組織とその統治領域　－雲单俸族研究
の一環として

「東单アジアー歴史と文化」１１ １９８２年 5 46 20

3 1507 天野　武 ｱﾏﾉﾀ 若者組研究と小豆島小江 小豆島小江の若者組 1982年5月 5 46 21
3 1508 熊谷　治 ｸﾏｶﾞｲｵ 朝鮮半島におけるアズキに関する儀礼･ 朝鮮学報第９２号 1979年7月 5 46 22 ○送り状
3 1509 末成　道男 ｽｴﾅﾘﾐ 対馬西浜の盆踊りと年齢階梯制（１） 聖心女子大学論叢第５７集 1981年6月 5 46 23 ○送り状
3 1510 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 民俗宗教における聖と俗（下） ※※※※ ※※※※ 5 46 24
3 1511 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 宗教交渉史研究関係文献目録 ※※※※ ※※※※ 5 46 25

3 1512 森　　毅 ﾓﾘﾀ
修験道における「年行事職」・「霞職」の成
立

岩手県立盛岡短期大学「法経論
叢」第１号

1980年12月 5 46 26 ○送り状

3 1513 金井　典美 ｶﾅｲﾉ 湿原祭祀と古代稲作　－稲に似た草の問 雑誌「長野」１５号 1967年9月 5 46 27

3 1514 下出　積與 ｼﾓﾃﾞｾｷﾖ 奈良時代の方術
金沢大学法文学部論集史学篇第
１４号

※※※※ 5 46 28

3 1515 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ 瀬戸内海地域と初期時宗教団
地方史研究協議会編『瀬戸内社
会の形成ー海と生活

1983年10月 5 46 29 ○送り状

3 1516 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ 江戸時代の当麻派遊行の史料 時衆研究第９８号 ※※※※ 5 46 30

3 1517 奈良　康明 ﾅﾗﾔ
死後の世界　－アヴァダーナ文学を中心
として

講座　仏教思想　第７巻 １９７５年 5 46 31

3 1518 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 日本民族文化とその周辺（歴史･民族篇） 国分直一博士古希記念論集 ※※※※ 5 46 32

3 1519 坪井　洋文 ﾂﾎﾞｲﾋ
神道的神と民俗的神　－定住民と漂白民
の神空間

神道思想史研究 1983年1月 5 46 33

3 1520 大和久　震平 ｵｵﾜｸｼ 玉纏大刀について 日本史の黎明 1985年3月 5 46 34

3 1521 井阪　康二 ｲｻｶﾔｽｼﾞ 産神が産の穢を忌まない理由
横田健一先生古希記念「文化史
論叢』下

※※※※ 5 46 35

3 1522 川上　順子 ｶﾜｶﾐｼﾞｭ 本牟智和気王物語と出雲 神道宗教　第１２３号 ※※※※ 5 46 36
3 1523 西垣　晴次 ﾆｼｶﾞｷｾ 橋・境界・橋占 日本学　９号 1987年6月 5 46 37

3 1524 吉川　周平 ﾖｼｶﾜｼｭ
单九州の神楽にみられる外国の影響　－
外来と在来の二種の動きの様式

演劇学第２５号 1984年3月 5 46 38

3 1525 井之口　章次 ｲﾉｸﾁｼｮｳ 魂まつり 「日本民俗研究大系」第３巻 ※※※※ 5 46 39
3 1526 小野寺　節子 ｵﾉﾃﾞﾗｾ 街道と歌ー中仙道と埻玉県の民俗芸能 交通史研究第３０号 1993年6月 5 47 1
3 1527 小野寺　節子 ｵﾉﾃﾞﾗｾ 民謡の系譜 伊豆諸島･小笠原諸島民俗誌 1993年3月 5 47 2
3 1528 野本　寛一 ﾉﾓﾄｶ 雪のまれびと 古典と民俗学論集 1997年2月 5 47 3

3 1529 西垣　晴次 ﾆｼｶﾞｷｾ
武家の台頭と北伊勢　－藤原实重の信仰
と生活

「四日市市史」第１６巻通史編古
代・中世

1995年3月 5 47 4

3 1530 松本　皓一 ﾏﾂﾓﾄｺ 人間の山河　－宗教的人格事例研究の旅 駒沢大学仏教学部論集第２６号 1995年10月 5 47 5

3 1531 小野寺　節子 ｵﾉﾃﾞﾗｾ
秩父ばやしの多面性　－その突出性と潜
在性及び音楽的構造から

日本民俗学　第１９６号 1993年11月 5 47 6

3 1532 牧野　真一 ﾏｷﾉｼ ミカリ伝承について 日本民俗学　第１９６号 1993年11月 5 47 7

3 1533 下出　積與 ｼﾓﾃﾞｾｷﾖ
大化前代の外来文化　－外来神と私伝仏
教について

日本古代の人と文化 1993年8月 5 47 8

3 1534 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ 柳田國男のみた「足利時代」 史境　第３０号 1995年3月 5 47 9
3 1535 栗原　圭介 ｸﾘﾊﾗｹ 周禮夏官の設立と理念形態 「東洋研究」第１２０号 1996年7月 5 47 10
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3 1536 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ
前代内陸交通の凝集　－周防山代地方を
事例として

近畿大学文芸部論集「文学・芸
術・文化」第１０巻第１号

1998年10月 5 47 11

3 1537 松崎　憲三 ﾏﾂｻﾞｷｹ
過疎地域の活性化ー岡山県下の「ふるさ
と村」創設を中心に

成城大学民俗学研究所編「昭和
期山村の民俗変化」

１９９０年 5 47 12

3 1538 池上　良正 ｲｹｶﾞﾐﾖ 地方紙に見る青森県の民間巫者
弘前大学人文学部「文経論叢」第
２５巻第３号

1990年3月 5 47 13

3 1539 高牧　實 ﾀｶﾏｷﾐ 中世末大山崎の祭祀と頭 聖心女子大学論叢第７５号 1990年7月 5 47 14

3 1540 前田　毅 ﾏｴﾀﾞﾀ
オットーにおける宗教の理論と現实ー
「マールブルク宗教学資料館」博物誌（１）

鹿児島大学文化報告第２６号
第１分冊

1990年9月 5 47 15

3 1541 小澤　弘 ｵｻﾞﾜﾋ 津山藩抱え絵師鍬形蕙斎紹真の研究 調布日本文化　創刉号 1991年3月 5 47 16
3 1542 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ 平頼綱とその周辺の信仰 仏教史学研究　第３４巻第２号 1991年10月 5 47 17

3 1543 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ
中世流通民俗試考　－若狭湾岸のサトウ
リをめぐって

※※※※ ※※※※ 5 47 18

3 1544 原田　憲一 ﾊﾗﾀﾞｹ
地球科学からみた日本文明と朝鮮文明－
建築技術を手掛りとして

地番を観る・診る・視る（中世古幸
次郎教授退官記念論文集）

1989年7月 5 47 19

3 1545 渡辺　欣雄
ﾜﾀﾅﾍﾞﾖｼ
ｵ

沖縄の墓地風水　－とくに与那国島の風
水測定法をめぐって

住宅建築　別冊４０号 1991年4月 5 47 20

3 1546 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ
交通史上における東日本と西日本　－蓄
力運送機関を例として

研究手帳　５ ※※※※ 5 47 21

3 1547 遠藤　巖 ｴﾝﾄﾞｳｲ 出羽国小鹿島赤神権現縁起の世界
新野直吉･諸戸立雄両教授退官記
念歴史論集：中国史と西洋世界の
展開

1991年2月 5 47 22

3 1548 渡辺　欣雄
ﾜﾀﾅﾍﾞﾖｼ
ｵ

沖縄の住まいと暮らし 月刉「しにか」第２巻６号 1991年6月 5 47 23

3 1549 小川　恭一 ｵｶﾞﾜｷｮｳ 旗本に残る大名家 日本家系図学会 1993年11月 5 47 24

3 1550 大江　篤 ｵｵｴｱ 「祟」現象と神祇官の亀卜
「続日本紀の時代ー創立４０周年
記念

1994年2月 5 47 25

3 1551 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ 堂上格富小路家成立の顛末 日本常民文化紀要第８号 1982年3月 5 47 26

3 1552 井上　慶隆 ｲﾉｳｴﾖ 近世越後における伊勢御師の活動
新潟県立西川竹園高等学校「研
究紀要」創刉号

※※※※ 5 47 27

3 1553 奈良　康明 ﾅﾗﾔ パリッタ（Ｐａｒｉｔｔａ）呪の構造と機能 「宗教研究」　２１３号 1973年2月 5 47 28

3 1554 松崎　かおり ﾏﾂｻﾞｷｶ
連中組織における頼母子講の展開　－石
川県輪島市輪島崎町を事例として

雑誌「信濃」第４５巻第９号
通巻第５２５号

1993年9月 5 47 29

3 1555 小川　徹 ｵｶﾞﾜﾄ 戸座の貢進について 「古代・中世の社会と民俗文化」 1976年1月 5 47 30 ○送り状
3 1556 倉田　勇 ｸﾗﾀｲ 民俗方位観を探る若干の考察 無憂樹第９号 1968年12月 5 47 31

3 1557 坪井　洋文 ﾂﾎﾞｲﾋ
口承文芸の伝承性　－習俗との関係にお
いて

文学・語学　第２６号 1962年12月 5 47 32

3 1558 井上　正一 ｲﾉｳｴｼｮ
レワァレンス日本霊異記　－日本霊異記
研究文献目録

千里山論集第５号 1967年1月 5 47 33

3 1559 今野　圓輔 ｺﾝﾉｴ 桧枝岐民俗誌 日本民俗誌大系第９巻 1974年7月 5 47 34
3 1560 竹田　旦 ﾀｹﾀﾞﾊ 韓国の死霊結婚をめぐって まつり　５６号 1994年4月 5 47 35
3 1561 佐久間　惇一 ｻｸﾏｼﾞｭ 阿賀北の瞽女聞書Ⅱ　－家業と信仰 「蒲原」３３号 1973年5月 5 47 36
3 1562 前田　潮 ﾏｴﾀﾞｼ フィンランドの岸壁画遺跡 古代文化第２５巻第６号 1973年6月 5 47 37
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3 1563 野口　武徳 ｵｸﾞﾁﾀ 宮古群島　－池間島の事例を中心に 沖縄の民族学的研究 ※※※※ 5 47 38

3 1564 小澤　弘 ｵｻﾞﾜﾋ
越佐二つの京名所風俗図屏風　（其の１）
薄田家本京名所図屏風

「越佐研究」　第３２集 ※※※※ 5 47 39

3 1565 山下　直登 ﾔﾏｼﾀﾅ
形成期日本資本为義における燐寸工業と
三井物産

三井文庫論叢第６号 1972年11月 5 47 40

3 1566 中村　康隆 ﾅｶﾑﾗﾔ
盆の夜の墓参りと寺詣り　－儀礼構造の
複合性と習俗変容に関する一試論

仏教と民俗 1972年12月 5 47 41

3 1567 弓削　達 ﾕｹﾞﾀ
歴史学とはどういう学問か－　歴史学にお
ける理論と实証

歴史論評２７６号 1973年5月 5 47 42

3 1568 西垣　晴次 ﾆｼｶﾞｷｾ ムラの宗教史
地方史研究協議会編『地方史の
新視点』

1988年10月 5 47 43

3 1569 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ 松岡家と柳田國男をめぐって 福崎町史　第２巻 1995年3月 5 48 1
3 1570 芳賀　幸四郎 ﾊｶﾞｺ 宗湛日記　本文解題 茶道古典全集第６巻 1958年12月 5 48 2

3 1571 林　英夫 ﾊﾔｼﾋ
A家における誕生と葬礼にみる消費生活
－近世尾張農民生活史試論

徳川林政史研究所「研究紀要」 １９７２年 5 48 3

3 1572 天野　俊也 ｱﾏﾉｼｭ
大野市上若生子．下若生子両区の年中行
事/人の一生/その他

奥越文化第８号「若生子村の生活
圏と民俗

1970年1月 5 48 4 ○送り状

3 1573 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ 辟武伽の「中馬」　－椎葉の馬背輸送伝承 民俗文化　第９号 1997年3月 5 48 5 ○送り状
3 1574 林　英夫 ﾊﾔｼﾋ 泥紅邑隠士（手きね） 史苑第３７巻第１号 1976年12月 5 48 6

3 1575 仲　　彰一 ﾅｶｱ
管江真澄は岡崎に居た　－真澄の真蹟発
見の経緯

※※※※ ※※※※ 5 48 7

3 1576
平山　敏治郎/竹
田聴洲

ﾋﾗﾔﾏﾄ･ﾀ
ｹﾀﾞﾄ

年中行事 郷土研究第５巻「社会生活」編 ※※※※ 5 48 8

3 1577 藤井　昭 ﾌｼﾞｲｱ 厳島の民俗 ２０周年記念大会特集号 1974年5月 5 48 9
3 1578 大林　太良 ｵｵﾊﾞﾔｼﾀ 沖縄の社会と宗教 ※※※※ ※※※※ 5 48 10
3 1579 仲松　彌秀 ﾅｶﾏﾂ 「琉球宗教の研究」読んで 沖縄文化　１８号 ※※※※ 5 48 11
3 1580 末成　道男 ｽｴﾅﾘﾐ 漢人の祖先祭祀　－中部台湾の事例より 聖心女子大学論叢第５０集 1977年12月 5 48 12

3 1581 月光　善弘
ｶﾞｯｺｳﾖｼ
ﾋﾛ

密教と民間信仰との関係　－東北地方の
一山寺院を中心として

智山学報第２５号 1976年7月 5 48 13

3 1582 大島　建彦 ｵｵｼﾏﾀ 神奈川県の民俗 神奈川県史研究第３３号 1977年3月 5 48 14
3 1583 阿部　和雄 ｱﾍﾞｶ 四恩説の成立 仏教思想４「恩」 1979年1月 5 48 15

3 1584 田村　貞雄 ﾀﾑﾗｻ
「ええじゃないか」研究の現状と問題点
付、「ええじゃないか」関係研究文献仮目

日本史研究　３０６号 1988年2月 5 48 16

3 1585 二宮　哲雄 ﾆﾉﾐﾔﾃ アジアにおける家族・親族の構造と原理
日本社会学会編「社会学評論」第
２４巻第２号

1973年9月 5 48 17

3 1586 乾　　宏巳 ｲﾇｲﾋﾛﾐ 水戸藩の天保改革 「茨城県史研究」第２３号 1972年6月 5 48 18
3 1587 小川　博 ｵｶﾞﾜﾋ 日本における漁労民俗研究の動向 海事史研究　第１５号 1970年10月 5 48 19

3 1588 赤木　志津子 ｱｶｷﾞｼ 栄花物語人名索引
お茶の水女子大学　人文学科紀
要　第１６巻

1963年6月 5 48 20

3 1589 井ノ口　章次 ｲﾉｸﾁｼｮｳ 厄年および年祝い 金田一博士米寿記念論集 ※※※※ 5 48 21

3 1590 小川　博 ｵｶﾞﾜﾋ
海事民俗雑考（その三）　－桜田勝徳氏の
講義メモから

海事史研究　第３４号 ※※※※ 5 48 22
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3 1591 鈴木　正崇 ｽｽﾞｷﾏ
人間諸科学と無文字社会　－川田順造
「無文字社会の歴史」

史学第４８巻第４号 1978年3月 5 48 23

3 1592 時枝　務 ﾄｷｴﾀﾞﾂ
幕末・維新期における小祠と民衆　－上野
国群馬郡植野村羽階大権現をめぐって

ぐんま史料研究　第４号 1995年2月 5 48 24

3 1593 小栗　純子 ｵｸﾞﾘｼﾞｭ 近世における政治と民衆と宗教 中央学術研究所紀要第１７号 1988年7月 5 48 25

3 1594
沼津西高郷土研
究部

ﾇﾏｽﾞﾆ 多比の民俗 沼津西高等学校郷土研究部 1970年9月 5 49 1

3 1595 永井　　博 ﾅｶﾞｲﾋ 務台哲学の軌跡 信濃教育第１１４１号 1981年12月 5 49 2

3 1596 我部　政男 ｶﾞﾍﾞﾏ
「琉球処分」（１８７２年から８７９年）の一考
察　－支配階級の反応の分析を中心に

「人文社会科学研究」第３号 1964年12月 5 49 3

3 1597 北見　俊夫 ｷﾀﾐﾄ 海上交通と文化伝播
和歌森太郎先生還暦記念「近世
封建支配と民衆社会」

1975年11月 5 49 4

3 1598 松岡　实 ﾏﾂｵｶﾐ
豊後大神氏の出自について　－中野幡能
氏「宇佐大神氏進出説」批判

大分県地方史第７９号 ※※※※ 5 49 5

3 1599 松岡　实 ﾏﾂｵｶﾐ 豊後の盲僧 まつり　２６号 1975年7月 5 49 6

3 1600 下野　敏見 ｼﾓﾉﾄ トカラ列島のクリ舟
鹿児島民俗学会「民俗研究　　　」
第５号

1970年10月 5 49 7

3 1601 中村　生雄 ﾅｶﾑﾗｲ たましい 東洋思想１６「日本思想２」 1989年3月 5 49 8
3 1602 田中　久夫 ﾀﾅｶﾋ 端午の節供考　－「急々如律令」と朱鐘馗 藤井寺市史紀要　第４集 1983年3月 5 49 9

3 1603 秋重　国代 ｱｷｼｹﾞｸ 思い出のままに
旧制佐賀高等学校６０周年記念
菊葉第１９号

1980年8月 5 49 10

3 1604 藤崎　康彦 ﾌｼﾞｻﾞｷﾔ 身体と社会　－トランスを通してみた
跡見学園女子大学文化学会
フォーラム　１０号

1992年3月 5 49 11

3 1605 内山　明子 ｳﾁﾔﾏｱ
郷土愛がもたらす「村人」の連帯と対立ー
ギリシャの山村におけるシロゴス活動の展

国際基督教大学「社会科学ジャー
ナル」第３０号（１）

1991年6月 5 49 12

3 1606 白井　優子 ｼﾗｲﾕ 高野山覚鑁と大伝法院領形成 史潮新３９号 1996年8月 5 49 13

3 1607 棚町　知弥 ﾀﾅﾏﾁﾄ
松梅院禅興日記（弘治二年･三年）　－い
わゆる「北野の連歌師」について・資料編

近世文芸　資料と考証Ⅶ 1972年2月 5 49 14

3 1608 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ
アメリカに渡った常北町・清音寺の仏像と
山門（下）

茨城県史研究　第６４号 1990年3月 5 49 15

3 1609 鈴木　正崇 ｽｽﾞｷﾏ 雲单省民俗ノート 季刉　人類学　１４－３ 1983年9月 5 49 16
3 1610 小島　美子 ｺｼﾞﾏﾖ 新しい日本の音楽を求めて 「日本の音の文化」 1994年6月 5 49 17

3 1611 松崎　憲三 ﾏﾂｻﾞｷｹ
東北地方の冥婚についての一考察　－山
形県村山地方を中心として

成城大学民俗研究所紀要 1992年3月 5 49 18

3 1612 竹田　旦 ﾀｹﾀﾞﾊ
志摩のキョウガイ（公会）とその変遷につ
いて

日本語日本文学（創価大学）
第２号

1992年3月 5 49 19

3 1613 下野　敏見 ｼﾓﾉﾄ 物質文化（民具）の比較研究（１）
鹿児島大学法文学部紀要「人文
学科論集第３５号

1992年2月 5 49 20

3 1614 天野　武 ｱﾏﾉﾀ 下田における野兎狩り 帝京史学　第８号 1993年1月 5 49 21

3 1615 松崎　かおり ﾏﾂｻﾞｷｶ
経済的講の再検討　－「輪島塗り」漆器業
者の頼母子講分析を通して

日本民俗学第１９３号 1993年2月 5 49 22

3 1616 天野　武 ｱﾏﾉﾀ 西木村小淵野の綱引き 「秋田民俗」第１５号 1989年6月 5 49 23
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3 1617 岸本　昌良 ｷｼﾓﾄﾏ 新しい祭り　－神奈川県の事例をもとに
雑誌「信濃」第４３巻第１号
通巻４９３号

1991年1月 5 49 24

3 1618 和田　正洲 ﾜﾀﾞｾ 民俗調査法 日本民俗研究大系第１巻「方法 ※※※※ 5 49 25

3 1619 天野　武 ｱﾏﾉﾀ
ウサギ（野兎）に関わる地名考ー野兎観
の一考察

帝京史学　第１２号 1997年1月 5 49 26

3 1620 時枝　務 ﾄｷｴﾀﾞﾂ 村人の民俗学　－今井善一郎の視座
雑誌「信濃」第４５巻９号
通巻第５２５号

1993年9月 5 49 27

3 1621 時枝　務 ﾄｷｴﾀﾞﾂ 相馬山の神話的世界 群馬文化　第２４２号 1995年4月 5 49 28

3 1622
阿单　透・川崎　史
人・高田　峰夫」

ｱﾅﾝﾄ･ｶﾜ
ｻｷﾌ･ﾀｶ
ﾀﾞﾐ

神々の残照　－奄美大島・宇検における
信仰と祭祀の変化

「コスモスと社会」　慶応通信 １９８８年 5 49 29

3 1623 赤嶺　政信 ｱｶﾐﾈﾏ 沖縄の祖霊信仰　－その若干の問題点
法制大学沖縄文化研究所紀要
「沖縄文化研究」１７号

※※※※ 5 49 30

3 1624 高田　峰夫 ﾀｶﾀﾞﾐ 姓の変化　－沖縄との対比から
高橋統一編「総合研究・奄美伝統
文化の変容過程」

1989年3月 5 49 31

3 1625 高田　峰夫 ﾀｶﾀﾞﾐ 祖名継承法とその変化
高橋統一編「総合研究・奄美伝統
文化の変容過程」

1989年3月 5 49 32

3 1626 高田　峰夫 ﾀｶﾀﾞﾐ
琉球列島における命名法の一考察　－童
名の命名法を中心として

日本民俗学　１７４号 1988年5月 5 49 33

3 1627 仲松　彌秀 ﾅｶﾏﾂ 沖縄の集落　－平民百姓村の景観的研究 琉球大文理学部紀要第７号 1963年5月 5 49 34
3 1628 高牧　實 ﾀｶﾏｷﾐ 宇都宮と今宮明神の頭役 聖心女子大学論叢　第６２集 1983年12月 5 49 35

3 1629 孝本　貢
ｺｳﾓﾄﾐﾂ
ｷﾞ

神社整理と地域社会　－神奈川県相模原
市の事例

日本における政治と宗教 1974年11月 5 49 36

3 1630 鈴木　満男 ｽｽﾞｷﾐ
台湾の祭礼における男性巫者の登場　－
民間道教に対する巫術の位相

※※※※ ※※※※ 5 49 37

3 1631 窪　徳忠 ｸﾎﾞﾄ 台湾仏教とその性格
鶴見大学紀要第２０号第３部　保
育・保健歯科編

1983年3月 5 49 38

3 1632 池上　良正 ｲｹｶﾞﾐﾖ
キリスト教聖霊運動における理論化の一
事例　－モートン・ケルシーの所論をめ

哲学・思想論集第１８号　筑波大
学　哲・学思想学系

1993年3月 5 49 39

3 1633 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ 奄美大島笠利町巡見記 单日本文化　２２号 1990年3月 5 49 40

3 1634 渡辺　欣雄
ﾜﾀﾅﾍﾞﾖｼ
ｵ

漢族の風水知識と居住空間　－とくに住
宅風水と風水理解に関する知識人類学的
諸問題について

国立民俗学博物館研究報告 １９９１年 5 49 41

3 1635 藤木　篤典 ﾌｼﾞｷｱ
佐渡国曹洞宗松樹山剛安寺　元住職正宗
祖道一件について　－寺統･法系・副録を
通しての一考察

新潟江单高等学校「研究収録」第
１７号

1989年3月 5 49 42

3 1636 福田　アジオ ﾌｸﾀﾞｱ 日本社会の東西と日本海地方 富山民俗４７号 1995年8月 5 50 1

3 1637 窪　徳忠 ｸﾎﾞﾄ 東单アジア在住華人の竈神信仰
歴史における民衆と文化ー酒井忠
夫先生古希祝賀記念論集

1982年9月 5 50 2

3 1638 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ 前橋妙安寺所蔵の坂東報恩寺関係文書 「古文書研究」第２７号 1987年7月 5 50 3
3 1639 長野　覺 ﾅｶﾞﾉｶﾞ 英彦山回峯行（大廻行）の示唆するもの ※※※※ ※※※※ 5 50 4 ○

3 1640 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ 氷雪の峠道　－北陸から飛騨・信濃へ
五箇山山村センター「山村研究年
報」第８巻

1987年3月 5 50 5
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3 1641 滝口　直子 ﾀｷｸﾞﾁﾅ
儀式のパーフォーマンスにみられる独創
性と柔軟性ー宮古シャーマンの事例

西日本宗教学雑誌第９号 1987年3月 5 50 6

3 1642 斉藤　昭俊 ｻｲﾄｳｱ
インド部族の世界観　－マイソールの部族
を中心として

牧尾良海博士喜寿記念儒佛道三
教思想論攷

※※※※ 5 50 7

3 1643 斉藤　昭俊 ｻｲﾄｳｱ インド部族のまつり（１）　－序説 大正大学研究紀要第７４号 1989年2月 5 50 8
3 1644 斉藤　昭俊 ｻｲﾄｳｱ インド部族のまつり（２）　－祭儀の構造 大正大学研究紀要第７６号 1991年3月 5 50 9

3 1645 藤木　篤典 ﾌｼﾞｷｱ
後継住職決定の考察　－佐渡曹洞宗寺院
の事例をもとに

新潟江单高校　「研究集録」第１８
号

1990年2月 5 50 10

3 1646 榎　　陽介 ｴﾉｷﾖ 墓に立つ石像物　－土浦周辺の双体石像 土浦市立博物館紀要　第３号 1991年3月 5 50 11

3 1647 渡辺　仁 ﾜﾀﾅﾍﾞﾋ
土俗考古学の勧め　－考古学者の戦略的
手段として

古代文化第４５巻第１１号 1993年11月 5 50 12

3 1648 佐々木　伸一 ｻｻｷｼ
牽亡を行う女性達　－台湾单部のシャー
マン的職能者に関する事例報告

大阪明浄女子短期大学紀要　　第
５号

１９９０年 5 50 13

3 1649 森　幹男 ﾓﾘﾐ
タイ系諸族の「クニの柱」祭祀をめぐって
（３）　－タイ系文化理解の一視角

東京外国語大学　アジア・アフリカ
言語文化研究所　アジア・アフリカ
言語文化研究４３

１９９２年 5 50 14

3 1650 藤木　篤典 ﾌｼﾞｷｱ
本寺末寺形成の一考察　－大蓮寺と太運
寺の場合

新潟江单高校「研究集録」
第１６号

1988年3月 5 50 15

3 1651 藤木　篤典 ﾌｼﾞｷｱ
龍寿山晃照寺小史ならびに寺格直しの一
件について

新潟江单高校「研究集録」
第１６号

1987年3月 5 50 16

3 1652 藤木　篤典 ﾌｼﾞｷｱ
明治初期の廃仏稀釈時に置ける本末離
脱の一件について　－剛安寺と利済庵の

新潟江单高校「研究集録」
第１４号

1986年3月 5 50 17

3 1653 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ 善光寺草創事情２　－研究史概観 大東文化大学紀要　３６号 1998年3月 5 50 18

3 1654 大越　公平 ｵｵｺｼｺ 祭司と抽籤制
東洋大学アジア・アフリカ文化研
究所「研究年報」第２３号

1989年3月 5 50 19

3 1655 田中　久夫 ﾀﾅｶﾋ
収穫儀礼から刈上祭へ　－亥の子行事の
位置づけ

单島研究１６号　单島研究会編 1975年10月 5 50 20

3 1656 小島　美子 ｺｼﾞﾏﾖ
山村民俗音楽誌作成のための試論　－宮
崎県椎葉村を例として

「国立民俗学博物館研究報告」第
１８集

1988年3月 5 50 21

3 1657 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ 鎌倉の佐竹氏 三浦古文化　第４８号 1990年11月 5 50 22

3 1658
真野　純子・真野
俊和

ﾏﾉｼﾞｭ･ﾏﾉ
ﾄ

寺院資料の特性と資料誌の提唱
西垣晴次先生退官記念　宗教史・
地方史論纂

1994年3月 5 50 23

3 1659 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ 霧ケ峰の植物 諏訪市教育委員会 １９８１年 5 50 24

3 1660 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ 丹沢･大洞地域の植物目録
神奈川県林業試験場研究報告第
８号

1982年3月 5 50 25

3 1661 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ 神奈川県中津川のサツキについて
神奈川県林業試験場研究報告第
８号

5 50 26

3 1662 米倉　二郎 ﾖﾈｸﾗｼﾞ 福州の琉球館 ※※※※ ※※※※ 5 50 27
3 1663 内藤　正敏 ﾅｲﾄｳﾏ 聖地としての日光　－風水と鬼門 「大日光」６６号 1995年5月 5 50 28
3 1664 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ マレイシア東海岸におけるコマ作りの一例 森林文化研究２－１ １９８１年 5 50 29

3 1665
中川　重年・鈴木
清

ﾅｶｶﾞﾜｼ･
ｽｽﾞｷｾ

丹沢堂平にみられる関東大震災の影響を
うけた２、３の樹木について（予報）

神奈川県温泉地学研究所報告第
１３巻、第５号

１９８２年 5 50 30
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3 1666 関　一敏 ｾｷｶ
しあわせの民俗誌･序説　－地方学から内
郷村調査まで

国立歴史民俗博物館研究報告
第５１集

1993年11月 5 50 31

3 1667 神田　より子 ｶﾝﾀﾞﾖ 修験「威徳院家過去帳」に見る神子の動 「山岳修験」第１２号 1993年11月 5 50 32
3 1668 米倉　二郎 ﾖﾈｸﾗｼﾞ 福州の発達 地球第２６巻６号 1936年12月 5 50 33

3 1669 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ
神奈川県の野生樹木に関する研究（Ⅳ
報）－樹木方言について（４）

神奈川県林業試験場研究報告第
８号

1982年3月 5 50 34

3 1670 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ 群倉考 「物質文化」第４８号 1987年3月 5 50 35

3 1671 木下　浩 ｷﾉｼﾀﾋ 頸单の馬頭観世音（下の二）
新潟県立新井高等学校研究集録
第１２号

※※※※ 5 50 36

3 1672 高岡　功 ﾀｶｵｶｲ 越佐修験道研究の回顧と問題点 かみくひむし第８号 1972年12月 5 50 37

3 1673 福田　アジオ ﾌｸﾀﾞｱ 日本民俗学研究史年表
国立歴史民俗博物館研究報告
第２集

1983年3月 5 50 38

3 1674 鈴木　昭英 ｽｽﾞｷｼｮｳ
マンチの巫俗と伝承　－中越地方におけ
る口寄せ巫女の生態

長岡市立科学博物館研究報告第
１２号

1977年3月 5 50 39

3 1675 長野　覺 ﾅｶﾞﾉｶ
日本の山岳交通路としての修験道の峰入
り道に関する研究

駒沢地理　第２２号 １９８６年 5 50 40

3 1676 駒形　覐 ｺﾏｶﾞﾀｶ かみたに　－民俗
新潟県上川村神谷地域学術総合
調査報告書（人文編）

1996年8月 5 50 41

3 1677
駒形　覐･斉藤　義
信

ｺﾏｶﾞﾀｶ･
ｻｲﾄｳﾖ

かみたに　－民俗
新潟県上川村神谷地域学術総合
調査報告書（人文編）

1996年8月 5 50 42

3 1678 高橋　道泰 ﾀｶﾊｼﾐ 選択日本史の一つの試み
お茶の水女子大学附属高等学校
研究会紀要２８号

1983年4月 5 50 43

3 1679 西垣　晴次 ﾆｼｶﾞｷｾ 皇太神宮建久已下古文書（三）
東京学芸大学附属高等学校研究
紀要

1971年11月 5 50 44

3 1680 神野　善治 ｼﾞﾝﾉｾﾞ
駿河湾北部の漁撈用和船　－舟匠、増山
大次郎翁の伝承を中心に

沼津市歴史民俗資料館紀要　５ 1981年3月 5 50 45

3 1681 鈴木　昭英 ｽｽﾞｷｼｮｳ 刈羽瞽女
長岡市立科学博物館研究報告第
８号

1973年3月 5 50 46

3 1682
外崎　純一・昆　政
明

ﾄｻﾞｷｼﾞｭ･
ｺﾝﾏ

青森県における木炭生産（１）
青森県立郷土館調査研究年報
NO　２

１９７６年 5 51 1

3 1683 鈴木　克彦 ｽｽﾞｷｶ 地方歴史民俗資料館の役割と現状
青森県立郷土館調査研究年報
NO　６

１９８０年 5 51 2

3 1684
成田　敏・大湯　卓
二

ﾅﾘﾀﾄ･ｵｵ
ﾕﾀ

桶の製作工程
青森県立郷土館調査研究年報
NO　６

１９８０年 5 51 3

3 1685 外崎　純一 ﾄｻﾞｷｼﾞｭ 青森県のタケカゴ
青森県立郷土館調査研究年報
NO　３

１９７７年 5 51 4

3 1686 青森県立郷土館
ｱｵﾓﾘｹﾝ
ﾘﾂｷｮｳﾄﾞ

東津軽郡蟹田町における横穴式炭窯につ
いて

青森県立郷土館調査研究年報
NO　３

１９７７年 5 51 5

3 1687 青森県立郷土館
ｱｵﾓﾘｹﾝ
ﾘﾂｷｮｳﾄﾞ

「雪国の民俗」　－第２次調査概要
青森県立郷土館調査研究年報
NO　１

１９７５年 5 51 6

3 1688 佐々木　長生 ｻｻｷﾁｮ
第４章　会津地方における近世農具　－
絵画・文献資料を中心に

日本常民文化研究所調査報告第
８号「紀年銘民具・農具調査等ー
西日本」

1981年3月 5 51 7
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3 1689 高松　敬吉 ﾀｶﾏﾂｹ 青森県の冥婚 豊田短期大学研究紀要　第１号 1991年3月 5 51 8

3 1690 島村　恭則 ｼﾏﾑﾗ
「琉球神話」の再生　－新宗教「竜泉」の
神話をめぐって

『奄美沖縄民間文芸研究」１５号 1992年7月 5 51 9

3 1691 古賀　和則 ｺｶﾞｶ
村落社会における宗教講の機能　－つな
がりの創造と強化

地域総合研究　第３号 1993年3月 5 51 10

3 1692 林　淳 ﾊﾔｼｼﾞｭ 土御門家の漫才師支配をめぐる一考察
愛知学院大学人間文化研究所紀
要　人間文化第７号

1992年9月 5 51 11

3 1693 長谷部　八郎 ﾊｾﾍﾞﾊ 伯耆大山と民間信仰 坂田友宏編　「日野川流域の民 1990年3月 5 51 12

3 1694 林　淳 ﾊﾔｼｼﾞｭ 幕末の土御門家の陰陽師支配
愛知学院大学人間文化研究所紀
要　人間文化第９号

1994年9月 5 51 13

3 1695 川上　新二 ｶﾜｶﾐｼ
韓国の降神巫ポサルと祖先の関係　－ソ
ウルと全羅单道珍島との比較

国学院大学紀要第３５巻 1997年3月 5 51 14

3 1696 中島　義一 ﾅｶｼﾞﾏｷﾞ 第１次　「新地理」 駒澤地理　第３３号 １９９７年 5 51 15

3 1697 江守　五夫 ｴﾓﾘｲﾂｵ
「義兄弟の契り」と角杯　－北方ユーラシ
アと日本

東京家政大学生活資料館紀要
第２集

1997年3月 5 51 16

3 1698 櫻井　弘人 ｻｸﾗｲﾋ
舞からみた遠山霜月祭りについて　－和
田タイプの祭りを中心として

飯田市美術博物館研究紀要第６
号

１９９６年 5 51 17

3 1699 松本　誠一 ﾏﾂﾓﾄｾ
湖单堂山祭の祭祀組織と変化　－全羅单
道長城郡長城邑Y里の事例、ファジュ（化
为）と当家を中心に

東洋大学アジア・アフリカ文化研
究所「研究年報」第１５号

1981年3月 5 51 18

3 1700 林　淳 ﾊﾔｼｼﾞｭ
幕末の土御門家の陰陽師支配（二）　－
「諸国御支配方御日記　慶応三年」の紹介

愛知学院大学人間文化研究所紀
要　人間文化　第１２号

1997年9月 5 51 19

3 1701 飯塚　恵理人 ｲｲｽﾞｶｴ
「藩士名寄」に見る尾張藩御役者の代々
（一）－金春八左衛門家・林家（金春喜左
衛門家）の役者をめぐって

椙山女子学園大学生活科学部生
活社会学科　生活社会学科紀要
「社会と情報」第２巻

１９９７年 5 51 20

3 1702 土居　佳代 ﾄﾞｲｶ
調査報告　滋賀県蒲生郡蒲生町石塔の一
年神为について

御影史学論集２１ 1996年9月 5 51 21

3 1703 京田　直美 ｷｮｳﾀﾞﾅ お産における山の神の役割 御影史学論集２１ 1996年9月 5 51 22

3 1704 高橋　道泰 ﾀｶﾊｼﾐ
７３１部隊・平頂山事件・遺棄毒ガス弾問
題について　－中国側証言の紹介を中心
にして

お茶の水女子大学附属高等学校
研究会紀要４２号

１９９６年 5 51 23

3 1705 酒井　利信 ｻｶｲﾄ
中世における刀剣観に関する一考察　－
軍記物語を中心に

日本武道学会　武道学研究第
２３巻第１号

1990年7月 5 51 24

3 1706 伊藤　邦彦 ｲﾄｳｸ 勝道と日光山 古代文化　第４１巻１１号 1989年11月 5 51 25

3 1707 山﨑　久雄 ﾔﾏｻﾞｷﾋ
二十村郷の山村発生　－新潟県古志郡山
古志村

新潟大学教育学部長岡分校「研
究紀要」第７集

※※※※ 5 51 26

3 1708 山﨑　久雄 ﾔﾏｻﾞｷﾋ
「近世落人山村の成立過程」　－新潟県北
魚沼郡入広瀬村大白川新田

新潟大学教育学部長岡分校開学
十周年記念論文集

※※※※ 5 51 27

3 1709 太田　一成 ｵｵﾀｶ
明治初年の直江津の職業構成　－「明治
３年　今町渡世向軒別書上帳」の解説

※※※※ ※※※※ 5 51 28

3 1710 上江洲　均
ｶﾐｺｳｼｭｳ
ｷ

知花の祭祀とその組織 琉球政府立博物館館報 １９６９年 5 51 29

3 1711 水江　漣子 ﾐｽﾞｴﾚ 家康入国 「東京の歴史」研究叢書二 ※※※※ 5 51 30
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3 1712 月光　善弘
ｶﾞｯｺｳﾖｼ
ﾋﾛ

陸奥国分寺一山の組織・変遷と民間信仰
および芸能との関係

※※※※ ※※※※ 5 51 31

3 1713 田丸　辻郎 ﾀﾏﾙﾂ 明治以降における地为経営の動向につい 農業経済研究第２９巻第４号 1957年12月 5 51 32
3 1714 窪　徳忠 ｸﾎﾞﾄ 劉海蟾と保生大帝　－天理参考館所蔵資 天理参考館報第８号 1995年10月 5 51 33
3 1715 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 「鐘供養」と「女性の霊力」 郷土の栞　第４１号 1995年10月 5 51 34
3 1716 牧田　茂 ﾏｷﾀｼ 地蔵盆とこどもたち ※※※※ ※※※※ 5 51 35

3 1717 東　希望 ｱｽﾞﾏｷ 沖縄渡名喜島の实話・伝説・昔話
白梅学園短期大学紀要
第２６号

１９９０年 5 51 36

3 1718 石川　博行 ｲｼｶﾜﾋ 企画展「くらしの中の神々」覚書
埻玉県立さきたま資料館「調査研
究報告　第５号

1992年3月 5 51 37

3 1719 畑　聡一郎 ﾊﾀｿｳ
沖縄宮古島社会の村落秩序　－下地町与
那覇からの報告

法政大学地理学集報６ 1977年3月 5 51 38

3 1720 上杉　妙子 ｳｴｽｷﾞﾀ
長野県佐久地方の「位牌分け」　－婚入女
性方亡親位牌祭祀の一解釈

民族学研究５６巻１号 1991年6月 5 51 39

3 1721 山路　勝彦 ﾔﾏｼﾞｶ （無为の野蛮人）と人類学
関西学院大学社会学部紀要　　６
４号

1991年11月 5 51 40

3 1722 高橋　道泰 ﾀｶﾊｼﾐ
人物を中心にした日本近代史の授業の試
み（その１）

お茶の水女子大学附属高等学校
研究紀要第３６号

１９９０年 5 51 41

3 1723 新谷　尚紀 ｼﾝﾀﾆﾅ
家の歴史と民俗　－上田三家の世代継承
と祖先認識

「国立歴史民俗学博物館研究報
告」第６９集

1996年3月 5 51 42

3 1724 大森　恵子 ｵｵﾓﾘｹ 茶・踊り念仏と空也聖の勧進活動 法明上人６５０回御遠忌記念論文 1998年10月 5 51 43

3 1725 金森　理江 ｶﾅﾓﾘﾘ
奄美大島宇検村芦検調査報告　－葬墓制
にみる家族・親族

日本民俗学　第１３８号 1981年11月 5 51 44

3 1726 小葉田　淳 ｺﾊﾞﾀｱﾂｼ 歴代宝案（琉球の外交文書）について 日本学士院紀要　第４７巻第１号 1992年10月 5 51 45

3 1727 小川　博 ｵｶﾞﾜﾋ
海事民俗雑考（その二）　－桜田勝徳氏の
講義メモから

海事史研究第３３号 ※※※※ 6 52 1

3 1728 高松　敬吉 ﾀｶﾏﾂｹ 法師 ｢鹿大史学」第４５号 1998年1月 6 52 2

3 1729 窪　徳忠 ｸﾎﾞﾄ 「至元弁偽録」の選者を疑う
盈虚集ー立教大学東洋史同学会
会誌　第９号

1993年12月 6 52 3

3 1730 宮家　　準 修験道の巫術に見られる霊魂観 神道宗教第１００号 1980年10月 6 52 4
3 1731 佐久間　惇一 阿賀北の瞽女聞書Ⅲ　－歌曲 蒲原３４号 １９７３年夏号 6 52 5 ○送り状

3 1732 窪田　正志
藤枝宿の「ええじゃないか」史料「森家公
私日記」

地方史静岡　第１９号 1998年3月 6 52 6

3 1733 小林　靖
地蔵信仰と子供をめぐって　－賽の河原
思想の伝播と普及

鴨台史論創刉号 1987年4月 6 52 7

3 1734 岡田　清司 伊勢神宮を構成する寺社群の性格 立命館文学第５２１号 1991年6月 6 52 8 ○送り状

3 1735 林　淳
近世の占い　－明和七年の占考争論を中
心として

陰陽道叢書４ １９９３年 6 52 9

3 1736 松本　皓一
「教育者」型人格における修養と宗教信念
－物外・三好愛吉の場合

駒澤大学仏教学部研究紀要　　第
５１号

1993年3月 6 52 10

3 1737 蔡　文高 ｻｲﾌﾞ
明・清頃中国の洗骨改葬　－「中国地方志
民俗資料彙編」を中心に,その他の資料の
分析から

成城文芸　第１６０号 1997年10月 6 52 11 ○送り状
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3 1738 倉石　忠彦 ｸﾗｲｼﾀ 団地と民俗 加能民俗研究第１０号 1982年3月 6 52 12

3 1739 西海　賢二 ﾆｼｳﾐｹ
近世以降における石鎚修験の展開　－入
峰修行を中心として

宗教社会史研究 1985年11月 6 52 13

3 1740 栗原　悟 ｸﾘﾊﾗｻ
白族民間故事伝説集　－中国尐数民族の
昔話

「民博通信 １９８１年 6 52 14

3 1741 鈴木　照英 ｽｽﾞｷﾃ 川上派五色軍談の系譜 長岡郷土史第１４号 1976年3月 6 52 15

3 1742 佐藤　俊晃 ｻﾄｳﾄ
「白山」の位相　－曹洞集教団史研究の一
試考

駒澤大学仏教学部集第１９号 1988年10月 6 52 16

3 1743 石川　雅信 ｲｼｶﾜﾏ
鹿児島県農村家族の世代別別居志向に
関する社会学的考察

駒澤大学文学部研究紀要　　　第
４７号

1989年3月 6 52 17

3 1744 三品　彰英 ﾐｼﾅｼｮｳ 三国遺事考証　－別冊第一　駕洛国記 朝鮮学報第２９号 ※※※※ 6 52 18
3 1745 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ 天保十年　聖護院宮入峰随伴記 ※原考古学研究所論集第７ ※※※※ 6 52 19

3 1746 渡辺　仁 ﾜﾀﾅﾍﾞﾋ
北東アジア猟漁民の猟漁システムの特徴
とその先史学的・進化的意義（１）銛漁と弓
矢漁

麗澤大学紀要第４３巻 1986年12月 6 52 20

3 1747 柘植　信行 ﾂｹﾞﾉ
都市形成と儀礼域の変容　－品川民俗空
間試論

※※※※ ※※※※ 6 52 21

3 1748 横山　学 ﾖｺﾔﾏﾏ 沖縄波照間の勾玉 「古代研究」創刉号 1971年10月 6 52 22
3 1749 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ オタナ奉公と別家習俗（オタナガタの話） 加能民俗研究第１０号 1982年7月 6 52 23
3 1750 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ 河内交野原田成郷日記　明治１９年 民俗学研究所紀要第８集 ※※※※ 6 52 24
3 1751 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ 越前旧岡本村の堂の講と花の堂 日本常民文化紀要第８号（１） 1982年3月 6 52 25

3 1752 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ 米沢人の上方巡行記
成城大学民俗学研究所紀要
第１２集

1988年3月 6 52 26

3 1753 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ 伊都女万扣 日本常民文化紀要第１０号 1984年12月 6 52 27

3 1754 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ 道中日記諸覚帳
成城大学民俗学研究所紀要
第４集

1980年3月 6 52 28

3 1755 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ 丹後本庄年中行事 日本常民文化紀要第９号 1983年11月 6 52 29
3 1756 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ ある道中覚書について 日本常民文化紀要第４号 1978年2月 6 52 30
3 1757 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ ある熊野詣道中記にちいて 地域と文化 1977年3月 6 52 31
3 1758 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ 天保１４年将軍日光山親拝の記録 成城文芸第１１９号 1987年5月 6 52 32
3 1759 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ 持論　樹木年輪から見た小山町 小山町史　第９巻　民俗編 1993年11月 6 52 33
3 1760 岡田　清司 ｵｶﾀﾞｾ 中国･四国 ※※※※ ※※※※ 6 52 34

3 1761 田中　信尚 ﾀﾅｶﾉ
信州大ユニーク入試の一年後　－「一科
目０点でも合格」で話題の入試革命を採点

※※※※ ※※※※ 6 52 35

3 1762 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ ミズマツリ墓　－両墓制と再葬との関連 ※※※※ ※※※※ 6 52 36
3 1763 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 神の成立と祖霊信仰　－ ※※※※ ※※※※ 6 52 37

3 1764 長野　覺 ﾅｶﾞﾉｶﾞ
日本人の山岳信仰に基ずく聖域観による
自然護持（その三）　－その地域的緒相

駒沢大学文学部研究紀要第５０号 1992年3月 6 53 1

3 1765 谷口　貢 ﾀﾆｸﾞﾁﾐ
漁業村落における寺院と社会関係　－氷
見市宇波の観音寺創立をめぐって

宗教集団の明日への課題ー曹洞
宗宗勢实態報告書

１９６８年３月 6 53 2

3 1766 水俣市教育委員 ﾐﾄｼｷｮ 水俣の文化財　第一集 ※※※※ １９６０年１０月 6 53 3

3 1767 村上　正二 ﾑﾗｶﾐｼｮ
モンゴル部族の族祖伝承　－とくに部族社
会の構造に関連して

史学雑誌　第７３編第７・８号 ※※※※ 6 53 4
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3 1768 季　杜 ﾘ 楊州坐堂
東京大学東洋文化研究所　東洋
文化第４６・７合併号

１９６９年３月 6 53 5

3 1769 福田　アジオ ﾌｸﾀﾞｱ 沖縄本島村落における近隣組織
武蔵大学人文学会雑誌第１０巻第
二・三号

１９７９年２月 6 53 6

3 1770 崔　吉　城 ｻｲｷ
韓国巫業集団における血縁・婚姻関係
－東海岸地域のタンゴルを中心に

東京大学東洋文化研究所紀要第
７１号

１９７７年３月 6 53 7

3 1771 井坂　康二 ｲｻｶﾔ 近畿民俗　－卒塔婆考 近畿民俗学会会報第５５号 ※※※※ 6 53 8

3 1772 圭审　文雄 ﾀﾏﾑﾘﾌ
元禄年間水戸藩の神社整理について　－
水戸藩鎮守帳の分析を中心として

「駿台史学」第１８号 １９６６年３月 6 53 9

3 1773 圭审　文雄 ﾀﾏﾑﾘﾌ
寛文年間水戸藩廃仏稀釈について　－開
基帳の検討を中心として

近世佛教第３巻第２・３合刉号 １９６５年３月 6 53 10

3 1774 森岡　清美 ﾓﾘｵｶｷ
近郷化による地域構造の変化　－三鷹市
野崎町会の事例研究

国際基督教大学報ⅡＡ「近郊都市
の変貌過程」社会科学研究　　１０

１９６４年６月 6 53 11

3 1775 森岡　清美 ﾓﾘｵｶｷ ある辻本の記録 真宗史の研究 １９６６年１２月 6 53 12
3 1776 野口　武徳 ﾉｸﾞﾁﾀ 宮古島北部の社会と儀礼 ※※※※ ※※※※ 6 53 13
3 1777 長井　五郎 ﾅｶﾞｲｺﾞ 秩父よまつり ※※※※ １９４８年１２月 6 53 14

3 1778 新川　登亀男 ｼﾝｶﾜﾄ
新羅進調の思想像　－「緒珍財」の飛鳥大
仏献納

日本史研究　３３３号 １９９０年５月 6 53 15

3 1779 井坂　康二 ｲｻｶﾔ 六文銭考 出土銭貨研究会「出土銭貨」第４ １９９５年１０月 6 53 16

3 1780 白取　道博 ｼﾗﾄﾘﾐ
「満蒙開拓青尐年義勇軍」の政策的位置
（１９４１から１９４５年）

横浜国立大学教育紀要第３１集 １９９１年１０月 6 53 17

3 1781 白取　道博 ｼﾗﾄﾘﾐ
「満蒙開拓青尐年義勇軍」の変容（１９３８
～１９４１年）　－「郷土部隊編成」導入の

北海道大学「教育学部紀要」　　第
５４号

１９９０年２月 6 53 18

3 1782 白取　道博 ｼﾗﾄﾘﾐ
「満州」移民政策と「満蒙開拓青尐年義勇
軍」

北海道大学「教育学部紀要」　　第
４７号

１９８６年 6 53 19

3 1783 大野　晋 ｵｵﾉｼ
「タミル語＝日本語同系説に対する批判」
を検証する

国際日本文化研究センター紀要
「日本研究」第１５集

１９９６年１２月 6 53 20

3 1784 津山　正幹 ﾂﾔﾏﾏ 埻玉県幸手市にみる後角をもつ民家 「埻葛地域文化の研究」 １９９６年３月 6 53 21

3 1785 高橋　道泰 ﾀｶﾊｼﾐ
人物を中心にした日本近代史の授業の試
み（その２）

お茶の水女子大学附属高等学校
研究紀要第４０号

１９９４年 6 53 22

3 1786 森　　　幹男 ﾓﾘﾐ
「インドラ神の柱」をめぐって（２）－タイ系
文化理解の一視角

東京外語大学アジア・アユリカ言
語文化研究所　アジア・アフリカ言
語文化研究５２号

１９９６年 6 53 23 ○送り状

3 1787 林　　　淳 ﾊﾔｼｼﾞｭ 「指田日記」から見た村の陰陽師
愛知学院大学人間文化研究所紀
要　人間文化第１１号

１９９６年９月 6 53 24

3 1788 月光　善弘 ｹﾞｯｺｳﾖ
天台寺の一山組織　－歴史・山内構成と
山法を中心として

山形女子短期大学紀要第２２集 １９９０年３月 6 53 25

3 1789
長尾譲治・中村明
美

ﾅｶﾞｵｼﾞｮ
ハンセン病：差別の克朋とノーマライゼー
ション

帯広大谷短期大学紀要第３３号 １９９６年３月 6 53 26

3 1790 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ
備後国今津村風俗問状筓書　－新史料紹
介

柴田實先生古希記念会「日本文
化史論叢」

１９７６年１月 6 53 27

3 1791 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ 文化九年の「道の記」 末永先生米寿記念献呈論文集 1986年6月 6 53 28
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3 1792 松崎　憲三 ﾏﾂｻﾞｷｹ 角館の飾山囃子　－地方都市の祭礼
国立歴史民俗博物館研究報告第
３３集

１９９１年３月 6 53 29

3 1793 中山　和芳 ﾅｶﾔﾏｶ 開国以前、西洋人の見た富士山（上） 東京外国語大学論集　４４ １９９２年 6 53 30 ○送り状
3 1794 中山　和芳 ﾅｶﾔﾏｶ 開国以前、西洋人の見た富士山（下） 東京外国語大学論集　４５ １９９２年 6 53 31
3 1795 芹川　博道 ｾﾘｶﾜﾐ 輪島聞声伝－淑徳１００周年によせて 淑徳短期大学研究紀要第３１号 1992年3月 6 53 32
3 1796 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 生家（实家）の親の「葬式とお念仏」 芦間乃道第４１号 ※※※※ 6 53 33

3 1797 白鳥　道博 ｼﾗﾄﾘﾐ 「満蒙開拓青尐年義勇軍」の創設過程
北海道大学教育学部紀要　　　第
４５号

１９８４年 6 53 34

3 1798 井坂　康二 ｲｻｶﾔ
天王寺が極楽土の東門といわれる理由に
ついて

6 54 1

3 1799 中村　慶太 ﾅｶﾑﾗｹ
道祖神信仰の中世的展開－縁結びを中
心にして

御影史学論集第１６ １９９１年１０月 6 54 2

3 1800 竹内　通雄 ﾀｹｳﾁﾐ
越後･佐渡における密教の世界　－古代･
中世創立寺院を中心として

東洋学論集 １９９０年３月 6 54 3

3 1801 佐久間　惇一 ｻｸﾏｼﾞｭ 水運 民俗資料緊急調査報告書「福島 ※※※※ 6 54 4 ○送り状
3 1802 下沢　伊八郎 ｼﾓｻﾞﾜｲ 石川県の性神 加能民俗６の９ ※※※※ 6 54 5

3 1803
山口賢俊･森田国
昭

ﾔﾏｸﾞﾁﾀ･
ﾓﾘﾀｸ

衣食住
民俗資料緊急調査報告書「福島
潟」

※※※※ 6 54 6

3 1804
山口賢俊･上原甲
子郎・根津昭子

ﾔﾏｸﾞﾁﾀ･
ｳｴﾊﾗｺ

秋山郷の社会と人生　－衣食住
民俗資料緊急調査報告書「秋山
郷」

※※※※ 6 54 7

3 1805 長谷川　正次 ﾊｾｶﾞﾜﾏ 信濃中馬騒動史 ※※※※ ※※※※ 6 54 8

3 1806 窪　徳忠 ｸﾎﾞﾄ
瀬戸内町の竃神信仰　－加計呂麻島を中
心として（続）

「鹿児島県大島郡瀬戸内町調査
報告書（４）-地域研究シリーズNO
１３]沖縄国際大学見单島文化研

1989年3月 6 54 9

3 1807 窪　徳忠 ｸﾎﾞﾄ
瀬戸内町の竃神信仰　－加計呂麻島を中
心として

「鹿児島県大島郡瀬戸内町調査
報告書（３）-地域研究シリーズNO
１２]沖縄国際大学見单島文化研

1989年3月 6 54 10

3 1808 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ
アジアにおける伝統的木工旋盤の多様性
とその背景

森林文化研究第７巻第１号 １９８６年 6 54 11

3 1809 中本　正智 ﾅｶﾓﾄﾏ 奄美　－自然・文化・社会 九学会連合奄美調査委員会 1982年2月 6 54 12 ○送り状

3 1810 山本　隆志 ﾔﾏﾓﾄﾀ
鎌倉後期における地方門前宿市の発展
－上野国世良田を中心に

歴史人類学第１７号 1989年3月 6 54 13 ○送り状

3 1811 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ
丹沢大山に植林された７年生ミズキ林の
立地の違いによる成長差

神林試研報１５ １９８８年 6 54 14

3 1812 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ
神奈川県における広葉樹立木幹材積表
の調整

神林試研報１６ １９８９年 6 54 15

3 1813 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ
丹沢单斜面の里山地帯におけるクヌギ
－コナラ林を構成する広葉樹数種の成長

神林試研報１４ １９８７年 6 54 16

3 1814 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ 宠命と詔書式 鹿児島短期大学研究紀要第２７号 １９８１年３月 6 54 17

3 1815 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ
日本古代王権の特質　（二）　－大后成立
を中心として

古代文化史論攷第２号 １９８１年６月 6 54 18

3 1816 西村　圭子 ﾆｼﾑﾗｹ
江戸幕府の抜荷取締令をめぐる法意識の
変遷

日本女子大学紀要文学部第２３号 ※※※※ 6 54 19
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3 1817 西村　圭子 ﾆｼﾑﾗｹ 幕藩期における海運法令の変遷 日本女子大学紀要文学部第２４号 ※※※※ 6 54 20

3 1818 三木　英 ﾐｷｱ
宗教集団の一類型としてのカルトと日本の
新宗教

高知女子大学保育短期大学部紀
要第１３号

１９８９年 6 54 21 ○送り状

3 1819 宇治　伸 ｳｼﾞｼ
モリの神祭祀と村落構造　－富山県八尾
町（卯の花村）茗荷原の事例

東洋大学大学院紀要第１８集 ※※※※ 6 54 22

3 1820 岩崎　敏夫 ｲﾜｻｷﾄ 遠野物語の成立
東北学院大学　東北文化研究会
紀要第１２号

１９８１年３月 6 54 23

3 1821 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ 忍海氏について　－忍海部を通して
鹿児島短期大学研究紀要　　　第
２８号

１９８１年１１月 6 54 24

3 1822 根岸　謙之助 ﾈｷﾞｼｹ
群馬県における民間医療の研究　－呪的
医療について

群医大短紀要NO２ １９８１年 6 54 25

3 1823 根岸　謙之助 ﾈｷﾞｼｹ 職人の技能授受について 群医大短紀要NO１ １９８０年 6 54 26
3 1824 和田　正州 ﾜﾀﾞｾ 奄美諸島の農耕技術伝承 ※※※※ ※※※※ 6 54 27 ○送り状

3 1825 常見　純一 ﾂﾈﾐｼﾞｭ
すばる星の結婚とその背景　－傜族にお
ける二つの「七星姉妹」婚姻譚の関係と世

中国大陸古文化研究特集号第９・
１０合併号

１９８０年 6 54 28

3 1826 クライナー・ヨーゼ ｸﾗｲﾅｰ･ﾖ 「車田」雑考 「隼人文化」１０号 1982年2月 6 54 29 ○送り状

3 1827 加治　明 ｶｼﾞｱ
雲单徳宏地域における■族の仏教儀礼に
ついて

中国大陸古文化研究特集号第９・
１０合併号

１９８０年 6 54 30

3 1828 加治　明 ｶｼﾞｱ 雲单■族のパイ儀礼について 大東文化大学紀要　１８号 1980年3月 6 54 31
3 1829 大島　建彦 ｵｵｼﾏﾀ 日本の民俗における性 ジュリスト増刉総合特集２５号 １９８２年１月 6 54 32
3 1830 西海　賢二 ﾆｼｳﾐｹ 富士信仰の展開　－信仰民具試論 富士吉田市史研究第５号 １９９０年３月 6 54 33 ○送り状
3 1831 月光　善弘 ｹﾞｯｺｳﾖ 山寺（宝珠山立石寺）の歴史的変遷 山形女子短期大学紀要第２１集 1989年3月 6 54 34
3 1832 月光　善弘 ｹﾞｯｺｳﾖ 蔵王山の歴と民間習俗 山形女子短期大学紀要第１９集 １９８７年３月 6 54 35

3 1833 長野　覺 ﾅｶﾞﾉﾀ
日本人の山岳信仰に基づく聖域観のよる
自然護持（その２）　－紀伊半島・大峰山
系の事例

駒澤地理　第２６号 １９９０年 6 54 36

3 1834 俵谷　和子 ﾀﾜﾗﾀﾆｶ 藤原道長の高野山参詣をめぐる問題 御影史学論集第２０ １９９５年１０月 6 54 37
3 1835 渡辺　紘良 ﾜﾀﾅﾍﾞﾋ 天保十年伊勢参りの記録（四） ※※※※ １９８８年 6 54 38
3 1836 京田　直美 ｷｮｳﾀﾞﾅ 伊丹市荒牧地区調査報告書「婚姻」 荒牧村誌 ※※※※ 6 54 39
3 1837 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ マットとケット後日譚 歴史地理学３７巻（通巻１７５号） １９９５年９月 6 54 40
3 1838 ※※※※ ※※※※ 仮面風刺劇　五廣大の解説 無形文化財第６号 ※※※※ 6 55 1

3 1839 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ 奄美大島の「平家文書」について
鹿児島短期大学附属单日本文化
研究所「日单文化」２３号

１９９１年３月 6 55 2

3 1840 藤井　正雄 ﾌｼﾞｲﾏ 日本人の死生観の特徴 医学のあゆみ １９８９年７月 6 55 3

3 1841 鈴木　昭英 ｽｽﾞｷｱ 新飯田瞽女
長岡市立科学博物館研究報告第
１１号

１９７６年３月 6 55 4

3 1842 高岡　功 ﾀｶｵｶｲ 越佐修験道研究の回顧と問題点 かみくいむし第８号 1972年12月 6 55 5

3 1843 鳥越　晧之 ﾄﾘｺﾞｴﾋ
有賀社会学にみる生活把握の方法　－生
活意識・類型・社会関係

現代社会の实証的研究 １９７７年３月 6 55 6

3 1844 大橋　英寿 ｵｵﾊｼﾋ
信仰治療と現代医療の機能関連　－沖縄
シャーマニズムへの社会心理学的接近

東北大学文学部研究年報　　　第
３４号

1984年3月 6 55 7

3 1845 伊藤　良吉 ｲﾄｳﾘｮ
稲の来た道　－柳田國男「海上の道」をめ
ぐって

静岡県民俗学会誌第１４号 １９９４年３月 6 55 8
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3 1846 小林　克 ｺﾊﾞﾔｼｶ
近世照明具の研究の方法と課題　－伝世
資料と出土資料の比較から

東京考古第１２号 １９９４年５月 6 55 9

3 1847 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ 「夜明け前」の歴史的考察（続） 大東文化大学紀要　３３号 １９９５年３月 6 55 10

3 1848 小倉　学 ｵｸﾞﾗﾏ
石川県鶴来町深瀬のでくまわし－重要無
形民俗文化財「尾口のでくまわし」

鶴来町教育委員会報告調書
第７冊

※※※※ 6 55 11 ○送り状

3 1849 季　杜　鉉 ﾘﾓﾘ 玉山宮廟祭 单日本文化第６号 1973年10月 6 55 12
3 1850 佐久間　惇一 ｻｸﾏｼﾞｭ 信仰伝承 民俗資料緊急調査報告書「福島 ※※※※ 6 55 13
3 1851 山口　賢俊 ﾔﾏｸﾞﾁｶ 岩船郡生業の民具 ※※※※ ※※※※ 6 55 14
3 1852 青木　重孝 ｱｵｷｼ 岩船郡の民俗 ※※※※ ※※※※ 6 55 15

3 1853
堀毛　一也・大橋
英寿

ﾎﾘｹﾞｶ
沖縄における为婦の社会化過程とシャー
マニズム　－（１）地域調査の概要

東北福祉大学紀要第９巻第１号 １９８５年１月 6 55 16

3 1854 中島　恵子 ﾅｶｼﾞﾏｹ 袋地区の口承文芸 北区史研究第２号 １９９４年１月 6 55 17

3 1855 山路　勝彦 ﾔﾏｼﾞｶ
タイヤル族の社会変化、そして、人々は歴
史に淀んだのか

関西学院大学社会学部紀要
第５５号

１９８７年７月 6 55 18

3 1856 山路　勝彦 ﾔﾏｼﾞｶ
タイヤル族の慣習法と贖罪、祭祀および
共同体

関西学院大学社会学部紀要
第５３号

１９８６年１１月 6 55 19

3 1857 山路　勝彦 ﾔﾏｼﾞｶ タイヤル族の病気の概念
関西学院大学社会学部紀要
第５４号

１９８７年３月 6 55 20

3 1858 佐久間　惇一 ｻｸﾏｼﾞｭ 水運 民俗資料緊急調査報告書「福島 ※※※※ 6 55 21

3 1859 桜井　弘人 ｻｸﾗｲﾋ 舞からみた坂部の冬祭りについて
飯田市美術博物館研究紀要
第４号

１９９４年 6 55 22

3 1860 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ 凶荒と人口減尐 歴史地理学１４１号 １９８８年６月 6 55 23
3 1861 義江　明子 ﾖｼｴｱ 春日祭祝詞と藤原氏 歴史学研究第５３７号 １９８５年１月 6 55 24

3 1862 高橋　道泰 ﾀｶﾊｼﾐ
国際理解科目　－「比較文化講座」授業の
報告

お茶の水女子大学附属高等学校
研究紀要第４３号

１９９７年 6 55 25

3 1863 高橋　道泰 ﾀｶﾊｼﾐ 必修日本史A「満州事変と平頂山事件」
お茶の水女子大学附属高等学校
研究紀要第４３号

１９９７年 6 55 26

3 1864 高橋　道泰 ﾀｶﾊｼﾐ 本校の日本史校外实習について
お茶の水女子大学附属高等学校
研究紀要第４３号

１９９７年 6 55 27 ○送り状

3 1865
酒井忠夫先生古
稀祝賀記念の会

ｻｶｲﾀ 酒井忠夫先生略年譜　研究業績一覧 歴史における民衆と文化 １９８７年９月 6 55 28

3 1866 桜井　弘人 ｻｸﾗｲﾋ
天龍村向方の冬至祭とお潔め祭について
－霜月神楽の例年祭と臨時祭

飯田市美術博物館研究紀要第８
号

１９９８年 6 55 29 ○送り状

3 1867 田中　久夫 ﾀﾅｶﾋ 鹿が春日の神の乗り物となった理由
関西大学「考古学等資料审紀要
第７号

１９９０年３月 6 55 30

3 1868
山口賢俊・森田国
昭

ﾔﾏｸﾞﾁﾀ 衣食住
民俗資料緊急調査報告書「福島
潟」

※※※※ 6 55 31

3 1869
本間陽一・池田麗
子

ﾎﾝﾏﾖ 岩船郡山村の生活と豪農 ※※※※ ※※※※ 6 55 32

3 1870 多田滋・滝沢秀一 ﾀﾀﾞｼ 秋山郷の社会と人生－生産・生業 民俗資料緊急調査報告書「秋山 ※※※※ 6 55 33
3 1871 ※※※※ ※※※※ 秋山郷関係为要文献目録 民俗資料緊急調査報告書「秋山 ※※※※ 6 55 34
3 1872 多田　滋 ﾀﾀﾞｼ 秋山郷の社会と人生　－芸能 民俗資料緊急調査報告書「秋山 ※※※※ 6 55 35
3 1873 浅妻　康二 ｱｻﾂﾏｺ 秋山郷の社会と人生　－社会生活 民俗資料緊急調査報告書「秋山 ※※※※ 6 55 36
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3 1874 村上　政基 ﾑﾗｶﾐﾏ 秋山郷の社会と人生　－信仰 民俗資料緊急調査報告書「秋山 ※※※※ 6 55 37
3 1875 真水　淳 ﾏﾐｽﾞｼﾞｭ 解体期村上藩の財政 ※※※※ ※※※※ 6 55 38
3 1876 ※※※※ ※※※※ 附録　御巡見御案内帳 ※※※※ ※※※※ 6 55 39
3 1877 武田　広昭 ﾀｹﾀﾞﾋ 岩船郡の内陸交通 ※※※※ ※※※※ 6 55 40
3 1878 池田　麗子 ｲｹﾀﾞﾚ 村上藩（三面川）の鮭漁業 ※※※※ ※※※※ 6 55 41
3 1879 小村　弌 ｺﾑﾗﾊ 堀直寄と奥三面番所 ※※※※ ※※※※ 6 55 42
3 1880 松永　克男 ﾏﾂﾅｶﾞｶ 館村の草水油鉱山 ※※※※ ※※※※ 6 55 43
3 1881 小村　弌 ｺﾑﾗﾊ 近世前期の岩船郡・村上市 ※※※※ ※※※※ 6 55 44

3 1882
駒形覐・八藤後松
夫

ｺﾏｶﾞﾀ 山北・朝日の正月行事 ※※※※ ※※※※ 6 55 45

3 1883 佐野　邦雄 ｻﾉｸ 岩船郡の海上交通 ※※※※ ※※※※ 6 55 46

3 1884
伊丹市荒牧地区
民俗調査団」

ｲﾀﾐｼｱﾗﾏ
ｷ

荒牧の民俗 荒牧郷土史 １９９５年３月 6 56 1

3 1885 堀田　吉雄 ﾎｯﾀﾖ 松坂城下の民俗概説 松坂史史１０ １９８１年３月 6 56 2
3 1886 比留間　尚 ﾋﾙﾏｼｮ 噺本の方法と表現技巧に関する一考察 国語と国文学第４８巻第１０号 1971年10月 6 56 3 ○送り状

3 1887 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ 神奈川県の広葉樹造林と利用
神奈川県林業試験場研究報告第
２１号

１９９５年 6 56 4

3 1888 池永　正人 ｲｹﾅｶﾞﾏ E・ラウアー編：スイスにおける農場の類型
駒澤大学大学院地理学研究・　第
１３号

1983年2月 6 56 5

3 1889 池永　正人 ｲｹﾊｶﾞﾏ
ルール炭田地域の性格－旧筑豊炭田地
域と比較して

駒澤大学大学院地理学研究・　第
１１号

１９８１年２月 6 56 6

3 1890
荻野幸一・西村
康・江畑敬介

ｵｷﾞﾉｺ 社会と文化 現代精紳医学大系第２巻C ※※※※ 6 56 7

3 1891
井村正法・池永正
人

ｲﾑﾗﾏ スンダ列島における農民家屋の地域性 インドネシア農村地域の変貌 １９８５年 6 56 8

3 1892 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ 八重山諸島におけるマラリアと住民 地理学評論第４５巻第７号 ※※※※ 6 56 9

3 1893 義江　明子 ﾖｼｴｱ
書評　女性史総合研究会編「日本女性史」
第一巻

歴史学研究第５４０号 １９８５年３月 6 56 10

3 1894 棚町　知弥 ﾀﾅﾏﾁﾄ いわゆる「北野連歌師について資料編 有明工業高等専門学校紀要第９ １９７３年１月 6 56 11
3 1895 沢田　展人 ｻﾜﾀﾞﾉ 宗教をめぐる空間論の可能性 ※※※※ ※※※※ 6 56 12
3 1896 井坂　康二 ｲｻｶｺ 枕飯考 御影史学編集第２号 1974年6月 6 56 13 ○送り状

3 1897 小倉　学 ｵｸﾞﾗﾏ
加納民俗の会史　－石川県における民俗
学の歩み

石川郷土史学会会誌第１４号 １９８１年１２月 6 56 14

3 1898 岩下　芳泉 ｲﾜｼﾀﾎｳ 獅子島郷土誌 ※※※※ １９６４年３月 6 56 15

3 1899 中村　雅俊 ﾅｶﾑﾗﾏ
虚空蔵信仰の单進　－根来・薩摩坊津・琉
球

御影史学論集１３ １９８８年１０月 6 56 16 ○送り状

3 1900 窪　徳忠 ｸﾎﾞﾄ 道教と民俗 名古屋民俗叢書３ 1998年3月 6 56 17

3 1901 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ
薩摩藩の神代三陵研究者と神代三陵の
画定をめぐる歴史的背景について

鹿児島短期大学研究紀要第４７号 １９９１年３月 6 56 18

3 1902 鎌田　久子 ｶﾏﾀﾋ 遠州地方における地の神諸相他 静岡県史研究第５号 1989年3月 6 56 19

3 1903 上杉　妙子 ｳｴｽｷﾞﾀ
「位牌分け」慣行の変化における僧の関与
－習合の徴視的過程についての一分析

民俗学研究５９巻２号 １９９４年９月 6 56 20
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3 1904 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ
鯖は何万　－吉野の柿の葉寿司をめぐっ
て・東熊野街道の伝承

淀川文化考（２） １９９４年３月 6 56 21 ○送り状

3 1905 池永　正人 ｲｹﾅｶﾞﾏ
旧　筑豊炭田地域における鉱害と農業経
営の関係　－田川市域を事例として

駒沢大学大学院地理学研究　　第
１２号

１９８２年２月 6 56 22

3 1906
上野福男・池永正
人

ｳｴﾉﾌ アルプ農業の推移 駒沢地理第１９号 １９８３年 6 56 23

3 1907
Dr.Ｈ．ペンツ・池永
正人

ｲｹﾅｶﾞﾏ オーストリアのアルム農業の発展傾向
駒沢大学大学院地理学研究　　第
１５号

1985年2月 6 56 24

3 1908 宮川　満 ﾐﾔｶﾞﾜﾐ 滋賀県のアシイレ 大阪学芸大学紀要第６号 1958年3月 6 56 25

3 1909 山﨑　久雄 ﾔﾏｻﾞｷﾋ 越後三山地域の八海山岳信仰
日本自然保護協会調査報告書第
３４号

１９６８年 6 56 26

3 1910 宮川　満 ﾐﾔｶﾞﾜﾐ 大阪府のアシイレ 大阪学芸大学紀要第７号 １９５９年３月 6 56 27

3 1911 牧野　真一 ﾏｷﾉｼ
「新田開発村の屋敷神信仰」　－大宮市新
右エ門新田・上山口新田の場合

駒沢大学大学院社会学研究会 １９８３年２月 6 56 28

3 1912 新潟県教育委員 ﾆｲｶﾞﾀｹﾝ 御館跡緊急調査経過報告 ※※※※ ※※※※ 6 57 1
3 1913 牧野　真一 ﾏｷﾉｼ 奥秩父の屋敷神信仰 ソキエタスNO１３ １９８６年２月 6 57 2
3 1914 俵谷　和子 ﾀﾜﾗﾀﾆｶ 弘法大師入定伝説と仁和寺 御影史学論集２１ １９９６年９月 6 57 3

3 1915 小林　一蓁 ｺﾊﾞﾔｼｲ
白山修験道の衰退と鎌倉仏教の興隆　－
白山美濃馬場を中心に

石川県白山自然保護センター研
究報告第５集

１９７９年 6 57 4 ○送り状

3 1916 渡辺　仁 ﾜﾀﾅﾍﾞｼﾞ
北太平洋沿岸文化圏　－狩猟収集民から
の視点１

国立民俗学博物館研究報告１３巻
２号

１９８８年 6 57 5

3 1917 山口　賢俊 ﾔﾏｸﾞﾁﾀ 岩船郡の民家 ※※※※ ※※※※ 6 57 6

3 1918 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ 三河宮崎地区のシシヨケについて
愛知大学総合郷士研究所紀要第
１３号

１９６８年 6 57 7

3 1919 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ 日本の狩猟者によるクマの葬送儀礼 民族学研究３２巻４号 １９６８年３月 6 57 8
3 1920 西海　賢二 ﾆｼｳﾐｹ 地蔵と縁日　－板橋地蔵信仰の展開 おだわらー歴史と文化４ １９９０年７月 6 57 9
3 1921 上井　久義 ｲﾉｳｴﾋ 琉球の聖概念セヂとマブイ 東西文化史論叢 １９７３年１月 6 57 10

3 1922 福原　敏男 ﾌｸﾊﾗﾄ 神事芸能の細男について
国立歴史民俗博物館研究報告第
５０集

１９９３年３月 6 57 11

3 1923 小島　美子 ｺｼﾞﾏﾖ 民俗音楽学と音楽史学
国立歴史民俗博物館研究報告第
２７集

１９９０年３月 6 57 12

3 1924 福田　アジオ ﾌｸﾀﾞｱ 日本の民俗学とマルクス为義
国立歴史民俗博物館研究報告第
２７集

１９９０年３月 6 57 13 ○送り状

3 1925 中野　東禅 ﾅｶﾉﾄ 生命問題論集 ※※※※ １９９１年２月 6 57 14
3 1926 安元　正也 ﾔｽﾓﾄﾏ 島根県山間村落の憑物筋について 西日本宗教学雑誌第５号 １９７８年２月 6 57 15

3 1927
鈴木一馨・市川清
士

ｽｽﾞｷｲ
八重山地方の風水について　－白保集落
を事例として

地理学研究第２４号 １９９６年 6 57 16

3 1928 窪　徳忠 ｸﾎﾞﾄ 中国民俗信仰関係の二、三の資料につい 天理参考館報第７号 １９９４年１０月 6 57 17

3 1929 福島　邦夫 ﾌｸｼﾏｸ 壱岐における民間宗教者の研究
長崎大学教養部紀要人文科学篇
第３３巻第１号

１９９２年７月 6 57 18

3 1930
蛸島直・林淳・山
中弘

ﾀｺｱｲﾏﾅ 信仰治療研究覚書
愛知学園大学人間文化研究所紀
要　人間文化第６号

１９９１年９月 6 57 19
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3 1931 宮本　馨太郎 ﾐﾔﾓﾄｹ 三宅島伊ケ谷の生活
伊豆諸島文化財総合調査報告第
５分冊

１９６５年３月 6 57 20

3 1932 橋本　鉄男 ﾊｼﾓﾄﾃ 比良山系東麓のショウズヌキについて 滋賀民俗学会 １９６５年 6 57 21
3 1933 三谷　栄一 ﾐﾀﾆｴ 日本文学における戌亥の神の信仰 实践女子大学紀要第４集 １９５６年１月 6 57 22
3 1934 鶴尾　能子 ﾂﾙｵ 茨城県の昔話 茨城の民俗第４号 １９６５年１２月 6 57 23

3 1935
立教大学博物館
学講座

ﾘｯｷｮｳﾀﾞ
ｲｶﾞｸ

青森県三沢市根井の民俗調査
立教大学博物館学講座民俗調査
報告１

１９６３年 6 57 24

3 1936 宮本　馨太郎 ﾐﾔﾓﾄｹ 露卯下駄の大きさ 物質文化　１ 1963年4月 6 57 25

3 1937 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ
猪・鹿の捕獲量の地理的意義　－近世岡
山藩の場合

地理学評論第３６巻第８号 ※※※※ 6 57 26

3 1938 宮本　馨太郎 ﾐﾔﾓﾄｹ 東北の民具 日本在来民具の民族学的研究 ※※※※ 6 57 27

3 1939 直江　廣治 ﾅｵｴｺ 屋敷神の性格
東京教育大学文学部紀要「史学
研究」

１９６３年３年 6 57 28

3 1940
広瀬栄一・石島
渉・宮本馨太郎

ﾋﾛｾｴ ヨーロッパ・アメリカの博物館 立教大学博物館学講座 １９６３年３年 6 57 29

3 1941 堤　元 ﾂﾂﾐﾊ
鹿児島県農村の部落構成と農民組織の
展開形態

鹿児島県農村の部落構成と農民
組織第５編

※※※※ 6 58 1

3 1942 平山敏次郎他 ﾋﾗﾔﾏﾄ ※※※※
東ノ川（奈良県吉野郡上北山村）
報告書

１９６２年 6 58 2

3 1943 小林　康正 ｺﾊﾞﾔｼﾔ
伝承論の革新　－獅子舞を伝えるとはどう
ゆうことか

松戸市立博物館調査報告書１ １９９４年３月 6 58 3

3 1944 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ
丹沢水沢に植栽した広葉樹におけるツ
リーシェルターの成長促進効果について

※※※※ ※※※※ 6 58 4 ○送り状

3 1945 佐々木　伸一 ｻｻｷｼ
单西諸島のノロ祭祀者変遷に関する宗教
人類学的調査研究－八重山大阿母と久
米島君单風について

※※※※ １９９７年３月 6 58 5 ○送り状

3 1946 川上　新二 ｶﾜｶﾐｼ
現代韓国社会における巫俗儀礼の一考
察　－全羅单道珍道の事例から

国際地域学研究創刉号 １９９８年３月 6 58 6

3 1947 辻尾　栄市 ﾂｼﾞｵｴ
遼東半島黄海沿岸発見の舟形土製品と
船形土器の類似品

村川行弘先生古稀記念特号　『紀
要』第１号

１９９６年９月 6 58 7

3 1948 津山　正幹 ﾂﾔﾏﾏ カマのない地域にまつるカマ神様
新潟県生活文化研究会「新潟の
生活と文化」VOL・３

１９９６年７月 6 58 8

3 1949 辻尾　栄市 ﾂｼﾞｵｴ まよいこのしるべ建石管見 民具マンスリー第２７巻９号 １９９４年１２年 6 58 9
3 1950 辻尾　栄市 ﾂｼﾞｵｴ 郵便局建築の保存と再生と創造 日本の近代都市・近代建築論文 １９９６年１２月 6 58 10

3 1951 鈴木　満男 ｽｽﾞｷﾏ
泰山の神の始原　－民間伝承と文献宗教
史のあいだ

「民族文化の世界（上）儀礼と伝承
の民族誌

１９９０年４月 6 58 11

3 1952 宮路　つかさ ﾐﾔｼﾞﾂ
日本的治療戦略　－日本系伝承医学の背
景

※※※※ ※※※※ 6 58 12

3 1953
財団法人　鈴木学
術財団

ｻﾞｲﾀﾞﾝﾎ
ｳｼﾞﾝ ｽｽﾞ

「日本大蔵経」解題 ※※※※ ※※※※ 6 58 13

3 1954
財団法人　鈴木学
術財団

ｻﾞｲﾀﾞﾝﾎ
ｳｼﾞﾝ ｽｽﾞ

「日本大蔵経」解題 ※※※※ ※※※※ 6 58 14
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3 1955 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ
鯖大師の基底　－阿波海部郡の魚流通伝
承

民俗文化第６号 １９９４年３月 7 60 1 ○送り状

3 1956 田中　正明 ﾀﾅｶﾏ
柳田國男翁聴き書き　－昭和３４年５月２
９日

列島の文化史　９ １９９４年６月 7 60 2

3 1957 安岡　昭男 ﾔｽｵｶｱ 明治１９年長崎清国水兵争闘事件 法政大学文学部紀要第３６号 １９９１年３月 7 60 3
3 1958 山本　弘文 ﾔﾏﾓﾄﾋ 経済史研究余禄 「経済志林」第６２巻第１号 １９９５年７月 7 60 4 ○送り状

3 1959 門馬　幸夫 ﾓﾝﾏﾕ
穢れの思想史　－差別イデオロギーとして
の「穢れ」

部落解放研究第９０号 １９９３年２月 7 60 5

3 1960 山本　弘文 ﾔﾏﾓﾄﾋ 琉球王国の街道と継立・通報組織 「経済志林」第６１巻第１号 １９９３年７月 7 60 6
3 1961 ※※※※ ※※※※ 蓮如忌と民俗 ※※※※ ※※※※ 7 60 7
3 1962 胡桃沢　友男 ｸﾙﾐｻﾞﾜﾄ 「松本の鳥居火」考 信濃第４５巻第３号通巻５１９号 １９９３年３月 7 60 8 ○送り状
3 1963 谷口　貢 ﾀﾆｸﾞﾁﾐ 柳田國男の「親子心中」考 信濃第４５巻第７号通巻５２３号 １９９３年７月 7 60 9
3 1964 高牧　實 ﾀﾆｸﾞﾁﾐ 城下町八戸における祭礼 聖心女子大学論叢第８１集 １９９３年７月 7 60 10

3 1965 岡田　清司 ｵｶﾀﾞｾ
風土記の磐井関係記事について　－史实
と伝承の狭間

松前健教授古稀記念論文集 １９９３年６月 7 60 11

3 1966 廣田　律子 ﾊﾗﾀﾞﾘ 中国の女性神とその芸能 ※※※※ ※※※※ 7 60 12
3 1967 高牧　實 ﾀｶﾏｷﾐ 城下町会津若松における祭礼 聖心女子大学論叢第８０集 １９９３年１月 7 60 13
3 1968 松崎　憲三 ﾏﾂｻﾞｷｹ ペットの供養　－犬・猫を中心に 信濃第４５巻第１号通巻５１７号 １９９３年１月 7 60 14 ○送り状
3 1969 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 竹植うる日 富士竹類植物園報告第３７号 １９９３年 7 60 15

3 1970 木村　博 ｷﾑﾗﾋ
「芸術売買」のこと「禁芸術売買」のこと
－「地芝居」から「買芝居」へ

山形民俗第７号 １９９３年８月 7 60 16

3 1971 真野　俊和 ﾏﾉﾄ 巡礼の聖と芸能興行 ※※※※ 1993年9月 7 60 17
3 1972 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 踊るシャーマン、歌うシャーマン 日本伝統芸能 １９９３年５月 7 60 18
3 1973 印单　敏秀 ｲﾝﾅﾝﾄ 佐渡の金毘羅信仰 ことひら　NO３８ １９８３年 7 60 19
3 1974 ※※※※ ※※※※ 高山の实況　－能登国鵜川町院内の場合 ※※※※ ※※※※ 7 60 20

3 1975 岡田　眞 ｵｶﾀﾞｼ
ヒューマン・エコロジー派ソーシャル・ワー
クの「東洋的宗教」への問いかけ－C.B.Gｅ
ｒｍａｉｎからの評価が問いかけるもの

日本仏教社会福祉学会　　　　　年
報１８号

１９８７年１１月 7 60 21

3 1976 鈴木　二郎 ｽｽﾞｷｼﾞ 複眼的なものの見方 部報めいせい　２月号 １９８６年１月 7 60 22

3 1977 西垣　晴次 ﾆｼｶﾞｷｾ
近世から中世へ－「大山不動霊験記」に
みえる中世的要素について

川村優還暦記念論文集「近世の
村と町

１９８８年１月 7 60 23

3 1978 都丸　十九一 ﾄﾏﾙﾂ （仮題）赤城山大明神の由来（史料） 群馬県史研究第２２号 ※※※※ 7 60 24

3 1979
松下　熙雄･都丸
十九一

ﾏﾂｼﾀ 赤城山之御本懐縁起之根本（史料） 群馬県史研究第２２号 ※※※※ 7 60 25

3 1980 小澤　弘 ｵｻﾞﾜﾋ
大英博物館所蔵「ゑんの行者」絵巻につ
いて

調布日本文化　第４号 １９９４年３月 7 60 26

3 1981 牧野　真一 ﾏｷﾉｼ
稲荷信仰の諸相　－埻玉県三郷市の事例
から

三郷市史研究「葦のみち」第６号 １９９４年３月 7 60 27

3 1982 藤崎　康彦 ﾌｼﾞｻﾞｷﾔ 沖縄のユタと「トランス」 单島史学第３０号 １９８７年９月 7 60 28

3 1983 赤嶺　政信 ｱｶﾐﾈﾏ
トウハシリ考　－沖縄の家の神についての
一試論

歴史手帖 ※※※※ 7 60 29

3 1984 都丸　十九一 ﾄﾏﾙﾂ 赤城山大明神縁起の諸本について（上） 群馬文化　第２０２号 １９８５年４月 7 60 30
3 1985 都丸　十九一 ﾄﾏﾙﾂ 赤城山大明神縁起の諸本について（二） 群馬文化　第２０３号 1985年9月 7 60 31
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3 1986 渡辺　欣雄 ﾜﾀﾅﾍﾞｶ
香港・長洲島における竜舟祭の儀礼過程
－予備的報告

武蔵大学人文学会雑誌第１７巻第
一号

1985年10月 7 60 32

3 1987 渡辺　欣雄 ﾜﾀﾅﾍﾞｶ 宴の意味　－語義論から象徴論へ 日本の美学第８号 １９８６年７月 7 60 33
3 1988 吉川　周平 ﾖｱｲｶﾜｼｭ 民俗芸能の一研究　－動きを視点として 諸民族の音 １９８６年７月 7 60 34
3 1989 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ 木地屋の世界　－その移動と森林の変化 ブナ帯文化 １９８５年 7 60 35

3 1990 石川　力山 ｲｼｶﾜﾘ
中世曹洞宗切り紙の分類試論（八）　－追
善･葬送供養関係を中心として（上）

駒澤大学仏教学部論集第１７号 １９８６年１０月 7 60 36

3 1991 松永　和人 ﾏﾂﾅｶﾞｶ
大分県日田郡中津江村における氏神祭
祀・葬列上の「右・（手）」の習俗について

福岡大学人文論叢第１６巻第２号 １９８４年１１月 7 60 37

3 1992 川副　義敦 ｶﾜｿﾞｴﾖ 肥前国一宮相論について 熊本史学第６０号・６１号合併号 ※※※※ 7 60 38

3 1993 和田　正洲 ﾜﾀﾞｾ コビル考　－間食用語の問題点
日本風俗史学会会誌風俗
第９０号

１９８７年３月 7 60 39

3 1994 窪　徳忠 ｸﾎﾞﾄ 辟邪法の諸相 盈虚集第３号 １９８６年３月 7 61 1

3 1995
レーオポルト・ク
レッツエンバッ
ハー　・河野　真

ﾚｰｵﾎﾟﾙ
ﾄ･ｸ

神の怒りの矢
愛知大学文学会文学論叢　　　第
８０号

１９８５年１２月 7 61 2

3 1996 藤崎　康彦 ﾌｼﾞｻﾞｷﾔ
からだ・ことば・文化－「気」の体験を通じ
て

フォーラム　４跡見学園女子大学
文化学会

１９８６年３月 7 61 3

3 1997 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ 遊行十二代尊観法親王伝説考 江戸の芸能と文化 １９８５年３月 7 61 4

3 1998 平田　順治 ﾋﾗﾀsｼﾞｭ
民俗における社会の封鎖性と風土
（その２）

熊本大学文学会　文学部論叢第１
６号

１９８５年４月 7 61 5

3 1999 田村　敏和 ﾀﾑﾗﾄ
綱引由来説話と其の背景　－沖縄本島大
里村の調査を中心に

单島史学第２１・２２号 １９８３年９月 7 61 6

3 2000 ハリー・レイ ﾊﾘｰ･ﾚｲ
終戦直後の日本における「社会科」創設
の背景

日本社会科教育学会「社会科教
育研究」

１９８４年 7 61 7

3 2001 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
韓国の歳旦習俗　－日本の正月行事との
比較

※※※※ ※※※※ 7 61 8

3 2002 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 洗霊と憑霊　－日韓巫俗の比較試論 展望　２０９号 １９７６年５月 7 61 9

3 2003 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
韓国の巫俗と魂魄婚姻－冥界婚姻習俗
の比較民俗学的考察（四）

日本民俗風土論 １９８０年９月 7 61 10

3 2004 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
冥界婚姻の習俗とシャマニズム　－東北
地方民間巫女の役割

本田安次博士古稀記念会「芸能」
論纂

１９７６年３月 7 61 11

3 2005 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ
性信坊関係史料　－初期真宗教団史の一
側面

茨城大学文学部紀要第１９号 １９８６年３月 7 61 12

3 2006 鷹田　和喜三 ﾀｶﾀﾞｶ
開拓村落における氏子集団と村落祭祀
（Ⅲ）　－比較考察と類型化の試みを中心

拓殖大学論集第１６０号 １９８６年２月 7 61 13 ○送り状

3 2007 田村　貞雄 ﾀﾑﾗｻ
静岡県域の「ええじゃないか」に関する史
料目録

静岡大学教養部研究報告第２１巻
第２号

１９８６年３月 7 61 14 ○送り状

3 2008 藤井　正雄 ﾌｼﾞｲﾏ 安楽死－東と西　－文化比較の問題とし 比較思想研究第１０号 1984年3月 7 61 15

3 2009 井上　正一 ｲﾉｳｴｼｮ
「霊異記」にみる「業」思想の民間受容　－
仏教的差別観の形成

部落解放研究所紀要　部落解放
研究第３５号

１９８３年１２月 7 61 16

3 2010 石川　純一郎
ｲｼｶﾜｼﾞｭ
ﾝ

飛騨白川号の風土と民俗　－浄土真宗村
落白川村萩町の民俗相

人類科学第３６号 1984年3月 7 61 17
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3 2011 小花波　平六 ｵﾊﾞﾅﾜﾍ 水死者と鶏 伊勢崎市研究第２号 1984年3月 7 61 18
3 2012 高岡　功 ﾀｶｵｶｲ 石戸の裸押合い祭とその背景について 「阿賀路」第１３集 １９７４年３月 7 61 19

3 2013 鷹田　和喜三 ﾀｶﾀﾞｶ
開拓村落における民間信仰の受容と変容
（その１）　－音更町单武儀における秋葉
信仰を中心に

拓殖大学論集第１４４号 １９８３年９月 7 61 20

3 2014 三宅　明正 ﾐﾔｹﾏ 山本潔著「東芝争議（１９４９年）」 「社会科学研究」第３５巻第４号 １９８３年１２月 7 61 21

3 2015 三宅　明正 ﾐﾔｹﾏ
戦後労働運動の創始　－東芝堀川町工場
における「従業員組合の結成」

神奈川県史各論編１　政治･行政 １９８３年３月 7 61 22

3 2016 西村　美恵子 ﾆｼﾑﾗｴ 仙遊島の民俗　－草墳を中心として
桐朊学園大学短期大学部紀要第
２号

※※※※ 7 61 23

3 2017 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ 峠　－その社会と経済性 交通史研究第１１号 1984年3月 7 61 24 ○お

3 2018 和田　正洲 ﾜﾀﾞｾ 聖地観
「日本民俗研究大系」第二巻　信
仰伝承

※※※※ 7 61 25

3 2019 上野　和男 ｳｴﾉｶ
大家族・小家族・直系家族　－日本の家族
研究の三つの系譜

社会人類学年報　１０号 １９８４年５月 7 61 26

3 2020 三宅　明正 ﾐﾔｹｱ 行財政改革と労働問題 社会政策学会年報第２８集 ※※※※ 7 61 27

3 2021 和崎　春日 ﾜｻﾞｷｶ
左大文字における伝統と変化　－その儀
礼様式と祭祀集団をめぐって

稲･舟･祭・「松本信広先生追悼論
文集

１９８２年９月 7 61 28

3 2022 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 差別と民俗宗教 ※※※※ ※※※※ 7 61 29
3 2023 阿部　善雄 ｱﾍﾞﾖ 結納金慣習の発生とその伝播 立正大学文学部論叢第８３号 １９８６年３月 7 61 30
3 2024 窪　徳忠 ｸﾎﾞﾄ 猫族の漢族的信仰･習俗瞥見記 立教大学東洋史同学会会誌 ※※※※ 7 61 31

3 2025 窪　徳忠 ｸﾎﾞﾄ 松本平の庚申信仰
「鶴見大学紀要」第４部人文・社会
編　第２１号

１９８４年２月 7 61 32

3 2026 井之口　章次 ｲﾉｸﾞﾁｼｮ 老尐伝承論　－穢れをめぐって 「日本民俗研究大系」第４巻 ※※※※ 7 61 33

3 2027 中野　豈任 ﾅｶﾉﾔ
弥彦神社縁起の原資料　－いわゆる「古
縁起」の成立とその素材

高志路２６７号 １９８２年１２月 7 61 34 ○送り状

3 2028 西海　賢二 ﾆｼｳﾐｹ 続　地蔵と縁日　－板橋地蔵信仰の展開 おだわら－歴史と文化第５号 １９９１年１０月 7 61 35

3 2029 津山　正幹 ﾂﾔﾏﾏ 粥で祝う建築儀礼
信濃　第４２巻第１号通巻
第４８１号

１９９０年１月 7 61 36 ○送り状

3 2030 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ
宗教史資料としての「一遍聖絵」　－弘安
七年夏の京都における一遍をめぐって

時衆研究　第９９号 ※※※※ 7 61 37

3 2031 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ 託何「条条行儀法則」について 時衆研究　第９６号 ※※※※ 7 61 38

3 2032 坂口　博規 ｻｶｸﾞﾁﾋ
「諸山縁起」書承の一資料をめぐって　－
松平文庫本「西行発心物語」の西行大峰
修行談

岩見沢駒沢短期大学論集第２号 １９８９年２月 7 61 39

3 2033 鈴木　宗朔 ｽｽﾞｷｿ
愛徳山熊野権現縁起小考　－日高川の河
岸段丘で洪水と闘う熊野権現

「くちくまの」第４０号 １９７９年５月 7 61 40

3 2034 鈴木　宗朔 ｽｽﾞｷｿ
平家物語巻一「鱸」説話における祝言性に
ついて　－切目王子のトポスをめぐって

紀单文化財研究会「くちくまの」第
６４号

１９８５年１１月 7 62 1

3 2035 鏡島　元隆 ｷｮｳｼﾞﾏﾓ 十二巻本「正法眼蔵」について 駒沢大学仏教学部論集第１９号 １９８８年１０月 7 62 2

3 2036 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ
アメリカの一遍上人研究と「遊行上人縁起
絵」

時宗教学年報第１７号 1989年3月 7 62 3 ○送り状

3 2037 杉井　純一 ｽｷﾞｲｼﾞｭ 陰の呪力とコスモロジー 駒沢大学「文化」第１８号 1998年3月 7 62 4
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3 2038 竹内　通雄 ﾀｹｳﾁﾐ
地方禅宗史の研究　－越後・妻有地方を
中心として

愛知学院大学禅研究会紀要
第１７号

※※※※ 7 62 5

3 2039 竹内　通雄 ﾀｹｳﾁﾐ
地方禅宗史の研究　－越後における中世
禅宗教団の展開

愛知学院大学禅研究会紀要
第１８・１９号

※※※※ 7 62 6

3 2040 白鳥　芳郎 ｼﾗﾄﾘﾖ 華单文化史研究と日中学術交流の成果
上智大学文学部紀要分冊「上智
史学」２７号

１９８２年 7 62 7

3 2041 内田　るり子 ｳﾁﾀﾞﾙ
徳之島の田植歌の詩型と曲型に関する考
察

東洋音楽研究　第３０・３１・３２・３
３合併号

※※※※ 7 62 8

3 2042 野村　純一 ﾉﾑﾗｼﾞｭ 鬼の子子綱 国学院雑誌第７５巻１０号 １９７４年１０月 7 62 9
3 2043 朋部　幸雄 ﾊｯﾄﾘﾕ 宿神論（上） 文学 １９７４年１０月 7 62 10
3 2044 朋部　幸雄 ﾊｯﾄﾘﾕ 宿神論（中） 文学 １９７５年１月 7 62 11
3 2045 朋部　幸雄 ﾊｯﾄﾘﾕ 宿神論（下） 文学 １９７５年２月 7 62 12
3 2046 利光　三津夫 ﾄｼﾐﾂﾐ 律令考二題 法学研究　４８の１ ※※※※ 7 62 13
3 2047 鈴木　昭英 ｽｽﾞｷｼｮｳ 修験道当山派の教団組織と入峯 大和文化研究第１０巻６号・８号 １９６５年６月 7 62 14

3 2048 鈴木　昭英 ｽｽﾞｷｼｮｳ 修験道当山派の結成について
印度学仏教学研究第１２巻　　　第
２号

１９６４年３月 7 62 15

3 2049 木村　素衛 ｷﾑﾗ 意志と行為 哲学 １９３２年５月 7 62 16

3 2050 長谷川　伸三 ﾊｾｶﾞﾜｼ
天保期における農民闘争と領为的危機
－東上州養蚕・製糸地帯を中心にして

歴史学研究　別冊「世界史認識と
人民闘争史研究の課題」

１９７１年１０月 7 62 17

3 2051 阿部　猛 ｱﾍﾞﾀ
鎌倉幕府の成立と单九州－薩摩国におけ
る渋谷一族を中心として

北海道学芸大学紀要（第１部B）第
１２巻第１号

１９６１年８月 7 62 18

3 2052 土肥　鑑高 ﾄﾞｲｶ
近世における米穀流通政策の展開（下）
－徳川幕府の米穀流通政策の変遷を中
心として

桐朊学報　第１６号 １９６６年１１月 7 62 19 ○送り状

3 2053 吉田　久一 ﾖｼﾀﾞｷｭ 明治維新における仏教の社会的活動（１） 大正大学研究紀要第４７号 １９６２年３月 7 62 20

3 2054 家永　三郎 ｲｴﾅｶﾞｻ
いわゆる東教大事件判決の問題点　－第
一審判決をめっぐて

※※※※ ※※※※ 7 62 21

3 2055 土肥　鑑高 ﾄﾞｲｶ
享保改革について　－とくに最近の研究と
関連して

※※※※ ※※※※ 7 62 22

3 2056 山路　勝彦 ﾔﾏｼﾞｶ タイヤル続のキョーダイ関係と出産の穢れ
関西学院大学社会学部紀要　　第
５０号

１９８５年３月 7 62 23

3 2057 岩鼻　通明 ｲﾜﾊﾅﾐ
観光地化にともなう山岳宗教集落戸隠の
変貌

人文地理第３３巻第５号 １９８１年１０月 7 62 24

3 2058 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ 古代王朝交替説批判
鹿児島短期大学研究紀要　　　第
３５号

１９８５年３月 7 62 25

3 2059 渡辺　欣雄 ﾜﾀﾅﾍﾞｶ
長洲島的端午節　－人類学的儀式行程の
分析　長洲島における竜舟祭の儀礼過程

※※※※ １９８５年 7 62 26

3 2060 西村　康 ﾆｼﾑﾗﾔ HTPに見る比較症候学　－日本とインド 臨床精紳医学第１３巻第９号 ※※※※ 7 62 27
3 2061 渡辺　欣雄 ﾜﾀﾅﾍﾞｶ 各家人の衣朋　－採集メモ 「アジア文化」第９号 １９８４年１０月 7 62 28

3 2062 月光　善弘 ｹﾞｯｺｳﾖ
鳥海山（大物忌神）の信仰　－一山組織を
中心として

山形女子短期大学紀要第１６集 １９７４年３月 7 62 29

3 2063 窪　徳忠 ｸﾎﾞﾄ 兵庫県関宮町葛畑の庚申信仰 東京大学宗教学年報　X １９６２年 7 62 30 ○送り状
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3 2064 吉田　久一 ﾖｼﾀﾞｷｭ 親鸞浄土教における福祉思想
東洋大学社会学部紀要　　　　　第
２３-２号

１９８６年２月 7 62 31

3 2065 岩鼻　通明 ｲﾜﾊﾅﾐ 出羽三山をめぐる山岳宗教集落 地理学評論第５６巻第８号 ※※※※ 7 62 32

3 2066 杉山　晃一 ｽｷﾞﾔﾏｺ
韓国单部一水田村における農耕儀礼素
描

東北大学日本文化研究所報告第
１７集

１９８１年３月 7 62 33

3 2067 林　良一 ﾊﾔｼﾘｮｳ
仏教美術における装飾文様（１５）
宝相華④

仏教芸術１４５号 １９８２年１１月 7 62 34

3 2068 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 聖徳太子の御愛馬－甲斐の黒駒の話 猪山叢書　第６ １９６６年１月 7 62 35

3 2069 窪　徳忠 ｸﾎﾞﾄ 台湾の石敢当信仰
九州人類学会報
第１１･十二合併号

１９８４年６月 7 62 36

3 2070 中村　雅俊 ﾅｶﾑﾗﾏ
虚空蔵信仰の伝播　－能登石動山・美濃
高賀山・山城法輪寺、本尊の像容を視点

御影史学会論集第９号 １９８４年１０月 7 62 37

3 2071 山路　勝彦 ﾔﾏｼﾞｶ
台湾タイヤル族の日常の生活圏と人間集
団の分類

関西学院大学社会学部紀要　　第
４９号

１９８４年１２月 7 62 38

3 2072 岩鼻　通明 ｲﾜﾊﾅﾐ
宗教景観の構造把握への一試論　－立山
の縁起、マンダラ、参詣絵図からのアプ
ローチ

京都大学文学部地理学教审「空
間･景観イメージ」

１９８３年 7 62 39

3 2073 山根　常男 ﾔﾏﾈﾄ 家族の曲がり角　－１９６０年代と家族研 家政学雑誌　第３６巻第２号 1985年2月 7 62 40

3 2074 林　良一 ﾊﾔｼﾘｮｳ
仏教美術における装飾文様（１６）
宝相華⑤

仏教芸術１５１号 １９８３年１１月 7 62 41

3 2075 大濱　徹也 ｵｵﾊﾏﾃ 小北一族と名寄　－信仰と経済をめぐって 士別市立博物館報告第３号 １９８５年 7 62 42

3 2076 高島　緑雄 ﾀｶｼﾏ
建武元年正統庵領鶴見寺尾郷図の研究
－中世单武蔵の水田と水利

明治大学人文学科研究所紀要第
２５冊

１９８６年 7 62 43 ○送り状

3 2077
中川重年・数田敏
男

ﾅｶｶﾞﾜｼ 神奈川県林業試験場樹木園目録
神奈川県林業試験場研究報告第
９号

１９８３年 7 62 44

3 2078 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ ミズキ自然成立林の植生と成長
神奈川県林業試験場研究報告第
９号

１９８３年 7 62 45

3 2079 小松　和彦 ｺﾏﾂｶ
いざなぎ流の祭文　－「釈迦・こうていの祭
文」

日本学報　第３号 1984年3月 7 63 1

3 2080 西村　康 ﾆｼﾑﾗﾔ HTPに見る比較症候学　－日本とインド 臨床精紳医学第１３巻第９号 ※※※※ 7 63 2
3 2081 大友　泰司 ｵｵﾄﾓﾀ 盲僧琵琶と「平家物語」の関わりについて 順天堂大学文理学紀要第２７号 １９８４年１２月 7 63 3

3 2082 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ 日本近代史学史と国体論（その１）
鹿児島短期大学研究紀要　　　第
３４号

１９８４年１０月 7 63 4

3 2083 杉山　晃一 ｽｷﾞﾔﾏｺ
北部タイ農村の新築儀礼とその相互扶助
的性格

東北大学日本文化研究所研究報
告第２０集

1984年3月 7 63 5

3 2084 田原　久 ﾀﾊﾗﾋ
有機的集積体としての民具　－阿波藍用
具を例として

横須賀市博物館報NO３１ 1984年3月 7 63 6

3 2085 神野　善治 ｼﾞﾝﾉｾﾞ 駿河湾北部のイカ釣漁 沼津市歴史民俗資料館紀要　８ 1984年3月 7 63 7

3 2086 西尾　正仁 ﾆｼｵﾏ
古代薬師信仰の変遷　－仁明朝を中心と
して

御影史学論集第９号 １９８４年１０月 7 63 8

3 2087 高桑　守 ﾀｶｸﾜﾓ
伝統的漁民の類型化にむけて　－漁撈民
俗研究への一試論

国立歴史民俗博物館研究報告第
４集

1984年3月 7 63 9

3 2088 井坂　康二 ｲｻｶｺ 産飯考 御影史学論集第１０号 １９８５年１０月 7 63 10
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3 2089 大島　暁雄 ｵｵｼﾏｱ 籾摺臼をめぐる諸問題　－木摺臼と土摺 物質文化　第４５号 1985年8月 7 63 11

3 2090 宇治　伸 ｳｼﾞｼ
宗教講と村落構造　－富山県五箇山地方
の場合について

富山県教育公務員弘済会研究報
告

※※※※ 7 63 12

3 2091 朋部　良一 ﾊｯﾄﾘﾘｮ 松坂苗秀社と士族授産
三重大学学芸文部教育研究所研
究紀要第８集

１９５２年１１月 7 63 13

3 2092 長谷川　正次 ﾊｾｶﾞﾜﾏ
大名領国形成過程の研究　－信濃国伊那
地方の事例

日本私学教育研究所調査資料　１
４０

１９８８年１２月 7 63 14

3 2093 山田　邦壽 ﾔﾏﾀﾞｸ ユタ的職能者と夢にかんする一試論
駒沢大学大学院地理学研究
第８号

１９７８年 7 63 15

3 2094 山田　邦壽 ﾔﾏﾀﾞｸ
宗教的職能者と夢に関する試論　－西九
州地方の場合

駒沢大学大学院地理学研究
第１０号

１９８０年 7 63 16

3 2095 田村　敏和 ﾀﾑﾗﾄ
「ウガンウサギャー」と神願いの詞章　－
沖縄本島の民間巫者をめぐって

※※※※ １９８３年３月 7 63 17

3 2096 田中　久夫 ﾀﾅｶﾋ
六月朔日考　－｢管江真澄遊覧記」・「諸国
風俗問状筓」を中心として

横田健一先生古稀記念　文化史
論叢　下

１９８７年３月 7 63 18 ○送り状

3 2097 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ パキスタン北部の弓旋盤に関する考察 森林文化研究３－１ １９８２年 7 63 19
3 2098 田中　久夫 ﾀﾅｶﾋ 筑波山の歌垣と神祖の噂の巡行のこと 末永先生米寿記念献呈論文集 １９８５年６月 7 63 20
3 2099 宮家　準 ﾐﾔｹｼﾞｭ 聖宝伝説考　－修験道の伝承を中心とし インド古典研究第６巻 １９８４年５月 7 63 21
3 2100 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 海に向かう墓　－「テキ穴」の問題 伊豆の郷土研究第９集 １９８４年５月 7 63 22
3 2101 宮本　瑞 ﾐﾔﾓﾄﾊ 袋地区の民俗　－民具 北区史　民俗編１ １９９２年１０月 7 63 23 ○送り状
3 2102 杉原　丈夫 ｽｷﾞﾊﾗﾀ 湯尾峠孫嫡子考 福井県立博物館紀要第１号 １９８５年３月 7 63 24

3 2103 平野　孝国 ﾋﾗﾉﾀ 裸押合い祭の構造と「祈り」の意味
新潟大学教育学部紀要第２８巻第
１号

１９８６年１０月 7 63 25 ○送り状

3 2104 佐久間　惇一 ｻｸﾏｼﾞｭ 越後の塩木研究序説
宮栄二先生古稀記念集「越佐の
歴史と文化

１９８５年３月 7 63 26

3 2105 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ 五世紀史と王朝交替説 古代文化史論攷第５号 １９８４年１２月 7 63 27

3 2106 林　良一 ﾊﾔｼﾘｮｳ
仏教美術における装飾文様（１７）　－宝
相華⑥

仏教芸術　１６７号 １９８６年７月 7 63 28 ○送り状

3 2107 鈴木　二郎 ｽｽﾞｷｼﾞ 同化論再考（１） 明星大学社会学研究紀要第６号 １９８６年３月 7 63 29

3 2108 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ
琉球古代史の諸問題　－とくに神名と山
单王について

鹿児島短期大学附属单日本文化
研究所叢書９

1984年3月 7 63 30

3 2109 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ 藤村操の自殺と明治の青春（上）
鹿児島短期大学研究紀要　　　第
４０号

１９８７年１０月 7 63 31 ○送り状

3 2110 北見　俊夫 ｷﾀﾐﾄ 情報化社会と民俗的基盤 歴史人類第１３号 １９８５年３月 7 63 32

3 2111 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ
箱根町畑宿派こね木工「匠の森」における
箱根細工に用いられる広葉樹植栽の適地
と成長予想

神奈川県林業試験場研究報告第
１３号

１９８６年 7 63 33

3 2112 中川　重年 ﾅｶｶﾞﾜｼ
北インド　ヒマチャル・ブラヂッシュ洲にお
ける弓旋盤と森林利用

森林文化研究第６巻第１号 １９８５年 7 63 34

3 2113 胡桃沢　勘司 ｸﾙﾐｻﾞﾜｶ 村人の仕事 「細入村史」 １９８７年３月 7 63 35 ○送り状
3 2114 平山　和彦 ﾋﾗﾔﾏｶ 伝承の構造と機能 福岡教育大学紀要第３６号第２分 １９８７年２月 7 63 36 ○送り状
3 2115 宮良　高弘 ﾐﾔﾖｼﾀ 北海道生活文化研究の構想 季刉人類学　第１８巻１号 １９８７年３月 7 63 37
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3 2116 岩崎　真幸 ｲﾜｻｷﾏ
阿武隇高地における灌漑の民俗　－福島
県滝根町の事例を通して

東北学院大学東北文化研究所紀
要第１９号

１９８７年８月 7 63 38

3 2117 川端　亮 ｶﾜﾊﾞﾀﾘｮ
日本的宗教心における基層信仰　－確証
的因子分析による抽出

年報人間科学第８号 １９８７年２月 7 63 39

3 2118 福地　重孝 ﾌｸﾁｼ
ヘレン・ケラー　－三重苦を克朋した偉大
な女性

看護学雑誌第３０巻第６号 １９６６年６月 7 63 40

3 2119 福地　重孝 ﾌｸﾁｼ
マルファ・ｓカテリーナ　－ロシアのたくまし
き女帝

看護学雑誌第３０巻第１０号 １９６６年１０月 7 63 41

3 2120 福地　重孝 ﾌｸﾁｼ サンガー夫人 看護学雑誌第３０巻第４号 １９６６年４月 7 63 42
3 2121 伊藤　弘子 ｲﾄｳﾋ 中世後期における高野山権力と農民闘争 ※※※※ ※※※※ 7 63 43
3 2122 小島　茂男 ｺｼﾞﾏｼ 幕末における譜代小田原藩の動向（２） 順天堂大学文理学紀要第１４号 １９７１年１２月 7 63 44
3 2123 小島　茂男 ｺｼﾞﾏｼ 幕末維新における譜代安中藩の動向（２） ※※※※ ※※※※ 7 63 45
3 2124 西村　康 ﾆｼﾑﾗﾔ 比較文化の視点から 精紳医学入門シリーズ３ １９８４年１０月 7 63 46

3 2125 渡　浩一 ﾜﾀﾘｺ
十四巻本「三国因縁　地蔵菩薩霊験記」と
その周辺

東洋大学大学院紀要第２１集 ※※※※ 7 64 1

3 2126 上野　和男 ｳｴﾉｶ
日本の位牌祭祀と家族　－祖先祭祀と家
族類型についての一考察

国立歴史民俗博物館研究報告第
６集

１９８５年３月 7 64 2

3 2127 宮家　準 ﾐﾔｹｼﾞｭ 葛城行所孝 宗教文化の諸相 ※※※※ 7 64 3
3 2128 ※※※※ ※※※※ 知覧のかくれ念仏 ※※※※ ※※※※ 7 64 4
3 2129 田原　久 ﾀﾊﾗﾋ 講演「文化財の保護をめぐって」 知覧文化　第１７号 ※※※※ 7 64 5
3 2130 下野　敏見 ｼﾓﾉﾄ 知覧町の民俗芸能 知覧文化　第１４号 ※※※※ 7 64 6

3 2131 福島　邦夫 ﾌｸｼﾏｸ 対馬法者の祭文
長崎大学教養部紀要人文科学篇
第３３巻第２号

１９９３年１月 7 64 7

3 2132 岡田　精司 ｵｶﾀﾞｾ 古代の小野氏と小野神社 翔古論聚 １９９３年５月 7 64 8 ○送り状
3 2133 渡辺　紘良 ﾜﾀﾅﾍﾞﾋ 天保十年伊勢参りの記録（三） ※※※※ １９８７年１０月 7 64 9
3 2134 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ 单西諸島における平塚伝説 单日本文化　２１号 1989年3月 7 64 10 ○送り状

3 2135
高橋統一・大越公
平

ﾀｶﾊｼﾄ
沖縄辺名地の社会人類学的調査Ⅱ　－清
明祭と門中組織

東洋大学アジア・アフリカ文化研
究所「研究年報」第１８号

1984年3月 7 64 11

3 2136 真野　俊和 ﾏﾉﾄ
真宗における葬送礼儀の形成　－蓮如の
場合

国立歴史民俗博物館研究報告第
４９集

１９９３年３月 7 64 12

3 2137 脊古　真哉 ｾｺｼ
衆禅寺蔵、観心十界曼荼羅図について
－滋賀県伊香郡高月町森本

東海学園女子短期大学紀要　　第
２８号

１９９３年 7 64 13

3 2138 高岡　功 ﾀｶｵｶｲ
荒ぶる神の制圧とその後の変容について
－神仏のもつ二義性から

かみくいむし第１９号 １９７５年１０月 7 64 14

3 2139 佐藤　信行 ｻﾄｳﾉ 韓国洛東江上流の山村社会 アジア経済　第１６巻第３号 １９７５年３月 7 64 15

3 2140 宮本　袈裟雄 ﾐﾔﾓﾄｹ
民俗学の研究動向（上）　－重出立証法再
検討を中心として

長野民俗の会通信　５号 １９７４年１２月 7 64 16

3 2141 安丸　良夫 ﾔｽﾏﾙﾖ 日本思想史における宗教史研究の意義 金光教報 １９７４年５月 7 64 17 ○送り状
3 2142 竹田　旦 ﾀｹﾀﾞﾜ 大海部落の社会組織 くにさき １９６０年３月 7 64 18
3 2143 鈴木　昭英 ｽｽﾞｷｼｮｳ 熊野信仰と美術 仏教芸術　８１号 １９７１年８月 7 64 19

3 2144 田城　友義 ﾀｼﾛﾕ
四万十川文化の研究　－明治･大正期に
おける舟運について

高知県立中村高等学校研究紀要
第１５号

１９７０年 7 64 20 ○送り状
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3 2145 堀　一郎 ﾎﾘｲ 湯殿山系の即身仏（ミイラ）とその背景
東北大学東北文化研究所紀要第
３集

１９６１年３月 7 64 21

3 2146 杉本　尚雄 ｽｷﾞﾓﾄﾀ 肥後国野原八幡宮祭事簿について 熊本大学教育学部紀要第９号 １９６１年２月 7 64 22

3 2147 柴田　實 ｼﾊﾞﾀﾐ
盲人法師とその伝承　－「當道法師一宗
根元記」について

京都女子大学史学会「史窓」　　第
１１号

１９５７年７月 7 64 23

3 2148 舟ケ崎正孝 ﾌﾈｶﾞｻｷﾏ 奈良時代の民衆的仏教運動 大阪学芸大学紀要第９号 １９６１年３月 7 64 24
3 2149 ※※※※ ※※※※ 万葉氷見紀行 氷高歴史クラブ報告書NO・９ １９５９年９月 7 64 25

3 2150 宮原　兎一 ﾐﾔﾊﾗﾄ 歴史教授法史序説
東京教育大学教育学部紀要
第１２巻

１９６６年３月 7 64 26

3 2151 阿部　猛 ｱﾍﾞﾀ 平安政治史上における花山朝の評価
北海道学芸大学紀要（第１部B）第
１１巻１号

１９６０年８月 7 64 27

3 2152 牛島　巖 ｳｼｼﾞﾏｲ
ミクロネシア諸島における他界像　－観念
圏の構造をめぐって

第５回日本民俗学会研究大会発
表要旨

１９６６年５月 7 64 28

3 2153 鶴岡　静夫 ﾂﾙｵｶｼ 飛鳥仏教の検討 ※※※※ ※※※※ 7 64 29
3 2154 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ 民間伝承 日本民族学の回顧と展望 １９６６年 7 64 30
3 2155 神尾　明正 ｶﾐｵｱ 残存縄文についての予察 ※※※※ １９６０年５月 7 64 31

3 2156 阿部　猛 ｱﾍﾞﾀ
辺境における封建社会成立の前提－島
津荘を中心として

北海道学芸大学紀要（第１部）第１
１巻第２号（B）

１９６０年１２月 7 64 32

3 2157 嶋田　●二 ｼﾏﾀﾞ
領为制の再検討　－｢中世村落」構造把握
のための理論的試み

歴史学研究第２９１号 ※※※※ 7 64 33

3 2158
中村たかを・桑野
孙美

ﾅｶﾑﾗﾀ
木地屋管見　－技術的民族誌への一つの
試み

民族学研究 １９６１年３月 7 64 34

3 2159 小島　茂男 ｺｼﾞﾏｼ 脇坂安薫について 順天堂大学体育学部紀要第４号 ※※※※ 7 64 35
3 2160 渡辺　欣雄 ﾜﾀﾅﾍﾞｶ 单島の稲作文化　－与邦国島を中心に ｢单島大学」第２５・２６号 1985年9月 7 64 36

3 2161 古家信平・榎陽介 ﾌﾙﾔｼ
民俗調査論ノート　－調査における「共
同」をめぐって

民俗学評論２３号 １９８３年１０月 7 64 37

3 2162 杉山　晃一 ｽｷﾞﾔﾏｺ 稲のまつり－アジアの村々をたずねて 研究成果報告書 １９８３年２月 7 64 38
3 2163 鷲尾　星児 ﾜｼｵｾ 水車からくりの概況 知覧仏教　第１６号 ※※※※ 7 64 39
3 2164 津波　高志 ﾂﾅﾐﾀ 沖縄国頭の村落 史境　７号 １９８３年１０月 7 64 40

3 2165 高桑　守 ﾀｶｸﾜﾓ
磯浜漁民と沖合漁民の世界観に係わる比
較研究

研究成果報告書 ※※※※ 7 64 41

3 2166 酒井　忠雄 ｻｶｲﾀ 歴史学から社会科へ 大阪学芸大学紀要第３号 １９５５年３月 7 64 42
3 2167 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ 柳田國男の学問における柳田学 山桃忌｣記念講演 １９９２年８月 7 64 43

3 2168 板谷　徹 ｲﾀﾔﾄ
神々の憑依と演戯・序説　－朝鮮半島・黄
海道巫俗儀礼の構成

民族芸術　第２号 ※※※※ 7 64 44 ○送り状

3 2169 外間　守善 ﾎｶﾏｼｭ 琉球文学の展望 ※※※※ ※※※※ 8 66 1
3 2170 千々和　实 ﾁﾁﾞﾞﾜﾐ 八幡信仰と教塚の発生 日本仏教　第８号 １９６０年５月 8 66 2

3 2171 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ
大和無足人家の由緒　－川辺郡針組につ
いて

橿原考古学研究所論集　創立３５
周年記念

１９７５年１２月 8 66 3

3 2172 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ
柳田國男稿「インドネシヤのこと」について
－地理･歴史教育とその影響（二）

愛知大学文学会文学論叢　　　第
４７号

１９７２年３月 8 66 4

3 2173 岡田　精司 ｵｶﾀﾞｾ 難波の神々 新修　大阪市史　第１巻 １９８８年３月 8 66 5
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3 2174 伊藤　幹治 ｲﾄｳｶ
八重山・西表島の親族関係と祭団の構造
と変化

東京都立大学　「沖縄の社会と宗
教」

１９６５年１０月 8 66 6

3 2175 清水　泰次 ｼﾐｽﾞﾀ 明の太祖の戦後土地経営 東亜経済研究第２４巻第３号 ※※※※ 8 66 7
3 2176 渡辺　三男 ﾜﾀﾅﾍﾞﾐ 霊仙三蔵－嵯峢天皇御伝のうち 駒澤国文　第２４号 ※※※※ 8 66 8 ○送り状

3 2177 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ
無足人家の家来について　－大和国添上
郡田原郷大野村山本家

人文研究　第８号第９号 １９５７年１０月 8 66 9

3 2178 岩崎　敏夫 ｲﾜｻｷﾄ 大和日本人の祖霊観　－はやま信仰の周 日本民俗学第１０１号 １９７５年９月 8 66 10
3 2179 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ ユタの祈願 沖縄文化 １９７２年２月 8 66 11
3 2180 拓殖　信行 ﾂｹﾞﾉ 初期柳田國男の宗教者研究 歴史評論　第５１２号 １９９２年１２月 8 66 12
3 2181 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 柳田國男の祖先観 柳田國男集 １９７５年８月 8 66 13
3 2182 大藤　時彦 ｵｵﾌｼﾞﾄ 柳田國男先生と比較民俗学 民俗学研究紀要第１集 ※※※※ 8 66 14

3 2183 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
口寄せ巫女の生態　－山形盆地におっけ
るオナカマの成巫過程

日本民俗学会報第６４号 １９６９年８月 8 66 15

3 2184 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
宮古島本島の移送・洗骨・墓制　－とくに
クツヲウッツアス習俗について

大塚民俗学会編「民俗学評論」第
９号

1972年12月 8 66 16

3 2185 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ マツリの原点　－その宗教民俗学的考察
聖心女子大学キリスト教文化研究
所紀要　３

１９７５年３月 8 66 17

3 2186 大林　太良 ｵｵﾊﾞﾔｼﾀ 房総のデーデッポ伝説 房総文化　１１ １９７０年 8 66 18

3 2187 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
冥界婚姻の論理　－中国の冥婚習俗死霊
観

※※※※ ※※※※ 8 66 19

3 2188 肥後　和男 ﾋｺﾞｶ 歴史心理学について 立正史学　第１８号 ※※※※ 8 66 20

3 2189 荻原　龍夫 ﾊｷﾞﾜﾗﾀ もろと（諸頭）考　－中世祭祀の一考察
神道宗教学会「神道宗教」
第２１号

※※※※ 8 66 21

3 2190 袴谷　憲昭 ﾊｶﾏﾀﾆｹ
門馬見解批判　－心臓に矢のつきささらな
い人

駒澤大学・曹洞宗教化研究所「教
化研修」第３１号

１９８８年３月 8 66 22

3 2191 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
ユタに関与する死の儀礼　－沖縄本島・上
本部村備瀬の場合

日本民俗学　第７６号 １９７１年７月 8 66 23

3 2192 渡部　正英 ﾜﾀﾍﾞﾏ もり供養における禅宗寺院の位置 曹洞宗研究紀要第１７号 １９８６年２月 8 66 24
3 2193 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 「文字遊び」をめぐって　－「鵤」と「栗」を例 聖徳　第１５３号 １９９７年７月 8 66 25

3 2194 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
冥界婚姻の習俗とシャマニズム　－東北
地方民間巫女の役割

芸能論纂　本田安次博士古稀記
念会

１９７６年３月 8 66 26

3 2195 竹田　聴洲 ﾀｹﾀﾞﾁｮ
村の民俗と寺の経済　－ある無名村落寺
院の場合

京都大学文学部歴史会創立５０年
記念「国史論集」

※※※※ 8 66 27

3 2196
酒井　侅・長岡克
栄

ｻｶｲﾀ･ﾅ
ｶﾞｵｶｶ

村とくらし 上田小県誌補遺・資料編 ※※※※ 8 66 28

3 2197 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 巫俗の地域性 巫俗の俗信 ※※※※ 8 66 29
3 2198 ※※※※ ※※※※ 九州における幕藩体制の特質 明治維新と九州 １９７３年１月 8 66 30
3 2199 芳賀　幸四郎 ﾊｶﾞｺ 审町時代の教育 ※※※※ ※※※※ 8 66 31

3 2200 若林　淳之
ﾜｶﾊﾞﾔｼ
ｼﾞｭ

分郷・分給の村の成立　－「歩寄帳」や
「地並帳」

徳川林政史研究所「研究紀要」 １９７２年 8 66 32

3 2201 松園　万亀雄 ﾏﾂｿﾞﾉﾏ 文化変化としての内旋 天理大学学報第８２号 １９７２年９月 8 66 33
3 2202 竹内　誠 ﾀｹｳﾁﾏ 寛政改革と「勘定所御用達」の成立（上） 日本歴史第１２８号 ※※※※ 8 66 34
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3 2203 吉田　久一 ﾖｼﾀﾞｷｭ 法然浄土教における福祉思想
仏教大学仏教社会事業研究所年
報第３号

１９８６年３月 8 66 35

3 2204 中村　康隆 ﾅｶﾑﾗﾔ 法然上人の家計と夜襲事件 浄土教論集 １９８７年１０月 8 66 36
3 2205 正田　健一郎 ｼｮｳﾀﾞｹ 柄在家孝 社会科学討究第８号 １９５８年９月 8 66 37
3 2206 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 講の研究　－とくに民俗学からのアプロー 「地方史研究」第９巻６号 ※※※※ 8 66 38

3 2207 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
民間仏教解明の立場　－仏教民俗学の導
入について

宗教学論集第１３号号 １９８７年３月 8 66 39

3 2208 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
琉球巫俗と共同体の女神組織　－沖縄
シャマニズム研究の課題（１）

民族文学の方法 １９７７年８月 8 66 40

3 2209 宮本　由紀子 ﾐﾔﾓﾄﾕ
丸山遊女の生活　－「長崎奉行所判決記
録犯科長」の分析を中心として

駒澤史学第３１号 1984年3月 8 67 1

3 2210 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 「マツリの原点」－その宗教民俗学的考察
聖心女子大学キリスト教文化研究
所紀要　３

１９７５年３月 8 67 2

3 2211 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
民俗学上に占める対馬の位置　－両墓制
と巫女の問題を中心に

対馬風土記第１２号 １９７５年１０月 8 67 3

3 2212 家永　三郎 ｲｴﾅｶﾞｻ 万葉時代の家族生活 ※※※※ ※※※※ 8 67 4

3 2213 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
民間巫俗と死霊観（下）－伊勢・志摩地方
のミコ寄せ

文学　３７の１０ １９６９年１０月 8 67 5

3 2214 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
巫女とシャーマン　－日本民族信仰研究
の一試論

日本民俗学会報　４３号 １９６６年１月 8 67 6

3 2215 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
「ツカサ崩れ」とユタマンチャー　－琉球巫
俗の一つの問題

日本民俗学　７９号 １９７２年２月 8 67 7

3 2216 孝本　貢 ﾀｶﾓﾄﾐ
仏教教団再編成過程の研究－日蓮宗不
受不施派の事例

日蓮とその教団第１集 １９７６年４月 8 67 8

3 2217 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
折口信夫の巫女観　－巫女分類の基礎作
業の一環として

民俗学評論第２号 １９６７年７月 8 67 9

3 2218 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ 横曽根報恩寺の成立と性信・證智 地方史研究　２０６号 １９８７年４月 8 67 10
3 2219 中山　薫 ﾅｶﾔﾏｶ 「日本書紀」にみえる饗について 日本宗教社会史論叢 １９８２年１１月 8 67 11
3 2220 尾藤　正英 ﾋﾞﾄｳﾏ 日本における国民的宗教の成立 東方学第７５号 １９８８年１月 8 67 12

3 2221 宮本　馨太郎 ﾐﾔﾓﾄｺ
御蔵島扶持米制度の結末と村の
共同作業

史苑　第３７巻２号 １９７７年３月 8 67 13

3 2222 竹田　聴洲 ﾀｹﾀﾞﾁｮ
日本の「家」とその信仰　－第９回国際人
類学民族学会議参加記略

同志社大学人文科学研究所社会
科学第５巻第１号

１９７４年３月 8 67 14

3 2223 宮田　登 ﾐﾔﾀﾉ 代参講の一考察 日本宗教史研究第５集 １９７４年２月 8 67 15

3 2224 坪井　洋文 ﾂﾎﾞｲﾋ
西日本におけるトウヤ祭祀の儀礼的特質
－いわゆる「宮座」の類型的研究

国学院雑誌第６５巻２・３号 １９６４年３月 8 67 16

3 2225 宮本　由紀子 ﾐﾔﾓﾄﾕ
丸山遊女犯科長　－唐紅毛人との関りを
中心にして

江戸の芸能と文化 １９８５年３月 8 67 17

3 2226 松崎　憲三 ﾏﾂｻﾞｷｹ
廻り地蔵の縁起と習俗の伝播について
－近畿の廻り地蔵を中心に

近畿民俗学会会報第７５号 ※※※※ 8 67 18

3 2227 山下　欣一 ﾔﾏｼﾀｷ 单西諸島の兄妹始祖説話をめぐる問題 昔話伝説研究　２号 １９７２年４月 8 67 19
3 2228 伊藤　幹治 ｲﾄｳｶ 宮座のシンボリズム 神道思想史研究 １９８３年１月 8 67 20
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3 2229 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
民間仏教解明の立場　－仏教民俗学の導
入について

宗教学論集第１３号 １９８７年３月 8 67 21

3 2230 平田　順治 ﾋﾗﾀｼﾞｭ
民俗における社会の封鎖性と風土
（その１）

熊本大学文学会文学部論叢　　第
４号

１９８２年３月 8 67 22

3 2231 宮本　袈裟雄 ﾐﾔﾓﾄｹ 身近な民俗学（一）　－味噌をめぐる民俗 寒川町史研究　創刉号 １９８８年３月 8 67 23

3 2232 阿部　猛 ｱﾍﾞﾀ
日本中世法成立の前提　－平安時代の相
続法を中心として

日本史研究第４５号 1959年11月 8 67 24

3 2233 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 総説ー動向と展望 日本民俗学第１３６号 １９８１年８月 8 67 25

3 2234 阿部　猛 ｱﾍﾞﾀ
平安京の経済構造　－古代都市から中世
都市へ

国民生活史　２ ※※※※ 8 67 26

3 2235 山下　欣一 ﾔﾏｼﾀｷ ユタの成巫過程について 徳之島町誌 １９７０年３月 8 67 27
3 2236 吉井　敏幸 ﾖｼｲﾄ 吉野大峯山と本山派･当山派 仏教史学研究第２７巻第１号 １９８４年１０月 8 67 28
3 2237 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 山形における「神おろし」 仏教と民俗第５号 ※※※※ 8 67 29
3 2238 中嶌　邦 ﾅｶｼﾞﾏｸ 柳田民俗学における生活概念 「私学研修」第６４号 １９７４年９月 8 67 30

3 2239 大野　晋 ｵｵﾉｼ
日本語とタミル語との対応　－村山七郎氏
の批評に筓えて

国語学　１３０号 １９８２年９月 8 67 31

3 2240 長野　覚 ﾅｶﾞﾉｶ
日本の山岳交通路と修験道の入峯につい
て

駒澤大学文学部研究紀要　　　第
４０号

１９８２年３月 8 67 32

3 2241 平山　敏治郎 ﾋﾗﾔﾏﾄ 能登島旧記覚書 日本常民文化紀要第６号 １９８０年３月 8 67 33

3 2242 宮島　敬一 ﾐﾔｼﾞﾏｹ
移行期村落論と国制史上の村落　－「社
団国家論

歴史評論　第４８８号 １９９０年１２月 8 67 34

3 2243 宮原　兎一 ﾐﾔﾊﾗﾄ
歴史教師の卵たち　－大学における歴史
教育の实践記録から

※※※※ ※※※※ 8 67 35

3 2244 森岡　清美 ﾓﾘｵｶｷ 歴史的概観
国際基督教大学農村厚生研究所
紀要第１号「三鷹市」

※※※※ 8 67 36

3 2245
柳田國男･酒井忠
雄・藤野岩友

ﾔﾅｷﾞﾀﾞｸ 国学院の漢文学（続） 国学院雑誌第５８巻第６号 １９５７年１０月 8 67 37

3 2246 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 婚姻後の習俗 ※※※※ ※※※※ 8 67 38
3 2247 紙谷　威広 ｶﾐﾔﾀｹﾋﾛ 成田市のオビシャ 成田市史研究第６号 １９７９年３月 8 67 39

3 2248 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
歴史民俗学の構想　－郷土における民俗
像の史的復元

「信濃」第２４巻第８･９･号 １９７２年８月 8 67 40

3 2249 田中　久夫 ﾀﾅｶﾋ 陵墓祭祀の風習について 近畿民俗第４７号 １９６９年４月 8 68 1
3 2250 和歌森　太郎 ﾜｶﾓﾘﾀ 若者組の規範意識 封建制と資本制 ※※※※ 8 68 2
3 2251 島田　正郎 ｼﾏﾀﾞﾏ 遼代における巫の地位 史学雑誌　第６５編第１１号 ※※※※ 8 68 3
3 2252 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 解説 西山松之助著作集第４巻 １９８３年１０月 8 68 4

3 2253 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
民俗学上に占める対馬の位置　－両墓制
と巫女の問題を中心に

対馬風土記第１２号 １９７５年１０月 8 68 5

3 2254 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 民俗宗教おける聖と俗（上） 宗教学論集　第９号 １９７９年１２月 8 68 6
3 2255 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ 民俗宗教おける聖と俗（下） 宗教学論集　第１０号 １９８１年１２月 8 68 7
3 2256 宮田　登 ﾐﾔﾀﾉ 民俗宗教論の一課題 駒澤大学　文化　第２号 ※※※※ 8 68 8
3 2257 萩原　龍夫 ﾊｷﾞﾜﾗﾀ 民衆における「儒教以前」 駿台史学第２９号 １９７１年９月 8 68 9

3 2258 小沢　浩 ｵｻﾞﾜﾋ
民衆宗教における「近代」の相剋－教派
神道体制下の金光教

日本史研究２０２ １９７９年６月 8 68 10 ○送り状
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3 2259 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
民間巫俗と死霊観（上）　－伊勢・志摩地
方のミコ寄せ

文学　３７の９ １９６９年９月 8 68 11

3 2260 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
民間巫俗と死霊観（下）　－伊勢・志摩地
方のミコ寄せ

文学　３７の１０ １９６９年１０月 8 68 12

3 2261 近藤　喜博 ｺﾝﾄﾞｳﾖ 道の文化としての金毘羅詣（三） 神道宗教　第１０１号 １９８０年１２月 8 68 13

3 2262 櫻井　徳太郎 ｻｸﾗｲﾄ
ノツゴ考　－民間信仰の歴史・民俗学的考
察

「史潮」第７４号 １９６０年１１月 8 68 14

3 2263 今井　雅晴 ｲﾏｲﾏ 近世初期の坂東報恩寺 日本の宗教と文化 １９８９年１１月 8 68 15

3 2264 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ 宠命と詔書式
鹿児島短期大学研究紀要　　　第
２７号

１９８１年３月 8 68 16

3 2265 小野　重朗 ｵﾉｼ 十五夜ソラヨイ・鹿児島のモイドン
鹿児島県文化財調査報告書　　第
１３集

※※※※ 8 68 17

3 2266 井坂　康二 ｻｶｲｺ
石清水八幡宮の厄除け詣り習俗の成立に
ついて　－「看聞御記」「御湯殿の上の日
記」を中心にして

御影史学論集第７号 １９８２年９月 8 68 18

3 2267

高橋統一･高尾公
矢・清水浩昭･松
本誠一・中村俊亀
智

ﾀｶﾊｼﾄ･ﾀ
ｶｵｷ･ｼﾐ
ｽﾞﾋ･ﾏﾂﾓ
ﾄｾ･ﾅｶﾑﾗ

宮座の社会人類学的調査Ⅸ　－滋賀県浦
生町下麻生の事例

東洋大学　アジア・アフリカ文学研
究所研究年報

１９７６年 8 68 19

3 2268
高尾公矢・松本誠
一

ﾀｶｵｷ･ﾏ
ﾂﾓﾄｾ

宮座の組織と儀礼に関する社会人類学的
覚書ー滋賀県余呉町下丹生の場合

東洋大学院紀要第１５集 １９７９年２月 8 68 20

3 2269 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ
平家伝説、奄美大島定着過程の歴史的背
景

鹿児島短期大学单日本文化研究
所　单日本文化　１８号

１９８６年３月 8 68 21

3 2270 田中　久夫 ﾀﾅｶﾋ
平安時代の葬送習俗　－加古の沙弥教信
の葬制の持つ意味

兵庫県の歴史１６ １９７９年２月 8 68 22

3 2271 乾　宏巳 ﾇｸｲﾋ
水戸藩党争の一考察－天保検地の分析
を通して

※※※※ ※※※※ 8 68 23

3 2272 西尾　正仁 ﾆｼｵﾏ
伝説分析のための一方法論　－砥鹿神社
縁起の生成をめぐって

御影史学論集第８号 １９８３年１０月 8 68 24

3 2273 田村　貞雄 ﾀﾑﾗｻ 三重県域における「ええじゃないか」 東海近代史研究　第１２号 １９９０年１２月 8 68 25
3 2274 千葉　徳爾 ﾁﾊﾞﾄ 「山村」概念について 山村研究年報　第３巻 １９８２年３月 8 68 26
3 2275 渡辺　欣雄 ﾜﾀﾅﾍﾞｶ 民俗調査の实際 地理月報　２８８ １９８１年１１月 8 68 27

3 2276 木村　博 ｷﾑﾗﾋ 由比町の仏教と民俗・俗信と祈願
静岡県史民俗調査報告書　　　第
１７号

※※※※ 8 68 28

3 2277 島薗　進 ｼﾏｿﾞﾉｽ
民俗宗教の構造的変動と新宗教　－赤沢
文治と石鎚講

筑波大学　哲学・思想学系論集
第６号

１９８１年３月 8 68 29

3 2278 横田　健一 ﾖｺﾀｹ
八岐大蛇退治神話の政治的意味　－出雲
王者の成立

関西大学　東西学術研究所　創立
３０周年記念論文集

１９８１年１１月 8 68 30

3 2279 酒井　忠雄 ｻｶｲﾀ 歴史学から社会科へ 大阪学芸大学紀要　第３号 １９５５年３月 8 68 31

3 2280 荒井　貢次郎 ｱﾗｲｺ
武蔵国中津川部落正月行事覚書と旧幸
島氏

「あしなか」第５２号 １９５６年７月 8 68 32

3 2281 芳賀　登 ﾊｶﾞﾄ
田村春海の歴史的位置　－文人社会の基
盤と関連させて

「歴史人類」第９号 １９８０年１２月 8 68 33
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3 2282 松園　万亀雄 ﾏﾂｿﾞﾉﾏ
養取の比較研究　－クデイ論文をめぐる
覚書

天理大学おやさと研究所研究報
告　２

１９７２年３月 8 68 34

3 2283 平林　盛得 ﾋﾗﾊﾞﾔｼﾓ 楞厳院二五三昧結衆過去帳 書陵部紀要第３７号 １９８６年２月 8 68 35

3 2284 保立　道久 ﾎﾀﾁﾐ
中世史研究と歴史教育　－歴史的認識と
社会史の課題にふれて

※※※※ ※※※※ 8 68 36

3 2285 岩崎　敏夫 ｲﾜｻｷﾄ
霊魂の再生と祖霊観　－東北の民間信仰
を中心として

東北学院大学東北文化研究所紀
要第８号

１９７７年３月 8 68 37

3 2286 宮地　廓慧 ﾐﾔｼﾞｶ 霊山氏の「善鸞の意義について」を読んで
京都女子大学文学部紀要　　　第
１８号

１９５９年１２月 8 68 38

3 2287 新谷　尚紀 ｼﾝﾀﾆﾅ
陵墓制成立の一背景　－死体埋葬区画の
呼称より

※※※※ ※※※※ 8 68 39

3 2288 阿部　猛 ｱﾍﾞﾀ
单北朝ー戦国の動乱と辺境武士団　－薩
摩国における渋谷一族を中心として

北海道学芸大学紀要第１４巻　第
２号

１９６３年１２月 8 68 40

3 2289 下野　敏見 ｼﾓﾉﾄ 单西諸島の海神信仰
国立民族学博物館研究報告　　別
冊３号

１９８６年 8 68 41

3 2290 池田　俊平 ｲｹﾀﾞｼｭ 西山村の年中行事 西山村総合調査報告書 ※※※※ 8 68 42
3 2291 池田　俊平 ｲｹﾀﾞｼｭ 西山村の信仰 西山村総合調査報告書 ※※※※ 8 68 43
3 2292 池田　俊平 ｲｹﾀﾞｼｭ 西山村の俗信 西山村総合調査報告書 ※※※※ 8 68 44
3 2293 池田　俊平 ｲｹﾀﾞｼｭ 西山村の葬送習俗 西山村総合調査報告書 ※※※※ 8 68 45
3 2294 宮井　義雄 ﾐﾔｲﾖ 日蓮の宗教と専修念仏 桐朊学報　１２号 ※※※※ 8 68 46

3 2295 高橋　通泰 ﾀｶﾊｼﾐ
国立大附属高校生の生活实態　－本校生
徒との比較において

お茶の水女子大学附属高等学校
研究紀要第２６号

※※※※ 8 68 47

3 2296 小林　敏男 ｺﾊﾞﾔｼﾄ 古代王朝交替説批判（続）
鹿児島短期大学研究紀要　　　第
３６号

１９８５年１０月 8 68 48

3 2297 月光　善弘 ｹﾞｯｺｳﾖ
古志（四）王神の信仰　－出羽国における
古代神としての

山形女子短期大学紀要第１２集 １９８０年５月 8 68 49

3 2298 勝守　すみ ｶﾂﾓﾘｽ
後北条氏家臣団の構造（一）　－小田原衆
所領役帳を中心として

群馬大学紀要人文科学篇第７巻
第７号

※※※※ 8 68 50

3 2299 永留　久恵 ﾅｶﾞﾄﾒｸ 矛と祭りー対馬の銅矛遺跡を中心として 森貞次郎博士古稀記念古文化論 １９８２年４月 8 68 51

3 2300 大岩　邦 ｵｵｲﾜｸ
明治初期における女子教育観の一考察
－成瀬仁蔵著「婦女子の職務」の成立を
中心として

日本女子大学紀要文学部第８号 ※※※※ 8 68 52

3 2301 藤原　修 ﾌｼﾞﾜﾗｵ
農耕神去来伝承の構造について　－秋か
ら春の農耕神去来伝承を中心として

御影史学論集第７号 １９８２年９月 8 68 53
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